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5

一　

は
じ
め
に

　

近
世
日
本
は
佛
教
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
人
が
制
度
4

4

上
皆
仏
教
徒
と
な
り
、
佛
教
が
〈
国
教
〉
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
々
の
佛
教
へ
の
信
仰
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
国
教
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
徳
川
幕
府
が
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
の
制
度
と
し
て

寺
院
に
非
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
保
証
を
さ
せ
た
寺
請
制
度
が
網
の
目
の
よ
う
に
日
本
列
島
を
覆
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

寺
請
と
い
う
〈
制
度
〉
に
よ
っ
て
佛
教
は
隆
盛
し
た
。
江
戸
幕
府
が
佛
教
を
利
用
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
佛
教
側
も
ま
た
、

そ
こ
か
ら
果
実
を
得
よ
う
と
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
た
偽
文
書
に
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
五
月
に
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
御
条
目
宗

門
檀
那
請
合
之
掟
』
と
い
う
も
の
が
あ
る1

。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
禁
教
と
な
っ
た
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
、元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

に
禁
教
と
な
っ
た
日
蓮
宗
悲
田
派
の
名
を
キ
リ
ス
ト
教
と
並
べ
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
整
合
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
偽
文

書
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
偽
文
書
は
ひ
ろ
く
流
布
し
、
つ
い
に
は
、
明
治
に
な
っ
て
司
法
省
が
編
纂
し
た
『
徳
川
禁
令
考
』

に
収
録
さ
れ
た
よ
う
に
、
あ
る
時
期
、
本
物
の
法
度
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
流
布
し
た
大
き
な
理
由
は
、
寺
側
に
と
っ
て
都
合
の

良
い
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

外
在
す
る
排
佛
と
内
在
す
る
排
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
　
和
也
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例
え
ば
第
三
条
に
「
頭
檀
那
成
共
、
祖
師
忌
・
仏
忌
・
盆
・
彼
岸
・
先
祖
命
日
に
、
絶
て
参
詣
不
レ
仕
者
ハ
、
判
形
を
引
、
宗
旨
役
所
江
断
、

急
度
可
遂
吟
味
事
。」2

と
あ
る
よ
う
に
、
宗
判
権
を
楯
に
取
り
、
檀
家
を
寺
院
に
強
く
隷
属
さ
せ
る
内
容
を
含
ん
で
い
た
。

　

こ
の
寺
院
の
檀
家
に
対
す
る
優
位
は
、
僧
侶
を
腐
敗
へ
と
導
き
、
信
仰
を
形
骸
化
さ
せ
る
陥
穽
で
も
あ
っ
た
。
熊
沢
蕃
山
は
『
大
学

或
問
』
の
「
仏
法
再
興
の
事
」
で
、こ
の
点
を
指
摘
し
て
、「
堂
寺
の
多
き
と
、出
家
の
多
き
と
を
以
て
見
れ
ば
、仏
法
出
来
て
よ
り
已
来
、

今
の
日
本
の
や
う
な
る
は
な
し
」
と
外
見
上
は
佛
教
が
繁
栄
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
仏
法
を
以
て
見
れ
ば
破
滅
の
時
至
れ
り
」

と
、
信
仰
の
上
で
は
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
は
「
出
家
も
少
し
心
あ
る
も
の
」
で
も
「
今
の
僧
は
盗
賊
な
り
」
と
言
う
よ

う
に
、「
渡
世
の
為
に
姦
謀
を
な
し
て
、
淫
欲
肉
食
に
飽
き
た
る
事
在
家
に
勝
れ
り
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
彼
ら
悪
僧
の
生
活
を
支

え
て
い
る
も
の
が
寺
請
制
度
で
あ
っ
た
。

今
吉
利
支
丹
の
寺
請
に
貧
な
る
も
の
は
迷
惑
し
、
貧
に
あ
ら
ね
ど
少
し
目
の
明
た
る
者
は
き
の
ど
く
に
思
ひ
居
れ
り
。
其
故
は

貧
な
る
も
の
は
出
家
に
金
銀
を
あ
た
へ
ざ
れ
ば
寺
請
に
不
レ
立
事
を
迷
惑
し
、
目
の
あ
き
た
る
者
は
、
不
義
不
作
法
の
出
家
な
れ

ど
も
、
是
非
な
く
檀
那
と
す
る
事
を
き
の
ど
く
に
お
も
へ
り
。3

檀
家
か
ら
金
銭
を
巻
き
上
げ
、
不
義
不
作
法
を
行
う
悪
僧
を
檀
家
が
排
斥
で
き
な
い
の
は
、
彼
ら
が
宗
判
権
を
握
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
彼
ら
の
不
興
を
買
っ
て
宗
門
人
別
改
帳
か
ら
外
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
帳
外
の
無
宿
者
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
あ
る
と
の
讒
訴
で
も
さ
れ
れ
ば
、
社
会
生
活
は
大
き
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
僧
侶
の
堕
落
に
対
し
て
、
天
台
宗
で
は
妙
立
、
霊
空
、
真
言
宗
で
は
浄
厳
、
慈
雲
、
浄
土
宗
で
は
敬
首
、
普
寂
な
ど
が
出

て
戒
律
の
復
興
と
い
う
運
動
が
起
こ
っ
た
の
は
佛
教
内
部
に
自
浄
の
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
僧
侶
の
自
覚

の
問
題
で
あ
っ
て
、
佛
教
と
幕
府
と
の
関
係
を
見
直
す
よ
う
な
大
き
な
う
ね
り
と
は
な
ら
ず
、
幕
藩
体
制
の
一
部
で
あ
っ
た
佛
教
は
、

明
治
維
新
に
際
し
て
、
江
戸
幕
府
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
と
長
州
藩
と
が
結
び
つ
い
た
よ
う
に
、
佛
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教
が
倒
幕
派
に
荷
担
し
た
例
も
あ
る
が
、
倒
幕
派
が
排
佛
論
を
有
す
る
国
学
や
水
戸
学
を
思
想
的
支
柱
と
し
て
い
た
こ
と
は
大
き
く
、

明
治
初
年
に
は
、廃
仏
毀
釈
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
こ
と
に
な
り
、佛
教
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
問
題
の
所
在
は
〈
制
度
〉
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
私
が
述
べ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
〈
制
度
〉
の
内
側
と
外
側
と
で
様
相
を
異
に
す
る
排
佛
論
が
構
成
さ
れ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
史
的
な
排
佛
論
の
底
に
、
思
想
の
価
値
を
無
に
す
る
よ
う
な
毒
性
の

強
い
排
佛
論
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
平
田
篤
胤
と
本
居
宣
長
の
言
説
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。

二　

外
在
と
内
在

　
『
出
定
笑
語
（
仏
道
大
意
）』
三
巻
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
平
田
篤
胤
の
講
義
録
と
し
て
筆
録
さ
れ
た
『
古
道
大
意
』、『
俗

神
道
大
意
』
な
ど
の
一
連
の
「
大
意
物
」
の
一
つ
で
あ
る
。
富
永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』、
服
部
天
游
の
『
赤
裸
々
』
に
依
拠
し
て
排

佛
論
を
主
張
し
て
い
る
が
、
中
で
も
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
は
、
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
め
い
た
書
名
か
ら

も
分
か
る
。

　

一
般
に
は
平
田
国
学
の
佛
教
に
つ
い
て
の
主
張
を
過
激
な
排
佛
論
と
捉
え
る
理
解
が
さ
れ
て
い
る
が
、
篤
胤
自
身
は
常
識
人
で
あ
っ

て
、
体
制
批
判
と
受
け
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
言
説
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
た
。

コ
ヽ
ニ
心
得
ベ
キ
コ
ト
ハ
、
今
カ
ヤ
ウ
ニ
天
ノ
下
ニ
ヒ
ロ
ガ
ツ
テ
、
彼
ノ
切
支
丹
ノ
サ
ハ
ギ
以
来
、
コ
ノ
坊
主
ド
モ
ニ
宗
旨
ヲ
改

メ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
事
ト
ナ
リ
、
マ
タ
死
タ
ル
ト
キ
ハ
、
僧
ガ
来
テ
改
ム
ル
モ
、
変
死
ヲ
御
吟
味
ナ
サ
ラ
ン
ガ
為
デ
今
ハ
上
ヨ
リ
ノ
御

定
メ
ト
ナ
リ
テ
ヲ
ル
コ
ト
故
、
如
何
程
イ
ヤ
ニ
思
ヘ
バ
ト
テ
、
コ
リ
ヤ
ド
フ
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、
マ
タ
先
祖
ノ
墓
ヲ
モ
守
ラ
セ
オ

ク
コ
ト
故
、
其
ノ
心
シ
ラ
ビ
ヲ
シ
テ
、
其
ノ
分
相
応
ニ
、
坊
主
ド
モ
扱
フ
ベ
キ
コ
ト
只
々
申
シ
タ
ル
事
ド
モ
ハ
、
人
ノ
惑
ヒ
ヲ
ト



蓮花寺佛教研究所紀要　第四号　寄稿論文

8

ク
バ
カ
リ
、
迷
ハ
ヌ
ヨ
ウ
ニ
ト
申
ス
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
。4

『
出
定
笑
語
』
巻
三
の
終
わ
り
に
見
え
る
こ
の
箇
所
で
は
、キ
リ
ス
ト
教
禁
教
対
策
と
し
て
始
ま
っ
た
〈
制
度
〉
と
し
て
の
寺
請
に
は
「
ド

フ
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
」
と
受
け
入
れ
、
篤
胤
の
排
佛
論
は
「
迷
ハ
ヌ
ヨ
ウ
ニ
ト
申
ス
コ
ト
」
と
人
々
に
警
告
を
発
す
る
と
い
う
範
囲
で

収
め
て
い
る
。
同
様
な
体
制
と
し
て
の
佛
教
と
い
う
理
解
の
上
で
佛
教
を
批
判
す
る
一
世
代
前
の
山
片
蟠
桃
が『
夢
ノ
代
』の
中
で
、「
耶

蘇
ノ
難
ニ
コ
リ
テ
、
官
ト
イ
ヘ
ド
モ
コ
ノ
八
宗
ヲ
信
ズ
ル
コ
ト
ハ
意
ニ
任
セ
テ
、
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
寺
僧
ニ
命
ジ
テ
、
耶
蘇
ヲ
監
禁
ス
ル
ノ

吏
ト
ス
。
ユ
ヘ
ニ
諸
寺
ノ
僧
ド
モ
、
仏
ノ
威
光
ヲ
用
ヒ
テ
天
下
ノ
戸
籍
ニ
入
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
テ
、
俗
中
ニ
誇
ル
。
悪
ム
ベ
シ5

」
と
敵
意
を

む
き
出
し
に
し
、
寺
請
に
対
抗
し
て
、「
儒
宗
ヲ
立
テ
」
て
、「
宗
旨
手
形
ヲ
出
シ
、
仏
寺
ニ
カ
ヽ
ハ
ラ
ズ
、
儒
風
ヲ
以
テ
葬
埋
ス
レ
バ
、

天
下
ノ
庶
民
ミ
ナ
天
堂
地
獄
ノ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
」
知
り
、
ま
た
「
神
道
宗
ヲ
立
テ
」
て
、
同
様
に
「
宗
旨
手
形
ヲ
出
シ
テ
、
神
道
ヲ
以
テ

葬
埋
祭
祀
ノ
法
ヲ
立
」
て
る
べ
き
で
あ
る6

と
儒
教
請
、
神
道
請
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
微
温
的
で
す
ら

あ
る
。
こ
れ
は
国
学
が
論
理
と
し
て
内
に
持
つ
現
状
肯
定
の
思
考
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。
篤
胤
は
続
け
て
、
本
居
宣
長
の
『
玉
鉾
百

首
』
か
ら
「
カ
モ
カ
ク
モ
時
ノ
御
令
ニ
ソ
ム
カ
ヌ
ゾ
、
神
ノ
真
ノ
道
ニ
ハ
有
リ
ケ
ル
」「
時
々
ノ
御
法
令
モ
神
ノ
時
々
ノ
、
御
命
ニ
シ

ア
レ
バ
イ
カ
デ
違
ハ
ン
」「
今
ノ
世
ハ
今
ノ
御
ノ
リ
ヲ
畏
ミ
テ
、
異
シ
キ
行
ヒ
行
フ
ナ
ユ
メ
」
と
い
う
三
首
を
引
い
て7

「
上
ヨ
リ
ノ
御

定
ヲ
モ
ド
ク
ト
云
ス
ヂ
デ
ハ
无
イ
」8

と
い
う
現
状
を
あ
り
ま
ま
受
け
入
れ
る
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　

寺
請
制
度
に
よ
る
僧
侶
の
堕
落
と
い
う
弊
害
は
、
早
い
段
階
か
ら
為
政
者
に
意
識
さ
れ
て
い
て
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
、

そ
の
年
に
終
結
し
た
島
原
の
乱
を
う
け
て
、
寺
請
の
義
務
化
が
幕
府
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
か
ら
三
十
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
寛
文

年
間
（
一
六
六
一
〜
七
二
）
に
、
会
津
藩
（
二
十
三
万
石
。
藩
主
保
正
之
）、
水
戸
藩
（
三
十
五
万
石
。
藩
主
徳
川
光
圀
）、
岡
山
藩

（
三
十
一
万
五
千
石
。
藩
主
池
田
光
政
）
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も
徳
川
家
に
縁
の
深
い9

大
藩
に
よ
っ
て
相
次
い
で
寺
院
整
理
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
寺
請
に
代
え
て
神
道
請
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
藩
の
宗
教
政
策
は
佛
教
教
団
側
の
抵
抗
も
あ
っ
て
一
過
性
の
も
の
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に
終
わ
っ
た
が
、
現
実
は
、
む
し
ろ
、
篤
胤
の
主
張
を
追
い
越
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
〈
制
度
〉
の
外
側
か
ら
佛
教

へ
の
攻
撃
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
担
っ
た
の
は
、
す
ぐ
れ
て
政
治
主
義
的
な
教
え
で
あ
る
儒
教
を
学
ぶ
儒
者
た
ち
で
あ
る
。
大
坂
懐
徳
堂

の
学
主
中
井
竹
山
が
老
中
松
平
定
信
の
諮
問
に
答
え
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
献
上
し
た
『
草
茅
危
言
』
や
、
豊
後
日
田
藩
の
家

老
を
務
め
た
帆
足
万
里
の
『
東
潜
夫
論
』
な
ど
、現
実
政
治
に
触
れ
得
た
儒
者
の
経
世
論
が
寺
請
制
度
の
弊
害
に
触
れ
て
い
る11

の
は
、〈
制

度
〉
の
問
題
に
儒
者
と
し
て
は
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
〈
制
度
〉
を
現
状
と
し
て
受
け
入
れ
る
国
学
の
排
佛
論
の
特
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
篤
胤
の
排
佛
論
に
つ
い
て
言
え
ば
、

ま
ず
、
佛
教
の
〈
他
者
性
〉
の
強
調
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
と
連
動
す
る
管
理
貿
易
体
制
で
あ
る
鎖
国
政
策
は
、
結
果
と
し
て
、
日
本
の
領
域
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
象
と
な
る
「
日
本
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
そ
の
日
本
の
範
囲
は
保
護
国
と
し
て
の
蝦
夷
と
琉
球
を
除
け
ば
古

代
、
中
世
と
大
き
な
変
化
が
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
境
を
越
え
る
こ
と
の
違
法
性
に
よ
っ
て
、
強
く
日
本
の
領
域
の
限
定
性

が
そ
の
内
側
に
住
む
人
々
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
世
界
は
〈
我
々
〉
と
〈
他
者
〉
に
分
割
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
が
直
接

に
〈
他
者
〉
を
排
斥
す
る
排
外
思
想
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。

　
〈
他
者
〉
を
排
斥
す
る
た
め
に
は
、〈
我
々
〉
と
〈
他
者
〉
と
を
分
け
る
こ
と
に
価
値
を
見
い
だ
す
思
想
的
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
学
が
見
い
だ
し
た
の
は
、
古
典
を
通
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
〈
理
想
と
し
て
の
古
代
〉
で
あ
り
、
そ
れ
を
現
在
に
お
い
て
体
現
す

る
天
皇
と
い
う
存
在
で
あ
っ
た
。

ソ
モ
ソ
モ
古
ヘ
ノ
神
々
ハ
、
天
地
ヲ
サ
ヘ
ニ
御
造
ア
ソ
バ
シ
タ
ル
程
ノ
コ
ト
デ
、
且
ハ
恐
レ
ナ
ガ
ラ
イ
ハ
ヾ
、
自
分
ノ
先
祖
ジ
ヤ

ガ
、
ソ
レ
ヲ
バ
賤
シ
メ
ラ
レ
テ
モ
何
ト
モ
思
ハ
ズ
、
釈
迦
ハ
タ
ト
ヘ
真
ニ
尊
キ
モ
ノ
ニ
モ
シ
ロ
、
外
国
ノ
人
ジ
ヤ
モ
ノ
ヲ
、
ソ
レ

ヲ
畏
ク
ワ
ガ
先
祖
ト
モ
、
身
ノ
本
ト
モ
マ
シ
マ
ス
、
ワ
ガ
国
ノ
神
ニ
見
カ
ヘ
テ
、
上
ナ
キ
モ
ノ
ニ
、
諂
ヒ
仕
ヘ
ル
ト
云
ハ
、
チ
ヤ
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ウ
ド
我
ガ
君
ワ
ガ
親
ヲ
ス
テ
ヽ
、
他
人
ヲ
尊
ビ
、
其
他
人
ヘ
ノ
諂
ヒ
ガ
有
テ
、
カ
ヘ
ラ
マ
ニ
ワ
ガ
君
我
ガ
親
ヲ
ソ
シ
ラ
レ
テ
モ
何

ト
モ
思
ハ
ズ
、
且
ト
モ
ド
モ
我
ガ
君
ワ
ガ
親
ヲ
ソ
シ
リ
、
タ
マ
サ
カ
自
分
ノ
親
ヲ
尊
メ
ト
勧
ム
ル
人
ヲ
サ
ヘ
ニ
憎
ム
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ

ジ
ヤ
ガ
、11

講
義
録
と
い
う
の
を
差
し
引
い
て
も
、
こ
こ
で
の
篤
胤
の
発
言
は
、
一
歩
を
踏
み
込
ん
で
い
る
。
天
地
初
発
の
時
に
高
天
原
に
「
成
っ

た
」
日
本
の
神
々
は
創
造
主
で
は
な
く
、
国
土
を
修
理
固
成
し
た
神
々
は
天
皇
家
の
祖
先
で
は
あ
っ
て
も
、
日
本
人
の
祖
先
と
ま
で
は

記
紀
神
話
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
神
道
神
学
的
に
は
際
ど
い
発
言
で
あ
る
が
、
篤
胤
は
神
々
と
〈
我
々
〉
と
は
血
縁
関
係
に
あ
る

身
内
で
あ
り
、「
真
ニ
尊
キ
モ
ノ
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
釈
迦
は
「
外
国
ノ
人
」
で
あ
り
「
他
人
」
で
あ
る
と
、
両
者
の
差
異
を
肉
体

と
い
う
具
体
性
の
上
で
説
明
し
て
、
佛
教
の
〈
他
者
性
〉
を
強
調
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
井
白
石
の
『
采
覧
異
言
』、
山
村
才
助
の
『
訂
正
増
訳
采
覧
異
言
』、
森
島
中
良
の
『
紅
毛
雑
話
』
な
ど
の
地
理
書
を
引
用

し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
文
化
を
紹
介
し
て
、
イ
ン
ド
を
「
下
国
ノ
風
俗
」
と
断
じ11

、
ま
た
、『
観
無
量
寿
経
』
を
引
い
て
、
天
竺
は
「
王

ニ
シ
テ
父
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
、
一
万
八
千
人
、
マ
タ
子
ト
シ
テ
、
父
ヲ
殺
ス
モ
ノ
、
一
万
人
」
と
あ
る
よ
う
な
国
が
ら
で
あ
る
と11

、
釈
迦

の
生
地
で
あ
る
天
竺
（
イ
ン
ド
）
に
対
し
て
も
日
本
と
の
差
異
を
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
内
外
の
峻
別
は
、佛
教
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、儒
教
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。『
西
籍
慨
論
（
儒
道
大
意
）』
は
、『
出

定
笑
語
』
と
同
じ
く
一
連
の
「
大
意
物
」
の
一
つ
で
あ
る
が
、講
述
の
柱
の
一
つ
は
『
呵
妄
書
』（
享
和
三
年
成
立
）
か
ら
引
き
続
い
て
の
、

太
宰
春
台
の
『
弁
道
書
』
に
見
え
る
中
華
崇
拝
の
批
判
で
あ
る
。

皇
国
ノ
今
ノ
御
世
ノ
如
ク
、
メ
デ
タ
ク
治
リ
タ
ル
コ
ト
、
彼
ノ
国
世
々
ノ
歴
史
ニ
見
エ
ザ
ル
ニ
、
太
宰
ガ
中
華
ノ
昔
ニ
及
バ
ズ
ト

云
タ
ハ
、
漢
国
ノ
誰
ガ
世
ヲ
サ
シ
テ
云
フ
ニ
カ
ト
思
フ
ニ
、
彼
ノ
事
々
シ
ク
云
フ
、
堯
舜
禹
湯
武
ガ
世
ノ
事
ヲ
云
タ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ

ル
。
然
レ
ド
モ
ソ
ノ
牽
強
ハ
ナ
ハ
ダ
過
タ
ル
コ
ト
デ
、
何
ト
シ
テ
渠
等
ガ
代
ヲ
以
テ
、
皇
国
ノ
今
ノ
愛
タ
キ
御
世
ニ
比
ベ
ラ
レ
ヨ
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ウ
ゾ
。11

篤
胤
は
儒
者
春
台
が
理
想
と
す
る
古
代
聖
王
の
「
堯
舜
禹
湯
武
ガ
世
」
に
対
し
て
、「
皇
国
ノ
今
ノ
御
世
」
が
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど

優
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、春
台
に
と
っ
て
現
在
の
日
本
を
批
判
す
る
た
め
の
比
較
対
象
が
古
代
聖
王
の
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、

そ
れ
に
対
す
る
篤
胤
の
現
状
を
肯
定
す
る
意
志
が
際
だ
っ
て
い
る
。
篤
胤
が
日
本
の
現
状
を
肯
定
す
る
の
は
、
日
本
が
「
挂
マ
ク
モ
可

畏
キ
、
天
照
大
御
神
ノ
御
本
国
ニ
シ
テ
、
其
ノ
御
子
ト
御
坐
ス
、
天
皇
ノ
代
々
知
看
ス
、
此
ノ
皇
大
御
国11

」
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、〈
理

想
と
し
て
の
古
代
〉
か
ら
一
貫
し
て
存
在
す
る
天
皇
に
よ
っ
て
現
在
の
日
本
も
ま
た
、
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
天
皇
と
は
、
中

国
が
「
天
子
ガ
渡
リ
者
モ
同
然
ニ
テ
、
気
ニ
入
ラ
ネ
バ
取
替
」
る
よ
う
な
「
不
埒
千
万
ナ
ル
国
故
、
聖
人
出
テ
ヲ
シ
ヘ
タ
マ
フ
」
の
に

対
し
て
、「
日
本
ハ
自
然
ニ
仁
義
ヲ
守
ル
国
ユ
エ
、
聖
人
出
ズ
シ
テ
モ
太
平
ヲ
ナ
ス11

」
国
で
あ
る
た
め
、
絶
対
の
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
篤
胤
の
よ
う
に
日
本
と
そ
の
他
の
国
々
を
峻
別
す
る
思
想
は
、
国
学
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
儒
教
の
日
本
的
な
変

容
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ
る
水
戸
学
に
お
い
て
は
、
儒
教
の
範
囲
内
で
も
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
藤
田
東
湖
の
『
弘
道
館
記
述

義
』（
弘
化
三
年
）
で
は
、「
民
を
誣
ひ
世
を
惑
す
も
の
」
の
中
で
「
西
戎
浮
屠
の
教
（
＝
佛
教
）
を
尤
も
甚
し
と
な
す11

」
と
佛
教
を
排

斥
す
る
一
方
で
、「
唐
虞
三
代
の
道
は
、
こ
と
ご
と
く
神
州
（
＝
日
本
）
に
用
ふ
べ
き
か
」
と
い
う
問
を
立
て
、「
否
」
と
断
じ
、
そ
の

「
決
し
て
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
と
し
て
禅
譲
と
放
伐
の
二
つ
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、「
赫
赫
た
る
神
州
は
、
天
祖
の
天
孫
に

命
じ
た
ま
ひ
し
よ
り
、
皇
統
一
姓
、
こ
れ
を
無
窮
に
伝
へ
、
天
位
の
尊
き
こ
と
、
な
ほ
日
月
の
踰
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
」
で
あ
り
、

「
徳
、
舜
禹
に
匹
び
、
智
、
湯
武
に
侔
し
き
者
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
た
だ
一
意
上
に
奉
じ
て
、
以
て
天
功
を
亮
く
る
あ
る
の
み
」11

と
、

た
と
え
舜
、
禹
、
湯
王
、
武
王
の
よ
う
な
優
れ
た
人
物
が
出
現
し
て
も
、
天
皇
に
替
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
聖
人
に
よ
る
統
治

と
い
う
儒
教
の
王
道
論
の
根
幹
に
関
わ
る
禅
譲
・
放
伐
を
日
本
の
国
情
に
合
わ
な
い
と
し
て
否
定
し
、
儒
教
に
も
一
定
の
枠
を
は
め
て

い
る
。
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儒
教
の
普
遍
性
を
否
定
し
て
、「
日
本
」の
特
殊
さ
を
肯
定
す
る
点
で
は
、水
戸
学
は
国
学
に
近
接
し
て
お
り
、一
方
、『
玉
だ
す
き
』(

文

化
八
年
草
稿
・
文
政
七
年
増
訂)

で
、
国
学
を
「
我
が
古
道
の
学
問
に
お
き
て
は
、
負
気
な
く
も
、
天
上
天
下
、
顕
世
幽
界
の
微
旨
を

探
り
て
、
是
を
身
に
本
づ
け
、
修
身
斉
家
は
さ
ら
な
り
、
治
国
平
天
下
の
道
、
ま
た
此
に
出
る
事
の
本
を
明
さ
む
と
欲
る
学
び11

」
と
規

定
す
る
規
範
的
性
格
を
持
つ
篤
胤
の
思
想
に
お
い
て
は
、
ま
た
国
学
が
儒
教
に
近
接
し
た
と
も
言
え
、
平
田
国
学
と
水
戸
学
と
に
よ
っ

て
佛
教
が
〈
他
者
〉
と
し
て
排
斥
さ
れ
る
思
想
的
土
壌
は
、
明
治
維
新
を
前
に
し
て
整
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
近
接
し
た
と
し
て
も
、
篤
胤
の
寺
請
に
対
す
る
「
ド
フ
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
」
と
い
う
認
識
に
対
し
て
、
東
湖
が
、「
仏
法

の
熾
ん
な
る
は
職
と
し
て
こ
れ
に
由
る
」
と
寺
請
制
に
よ
る
佛
教
の
隆
盛
を
把
握
し
た
う
え
で
、「
愚
俗
」
は
佛
教
を
信
仰
し
て
い
る

の
で
、
佛
教
を
「
徒
ら
に
攻
撃
駆
除
し
て
、
快
を
一
時
に
取
ら
ば
、
す
な
は
ち
過
変
の
激
す
る
」
と
い
う
弊
害
が
あ
り
、「
苟
し
く
も

我
が
治
に
補
ひ
あ
ら
ば
、
何
ぞ
夷
狄
の
法
を
嫌
は
ん11

」
と
、
政
治
の
道
具
と
し
て
の
佛
教
と
い
う
認
識
に
あ
る
の
は
、
国
学
に
は
無
い
、

政
治
の
学
と
し
て
の
儒
教
そ
し
て
水
戸
学
の
狡
知
で
あ
っ
た
。

三　

人
情
と
佛
教

　
〈
制
度
〉
の
改
変
を
主
張
せ
ず
、
佛
教
が
存
在
す
る
現
状
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
主
張
は
篤
胤
の
独
創
で
は
な
く
、
篤
胤
が
師
と
あ

お
ぐ
本
居
宣
長
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

　

宣
長
の
い
う
「
道
」
と
い
う
も
の
の
性
格
は
、『
う
ひ
山
ぶ
み
』（
寛
政
一
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、第
一
に
「
此
二
典
（
＝
『
古
事
記
』・『
日

本
書
紀
』）に
し
る
さ
れ
た
る
、神
代
の
も
ろ
も
ろ
の
事
跡
の
う
へ
に
備
」は
る
も
の
と
し
て
、古
典
の
上
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き「
道
」

で
あ
る
と
と
も
に
、第
二
に「
天
皇
の
天
下
を
治
め
さ
せ
給
ふ
、正
大
公
共
の
道
」と
し
て
、現
実
に
働
い
て
い
る「
道
」で
も
あ
る
。
従
っ
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て
、
第
一
の
性
格
に
の
み
依
拠
し
て
「
神
学
者
な
ど
」
が
、「
神
道
の
行
ひ
と
て
、
世
間
に
異
な
る
わ
ざ
」
を
す
る
の
は
、「
た
と
ひ
上

古
の
行
ひ
に
か
な
へ
る
こ
と
有
と
い
へ
ど
も
」、第
二
の
性
格
に
抵
触
す
る
た
め「
今
の
世
に
し
て
は
私
な
り
」と
判
断
さ
れ
る
。「
道
」は
、

「
天
皇
の
天
下
を
治
め
さ
せ
給
ふ
、
正
大
公
共
の
道
」
で
あ
り
、「
上
に
行
ひ
給
ひ
て
、
下
へ
は
、
上
よ
り
敷
き
施
し
給
ふ
も
の
に
こ
そ

あ
れ
、下
た
る
者
の
、私
に
定
め
お
こ
な
ふ
も
の
」で
は
な
い
。「
道
」の
第
二
の
性
格
に
よ
っ
て
、現
実
に
あ
る
も
の
が
、そ
の
ま
ま「
道
」

と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
「
下
た
る
者
」
に
求
め
ら
れ
る
以
上
、
佛
教
が
現
に
存
在
し
て
い
る
事
実
も
ま
た
、
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
。す

べ
て
下
た
る
者
は
、
よ
く
て
も
あ
し
く
て
も
、
そ
の
時
々
の
上
の
掟
の
ま
ゝ
に
、
従
ひ
行
ふ
ぞ
、
即
ち
古
ヘ
の
道
の
意
に
は
有

け
る
、
吾
は
か
く
の
ご
と
き
思
ひ
と
れ
る
故
に
、
吾
家
、
す
べ
て
先
祖
の
祀
り
、
供
仏
施
僧
の
わ
ざ
等
も
、
た
ゞ
親
の
世
よ
り
為

し
来
り
た
る
ま
ゝ
に
て
、
世
俗
と
か
は
る
事
な
く
し
て
、
た
ゞ
こ
れ
を
お
ろ
そ
か
な
ら
ざ
ら
ん
と
す
る
の
み
也
。

現
実
に
存
在
す
る
佛
教
に
対
し
て
、
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
し
か
し
、「
道
」
の
第
一
の
性
格
か
ら
、「
学
者
」
た
る
も
の
は
、「
随
分

に
古
の
道
を
考
へ
明
ら
め
て
、
そ
の
む
ね
を
、
人
に
も
を
し
へ
さ
と
し
、
物
に
も
書
き
遺
し
お
き
て
、
た
と
ひ
五
百
年
千
年
の
後
に
も

あ
れ
、
時
至
り
て
、
上
に
こ
れ
を
用
ひ
行
ひ
給
ひ
て
、
天
下
に
し
き
ほ
ど
こ
し
給
は
ん
世
を
」
ま
つ
べ
き
で
あ
る
と
、
現
実
が
変
わ
る

可
能
性
を
未
来
に
期
待
し
て
、「
道
」
を
後
世
の
た
め
に
明
ら
か
に
す
る
の
が
責
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
。11

　

宣
長
の
こ
の
現
在
の
受
け
入
れ
と
未
来
に
対
す
る
学
者
の
責
務
と
い
う
関
係
は
、
先
に
見
た
篤
胤
の
『
出
定
後
語
』
の
末
尾
に
リ
フ

レ
イ
ン
し
て
い
る
。〈
制
度
〉
を
改
変
す
る
こ
と
は
「
下
た
る
者
」
の
行
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
未
来
に
託
す
こ
と
ま
で
を
否
定

す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
宣
長
の
こ
う
し
た
二
枚
腰
と
も
言
え
る
現
実
へ
の
対
処
の
仕
方
は
、
自
ら
の
葬
儀
に
つ
い
て
詳
細
な
『
遺

言
書
』
を
記
し
、
そ
の
中
で
檀
那
寺
の
樹
敬
寺
で
佛
式
の
葬
儀
を
行
う
一
方
で
、
樹
敬
寺
へ
は
「
空か
ら
だ
び送

」
で
あ
り
、
遺
体
は
山
室
山
に

神
道
式
に
葬
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。11
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宣
長
が
未
来
に
託
し
た
「
古
の
道
を
考
へ
明
ら
め
」
る
こ
と
と
は
、「
或
は
仏
道
の
意
に
よ
り
、
或
は
儒
道
の
意
に
す
が
り11

」
て
、

説
か
れ
て
き
た
「
道
」
の
真
実
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
を
儒
教
・
佛
教
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
読

む
た
め
に
は
「
古
言
古
歌
」
を
よ
く
知
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
「
其
の
道
の
意
、
お
の
づ
か
ら
明
ら
か
」
に
な
る
が
、

「
古
事
記
は
、
古
伝
説
の
ま
ゝ
に
記
さ
れ
て
は
あ
れ
ど
も
、
な
ほ
漢
文
な
れ
ば
、
正
し
く
古
言
を
し
る
べ
き
こ
と
は
、
万
葉
に
及
」
ば

な
い
、と
『
万
葉
集
』
が
古
言
を
知
る
上
で
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
「
二
典
に
載
れ
る
歌
ど
も
」
は
、

「
第
一
の
至
宝
」
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
な
く
、
そ
れ
に
対
し
『
万
葉
集
』
は
歌
数
は
多
く
、「
古
言
は
を
さ
を
さ
も
れ
た
る
な
く
、

伝
は
り
た
る
」
の
で
、
こ
れ
を
第
一
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
は
師
の
賀
茂
真
淵
も
語
っ
て
い
た
と
宣
長
は
言
う
。

す
べ
て
神
の
道
は
、
儒
佛
な
ど
の
道
の
、
善
悪
是
非
を
こ
ち
た
く
さ
だ
せ
る
や
う
な
る
理
屈
は
、
露
ば
か
り
も
な
く
、
た
ゞ
ゆ
た

か
に
お
ほ
ら
か
に
、
雅
た
る
物
に
て
、
歌
の
お
も
む
き
ぞ
、
よ
く
こ
れ
に
か
へ
り
け
る
。11

儒
教
・
佛
教
の
よ
う
な
「
善
悪
是
非
を
こ
ち
た
く
さ
だ
せ
る
や
う
な
る
理
屈
」
を
持
つ
教
え
に
対
し
、『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
に
、

「
た
ゞ
ゆ
た
か
に
お
ほ
ら
か
に
、
雅
」
で
あ
る
「
神
の
道
」
が
現
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
で
の
歌
と
は
、「
道
」
を
知
る
た
め
の
回
路

で
あ
る
。
こ
の
回
路
を
通
っ
て
、
人
は
「
道
」
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
「
み
ず
か
ら
も
古
風
の
歌
を
ま
な
び
て
よ
む
」
こ

と
が
推
奨
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
か
ら
「
道
」
を
学
び
取
る
こ
と
が
、『
万
葉
集
』
を
経
由
し
て
、
歌
へ
と
回
収
さ
れ
て
ゆ
く
。
宣

長
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
歌
は
、「
思
ふ
心
を
い
ひ
の
ぶ
る
わ
ざ
と
い
ふ
う
ち
に
、
よ
の
つ
ね
の
言
と
は
か
は
り
て
、
必
ズ
詞
に
あ
や

を
な
し
て
、
し
ら
べ
を
う
る
は
し
く
と
ゝ
の
ふ
る
道
」
で
あ
っ
て
、「
神
代
の
は
じ
め
よ
り
」
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う

ち
で
よ
く
出
来
た
も
の
が
後
世
ま
で
残
る
の
は
、「
二
典
に
載
れ
る
歌
な
ど
」
も
同
様
で
あ
り
、「
上
代
よ
り
し
て
、
よ
し
と
あ
し
き
と

有
て
、
人
の
あ
は
れ
と
き
ゝ
、
神
の
感
じ
給
ふ
も
、
よ
き
歌
に
あ
る
こ
と
也11

」
と
し
て
い
る
。
一
般
に
宣
長
の
『
源
氏
物
語
』
の
研
究
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と
『
古
事
記
』
の
研
究
と
が
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
が
、『
源
氏
物
語
』
を
平
安
時
代
の

女
流
文
学
、『
古
事
記
』
を
日
本
神
話
と
い
う
概
念
の
枠
で
し
か
見
て
い
な
い
た
め
で
あ
っ
て
、
宣
長
に
あ
っ
て
は
、「
歌
」
に
よ
っ
て

両
者
は
通
底
し
て
い
た
。

　

晩
年
の
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
に
記
さ
れ
た
歌
に
対
す
る
考
え
方
の
骨
格
は
、
宣
長
の
歌
論
の
初
期
の
著
作11

で
あ
る
『
排
蘆
小
船
』
に
す

で
に
現
れ
て
い
る
。「
歌
ノ
本
体
」
と
は
、「
政
治
ヲ
タ
ス
ク
ル
タ
メ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
身
ヲ
オ
サ
ム
ル
為
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
タ
ヾ
心
ニ
思
フ

事
ヲ
イ
フ
ヨ
リ
外
」
な
い
、
た
だ
思
い
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、「
其
内
ニ
政
ノ
タ
ス
ケ
ト
ナ
ル
歌
モ
ア
ル
ベ
シ
、
身
ノ
イ
マ
シ
メ

ト
ナ
ル
歌
モ
ア
ル
ベ
シ
、
又
国
家
ノ
害
ト
モ
ナ
ル
ベ
シ
、
身
ノ
ワ
ザ
ハ
イ
ト
モ
ナ
ル
ベ
シ11

」
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
歌
が
詠
ま
れ
た
結

果
で
し
か
な
く
、
目
的
で
は
な
い
と
、
歌
の
政
治
・
道
徳
か
ら
の
自
立
を
述
べ
る
。
歌
と
は
人
の
心
の
実
情
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、

宣
長
の
言
う
「
実
情
」
と
は
、現
代
人
が
つ
い
想
起
し
が
ち
な
無
垢
な
赤
心
な
ど
で
は
な
く
、歌
を
詠
む
と
い
う
行
為
、そ
の
も
の
「
実

情
」
で
あ
る
。

只
ソ
ノ
意
ニ
シ
タ
ガ
フ
テ
ヨ
ム
ガ
歌
ノ
道
也
。
姦
邪
ノ
心
ニ
テ
ヨ
マ
バ
、
姦
邪
ノ
歌
ヲ
ヨ
ム
ベ
シ
、
好
色
ノ
心
ニ
テ
ヨ
マ
ハ
、
好

色
ノ
歌
ヲ
ヨ
ム
ベ
シ
、
仁
義
ノ
心
ニ
テ
ヨ
マ
ハ
、
仁
義
ノ
歌
ヲ
ヨ
ム
ベ
シ
。
タ
ダ
タ
ダ
歌
は
一
偏
ニ
カ
タ
ヨ
レ
ル
モ
ノ
ニ
テ
ハ
ナ

キ
ナ
リ
。
実
情
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ン
ト
オ
モ
ハ
ハ
、
実
情
ヲ
ヨ
ム
ヘ
シ
、
イ
ツ
ハ
リ
ヲ
イ
ハ
ム
ト
オ
モ
ハ
ハ
、
イ
ツ
ハ
リ
ヲ
ヨ
ム
ベ
シ
、

詞
ヲ
カ
ザ
リ
面
白
ク
ヨ
マ
ン
ト
オ
モ
ハ
ハ
、
面
白
ク
カ
サ
リ
ヨ
ム
ベ
シ
。
只
意
ニ
マ
カ
ス
ベ
シ
、
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
実
情
也
。11

『
う
ひ
山
ぶ
み
』
で
歌
と
は
「
よ
の
つ
ね
の
言
と
は
か
は
り
て
、
必
ズ
詞
に
あ
や
を
な
し
て
、
し
ら
べ
を
う
る
は
し
く
と
ゝ
の
ふ
る
」

も
の
で
あ
り
、
神
代
に
対
し
、「
万
葉
に
載
れ
る
こ
ろ
の
歌
に
い
た
り
て
は
、
み
な
か
ま
へ
て
よ
く
よ
ま
ん
と
、
求
め
た
る
物
に
こ
そ

あ
れ
、
お
の
づ
か
ら
に
出
来
た
る
は
、
い
と
す
く
な
か
る
べ
し
。
万
葉
の
歌
す
で
に
然
る
う
へ
は
、
ま
し
て
後
世
今
の
世
に
は
、
よ
く

よ
ま
ん
と
か
ま
ふ
る
こ
と
、
何
か
は
と
が
む
べ
き11

」
と
、
作
歌
に
お
け
る
作
為
を
人
の
心
の
自
然
の
働
き
と
し
て
肯
定
す
る
考
え
方
は
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『
排
蘆
小
船
』
か
ら
そ
の
ま
ま
一
貫
し
て
い
る
。
変
化
し
た
の
は
『
排
蘆
小
船
』
で
「
自
然
ノ
神
道
」
と
呼
ん
で
い
た
宣
長
の
歌
論
を

最
終
的
に
保
証
す
る
根
拠
が
、記
紀
研
究
の
進
展
を
通
し
て
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
「
古
の
道
」
と
い
う
よ
り
〈
確

か
な
も
の
〉
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

歌
が
政
治
や
倫
理
な
ど
「
タ
ヾ
心
ニ
思
フ
事
ヲ
イ
フ
」
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、倫
理
と
関
わ
り
の
深
い
僧
侶
の
恋
歌
も
ま
た
、「
タ
ヾ

心
ニ
思
フ
事
ヲ
イ
フ
」
も
の
と
し
て
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僧
侶
の
女
犯
妻
帯
が
禁
じ
ら
れ
、ま
た
「
五
戒
」
の
一
つ
に
「
不

邪
淫
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
性
に
対
す
る
禁
忌
が
強
い
佛
教
に
お
い
て
、
古
来
、
詠
ま
れ
て
き
た
僧
侶
の
恋
歌
は
、
倫
理
に
抵

触
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
本
来
、
戒
律
か
ら
す
れ
ば
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宣
長
は
、「
心
ノ
正
邪
美
悪
ハ
、
ソ
ノ

道
ソ
ノ
道
ニ
テ
褒
貶
議
論
ス
ヘ
キ
事
也
。
歌
ノ
道
ニ
テ
、
ト
カ
ク
論
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
此
道
ニ
テ
ハ
、
只
ソ
ノ
歌
ノ
善
悪
ヲ
コ
ソ
イ

フ
ヘ
キ
事
ナ
レ
、
僧
ナ
レ
ハ
恋
ノ
歌
ヨ
ム
マ
シ
キ
理
也
ナ
ド
、
ナ
ン
ゾ
ヨ
シ
ナ
キ
議
論
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ11

」
と
、
僧
侶
の
恋
歌
を
、
作
歌
者

の
立
場
を
従
属
的
な
も
の
と
し
て
、
僧
侶
4

4

の
恋
歌
で
は
な
く
、
僧
侶
の
恋
歌
4

4

と
し
て
、
歌
と
倫
理
と
を
切
り
離
す
。
そ
う
し
た
上
で
、

宣
長
は
、
さ
ら
に
一
歩
を
加
え
、
こ
の
従
属
的
な
価
値
で
し
か
な
い
僧
侶
と
い
う
立
場
が
、
良
い
歌
を
作
り
出
す
条
件
と
も
な
り
得
る

こ
と
を
説
く
。
僧
侶
で
あ
れ
ば
、
恋
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
か
え
っ
て
「
イ
ヨ
イ
ヨ
心
ニ
ハ
思
ヒ
ム
ス
ボ
レ
テ
、
情
ノ
積
鬱
ス

ヘ
キ
理
ナ
レ
ハ
、
セ
メ
テ
思
ヒ
ヲ
和
歌
」
に
は
ら
そ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、「
サ
レ
ハ
ス
ク
レ
タ
ル
恋
歌
モ
、
俗
人
ヨ
リ
ハ
出
ク
ベ
キ

也11

」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
心
理
が
働
く
の
は
、
僧
侶
と
い
え
ど
も
人
間
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
「
大
黒
」
な
ど
と
称
し
て
女
性
を
寺
院
に
置
く
こ
と
も
一
部
に
は
見
ら
れ
、「
妾
宅
な
ど
唱
へ
て
囲
女
を
い
た
し
、
折
節
寺
内
に
も
隠

し
置
き
、
子
供
を
持
ち11

」
と
武
陽
隠
士
の
『
世
事
見
聞
録
』
に
も
見
え
る
よ
う
に
排
佛
論
の
格
好
の
素
材
で
も
あ
っ
た
が
、
江
戸
幕
府

に
よ
っ
て
僧
侶
の
女
犯
妻
帯
は
法
度
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
、
そ
の
違
犯
は
獄
門
や
遠
島
な
ど
の
極
刑
に
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た11

。
宣

長
も
、
現
実
に
女
犯
を
勧
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
心
の
中
で
の
恋
慕
ま
で
禁
止
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
色
欲
事
ハ
、
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少
シ
モ
心
ニ
オ
モ
ヒ
モ
カ
ケ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ミ
セ
ツ
ヽ
シ
ム11

」
今
の
世
の
僧
侶
の
偽
善
を
非
難
し
て
い
る
。

其
上
ス
ベ
テ
出
家
ト
サ
ヘ
イ
ヘ
ハ
、
ミ
ナ
心
マ
デ
佛
菩
薩
ノ
ゴ
ト
キ
物
ゾ
ト
心
ニ
エ
タ
ル
カ
。
僧
ノ
ス
コ
シ
好
色
ガ
マ
シ
キ
事
ア

レ
ハ
、
人
ハ
ナ
ハ
タ
コ
レ
ヲ
悪
ム
事
、
俗
人
ト
雲
泥
ノ
如
ク
、
大
悪
ノ
ヤ
ウ
ニ
オ
モ
ヘ
リ
。
マ
コ
ト
ニ
世
尊
ノ
ウ
ヘ
ナ
キ
イ
マ
シ

メ
、
輪
廻
妄
執
ノ
キ
ヅ
ナ
、
コ
レ
ニ
過
タ
ル
事
ナ
ケ
レ
ハ
、
僧
ト
シ
テ
ハ
、
モ
ツ
ト
モ
イ
ト
ヒ
サ
ク
ヘ
キ
事
ナ
レ
ト
モ
、
僧
ト
テ

モ
モ
ト
俗
人
ト
カ
ハ
リ
タ
ル
性
質
ニ
ア
ラ
ス
、
モ
ト
同
シ
凡
夫
ナ
レ
ハ
、
人
情
ニ
カ
ハ
リ
タ
ル
事
ハ
ナ
キ
ハ
ズ
也
。
万
人
ノ
同
シ

ク
コ
ノ
ム
声
色
ナ
レ
ハ
、
ヒ
ト
リ
出
家
ノ
コ
ノ
ム
マ
ジ
キ
道
理
ハ
ナ
キ
事
也
。11

僧
侶
が
「
心
ニ
ハ
思
ヒ
ム
ス
ボ
レ
テ
、
情
ノ
積
鬱
」
す
る
の
は
、
僧
侶
は
「
心
マ
デ
佛
菩
薩
」
で
は
な
く
、「
俗
人
」
と
何
ら
変
わ
る

と
こ
ろ
は
な
く
、
本
来
同
じ
「
凡
夫
」
で
あ
っ
て
「
人
情
」
に
お
い
て
違
い
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
宣
長
は
述
べ
る
。
非
人
情
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
僧
侶
と
い
う
制
約
が
か
え
っ
て
人
情
を
よ
り
深
い
と
こ
ろ
か
ら
呼
び
起
こ
す
と
い
う
、
文
芸
論
と
し
て
優
れ
た
分

析
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
「
僧
ト
テ
モ
モ
ト
俗
人
ト
カ
ハ
リ
タ
ル
性
質
ニ
ア
ラ
ス
」
を
置
く
こ
と
は
、
佛
教
を

足
下
か
ら
崩
す
危
険
な
考
え
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
佛
教
教
理
を
概
説
し
た
経
と
し
て
流
布
し
た
『
仏
説
四
十
二
章
経
』
に
「
出
家
沙
門

と
い
ふ
は
、
欲
を
断
ち
愛
を
去
り
て
自
心
の
源
を
識
り
、（
中
略
）
心
、
道
に
繋
が
れ
ず
、
亦
業
に
結
ば
れ
ず
。
無
念
無
作
、
非
修
非

証11

」
と
あ
る
よ
う
に
、
佛
教
は
ま
ず
心
を
修
め
る
も
の
で
あ
り
、
人
情
お
い
て
情
欲
を
認
め
る
こ
と
は
、
教
理
と
し
て
も
建
前
と
し
て

あ
り
得
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
宣
長
に
あ
っ
て
は
、
作
歌
の
上
で
は
戒
律
よ
り
も
人
情
が
優
先
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
戒

律
と
い
う
制
約
は
僧
侶
が
良
い
歌
を
詠
む
た
め
の
条
件
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
『
排
蘆
小
船
』
で
は
歌
論
に
留
ま
っ
て
い
た
佛
教
と
人
情
と
の
対
立
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
紀
州
藩
主
徳
川
治
貞
に
『
秘

本
玉
く
し
げ
』
と
と
も
に
献
上
し
た
『
玉
く
し
げ
』
で
は
、
歌
論
か
ら
社
会
生
活
の
場
に
出
て
、
人
情
に
背
馳
す
る
佛
教
を
批
判
す
る

よ
う
に
な
る
。「
異
国
の
道
々
」
で
あ
る
佛
教
の
説
く
死
後
の
安
心
に
つ
い
て
、「
死
ぬ
る
ほ
ど
か
な
し
き
事
は
」
な
い
の
に
、「
死
を
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深
く
哀
む
を
ば
、
愚
な
る
心
の
迷
ひ
の
や
う
に
心
得
」
て
、「
こ
れ
を
愧
ぢ
て
、
強
て
迷
は
ぬ
ふ
り
、
悲
ま
ぬ
体
を
見
せ
、
或
は
辞
世

な
ど
い
ひ
て
、
こ
と
ご
と
し
く
悟
り
き
は
め
た
る
さ
ま
の
詞
を
遺
」
す
と
い
っ
た
「
大
き
な
る
偽
り
の
つ
く
り
言
」
で
あ
り
、「
人
情

に
背
き
、
ま
こ
と
の
道
理
に
」
か
な
わ
な
い11

と
、「
人
情
」
と
佛
教
と
い
う
対
立
の
構
図
は
明
確
に
さ
れ
、
佛
教
の
〈
他
者
性
〉
が
鮮

明
に
な
る
こ
と
で
、
排
佛
論
の
体
裁
を
整
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
宣
長
の
言
う
死
に
対
す
る
「
人
情
」
と
は
、「
た
ゞ
死
ぬ
れ
ば

予
美
の
国
に
ゆ
く
こ
と
と
、
道
理
の
ま
ゝ
に
心
得
居
て
、
泣
き
悲
む
よ
り
ほ
か
は
な
か
り
し11

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
死
の
恐
怖
に

対
す
る
救
済
は
「
悲
し
む
」
と
い
う
感
情
に
ひ
た
り
込
む
こ
と
で
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
『
古
事
記
』
な
ど

文
献
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
死
に
関
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ
て
、『
遺
言
書
』
に
山
室
山
の
奥
墓
へ
の
墓
参
や
祥
月
ご
と
の
歌
会

の
指
示
な
ど
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
決
し
て
死
後
の
世
界
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

篤
胤
が
指
摘
す
る
釈
迦
や
天
竺
の
〈
他
者
性
〉
は
具
体
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
と
い
う
民
族
、
日
本
と
い
う
国
土
に
対

す
る
〈
他
者
〉
で
あ
っ
た
が
、
宣
長
が
指
摘
す
る
佛
教
の
〈
他
者
性
〉
と
は
、
人
情
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、「
死
ぬ
る
ほ
ど
か
な
し

き
事
は
」
な
い
と
感
じ
る
普
遍
と
し
て
の
人
間
性
に
対
す
る
〈
他
者
〉
と
し
て
の
佛
教
で
あ
っ
た
。
篤
胤
が
、
佛
教
の
非
人
情
を
虚
偽

で
あ
る
と
し
て
、「
コ
ノ
天
地
ノ
間
ニ
生
レ
キ
テ
ハ
、
此
天
地
ノ
神
ノ
支
配
ハ
脱
ラ
レ
ズ
、
夫
ユ
ヱ
此
ノ
世
ノ
人
ノ
心
モ
ナ
ク
ナ
ラ
ヌ
」

と
宣
長
の
主
張
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
、「
佛
ハ
出
世
間
、
出
三
界
ト
云
テ
、
心
モ
骸
モ
、
此
ノ
世
ノ
天
地
ノ
外
ヘ
出
シ
テ
ヲ
ル
故
、

ト
ン
ト
別
ナ
物
ジ
ヤ11

」
と
、
具
体
的
な
佛
の
存
在
を
問
第
に
し
て
い
る
点
で
、
宣
長
と
篤
胤
の
指
向
す
る
も
の
の
違
い
は
明
確
で
あ
る
。

　

宣
長
の
排
佛
論
は
、
儒
者
の
経
世
論
の
よ
う
に
佛
教
を
〈
制
度
〉
の
上
の
問
第
と
し
て
外
か
ら
排
除
す
る
の
で
も
な
く
、
篤
胤
の
よ

う
に
〈
他
者
〉
と
し
て
の
佛
教
を
日
本
に
対
す
る
釈
迦
や
天
竺
な
ど
の
具
体
的
な
〈
他
者
性
〉
に
求
め
る
の
で
も
な
く
、
人
情
と
い
う

人
間
に
普
遍
な
も
の
と
の
対
立
の
上
で
、
佛
教
の
本
質
的
な
〈
他
者
性
〉
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、〈
制
度
〉
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

〈
制
度
〉
の
内
側
で
佛
教
の
〈
武
装
解
除
〉
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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四　

お
わ
り
に

　
「
僧
侶
（
坊
主
）
も
人
の
子
」
で
あ
る
と
い
う
言
い
回
し
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
で
検
索
す
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
拾

い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
五
年（
一
八
七
二
）四
月
二
十
五
日
、太
政
官
か
ら
第
一
三
三
号
布
告
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
自

今
僧
侶
肉
食
妻
帯
、
畜
髪
等
、
可
レ
為
二
勝
手
一
事
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
十
三
日
の
神
祇
官
の
再

興
以
降
、〈
制
度
〉
の
上
で
は
佛
教
は
、
体
制
の
一
部
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
保
護
さ
れ
る
対
象
で
す
ら
な
く
な
っ
た
が
、
明
治
五
年
の

太
政
官
布
告
は
佛
教
の
戒
律
に
つ
い
て
も
、〈
制
度
〉
か
ら
除
外
し
て
、
以
降
は
佛
教
界
の
自
治
に
任
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
福
田
行

誡
の
よ
う
に
「
自
然
廃
仏
の
基
独
り
今
日
よ
り
濫
觴
申
す11

」
と
布
告
に
抗
議
す
る
僧
侶
も
あ
っ
た
が
、
布
告
の
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
帰
結
し
た
の
か
。
現
在
、
宗
派
に
よ
っ
て
形
式
は
異
な
る
が
、「
僧
侶
も
人
の
子
」
と
し
て
、
多
く
の
寺
院
は
血
縁
で
相
続

さ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
か
ら
一
四
〇
年
以
上
が
経
ち
、
今
や
普
通
の
僧
侶
は
、
人
情
に
従
っ
て
「
肉
食
妻
帯
、
畜
髪
等
」
を
し
、
戒

律
を
守
る
「
清
僧
」
が
特
別
視
さ
れ
る
状
態
で
あ
る
。
宣
長
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、人
間
に
普
遍
と
し
て
の
「
人
情
」
が
優
位
で
あ
り
、

佛
教
の
教
理
は
人
情
に
反
す
る「
コ
シ
ラ
ヘ
ツ
ケ
タ
ル
ツ
ケ
物11

」（『
排
蘆
小
船
』）で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
事
実
の
上
で
明
ら
か
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。「
五
百
年
千
年
の
後
」（『
う
ひ
山
ぶ
み
』）
ま
で
待
つ
と
い
っ
て
い
た
時
代
が
、
わ
ず
か
七
〇
年
ほ
ど
で
到
来
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
寺
請
制
度
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
四
日
の
太
政
官
布
告
第
三
二
二
号
「
大
小
神
社
氏
子
取
調
」
に
よ
っ
て
神
社

に
よ
る
氏
子
調
に
切
り
替
わ
っ
た
が
、
二
年
後
の
明
治
六
年
に
は
氏
子
調
は
廃
止
さ
れ
、
住
民
の
管
理
は
、
既
に
明
治
四
年
四
月
四
日

に
布
告
さ
れ
た
戸
籍
法
（
太
政
官
布
告
第
一
七
〇
号
）
に
よ
る
戸
籍
に
一
本
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
檀
家
制
度
自
身
は
、
明
治
維
新
の

段
階
で
二
百
年
に
わ
た
る
伝
統
が
あ
り
、〈
制
度
〉
で
は
な
く
、
慣
習
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
が
、
す
で
に
〈
制
度
〉
的
な
保
証
が
な
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い
以
上
、
檀
家
の
意
識
の
変
化
に
よ
っ
て
、
檀
家
と
寺
院
と
の
関
係
も
変
容
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

篤
胤
が
「
ド
フ
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
」（『
出
定
笑
語
』）
と
嘆
い
た
〈
制
度
〉
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
佛
教
の
優
位
は
容
易

に
乗
り
越
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
政
治
の
力
に
よ
っ
て
改
変
が
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
佛
教
が
「
日
本
と
い

う
も
の
」
に
対
す
る
〈
他
者
〉、
ま
た
、
人
情
と
い
う
名
の
普
遍
に
対
す
る
〈
他
者
〉
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
、
佛
教
は
い
か
な
る

有
効
な
対
応
を
取
り
得
た
の
か
。

　

近
代
佛
教
の
回
答
は
、
前
者
は
そ
の
国
家
主
義
的
な
性
格
で
あ
り
、
後
者
は
釈
雲
照
や
釈
興
然
な
ど
の
戒
律
主
義
を
例
外
と
し
て
、

世
俗
と
の
妥
協
を
は
か
る
流
れ
に
大
勢
は
棹
を
差
す
も
の
で
あ
っ
た11

。
前
者
は
、
失
わ
れ
た
〈
制
度
〉
的
な
存
在
意
義
を
取
り
戻
そ
う

と
、
政
治
が
語
る
「
日
本
な
る
も
の
」
へ
の
抑
制
の
無
い
接
近
の
結
果
、
不
殺
生
戒
を
守
り
、
そ
れ
を
人
々
に
向
か
っ
て
教
化
す
べ
き

佛
教
を
、
戦
争
協
力
と
い
う
破
戒
へ
と
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

後
者
は
な
お
、
現
在
に
引
き
継
が
れ
る
問
第
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
佛
教
の
あ
り
よ
う
と
は
、「
人
情
」
に
反
し
て

も
教
理
に
従
っ
て
〈
他
者
性
〉
を
保
持
し
、
人
情
に
対
抗
し
得
る
「
異
な
る
」
普
遍
に
根
ざ
し
た
「（
日
本
に
お
け
る
）
佛
教
」
と
な

る
の
か
。
あ
る
い
は
、〈
他
者
性
〉
を
薄
め
、
人
情
を
受
け
入
れ
、
日
本
と
い
う
世
俗
の
中
の
「
日
本
佛
教
」
と
な
る
の
か
。
佛
教
教

理
の
研
究
と
佛
教
文
化
の
研
究
と
が
必
ず
し
も
綜
合
さ
れ
て
い
な
い
現
状
か
ら
す
れ
ば11

、
回
答
は
引
き
延
ば
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
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註

1　

 
圭
室
文
雄
『
葬
式
と
檀
家
』（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
九
九
年
）
参
照
。

2　

 『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
（
創
文
社
。
一
九
五
九
年
）
七
八
頁
。

3　

 『
日
本
思
想
大
系
』
三
〇
「
熊
沢
蕃
山
」（
岩
波
書
店
）
四
四
六
頁
。

4　

 『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
（
名
著
出
版
）
四
一
〇
頁
。

5　

 『
日
本
思
想
大
系
』
四
三
「
富
永
仲
基 

山
片
蟠
桃
」（
岩
波
書
店
）
四
六
九
頁
。

6　

 『
日
本
思
想
大
系
』
四
三
。
四
八
〇
頁
。

7　

 『
玉
鉾
百
首
』
第
八
一
・
八
二
・
八
三
首
。『
本
居
宣
長
全
集
』
一
八
（
筑
摩
書
房
）
三
二
五
頁
を
参
照
。

8　

 『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
。
四
一
〇
頁
。

9　

 

池
田
家
は
池
田
輝
政
の
代
か
ら
徳
川
家
と
は
姻
戚
関
係
を
重
ね
て
お
り
、
光
政
も
、
母
鶴
姫
が
徳
川
秀
忠
の
養
女
（
実
父
は
榊
原
康
政
）、
正
室
勝
姫

は
秀
忠
養
女
（
実
父
は
本
田
忠
刻
）
で
あ
る
。
ま
た
、
池
田
家
に
は
松
平
姓
の
使
用
が
許
さ
れ
て
い
る
。

10　

 『
草
茅
危
言
』
で
は
、「
天
下
戸
口
の
権
」
が
寺
僧
に
帰
し
て
い
る
こ
と
を
「
大
い
に
国
体
を
失
ひ
た
る
」
こ
と
と
し
て
、寺
僧
に
代
え
て
、家
主
や
坊
長
・

里
長
に
よ
る
戸
籍
管
理
を
主
張
し
て
い
る
。（
巻
四
「
戸
口
之
事
」）。『
東
潜
夫
論
』
で
は
「
覇
府
第
二
」
で
寺
請
制
度
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

11　

 『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
。
二
八
〇
〜
二
八
一
頁
。

12　

 

拙
稿
「
排
仏
論
の
根
拠
と
し
て
の
海
外
情
報
─
平
田
篤
胤
の
事
例
を
中
心
に
─
」（『
宗
教
研
究
』
第
八
三
巻
第
四
輯
、
二
〇
一
〇
年
）
に
略
述
し
た
。

13　

 『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
。
二
八
七
頁
。

14　

 『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
。
六
四
頁
。
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15　
 『

新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
。
七
二
頁
。

16　
 『

新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
。
七
四
頁
。

17　

 『
日
本
思
想
大
系
』
五
三
「
水
戸
学
」（
岩
波
書
店
）
二
八
一
頁
。

18　

 『
日
本
思
想
大
系
』
五
三
。
二
七
八
〜
二
七
九
頁
。

19　

 『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
六
。
五
三
二
頁
。

20　

 『
日
本
思
想
大
系
』
五
三
。
二
八
四
〜
二
八
五
頁
。

21　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
一
。
九
〜
一
一
頁
。

22　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
〇
所
収
の
『
遺
言
書
』
を
参
照
。

23　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
一
。
九
頁
。

24　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
一
。
一
八
頁
。

25　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
一
。
一
九
〜
二
〇
頁
。

26　

 

『
排
蘆
小
船
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
宣
長
の
京
都
遊
学
中
（
宝
暦
二
年
〜
七
年
）
の
成
立
と
い
う
説
と
松
坂
帰
郷
（
宝
暦
七
年
一
〇
月
）
後
の
成
立

と
す
る
説
と
が
あ
る
（『
本
居
宣
長
全
集
』
二
「
解
題
」
参
照
）。

27　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
。
三
頁
。

28　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
。
四
頁
。

29　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
一
。
二
〇
頁
。

30　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
。
二
八
頁
。

31　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
。
二
九
頁
。
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32　
 『

世
事
見
聞
録
』（
岩
波
文
庫
）
一
四
〇
頁
。

33　

 
石
田
瑞
麿
『
女
犯
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
。
特
に
「
第
四
章 

近
世
に
お
け
る
僧
の
女
犯
」
を
参
照
。

34　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
。
二
九
頁
。

35　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
。
二
九
頁
。

36　

 『
四
十
二
章
経
』
の
書
き
下
し
は
得
能
文
訳
注
『
仏
説
四
十
二
章
経 

仏
遺
教
経
』（
岩
波
文
庫
）
に
拠
っ
た
。

37　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
八
。
三
一
六
頁
。

38　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
八
。
三
一
六
頁
。

39　

 『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
一
〇
。
四
〇
七
頁
。

40　

 『
明
治
文
學
全
集
』
八
七
「
明
治
宗
教
文
學
集
（
一
）」（
筑
摩
書
房
）
一
四
頁
。

41　

 『
本
居
宣
長
全
集
』
二
。
三
五
頁
。

42　

 

池
田
英
俊『
明
治
の
仏
教
─
そ
の
行
動
と
思
想
─
』（
評
論
社
。一
九
七
六
年
）一
八
五
〜
一
九
二
頁
。ま
た
、釈
雲
照
、釈
興
然
に
つ
い
て
は
佐
藤
哲
朗『
大

ア
ジ
ア
思
想
活
劇
』（
サ
ン
ガ
。
二
〇
〇
八
年
）
に
精
し
い
。

43　

 

奈
良
康
明
「
宗
教
複
合
と
し
て
の
仏
教
─
出
世
間
と
世
間
─
」（
上
田
閑
照
・
氣
多
雅
子
編
『
仏
教
と
は
何
か
』
昭
和
堂
。
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
排
佛
論
、
国
学
、
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
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樊
遅
請
学
稼
。
子
曰
、
吾
不
如
老
農
。
請
学
為
圃
。
子
曰
、
吾
不
如
老
圃
。
樊
遅
出
、
子
曰
、
小
人
哉
樊
須
也
。
上
好
礼
則
民
莫

敢
不
敬
、
上
好
義
則
民
莫
敢
不
服
、
上
好
信
則
民
莫
敢
不
用
情
。
夫
如
是
則
四
方
之
民
、
襁
負
其
子
而
至
矣
。
焉
用
稼
。

『
論
語
』
子
路
篇

は
じ
め
に

儒
教
は
も
と
よ
り
利
殖
に
対
し
て
極
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。
中
国
の
経
済
思
想
史
を
概
観
し
て
み
る
な
ら
、『
大
學
』
に
由
来
す
る

義
重
軽
利
論
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
儒
家
の
思
想
が
政
策
理
念
に
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。
と
は
言
え
、
宋
代
以
後

の
飛
躍
的
な
経
済
発
展
に
よ
り
、
こ
の
伝
統
的
な
経
済
思
想
の
枠
組
み
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
に
晒
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

契
嵩
『
輔
教
編
』
に
見
ら
れ
る
仏
教
と
儒
教
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
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非
生
産
的
読
書
人
階
級
の
経
済
状
況
は
必
ず
し
も
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
勿
論
、
科
挙
に
合
格
し
、
官
僚
の
身
分
を
得
た
と

す
れ
ば
、
一
定
の
生
活
水
準
は
保
証
さ
れ
得
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
極
め
て
裕
福
な
暮
ら
し
を
保
証
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
ま
し
て
、
そ
れ
以
外
の
読
書
人
と
な
れ
ば
、
直
接
収
入
に
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
学
問
に
よ
り
生
計
が
成
り
立
つ
は
ず
も
な
か

っ
た
。
実
際
、
経
済
上
の
理
由
か
ら
商
人
に
転
向
す
る
よ
う
な
場
合
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
袁
採
の
『
袁
氏
世
範
』1

で
は
「
士
大

夫
之
師
弟
、
苟
無
世
祿
可
守
、
無
常
産
可
依
、
而
欲
爲
仰
事
俯
育
之
資
、
莫
如
爲
儒
。
其
才
質
之
美
能
習
進
士
業
者
、
上
可
以
取
科
第

致
富
貴
、
次
可
以
開
門
教
授
以
受
束
脩
之
奉
。
其
不
能
習
進
士
業
者
、
上
可
以
事
筆
札
代
箋
簡
之
役
、
次
可
以
習
點
讀
爲
童
蒙
之
師
。

如
不
能
爲
儒
、
則
医
卜
星
相
農
圃
商
賈
伎
術
、
凡
可
以
養
生
而
不
至
于
辱
先
者
皆
可
爲
也
。」
と
述
べ
、
読
書
人
階
級
の
師
弟
の
進
路

に
つ
い
て
論
じ
て
お
る
が
、
な
る
べ
く
学
問
に
関
る
職
を
得
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
な
が
ら
も
、
恥
と
さ
れ
ぬ
程
度
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

職
で
も
得
て
自
活
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
、
家
計
を
優
先
し
た
極
め
て
現
実
的
な
意
見
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
梅
尭

臣
「
聞
進
士
販
茶
」2

に
は
、
実
生
活
の
中
で
学
問
が
堕
落
し
た
進
士
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
を
孕
み
な
が
ら
も
、

な
お
も
先
の
如
き
意
見
が
発
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
れ
ば
、
学
問
を
継
続
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
れ
と
は
逆
の
現
象
が
、
明
代
以
後
に
な
る
と
明
瞭
に
顕
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
商
人
の
読
書
人
階
級
化
で
あ
る
。
非
生
産
的
学
問
の

担
い
手
が
、
経
済
的
余
裕
の
有
る
商
人
に
移
行
し
て
ゆ
く
。
殊
に
明
清
代
の
徽
商
ら
の
文
化
活
動
は
そ
の
代
表
例
と
目
さ
れ
る
が
、
徽

商
か
ら
多
数
の
学
者
・
官
僚
を
輩
出
し
、
新
安
学
派
を
形
成
す
る
な
ど
、
商
人
か
ら
士
人
へ
の
転
身
は
枚
挙
に
暇
が
無
い
。
し
か
し
、

彼
ら
は
単
に
商
人
階
級
の
一
部
を
士
人
化
さ
せ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
儒
学
倫
理
を
商
業
活
動
に
応
用
さ
せ
る
動
き
を
同

時
に
示
し
た
。
彼
ら
は
子
弟
教
育
の
為
に
学
処
を
設
け
、
地
域
の
公
共
教
育
の
為
に
巨
額
の
投
資
を
行
い
、
商
人
の
生
活
に
す
っ
か
り

儒
学
教
育
の
基
盤
を
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
儒
学
は
従
来
の
消
極
的
な
抑
商
主
義
か
ら
脱
却
し
、
積
極
的
な
商
業
倫
理
へ

の
転
換
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
の
よ
う
に
俯
瞰
し
て
見
る
な
ら
、
中
国
に
於
け
る
経
済
倫
理
は
儒
学
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
商
業
行
為
を
通
じ
て
実
践

さ
れ
る
儒
学
と
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
儒
学
倫
理
の
一
つ
の
派
生
と
捉
え
て
宜
し
い
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
中
国
に

於
て
仏
教
が
経
済
倫
理
に
言
及
す
る
場
合
、
こ
の
儒
学
と
の
関
係
が
特
に
重
要
と
な
ろ
う
。
已
に
懐
海
の
清
規
制
定
に
中
国
の
経
済
思

想
に
対
応
し
た
形
を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
仏
教
が
い
わ
ゆ
る
印
度
的
な
経
済
観
念
を
発
揚
さ
せ
る
契
機
は
極
め
て
考
え
難
い
。
仮
に

そ
の
契
機
を
認
め
る
に
せ
よ
、
儒
学
と
の
調
停
は
不
可
避
で
あ
り
、
何
れ
に
せ
よ
儒
学
と
の
関
係
が
先
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
て
こ
な
く

て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
唐
代
以
後
、
仏
教
は
儒
学
を
如
何
に
位
置
付
け
て
き
た
の
か
を
概
観
し
、
経
済
倫
理
に
言
及
し
得
る
契
機
の
所

在
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

１

本
論
で
は
先
ず
、
宋
代
の
護
教
書
を
代
表
す
る
『
輔
教
編
』
に
於
け
る
儒
学
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
当
書

は
中
国
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
に
於
い
て
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
、
そ
の
広
範
な
影
響
力
と
い
う
観
点
か
ら
、
宋
代

仏
教
の
対
儒
学
的
態
度
の
一
応
の
基
準
と
し
て
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
為
で
あ
る
。

契
嵩
（
一
〇
〇
七
〜
一
〇
七
二
）
は
、
諱
が
契
嵩
、
字
を
仲
靈
と
言
い
、
自
ら
潛
子
と
号
し
た
。
藤
州
鐔
津
（
江
西
壮
族
自
治
区
藤

県
）
の
出
身
で
、
俗
姓
を
李
と
称
し
た
。3

師
は
父
の
命
に
よ
り
七
才
に
な
っ
て
出
家
し
、
十
三
才
で
得
度
落
髪
、
翌
年
に
は
具
足
戒
を

受
け
て
い
る
。
途
中
、
師
の
才
能
を
惜
し
む
実
兄
ら
が
還
俗
を
試
み
た
が
、
亡
父
の
命
に
よ
る
出
家
で
あ
る
た
め
、
母
が
こ
れ
に
反
対

し
た
と
い
う
。
師
の
遊
行
は
十
九
才
に
始
ま
り
、
衡
山
（
湖
南
省
衡
陽
市
）・
廬
山
（
江
西
省
九
江
市
）
を
経
、
洞
山
（
江
西
省
宣
春
市
）
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暁
聰
の
も
と
で
得
法
し
、
以
後
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
〜
一
〇
四
八
）
に
呉
中
錢
塘
（
浙
江
省
杭
州
市
）
に
至
る
ま
で
、
お
よ
そ
十
五

年
も
の
長
き
に
亘
っ
た
。『
輔
教
編
』
に
見
ら
れ
る
広
範
な
俗
典
の
知
識
と
理
解
は
、
特
別
師
事
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
時
期
に
形

成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

さ
て
、
錢
塘
に
活
動
の
中
心
を
据
え
た
師
は
、
皇
祐
年
間
（
一
〇
四
九
〜
一
〇
五
四
）
に
『
禪
宗
定
祖
圖
』『
傳
法
正
宗
記
』
を
著

わ
す
な
ど
、
自
宗
内
典
籍
の
著
作
に
勤
し
む
一
方
、
折
し
も
時
代
は
士
大
夫
の
排
仏
論
者
の
活
躍
す
る
時
期
に
当
り
、
護
教
的
立
場
か

ら
の
論
述
に
も
着
手
し
た
。

『
輔
教
編
』
は
別
行
の
五
書
、『
原
教
』『
勸
書
』『
廣
原
教
』『
孝
論
』『
壇
經
贊
』
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
成
立
時
期
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
。4

契
嵩
自
身
の
記
述
と
し
て
『
廣
原
教
』
は
「
廣
原
教
凡
二
十
五
篇
。
總
八
千
一
百
餘
言
。
是
歲
丙
申
也
、
振
筆
于
靈

隱
永
安
山
舍
。」5

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
五
六
年
の
著
作
と
確
実
に
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
廣
原
教
』
は
『
原
教
』
よ
り
七
年
を
経
て

の
述
作
と
い
う
か
ら
、『
原
教
』
は
一
〇
五
〇
年
あ
た
り
の
著
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
『
廣
原
教
』
の
冒
頭
に
「
敘
曰
。
余
昔

以
五
戒
十
善
、
通
儒
之
五
常
為
原
教
、
急
欲
解
當
世
儒
者
之
訾
佛
。
若
吾
聖
人
為
教
之
大
本
、
雖
概
見
而
未
暇
盡
言
、
欲
待
別
為
書
廣

之
。」5

と
あ
る
の
で
、『
原
教
』
が
五
書
の
う
ち
最
も
早
く
に
成
立
し
た
と
考
え
て
宜
し
い
と
思
わ
れ
る
。

本
論
で
は
契
嵩
の
『
輔
教
編
』
の
濫
觴
は
一
応
に
一
〇
五
〇
年
以
後
の
こ
と
と
了
解
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
が
、
既
に
彼
の
李
覯
・

孫
復
・
石
介
・
欧
陽
修
ら
排
仏
論
者
の
主
張
は
一
通
り
出
そ
ろ
っ
て
い
た
時
期
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
契
嵩
の
儒
学

観
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
彼
の
排
仏
論
と
の
関
連
の
元
に
理
解
さ
れ
る
必
要
が
有
る
。
本
論
で
は
こ
の
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
唐

代
の
三
教
融
合
説
と
の
比
較
を
通
し
て
、
宋
代
に
於
け
る
儒
学
摂
取
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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２

『
輔
教
編
』
述
作
は
既
に
護
教
的
な
意
図
に
基
づ
く
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
本
文
中
に
も
「
吾
所
以
為
二
書
者
、
蓋
欲
發
明
先
聖
設

教
之
大
統
、
以
諭
夫
世
儒
之
不
知
佛
者
。」6

、
或
い
は
「
今
夫
縉
紳
先
生
厭
吾
道
者
殷
矣
」7

と
あ
る
通
り
、
士
大
夫
の
排
仏
論
に
対
応
す

る
為
で
あ
る
。

当
時
の
排
仏
論
は
、
こ
れ
ま
で
の
排
仏
論
に
比
し
て
取
り
立
て
て
斬
新
な
観
点
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
ず
、

基
本
的
に
仏
教
を
異
端
と
す
る
よ
う
な
批
判
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

孫
復
は
『
儒
辱
』8

に
て
「
噫
、儒
者
之
辱
、始
于
戰
國
、楊
朱
墨
翟
亂
之
於
前
、申
不
害
、韓
非
雜
之
於
後
。
漢
魏
而
下
、則
又
甚
焉
。
佛
、

老
之
徒
、
横
乎
中
國
、
彼
以
死
生
禍
福
虛
無
報
應
爲
事
、
千
萬
其
端
、
惑
我
生
民
、
絕
滅
仁
義
以
塞
天
下
之
耳
、
屏
棄
禮
樂
以
塗
天
下

之
目
」
と
述
べ
、仏
教
（
並
び
に
道
教
）
は
楊
朱
・
墨
翟
・
韓
非
子
と
同
じ
く
儒
家
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
存
在
と
睨
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
彼
は
続
け
て
「
噫
、
聖
人
不
生
、
怪
亂
不
平
。
故
楊
墨
起
而
孟
子
廂
之
、
申
韓
出
而
揚
雄
距
之
、
佛
老
盛
而
韓
文
公
排
之
。」

と
言
い
、
異
端
の
排
除
に
は
儒
家
の
聖
人
を
必
要
と
し
、
仏
教
（
並
び
に
道
教
）
に
対
し
て
は
大
儒
韓
愈
が
奮
闘
し
た
の
だ
と
高
く
評

価
す
る
。

こ
の
批
判
に
対
し
て
契
嵩
は
「
此
有
欲
以
如
楊
墨
而
譏
之
。
夫
楊
墨
者
、
滯
一
而
拘
俗
。
以
之
方
佛
、
不
亦
甚
乎
。
世
不
探
佛
理
而

詳
之
。
徒
詾
詾
然
誕
佛
謂
其
說
之
不
典
。
佛
之
見
出
於
人
遠
矣
。
烏
可
以
己
不
見
而
方
人
之
見
、
謂
佛
之
言
多
劫
也
誕
耶
。」9

と
答
え
、

楊
朱
や
墨
翟
は
俗
に
拘
泥
す
る
者
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
孫
復
に
同
意
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
一
概
に
仏
教
を
批
判
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
全
く
の
不
当
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
生
じ
る
の
も
、
儒
者
は
仏
教
に
対
す
る
知
識
を
全

く
欠
い
て
お
り
、
中
味
を
知
ら
ぬ
ま
ま
非
難
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。
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さ
て
、
こ
の
孫
復
の
批
判
の
論
旨
に
は
、
本
流
た
る
儒
学
と
そ
れ
以
外
の
異
端
と
の
対
立
軸
が
明
瞭
に
見
て
取
れ
る
が
、
仏
教
は
諸

子
の
場
合
と
は
異
な
り
、
外
来
の
宗
教
と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
、
更
に
加
え
て
、
中
華
主
義
的
立
場
か
ら
の
批
判
に
も
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
石
介
の
『
中
國
論
』
で
は
「
各
人
其
人
、
各
俗
其
俗
、
各
教
其
教
、
各
禮
其
禮
、
各
衣
服
其
衣
服
、
各
居
廬
其
居
廬
、
四
夷

處
四
夷
、
巾
國
處
中
國
、
各
不
相
亂
、
如
斯
而
已
矣
。
則
中
國
、
中
國
也
。
四
夷
、
四
夷
也
。」11

と
言
い
、
中
国
と
夷
狄
は
文
化
的
な

相
違
が
歴
然
と
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
応
し
た
思
想
、
習
俗
、
義
礼
が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
一
方
の
文
化
を
直
ち
に
他
方
に
適
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。『
原
教
』
で
は
「
今
曰
佛
西
方
聖
人
也
。
其
法
宜
夷
而
不
宜
中
國
。」11

と
言
い
、
仏
陀
は
西

方
の
聖
人
で
あ
る
か
ら
夷
狄
に
適
し
て
は
い
て
も
、
中
国
に
適
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
の
主
張
を
挙
げ
、
続
け
て
「
斯
亦
先
儒
未

之
思
也
。
聖
人
者
。
蓋
大
有
道
者
之
稱
也
。
豈
有
大
有
道
而
不
得
曰
聖
人
。
亦
安
有
聖
人
之
道
而
所
至
不
可
行
乎
。
苟
以
其
人
所
出
於

夷
而
然
也
。
若
舜
東
夷
之
人
。
文
王
西
夷
之
人
。
而
其
道
相
接
紹
行
於
中
國
。
可
夷
其
人
而
拒
其
道
乎
。
況
佛
之
所
出
非
夷
也
。」
と

述
べ
、
舜
と
文
王
が
夷
人
で
あ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
、
聖
人
は
夷
狄
の
如
何
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
大
道
の
存
非
こ
そ
問
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、
従
来
の
儒
学
の
立
場
か
ら
し
て
も
石
介
の
如
き
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
と
、
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。

欧
陽
修
も
先
の
石
介
の
主
張
に
立
脚
し
な
が
ら
、
仏
教
伝
来
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

佛
為
夷
狄
、
去
中
國
最
遠
、
而
有
佛
固
已
久
矣
。
堯
、
舜
、
三
代
之
際
、
王
政
修
明
、
禮
義
之
教
充
于
天
下
、
于
此
之
時
、
雖

有
佛
無
由
而
入
。
及
三
代
衰
、
王
政
闕
、
禮
義
廢
、
後
二
百
余
年
而
佛
至
乎
中
國
。
由
是
言
之
、
佛
所
以
為
吾
患
者
、
乘
其
闕
廢

之
時
而
來
、
此
其
受
患
之
本
也
。
補
其
闕
、
修
其
廢
、
使
王
政
明
而
禮
義
充
、
則
雖
有
佛
無
所
施
于
吾
民
矣
、
此
亦
自
然
之
勢

也
。11及

周
之
衰
、
秦
並
天
下
、
盡
去
三
代
之
法
、
而
王
道
中
絕
。
後
之
有
天
下
者
、
不
能
勉
強
、
其
為
治
之
具
不
備
、
防
民
之
漸
不
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周
。
佛
于
此
時
、
乘
間
而
入
。
千
有
余
歲
之
間
、
佛
之
來
者
日
益
衆
、
吾
之
所
為
者
日
益
壞
。
井
田
最
先
廢
、
而
兼
並
游
惰
之
奸

起
、
其
後
所
謂
蒐
狩
、
婚
姻
、
喪
祭
、
郷
射
之
禮
、
凡
所
以
教
民
之
具
、
相
次
而
盡
廢
。
然
後
民
之
奸
者
、
有
暇
而
為
他
。
其
良

者
、
泯
然
不
見
禮
義
之
及
己
。
夫
奸
民
有
余
力
、
則
思
為
邪
僻
。
良
民
不
見
禮
義
、
則
莫
知
所
趣
。
佛
于
此
時
。
乘
其
隙
、
方
鼓

其
雄
誕
之
說
而
牽
之
、
則
民
不
得
不
從
而
歸
矣
。
又
況
王
公
大
人
往
往
倡
而
驅
之
曰
、
佛
是
真
可
歸
依
者
。
然
則
吾
民
何
疑
而
不

歸
焉
。11

三
代
の
時
代
に
在
っ
て
は
、
王
政
が
安
定
し
礼
儀
が
天
下
に
流
布
し
て
い
た
為
、
仏
教
は
中
国
に
流
入
す
る
契
機
を
有
し
え
な
か
っ

た
が
、
三
代
の
王
政
が
衰
退
崩
壊
の
途
に
つ
く
や
、
仏
教
は
こ
の
危
機
的
状
況
に
つ
け
い
り
、
中
国
に
進
入
を
得
た
の
だ
と
い
う
。
そ

れ
故
、
元
よ
り
理
想
的
な
三
代
の
王
政
を
復
古
さ
せ
れ
ば
、
仏
教
の
影
響
を
払
拭
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

『
勸
書
第
三
』
で
は
「
今
曰
、
三
代
時
人
未
有
夫
佛
法
之
說
、
豈
不
以
其
心
而
為
人
乎
。
曰
、
何
必
三
代
。
如
三
皇
時
未
有
夫
孔
氏

老
子
之
言
。
其
人
豈
不
以
心
而
為
君
臣
父
子
夫
婦
乎
。
夫
君
子
於
道
、
當
精
麤
淺
深
之
。
不
宜
如
此
之
混
說
也
。」11

と
言
い
、
三
代
の

時
代
に
仏
教
が
存
在
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
置
く
の
で
あ
れ
ば
、
三
皇
の
時
代
に
は
儒
家
も
道
家
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の

に
、
そ
れ
ら
を
平
和
な
治
世
の
絶
対
条
件
と
し
え
よ
う
か
と
反
論
す
る
。
む
し
ろ
『
勸
書
第
二
』
で
「
自
三
代
其
政
既
衰
而
世
俗
之
惡

滋
甚
、
禮
義
將
不
暇
獨
治
。
而
佛
之
法
乃
播
於
諸
夏
、
遂
與
儒
並
勸
。
而
世
亦
翕
然
化
之
、
其
遷
善
遠
罪
者
有
矣
、
自
得
以
正
乎
性
命

者
有
矣
。
而
民
至
於
今
賴
之
。
故
吾
謂
佛
教
者
乃
相
資
而
善
世
也
。」11

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
三
代
以
後
に
は
礼
儀
だ
け
で
世
界
を

治
め
る
に
足
り
ず
、
仏
法
の
助
力
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
。

確
か
に
道
理
と
い
っ
た
抽
象
的
な
教
理
・
理
念
の
範
囲
に
限
れ
ば
、
或
い
は
契
嵩
の
言
う
主
張
も
一
応
に
肯
ん
じ
ら
れ
る
が
、
印
度

に
発
す
る
仏
教
は
ど
う
し
て
も
印
度
文
化
の
色
彩
が
強
く
、
こ
の
現
実
的
・
具
体
的
な
文
化
的
相
違
が
中
国
で
軋
轢
を
生
む
の
は
避
け

が
た
い
事
実
で
あ
っ
た
。
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石
介
は
『
中
國
論
』
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

且
又
有
爲
未
耜
以
使
人
農
也
、
爲
詩
書
以
使
人
士
也
、
爲
器
材
以
使
人
工
也
、
爲
貨
幣
以
使
人
商
也
、
臣
拜
乎
君
、
子
事
乎
父
、

弟
事
乎
兄
、
幼
順
乎
長
、
冠
以
束
乎
髪
、
帯
以
縄
乎
腰
、
履
以
覇
乎
足
、
妻
子
以
須
乎
养
、
賓
師
以
須
乎
奉
、
穰
麻
喪
泣
之
制
使

人
爲
哀
、
程
祀
祭
享
之
位
使
人
爲
孝
、
汝
之
勞
也
如
是
、
我
皆
無
是
之
苦
。11

国
家
を
支
え
る
礎
と
な
る
四
民
、
礼
制
の
何
れ
を
も
、「
勞
」
と
し
、
自
ら
に
そ
の
「
苦
」
が
無
い
と
し
て
、
中
国
の
儒
教
文
化
を

否
定
し
、
自
ら
を
そ
の
埒
外
に
置
く
仏
者
の
態
度
に
批
判
を
加
え
る
。
ま
た
同
書
で
は
、「
聞
乃
有
巨
人
名
日
佛
、
自
西
來
入
我
中
國
、

有
龐
眉
名
曰
聃
、
自
胡
來
入
我
中
國
。
各
以
其
人
易
中
國
之
人
、
以
其
道
易
中
國
之
道
、
以
其
俗
易
中
國
之
俗
、
以
其
書
易
中
國
之
書
、

以
其
教
易
中
國
之
教
、
以
其
居
廬
易
中
國
之
居
廬
、
以
其
禮
樂
易
中
國
之
禮
樂
、
以
其
文
章
易
中
國
之
文
章
、
以
其
衣
服
易
中
國
之
衣

服
、
以
其
飮
食
易
中
國
之
飮
食
、
以
其
祭
祀
易
中
國
祭
祀
。」11

と
述
べ
、
仏
者
の
み
な
ら
ず
中
国
人
の
生
活
全
般
さ
え
も
変
化
さ
せ
て

し
ま
っ
た
の
だ
と
言
う
。
勿
論
、
排
仏
論
者
の
主
張
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
決
し
て
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な
変
化
で
は
な
か
っ
た
。
李
覯

も
『
潛
書
』
に
て
「
事
親
以
孝
、
事
君
以
禮
、
聖
人
以
是
師
天
下
也
。
佛
之
法
日
、
必
絶
而
親
、
去
而
君
、
剔
髪
而
胡
衣
、
捐
生
以
事
我
、

其
獲
福
不
知
所
盡
。
此
獨
何
歟
。
受
親
之
體
而
不
養
于
其
側
、
食
君
之
田
而
無
一
拜
之
謁
、
家
有
叛
子
而
族
人
愛
之
、
邦
有
做
民
而
吏

不
肯
誅
、
以
佛
之
主
其
上
也
。
紂
爲
諸
侯
逋
逃
主
、
而
諸
侯
伐
之
。
佛
爲
天
子
逋
逃
主
、
而
天
子
未
嘗
怒
。
哀
哉
。」11

と
言
い
、
自
恣

に
過
ぎ
な
い
仏
者
に
都
合
よ
く
利
用
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
を
甘
や
か
す
状
況
を
嘆
い
て
い
る
。

対
し
て
『
原
教
』
で
は
「
曰
、
男
有
室
女
有
家
、
全
其
髮
膚
以
奉
父
母
之
遺
體
、
人
倫
之
道
也
。
而
子
輩
反
此
自
為
其
修
、
超
然
欲

高
天
下
、
然
修
之
又
幾
何
哉
。
混
然
何
足
辨
之
。」11

と
言
い
、
先
の
主
張
に
類
し
た
批
判
を
挙
げ
、
こ
れ
に
答
え
て
「
曰
、
爲
佛
者
齋

戒
修
心
、
義
利
不
取
雖
名
亦
忘
、
至
之
遂
通
於
神
明
、
其
為
德
也
抑
亦
至
矣
。
推
其
道
於
人
則
無
物
不
欲
善
之
。
其
爲
道
抑
亦
大
矣
。

以
道
報
恩
何
恩
不
報
。
以
德
嗣
德
何
德
不
嗣
。
已
雖
不
娶
而
以
其
德
資
父
母
。
形
雖
外
毀
而
以
其
道
濟
乎
。
親
泰
伯
豈
不
虧
形
邪
。
而
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聖
人
德
之
。
伯
夷
叔
齊
豈
不
不
娶
長
往
於
山
林
乎
。
而
聖
人
賢
之
。
孟
子
則
推
之
曰
、伯
夷
聖
之
清
者
也
。
不
聞
以
虧
形
不
娶
而
少
之
。

子
獨
過
吾
徒
邪
。」
と
言
う
。
仏
道
修
行
は
そ
も
そ
も
通
常
の
人
倫
の
実
践
以
上
に
功
徳
が
多
大
で
あ
る
か
ら
、
両
親
に
資
す
る
と
い

う
効
用
の
面
か
ら
す
れ
ば
孝
に
背
く
と
す
る
批
判
を
不
当
だ
と
す
る
。
ま
た
、
親
泰
伯
や
伯
夷
叔
が
聖
人
と
さ
れ
る
例
を
挙
げ
、
外
見

に
終
始
し
て
不
孝
と
判
断
す
る
こ
と
は
儒
学
の
文
脈
か
ら
し
て
も
容
認
で
き
な
い
と
言
う
。

こ
の
論
法
は
実
の
と
こ
ろ
、
既
に
古
く
よ
り
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、11

契
嵩
の
回
答
に
新
味
は
無
い
。
他
に
も
「
父
子
夫

婦
天
常
也
。
今
佛
導
人
割
常
情
而
務
其
修
潔
者
、
蓋
反
常
而
合
道
也
。
夫
大
道
亦
恐
其
有
所
至
於
常
情
耳
。
不
然
則
天
厭
之
久
矣
。」11

と
言
い
、
仏
教
の
実
践
は
世
俗
の
倫
理
と
乖
離
す
る
面
を
持
ち
な
が
ら
も
、
道
理
に
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
が
保
証
し
て
い

る
通
り
だ
と
言
い
、
現
実
の
儒
仏
の
軋
轢
を
止
揚
し
う
る
論
拠
は
提
示
し
き
れ
て
い
な
い
。

実
に
、
こ
の
現
実
的
問
題
は
契
嵩
に
と
っ
て
も
大
変
な
難
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
五
戒
十
善
」
が
世
俗
の

倫
理
と
し
て
機
能
を
果
た
し
う
る
こ
と
を
言
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
若
嚮
之
所
謂
五
戒
十
善
云
者
。
里
巷
何
嘗
不
相
化
而
為
之
。
自

鄕
之
邑
、
自
邑
之
州
、
自
州
之
國
。
朝
廷
之
士
、
天
子
之
宮
掖
、
其
修
之
至
也
。
不
殺
必
仁
。
不
盜
必
廉
。
不
淫
必
正
。
不
妄
必
信
。

不
醉
不
亂
。
不
綺
語
必
誠
。
不
兩
舌
不
讒
不
惡
口
不
辱
。
不
恚
不
讎
。
不
嫉
不
爭
。
不
癡
不
昧
。
有
一
于
此
足
以
誠
於
身
而
加
於
人
。

況
五
戒
十
善
之
全
也
。
豈
有
為
人
弟
者
而
不
悌
其
兄
。
為
人
子
者
而
不
孝
其
親
。
為
人
室
者
而
不
敬
其
夫
。
為
人
友
者
而
不
以
善
相
致
。

為
人
臣
者
而
不
忠
其
君
。
為
人
君
者
而
不
仁
其
民
。
是
天
下
之
無
有
也
。
為
之
者
唯
恐
其
過
與
不
及
為
癖
耳
。
佛
豈
苟
癖
於
人
焉
。
如

此
者
佛
之
道
豈
一
人
之
私
為
乎
。
抑
亦
有
意
於
天
下
國
家
矣
。
何
嘗
不
存
其
君
臣
父
子
邪
。
豈
妨
人
所
生
養
之
道
邪
。
但
其
所
出
不
自

吏
而
張
之
、
亦
其
化
之
理
隱
而
難
見
、
故
世
不
得
而
盡
信
。」11

と
言
い
、
そ
の
効
用
は
必
ず
し
も
顕
著
で
は
な
く
、
故
に
あ
ま
り
世
間

に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
自
ら
評
し
て
い
る
。
ま
た
「
夫
世
之
不
軌
道
久
矣
。
雖
賢
父
兄
如
堯
舜
周
公
、
尚
不
能
必
制
其
子
弟
。
今
去

佛
世
愈
遠
、
教
亦
將
季
。
烏
得
無
邪
人
寄
我
以
偷
安
邪
。
雖
法
將
如
之
何
。
大
林
中
固
有
不
材
之
木
。
大
畝
中
固
有
不
實
之
苗
。
直
之
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可
也
。
不
可
以
人
廢
道
。」11

と
あ
る
よ
う
に
、
現
実
の
仏
教
界
の
質
の
低
下
と
い
う
問
題
が
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
心
無
い
人
物
の
行

動
を
も
っ
て
、
仏
道
を
廃
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
は
、
仏
教
が
中
国
で
存
立
す
る
積
極
的
根
拠
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
、

も
は
や
見
做
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

排
仏
論
者
達
は
、
仏
教
を
文
化
破
壊
者
と
糾
弾
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
国
家
財
政
、
経
済
に
と
っ
て
無
用
な
負
担
を
強
い
て
い
る
と
い

う
、
実
務
的
観
点
か
ら
の
批
判
も
繰
り
出
し
て
い
る
。

石
介
は
『
中
國
論
』
で
「
中
國
所
爲
士
與
農
、
工
與
商
者
、
我
皆
坐
而
衣
食
之
、
我
貴
也
如
此
。」11

と
言
う
よ
う
に
、
仏
者
は
中
国

の
諸
制
度
を
無
み
し
た
あ
げ
く
に
、
自
ら
を
貴
し
と
し
て
、
社
会
に
参
画
す
る
こ
と
な
く
消
費
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
理

財
家
の
顔
を
持
つ
李
覯
は
『
富
國
策
』
を
著
わ
し
「
緇
黃
存
、
則
其
害
有
十
。
緇
黃
去
、
則
其
利
有
十
。
男
不
知
耕
、
女
不
知
蠶
、
其

害
一
也
。
男
則
曠
、
女
則
怨
、
其
害
二
也
。
幼
不
為
黃
、
長
不
為
丁
、
其
害
三
也
。
財
以
彈
、
國
用
以
耗
、
其
害
四
也
。
親
老
莫
養
、

家
貧
莫
救
、
其
害
五
也
。
大
山
澤
藪
、
跨
據
以
盡
、
其
害
六
也
。
營
繕
之
功
歲
月
弗
已
、
其
害
七
也
。
材
才
瓦
石
兼
收
卻
採
、
其
害
八

也
。
刻
畫
丹
漆
、
莫
作
以
熾
、
其
害
九
也
。
惰
農
之
子
、
避
吏
之
猾
、
其
害
十
也
。
如
是
十
害
除
去
、
則
反
成
十
利
、
民
人
樂
業
、
國

家
富
強
、
萬
世
之
策
、
何
憚
而
不
為
哉
、
將
以
存
而
勿
論
乎
。」11

と
述
べ
、
仏
教
（
及
び
道
教
）
を
廃
す
る
こ
と
が
国
家
を
富
強
す
る

最
善
策
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
十
害
を
挙
げ
て
い
る
が
、
仏
教
教
団
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
引
き
起
さ
れ
る
労
働

力
・
生
産
性
の
低
下
、
財
政
の
圧
迫
、
福
利
厚
生
の
欠
如
、
資
源
の
浪
費
な
ど
が
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
主
張
も
『
輔
教
編
』
に
は
反
映
し
て
お
り
、「
曰
而
何
甚
不
厭
邪
。
子
輩
雜
然
盈
乎
天
下
不
籍
四
民
、
徒
張
其
布
施
報
應
以
衣

食
於
人
、
不
為
困
天
下
亦
已
幸
矣
。
又
何
能
補
治
其
世
而
致
福
於
君
親
乎
。」11

と
す
る
批
判
を
文
中
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

続
け
て
「
其
一
衣
食
待
人
之
餘
非
黷
也
。
苟
不
能
然
自
其
人
之
罪
、
豈
佛
之
法
謬
乎
。
孟
子
曰
。
於
此
有
人
焉
、
入
則
孝
出
則
悌
、
守

先
王
之
道
、
以
待
後
之
學
者
、
而
不
得
食
於
子
、
子
何
尊
梓
匠
輪
輿
而
輕
為
仁
義
者
哉
。
儒
豈
不
然
邪
。
堯
舜
已
前
其
民
未
四
。
當
此
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其
人
豈
盡
農
且
工
。
未
聞
、其
食
用
之
不
足
。
周
平
之
世
、井
田
之
制
尚
舉
、而
民
已
匱
且
敝
。
及
秦
廢
王
制
而
天
下
益
擾
。
當
是
時
也
、

佛
老
皆
未
之
作
。
豈
亦
其
教
加
於
四
民
而
為
癘
然
邪
。」
と
答
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
布
施
は
余
剰
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
、

儒
教
の
理
念
に
照
ら
し
て
も
矛
盾
し
な
い
こ
と
、
尭
舜
の
時
代
に
は
四
民
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
の
に
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
、
秦
朝

の
荒
廃
に
仏
教
も
道
教
も
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
の
四
点
を
示
し
、国
家
富
強
の
為
に
仏
教
を
弾
圧
す
る
こ
と
は
不
当
だ
と
主
張
す
る
。

更
に
契
嵩
は
、「
若
布
施
之
云
者
、
佛
以
其
人
欲
有
所
施
惠
必
出
於
善
心
、
心
之
果
善
方
乎
休
證
則
可
不
應
之
。
孰
為
虛
張
邪
。
夫

舍
惠
誠
人
情
之
難
能
也
。
斯
苟
能
其
難
能
、
其
為
善
也
、
不
亦
至
乎
。
語
曰
。
如
有
博
施
於
民
而
能
濟
衆
何
如
。
可
謂
仁
乎
。
子
曰
。

何
事
於
仁
。
必
也
聖
乎
。
堯
舜
其
猶
病
諸
。
蓋
言
、
聖
人
難
之
、
亦
恐
其
未
能
為
也
。
佛
必
以
是
而
勸
之
者
、
意
亦
釋
人
食
吝
而
廓
其

善
心
耳
。
世
宜
視
其
與
人
為
施
者
公
私
如
何
哉
。
不
當
傲
其
所
以
為
施
也
。
禮
將
有
事
於
天
地
鬼
神
、
雖
一
日
祭
、
必
數
日
齋
。
蓋
欲

人
誠
其
心
而
潔
其
身
也
。
所
以
祈
必
有
福
於
世
。
今
佛
者
其
為
心
則
長
誠
、
齋
戒
則
終
身
、
比
其
修
齋
戒
之
數
日
、
福
亦
至
矣
。
豈
盡

無
所
資
乎
。」11

と
も
述
べ
、『
論
語
』
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
布
施
の
理
念
は
儒
学
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
社
会
道

徳
上
の
機
能
を
果
た
す
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
そ
の
実
践
に
よ
り
功
能
も
大
い
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
布
施
が

存
立
す
る
根
拠
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

３

こ
れ
ま
で
、
当
時
の
排
仏
論
者
の
主
張
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
些
か
契
嵩
の
対
応
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
師
は
こ
の
よ
う
な

儒
者
の
批
判
全
般
を
仏
教
の
本
質
を
知
ら
ぬ
表
面
的
な
批
判
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
、
こ
れ
を
一
蹴
す
る
。

儒
曰
。
雖
有
弗
食
、
不
知
其
旨
也
。
雖
有
至
道
弗
學
、
不
知
其
善
也
。
不
其
然
哉
。
謂
其
道
不
足
法
。
推
己
道
以
辨
之
、
謂
其
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書
不
足
詳
援
己
書
以
較
之
。
夫
與
郷
人
訟
而
引
家
人
證
當
乎
。
必
也
不
當
矣
。
道
也
者
天
下
之
本
也
。
書
也
者
天
下
之
跡
也
。
事

也
者
天
下
之
異
也
。
理
也
者
天
下
之
同
也
。
以
理
而
質
事
、
天
下
之
公
也
。
尋
跡
以
驗
本
、
天
下
之
當
也
。
夫
委
書
而
辨
道
、
舍

理
而
斷
事
、
天
下
若
此
而
為
之
者
、
公
乎
當
耶
。11

よ
り
本
質
的
な
点
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
儒
教
も
仏
教
も
共
に
「
善
」
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
問
題
は
む
し

ろ
相
互
に
自
家
に
拘
泥
す
る
点
に
在
る
と
指
摘
す
る
。

此
者
、
古
之
大
樂
善
人
也
。
以
其
善
類
固
類
於
佛
。
苟
其
不
死
、
見
乎
吾
道
之
傳
、
是
必
泯
然
從
而
推
之
。
噫
亦
後
世
之
不
幸
。

不
得
其
相
遇
而
相
證
、
尚
使
兩
家
之
徒
猶
豫
而
不
相
信
。
噫
人
情
莫
不
專
己
而
。
略
人
是
此
而
非
彼
。
非
過
則
爭
、
專
過
則
拘
。

君
子
通
而
已
矣
。
何
必
苟
專
。
君
子
當
而
已
矣
。
何
必
苟
非
。11

天
下
之
教
化
者
善
而
已
矣
。
佛
之
法
非
善
乎
。
而
諸
君
必
排
之
。
是
必
以
其
與
己
教
不
同
而
然
也
。
此
豈
非
莊
子
所
謂
人
同
於

己
則
可
、
不
同
於
己
雖
善
不
善
謂
之
矜
。
吾
欲
諸
君
為
公
而
不
為
矜
也
。
語
曰
。
多
聞
擇
其
善
者
而
從
之
。
又
曰
。
君
子
之
於
天

下
也
、
無
適
也
、
無
莫
也
、
義
之
與
比
。
聖
人
抑
亦
酌
其
善
而
取
之
。
何
嘗
以
與
己
不
同
而
棄
人
之
善
也
。11

そ
れ
で
は
こ
の
「
善
」
を
共
有
す
る
と
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。『
原
教
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

夫
欲
人
心
服
而
自
修
、
莫
若
感
其
內
。
欲
人
言
順
而
貌
從
、
莫
若
制
其
外
。
制
其
外
者
、
非
以
人
道
設
教
則
不
能
果
致
也
。
感

其
內
者
、
非
以
神
道
設
教
則
不
能
必
化
也
。
故
佛
之
為
道
也
。
先
乎
神
而
次
乎
人
。
蓋
亦
感
內
而
制
外
之
謂
也
。11

人
を
心
服
さ
せ
、
従
属
さ
せ
る
た
め
に
は
、
内
的
な
心
の
鍛
練
と
外
的
な
行
為
の
抑
制
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
心
身
両
面
に
わ

た
る
修
錬
は
、
人
道
と
神
道
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
に
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
内
外
、
心
身
、
人
道
・
神
道
の
対
は
次
の
箇
所

と
内
容
的
に
呼
応
し
て
い
る
。

古
之
聖
人
有
曰
佛
者
、
先
得
乎
人
心
之
至
正
者
、
乃
欲
推
此
與
天
下
同
之
。
而
天
下
學
者
反
不
能
自
信
其
心
之
然
。
遂
毅
然
相
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與
排
佛
之
說
、
以
務
其
名
。
吾
嘗
為
其
悲
之
。
夫
人
生
名
、
孰
誠
於
心
。
今
忽
其
誠
說
而
徇
乎
區
區
之
名
、
惑
亦
甚
矣
。
夫
心
也

者
、
聖
人
道
義
之
本
也
。
名
也
者
、
聖
人
勸
善
之
權
也
。
務
其
權
而
其
本
不
審
、
其
為
善
果
善
乎
。
其
為
道
義
果
義
乎
。
今
學
者

以
適
義
為
理
、
以
行
義
為
道
。
此
但
外
事
中
節
之
道
理
也
。
未
預
乎
聖
人
之
大
道
也
、
大
理
也
。
夫
大
理
也
者
、
固
常
道
之
主
也
。

凡
物
不
自
其
主
而
為
為
之
果
當
乎
。
漢
人
有
號
牟
子
者
、
嘗
著
書
以
諭
佛
道
曰
、
道
之
為
物
也
、
居
家
可
以
事
親
、
宰
國
可
以
治

民
、
獨
立
可
以
治
身
、
履
而
行
之
則
充
乎
天
地
。
此
蓋
言
乎
世
道
者
、
資
佛
道
而
為
其
根
本
者
也
。
夫
君
子
治
世
之
書
頗
嘗
知
其

心
之
然
乎
。
知
之
而
苟
排
之
。11

こ
こ
で
は
先
ず
心
と
名
の
対
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
心
は
「
人
心
之
至
正
」
と
言
わ
れ
る
が
、引
用
の
頻
度
か
ら
し
て
契
嵩
は
『
孟
子
』

に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
語
を
儒
家
的
に
解
す
る
な
ら
、
人
間
の
道
徳
的
本
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
と
対
に
さ
れ
る
名
と
は
、
言
語
化
さ
れ
た
教
、
或
い
は
概
念
を
意
味
し
、
つ
ま
り
、
昨
今
の
儒
者
は
自
己
の
本
分
た
る
性
善
を
尽

さ
ず
、言
葉
や
概
念
に
ば
か
り
拘
泥
し
て
い
る
と
の
批
判
を
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
こ
と
は
次
に
提
示
さ
れ
る
対
の
概
念
、「
聖

人
道
義
之
本
」
と
「
聖
人
勸
善
之
權
」
が
そ
れ
ぞ
れ
心
と
名
に
対
応
す
る
こ
と
か
ら
し
て
明
瞭
で
あ
る
。
末
た
る
名
が
た
と
え
「
聖
人

勸
善
之
權
」
で
あ
っ
て
も
、
本
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
が
な
く
け
れ
ば
、
善
は
も
は
や
善
で
は
な
く
、
道
義
も
も
は
や
義
で
は
な
い
こ

と
に
な
り
、
両
者
は
常
に
不
可
分
の
関
係
を
有
し
て
い
る
。
契
嵩
は
牟
子
を
引
き
合
い
に
出
し
、
世
道
は
仏
道
を
根
本
と
す
べ
き
と
言

い
、
殊
に
仏
道
を
そ
の
本
に
位
置
付
け
て
い
る
。

勿
論
、
儒
学
も
聖
人
の
教
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
本
を
内
に
有
し
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
何
故
に
仏
教
だ
け
が
特
別
、
本
と

位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
契
嵩
自
身
も
「
古
之
有
聖
人
焉
。
曰
佛
。
曰
儒
。
曰
百
家
。
心
則

一
、
其
跡
則
異
。
夫
一
焉
者
其
皆
欲
人
為
善
者
也
。
異
焉
者
分
家
而
各
為
其
教
者
也
。
聖
人
各
為
其
教
。
故
其
教
人
為
善
之
方
、
有
淺

有
奧
有
近
有
遠
、
及
乎
絕
惡
而
人
不
相
擾
、
則
其
德
同
焉
。」11

と
述
べ
て
、
教
説
は
多
様
に
相
違
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
本
質
の
心
は
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一
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
夫
先
儒
不
甚
推
性
命
於
世
者
、
蓋
以
其
幽
奧
非
衆
人
之
易
及
者
也
。
未
可

以
救
民
之
弊
、
姑
以
禮
義
統
乎
人
情
而
制
之
。
若
其
性
與
神
道
、
恐
獨
待
乎
賢
者
耳
。
語
曰
、
回
也
庶
幾
乎
屢
空
。
不
其
然
乎
。」11

と

あ
る
よ
う
に
、
教
説
の
事
宜
の
問
題
と
し
て
本
質
の
開
示
が
儒
学
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
殊
に
仏

道
を
本
に
位
置
付
け
た
の
は
、
そ
の
本
た
る
心
を
専
注
し
て
説
示
す
る
教
説
と
捉
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
儒
者
聖
人

之
治
世
者
也
。
佛
者
聖
人
之
治
出
世
者
也
。」11

な
る
一
文
に
、
そ
の
意
が
端
的
に
顕
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
契
嵩
の
儒
仏
観
は
社
会
的
な
機
能
論
の
観
点
か
ら
披
瀝
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
儒
仏
何
れ
も
自

ら
に
本
末
を
備
え
て
い
る
と
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
強
調
す
る
点
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
中
国
に
於
て
両
者
が
補
完
的
に
存

立
す
る
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

契
嵩
に
よ
れ
ば
、
こ
の
構
格
は
既
に
歴
史
的
事
実
か
ら
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
言
う
。

先
ず
「
若
古
之
聖
賢
之
人
事
於
佛
而
相
贊
之
者
繁
乎
。
此
不
可
悉
數
。
姑
以
唐
而
明
其
大
略
。」11

と
述
べ
た
上
で
、
唐
代
の
状
況
を

例
示
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
唐
の
賢
臣
は
基
本
的
に
奉
仏
家
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
契
嵩
に
よ
れ
ば
、
彼
の
韓
愈
で
さ
え
、
仏

教
を
信
奉
し
て
い
た
と
さ
え
言
う
。
韓
愈
は
『
諌
迎
佛
骨
』
を
上
表
す
る
な
ど
、
唐
代
を
代
表
す
る
排
仏
論
者
で
あ
る
。
実
に
宋
代
の

排
仏
論
も
、
古
文
復
興
運
動
と
相
俟
っ
て
、
韓
愈
を
信
奉
す
る
向
き
が
強
く
、
彼
の
『
原
道
』
に
見
ら
れ
る
議
論
を
お
お
よ
そ
踏
襲
し

た
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
き
て
、
契
嵩
が
韓
愈
に
仏
教
信
奉
者
の
側
面
を
示
唆
す
る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
戦
略
的
な
記
述
で
あ

る
と
も
評
さ
れ
よ
う
。

実
に
契
嵩
は
「
其
送
高
閑
序
曰
、
今
閑
師
浮
圖
氏
、
一
死
生
解
外
膠
、
是
其
心
必
泊
然
無
於
所
起
。
其
於
世
必
澹
然
無
於
所
嗜
。
稱

乎
大
顛
則
曰
、
頗
聰
明
識
道
理
。
又
曰
、
實
能
外
形
骸
以
理
自
勝
、
不
為
事
物
侵
亂
。
韓
氏
之
心
於
佛
亦
有
所
善
乎
。
而
大
顛
禪
書
亦

謂
。
韓
子
嘗
相
問
其
法
。
此
必
然
也
。
逮
其
為
絳
州
刺
史
馬
府
君
行
狀
乃
曰
、
司
徒
公
之
薨
也
、
刺
臂
出
血
書
佛
經
千
餘
言
、
期
以
報
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德
。
又
曰
、
其
居
喪
有
過
人
行
。
又
曰
、
掇
其
大
者
為
行
狀
、
託
立
言
之
君
子
而
圖
其
不
朽
焉
。」11

と
い
う
具
合
に
、『
送
高
閑
序
』『
大

顛
禪
書
』『
絳
州
刺
史
馬
府
君
行
狀
』
の
記
述
を
参
照
す
る
限
り
、韓
愈
は
首
尾
一
貫
し
て
仏
教
を
退
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。

そ
の
こ
と
を
評
し
て
「
韓
子
賢
人
也
。
臨
事
制
變
。
當
自
有
權
道
。」11

、
或
い
は
「
韓
謂
聖
賢
也
。
豈
其
是
非
不
定
而
言
之
反
覆
。
蓋
鑒

在
其
心
、
抑
之
揚
之
、
或
時
而
然
也
。
後
世
當
求
之
韓
心
不
必
隨
其
語
也
。」11

と
言
い
、
韓
愈
は
本
た
る
心
を
し
っ
か
り
と
把
持
し
て

い
れ
ば
こ
そ
、
権
と
し
て
の
言
動
が
事
宜
に
称
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
通
り
一
辺
倒
に
仏
教
を
退
け
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
韓
愈
の
言
葉
を
あ
げ
つ
ら
う
当
代
の
排
仏
論
者
の
主
張
は
全
く
の
誤
謬
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
寧
ろ

「
昔
韓
子
以
佛
法
獨
盛
。
而
惡
時
俗
奉
之
不
以
其
方
。
雖
以
書
抑
之
、
至
其
道
本
而
韓
亦
頗
推
之
。」11

と
言
う
よ
う
に
、
道
本
を
体
得
す

る
に
際
し
て
は
仏
道
に
思
い
を
巡
ら
す
韓
愈
の
態
度
に
こ
そ
、
彼
の
真
意
を
見
る
べ
き
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
同
じ
く
李
翺
の
『
復
性
書
』
に
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。

曰
、
吾
於
吾
儒
之
書
見
其
心
亦
久
矣
。
及
見
李
氏
復
性
之
說
益
自
發
明
、
無
取
於
佛
也
。
止
渴
不
必
柬
井
而
飲
。
充
飢
不
必
擇

庖
而
食
。
得
子
審
其
心
為
善
不
亂
可
也
。
豈
抑
人
必
從
於
我
不
然
也
。
他
書
雖
見
乎
性
命
之
說
大
較
、
恐
亦
有
所
未
盡
者
也
。
吾

視
本
朝
所
撰
高
僧
傳
、
謂
李
習
之
嘗
聞
法
於
道
人
惟
儼
。
及
取
李
之
書
詳
之
、
其
微
旨
誠
若
得
於
佛
經
、
但
其
文
字
與
援
引
為
異

耳
。
然
佛
亦
稍
資
諸
君
之
發
明
乎
。11

契
嵩
の
言
う
通
り
、『
復
性
書
』
は
孟
子
の
性
善
説
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
清
浄
に
し
て
静
な
る
性
と
欲
望
に
つ
き
動
か
さ
れ
る

情
の
関
係
を
論
及
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
如
来
蔵
思
想
及
び
三
論
の
空
の
思
想
が
見
て
取
れ
る
。（
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
専

注
し
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
）
こ
れ
を
契
嵩
は
「
道
人
惟
儼
」
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
が
、
仏
教
の
教
理
そ
の
も
の
と

引
き
当
て
れ
ば
、
い
ま
だ
不
完
全
な
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
儒
者
が
一
般
に
自
前
の
教
理
と
し
て
考
え

て
い
た
も
の
が
、
実
は
仏
教
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
仏
教
は
士
人
の
心
の
発
明
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
言
え
、
こ
の
意
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味
か
ら
儒
者
の
実
践
に
と
っ
て
も
仏
教
は
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
の
だ
と
結
論
付
け
て
い
る
。

４

こ
れ
ま
で
、
先
行
す
る
排
仏
論
者
の
主
張
と
の
関
係
か
ら
、『
輔
教
編
』
に
於
け
る
儒
教
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
を
俯
瞰
す
る
に
、
お
お
よ
そ
以
前
か
ら
の
議
論
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
宋
代
に
至
っ
て
新
た
に
展
開
さ
れ

た
議
論
は
取
り
立
て
て
見
当
た
ら
な
い
。
勿
論
、
同
様
の
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
る
に
せ
よ
、
そ
の
形
式
の
背
後
に
存
す
る
社
会
状
況
に

は
大
き
な
隔
た
り
が
有
り
、
そ
の
意
味
か
ら
全
く
等
質
な
議
論
だ
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
予
感
を
筆
者
に
与
え
る
の
は
、

契
嵩
が
独
自
に
提
唱
し
た
聖
人
観
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
間
を
感
服
さ
せ
る
に
は
内
と
外
、
い
わ
ば
心
身
両
面
の
鍛
練
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
聖
人
道
義
之

本
」
と
「
聖
人
勸
善
之
權
」
に
依
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
諸
教
に
等
し
く
認
め
ら
れ
る
構
造
で
あ
り
、
仏
教
が
独
り
本
質
を

担
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
儒
教
の
聖
人
も
こ
の
本
を
把
持
す
る
も
の
と
し
た
。
但
し
、
儒
教
の
聖
人
自
ら
が
こ
の
本
を
開
示
す
る
よ

う
な
機
会
を
得
な
か
っ
た
た
め
、「
勸
善
之
權
」
を
中
心
と
す
る
教
説
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
心
の
深
奥
を
説

く
仏
教
を
直
接
に
参
照
す
る
こ
と
は
儒
者
の
発
明
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
儒
教
も
仏
教
も
何
れ
も
究
極
的
な
真
理
の
領
域
で
は
等
し
い
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
世
界
で
は
相
互
補
完
的
な
役
割
を
持

つ
も
の
と
し
て
解
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
は
価
値
的
に
あ
る
種
の
相
対
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
点
に
宋
代
の
特
徴
を
見
る
可
能
性
を
想
起
さ
せ
る
の
は
、
直
前
の
唐
代
の
状
況
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

圭
峯
宗
密
の
『
原
人
論
』
で
は
自
序
に
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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然
孔
、
老
、
釋
迦
皆
是
至
聖
、
隨
時
應
物
、
設
教
殊
塗
。
內
外
相
資
、
共
利
群
庶
。
策
勤
萬
行
、
明
因
果
始
終
、
推
究
萬
法
、

彰
生
起
本
末
。
雖
皆
聖
意
而
有
實
有
權
。
二
教
唯
權
、
佛
兼
權
實
。
策
萬
行
、
懲
惡
勸
善
、
同
歸
於
治
、
則
三
教
皆
可
遵
行
。
推

萬
法
、
窮
理
盡
性
、
至
於
本
源
、
則
佛
教
方
為
決
了
。
然
當
今
學
士
各
執
一
宗
、
就
師
佛
者
、
仍
迷
實
義
、
故
於
天
地
人
物
不
能

原
之
至
源
。
余
今
還
依
內
外
教
理
推
窮
萬
法
、
初
從
淺
至
深
、
於
習
權
教
者
、
斥
滯
令
通
而
極
其
本
。11

宗
密
に
よ
れ
ば
、
孔
子
・
老
子
・
釈
迦
は
等
し
く
聖
人
で
あ
り
、
そ
の
教
え
は
交
々
民
衆
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
の
現
象

と
本
質
を
説
き
明
す
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
教
え
に
は
「
權
」
と
「
實
」
が
有
り
、
孔
子
や
老
子
が
た
だ
「
權
」

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仏
教
は
「
權
」
と
「
實
」
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
し
、
そ
れ
故
、
世
俗
の
倫
理
的
領
域
に
つ
い
て
は
三
教
は
共

に
尊
ぶ
べ
き
も
の
と
し
え
て
も
、
真
理
を
尽
す
と
い
う
意
味
に
於
て
は
、
唯
だ
仏
教
だ
け
が
そ
の
領
域
に
預
れ
る
の
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
本
文
に
て
も
「
然
外
教
宗
旨
、
但
在
乎
依
身
立
行
、
不
在
究
竟
身
之
元
由
。
所
說
萬
物
不
論
象
外
、
雖
指
大
道
為
本
、
而
不
備
明

順
逆
起
滅
染
淨
因
緣
、
故
習
者
不
知
是
權
、
執
之
為
了
。」11

と
言
い
、
外
教
（
儒
教
と
道
教
）
は
何
れ
も
存
在
の
現
象
の
範
囲
を
論
じ

る
の
み
で
、そ
の
背
後
に
大
道
の
存
す
べ
き
こ
と
を
知
っ
て
は
い
て
も
、そ
の
大
道
と
現
象
の
関
係
が
捉
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、唯
だ
「
權
」

な
る
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
宗
密
の
場
合
、
三
教
が
等
価
と
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
「
權
」
の
領
域
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
だ
け
が

根
底
の
「
實
」
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
意
か
ら
他
の
二
教
に
対
し
て
常
に
優
位
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

宗
密
よ
り
や
や
時
代
は
下
が
る
が
、
延
壽
の
『
萬
善
同
歸
集
』
に
も
三
教
融
合
に
関
す
る
言
及
が
有
る
。

問
。
老
子
亦
演
行
門
、
仲
尼
大
興
善
誘
。
云
何
偏
讚
佛
教
、
而
稱
獨
美
乎
。

答
。
老
子
則
絕
聖
棄
智
、
抱
一
守
雌
、
以
清
虛
憺
泊
為
主
、
務
善
嫉
惡
為
教
。
報
應
在
一
生
之
內
、
保
持
惟
一
身
之
命
。
此
並

寰
中
之
近
唱
、
非
象
外
之
遐
談
。
義
乖
兼
濟
之
道
、
而
無
惠
利
也
。
仲
尼
則
行
忠
立
孝
、
闡
德
垂
仁
、
惟
敷
世
善
、
未
能
忘
言
神
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解
、
故
非
大
覺
也
。
是
以
仲
尼
答
季
路
曰
、
生
與
人
事
、
汝
尚
未
知
。
死
與
鬼
神
、
余
焉
能
事
。
此
上
二
教
、
並
未
逾
俗
柱
、
猶

局
塵
籠
、
豈
能
洞
法
界
之
玄
宗
、
運
無
邊
之
妙
行
乎
。11

こ
こ
で
は
老
子
と
孔
子
の
境
地
を
そ
れ
ぞ
れ
概
説
す
る
。
老
子
は
結
局
、
自
己
の
生
命
を
保
全
す
る
だ
け
で
、
他
人
の
救
済
は
無
く
、

現
象
を
超
え
た
形
而
上
を
語
る
こ
と
は
な
い
と
し
、
孔
子
は
た
だ
世
俗
の
倫
理
の
範
囲
に
止
ま
り
、
言
語
に
拘
泥
し
て
お
り
、「
大
覺
」

と
は
言
え
な
い
と
評
す
る
。
そ
れ
故
、
仏
教
で
言
う
「
法
界
之
玄
宗
」
に
到
達
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。

続
け
て
、
次
の
問
答
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

問
。
佛
行
無
上
、
衆
哲
所
尊
。
儒
道
二
教
、
既
盡
欽
風
。
云
何
後
代
之
中
、
而
有
毀
謗
不
信
者
何
。

答
。
儒
道
先
宗
、
皆
是
菩
薩
、
示
劣
揚
化
、
同
讚
佛
乘
。
老
子
云
、
吾
師
號
佛
、
覺
一
切
民
也
。
西
昇
經
云
、
吾
師
化
遊
天
竺
、

善
入
泥
洹
。
符
子
云
、
老
氏
之
師
、
名
釋
迦
文
。
列
子
云
、
商
太
宰
嚭
問
孔
子
曰
、
夫
子
聖
人
歟
。
孔
子
對
曰
、
丘
博
識
強
記
、

非
聖
人
也
。
又
問
、
三
王
聖
人
歟
。
對
曰
、
三
王
善
用
智
勇
、
非
聖
人
也
。
又
問
、
五
帝
聖
人
歟
。
對
曰
、
五
帝
善
用
仁
義
、
亦

非
丘
所
知
。
又
問
、
三
皇
聖
人
歟
。
對
曰
、
三
皇
善
任
因
時
、
亦
非
丘
所
知
。
太
宰
嚭
大
駭
曰
、
然
則
孰
為
聖
人
。
夫
子
動
容
有

言
曰
、
丘
聞
西
方
聖
者
焉
、
不
治
而
不
亂
、
不
言
而
自
信
、
不
化
而
自
行
、
蕩
蕩
乎
民
無
能
名
焉
。
吳
書
云
、
吳
主
孫
權
問
尚
書

令
闞
澤
曰
、
孔
丘
、
老
子
得
與
佛
比
對
以
不
。
闞
澤
曰
、
若
將
孔
老
二
家
、
比
校
遠
方
佛
法
、
遠
則
遠
矣
。
所
以
言
者
、
孔
老
設

教
、
法
天
制
用
、
不
敢
違
天
。
諸
佛
設
教
、
諸
天
奉
行
、
不
敢
違
佛
。
以
此
言
之
、
實
非
比
對
明
矣
。
吳
主
大
悅
、
用
闞
澤
為
太

子
太
傅
。
起
世
界
經
、
佛
言
、
我
遣
二
聖
、
往
震
旦
行
化
。
一
者
老
子
是
迦
葉
菩
薩
。
二
者
孔
子
是
儒
童
菩
薩
。
明
知
、
自
古
及

今
、但
有
利
益
於
人
間
者
、皆
是
密
化
菩
薩
。
惟
大
士
之
所
明
、非
常
情
之
所
測
。
遂
使
寡
聞
淺
識
、起
謗
如
煙
、並
是
不
了
本
宗
、

妄
生
愚
執
。
事
老
君
者
、
則
飛
符
走
印
、
鍊
石
燒
金
、
施
醮
祭
之
鮏
羶
、
習
神
仙
之
誑
誕
。
入
孔
門
者
、
志
乖
淳
朴
、
意
尚
浮
華
、

騁
鸚
鵡
之
狂
才
、
擅
蜘
蛛
之
小
巧
。
此
皆
違
背
先
德
、
自
失
本
宗
。
斯
人
不
謗
、
焉
顯
其
深
。
下
士
不
笑
、
寧
成
其
道
。
是
以
佛
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法
如
海
、
無
所
不
包
。
至
理
猶
空
、
何
門
不
入
。
衆
哲
冥
會
、
千
聖
交
歸
、
真
俗
齊
行
、
愚
智
一
照
。
開
俗
諦
也
、
則
勸
臣
以
忠
、

勸
子
以
孝
、
勸
國
以
紹
、
勸
家
以
和
。
弘
善
示
天
堂
之
樂
、
懲
非
顯
地
獄
之
苦
。
不
惟
一
字
以
為
褒
、
豈
止
五
刑
而
作
戒
。
敷
真

諦
也
、
則
是
非
雙
泯
、
能
所
俱
空
。
收
萬
像
為
一
真
、
會
三
乘
歸
圓
極
。
非
二
諦
之
所
齊
、
豈
百
家
之
所
及
。11

こ
こ
で
は
、
老
子
も
孔
子
も
共
に
「
密
化
菩
薩
」
で
あ
る
と
言
う
。
延
壽
は
傍
証
を
挙
げ
な
が
ら
、
菩
薩
と
し
て
の
老
子
・
孔
子
は

共
に
仏
教
を
讃
歎
し
て
い
た
と
論
証
し
、
儒
道
は
仏
教
を
本
と
し
て
開
か
れ
た
方
便
説
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
本
義
は
通
常
の
人
間
の
理
解
を
超
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
次
第
に
方
便
説
そ
の
も
の
に
拘
泥
す
る
よ
う
に
な
り
、
本
義
は

す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
箇
所
を
概
観
し
て
み
る
な
ら
、
三
教
は
仏
教
を
本
質
と
し
て
、
儒
教
と
道
教
が
方
便
と
し
て
開
か
れ
た
と
い
う
構
造
を
有
し
、

如
何
に
現
状
に
於
て
、
諸
教
が
自
家
に
拘
泥
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
本
来
性
を
鑑
み
る
な
ら
、
仏
教
の
「
至
理
」
が
そ
れ
ら
を
摂

取
し
尽
す
の
だ
と
す
る
延
壽
の
考
え
が
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
儒
教
と
道
教
は
単
に
権
た
る
方
便
説
に
定
位
さ
れ
、
先
の
宗
密
と

共
通
し
た
理
解
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
と
め

宋
代
以
前
に
於
て
は
、
同
じ
く
三
教
の
融
合
を
指
向
し
な
が
ら
も
、
仏
教
を
根
底
に
据
え
た
仏
教
独
尊
と
す
る
態
度
が
貫
か
れ
て
お

り
、
先
の
契
嵩
の
態
度
と
異
な
っ
て
い
る
。
契
嵩
に
よ
り
な
さ
れ
た
仏
教
の
相
対
化
は
、
ま
さ
し
く
こ
れ
ま
で
仏
教
が
独
占
し
て
き
た

本
源
を
三
教
で
共
有
す
る
こ
と
を
認
め
た
態
度
に
起
因
し
て
い
る
と
言
え
る
。

既
に
李
翺
の
『
復
性
書
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
儒
学
の
領
域
に
於
て
も
仏
教
思
想
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
哲
理
化
が
始
ま
り
、
も
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は
や
そ
れ
を
倫
理
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
評
価
に
終
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
契
嵩
の
考
え
る
本
源
の
共
有
化
も
、

こ
の
儒
学
の
動
向
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
論
で
は
直
接
に
述
べ
る
機
会
を
有
さ
な
か
っ
た
が
、

契
嵩
自
身
も
『
孝
論
』
を
著
す
な
ど
、
仏
者
の
儒
教
典
籍
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
の
時
期
に
な
っ
て
行
わ
れ
は
じ
め
た
。
た
と
え
こ
れ

に
よ
り
儒
学
の
中
に
仏
教
思
想
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、
上
部
構
造
的
に
儒
学
を
仏
教
に
摂
取
す
る
こ
と
を
仮
に
企
図
し
て
い
た
の
だ
と

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
単
に
本
質
論
に
還
元
し
て
言
及
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
俗
に
於
け
る
倫
理
的
問
題
を
儒
学
的
に
仏
教

側
が
取
り
組
む
姿
勢
は
、
従
来
と
は
明
ら
か
に
軌
を
異
に
し
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

契
嵩
の
言
う
よ
う
に
聖
人
の
教
が
何
れ
も
本
と
権
に
亘
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
先
ん
じ
て
儒
学
が
仏
教
思
想
を
摂
取
し
な
が

ら
、
自
家
に
形
而
上
学
の
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
と
対
象
的
に
、
仏
教
側
が
今
度
は
逆
に
、
自
家
の
内
に
中
国
の
文
化
に
相

応
す
べ
き
実
践
的
倫
理
思
想
の
構
築
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
点
が
ま
さ
し
く
唐
代
と
宋
代
以
後
を
明
瞭
に
峻
別

す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
目
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
中
庸
子
智
圓
な
ど
の
場
合
に
つ
い
て
も
考
察
を
す
す
め
、
こ
の

問
題
を
引
き
続
き
注
視
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

註1 

文
淵
閣
四
庫
全
書
子
部
二　

儒
家
類
二

2 

梅
尭
臣
『
宛
陵
集
』
巻
三
四　
「
聞
進
士
販
茶
」
文
淵
閣
四
庫
全
書　

集
部
別
集
類

山
園
茶
盛
四
五
月
、
江
南
窃
販
如
豺
狼
。
頑
凶
少
壮
冒
嶺
險
、
夜
行
作
隊
如
刀
槍
。
浮
浪
書
生
亦
貪
利
、
史
笥
経
爲
盗
嚢
。
津
頭
吏
卒
雖
捕
獲
、
官
司
直
惜

儒
衣
裳
。
却
來
城
中
談
孔
孟
、
言
語
便
欲
非
堯
湯
。
三
日
夏
雨
刺
昬
墊
、
五
日
炎
熱
譏
旱
傷
。
百
端
得
錢
事
酒
巵
、
屋
里
餓
婦
無
餱
糧
。
一
身
溝
壑
乃
自
取
、
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將
相
賢
科
何
爾
當
。

3 
以
下
、
契
嵩
の
生
涯
は
最
古
の
記
録
と
な
る
『
鐔
津
文
集
』
所
収
『
鐔
津
明
教
大
師
行
業
記
』（
大
正
藏
巻
五
二　

六
四
八
下
〜
）
に
基
づ
く
。

4 

『
大
正
藏
』
の
『
輔
教
編
』
に
は
他
に
『
真
諦
無
聖
論
』
が
収
め
ら
れ
計
六
書
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
契
嵩
の
言
う
「
五
書
」
と
相
違
す
る
。
契
嵩
自

身
に
よ
り
註
の
付
さ
れ
た
『
夾
註
輔
教
編
』（
五
山
版
）
を
伺
う
と
、『
真
諦
無
聖
論
』
は
無
く
五
書
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
五
書
は
『
輔
教
編
』

の
名
が
冠
さ
れ
る
以
前
に
も
ひ
と
ま
と
ま
り
で
公
刊
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
勸
書
』の
冒
頭
に「
余
五
書
出
未
逾
月
、客
有
踵
門
而
謂
曰
。
僕
粗
聞
大
道
、

適
視
若
廣
原
教
、
可
謂
涉
道
之
深
矣
。
勸
書
者
蓋
其
警
世
之
漸
也
。
大
凡
學
者
必
先
淺
而
後
深
。
欲
其
不
煩
而
易
就
也
。
若
今
先
廣
教
而
後
勸
書
、
僕
不
識

其
何
謂
也
。
曰
此
吾
無
他
義
例
、
第
以
茲
原
教
廣
原
教
相
因
而
作
、
故
以
其
相
次
而
例
之
耳
。
客
曰
。
僕
固
欲
公
擢
勸
書
於
前
而
排
廣
教
於
後
、
使
夫
觀
之

者
先
後
有
序
沿
淺
而
及
奧
、不
亦
善
乎
。
余
然
之
矣
。
而
客
又
請
之
曰
。
若
五
書
雖
各
有
其
目
也
、未
若
統
而
名
之
俾
其
流
百
世
而
不
相
離
、不
亦
益
善
乎
。」

（
大
正
藏
巻
五
二　

六
五
一
下
〜
六
五
二
上
）
と
有
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
『
廣
原
教
』
の
後
に
『
勸
書
』
が
配
列
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
初
学
者
の

便
を
考
え
、
そ
の
順
番
を
訂
正
し
、
五
書
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
統
一
し
た
標
題
を
設
け
る
べ
き
と
の
助
言
を
得
て
、「
即
為
其
命
工
移
易
乎
二
說
增
為
三

帙
。
總
五
書
而
名
之
曰
輔
教
編
。
潛
子
為
勸
書
。」（
大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
上
）と
あ
る
如
く
訂
正
を
経
て
再
版
し
た
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た『
傳

法
正
宗
記
』
に
「
中
書
劄
子
許
收
入
大
藏　

權
知
開
封
府
王
素
奏
。
杭
州
靈
隱
寺
僧
契
嵩
。
撰
成
傳
法
正
宗
記
并
畫
圖
。
乞
編
入
大
藏
目
錄
。
取
進
止
。
輔

教
編
三
冊(

此
是
中
書
重
批
者
。
蓋
降
劄
子
後
數
日
。
又
奉
聖
旨
。
更
與
輔
教
總
入
藏
批
此)

。
右
奉
聖
旨
。
正
宗
記
一
十
二
卷
。
宜
令
傳
法
院
於
藏
經
內

收
。
附
劄
付
傳
法
院
。
準
此
。
嘉
祐
七
年
三
月
十
七
日(

宰
相
押
字)
。」
と
あ
り
、
前
年
（
嘉
祐
六
年
・
一
〇
六
一
年
）
十
二
月
の
上
書
の
通
り
、『
輔
教
編
』

を
含
む
契
嵩
の
著
作
は
入
蔵
を
果
た
し
て
い
る
が
、
こ
の
『
輔
教
編
』
は
『
鐔
津
文
集
』
に
「
輔
教
編
印
本
者
一
部
三
策
」（
大
正
藏
巻
五
二　

六
九
一
下
）

と
あ
る
通
り
、
版
本
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。

5 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
四
中

6 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
四
中
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7 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
上

8 『
孫
明
復
小
集
』（
文
淵
閣
四
庫
全
書
集
部
五　

別
集
類
五
）

9 
大
正
藏
巻
五
二　

六
五
〇
下

10 『
徂
徠
石
先
生
文
集
』
巻
十　

中
華
書
局　

一
一
七
頁

11 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
一
上

12 『
本
論
中
』『
居
士
集
』
巻
十
七　
『
歐
陽
脩
全
集
』
中
華
書
局
二
八
八
〜
二
八
九
頁

13 『
本
論
中
』『
居
士
集
』
巻
十
七　
『
歐
陽
脩
全
集
』
中
華
書
局
二
八
九
〜
二
九
〇
頁

14 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
四
上

15 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
三
上

16 『
徂
徠
石
先
生
文
集
』
巻
十　

中
華
書
局　

一
一
七
頁

17 『
徂
徠
石
先
生
文
集
』
巻
十　

中
華
書
局　

一
一
六
〜
一
一
七
頁

18 『
李
覯
集
』
巻
第
二
十　

中
華
書
局　

二
一
八
頁

19 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
一
中
〜
下

20 

例
え
ば
『
弘
明
集
』
所
収
の
『
理
惑
論
』
や
『
廣
弘
明
集
』
の
「
周
祖
平
齊
召
僧
敘
癈
立
抗
詔
事
」
に
そ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

21 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
三
上

22 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
〇
上

23 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
一
下

24 『
徂
徠
石
先
生
文
集
』
巻
十　

中
華
書
局　

一
一
七
頁
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25 『
李
覯
集
』
巻
第
十
六　

中
華
書
局　

一
四
一
頁

26 
大
正
藏
巻
五
二　

六
五
一
下

27 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
一
中

28 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
九
下
〜
六
六
〇
上

29 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
〇
中

30 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
下
〜
六
五
三
上

31 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
〇
中

32 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
上

33 

大
正
藏
巻
五
二　

六
六
〇
上

34 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
四
上

35 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
一
下

36 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
四
上

37 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
中

38 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
中

39 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
下

40 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
中

41 

大
正
藏
巻
五
二　

六
五
二
下

42 

大
正
藏
巻
四
五　

七
〇
八
上
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43 

大
正
藏
巻
四
五　

七
〇
八
上

44 
大
正
藏
巻
四
八　

九
八
七
下

45 
大
正
藏
巻
四
八　

九
八
七
下
〜
九
八
八
上

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
契
嵩
、
儒
教
、
倫
理
、
経
済
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一　

法
藏
は
事
事
無
礙
を
説
か
な
か
っ
た
の
か

は
じ
め
に

華
厳
宗
の
思
想
を
理
解
す
る
上
で
最
も
重
要
な
鍵
の
一
つ
に
「
事
事
無
礙
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
華
厳
教
学
に
於
て
極
め
て
重
要
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
極
め
て
難
解
な
概
念
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
た
数
多
の
研
究
書
で
論
及
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の

理
解
は
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
華
厳
教
学
を
語
る
上
で
、
事
事
無
礙
を
最
高
の
境
地
と
す
る

こ
と
が
漠
然
と
通
用
し
て
き
た
が
、
実
は
法
藏
の
著
作
に
そ
の
語
を
直
接
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
賢
首
宗
と
も
呼
ば
れ
る
華
厳
宗

は
法
藏
の
教
学
に
多
く
依
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
事
無
礙
を
す
ぐ
さ
ま
法
藏
由
来
と
す
る
こ
と
に
は
危
険
性
を
伴
う
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
に
注
意
を
払
う
で
な
く
、
最
高
の
境
地
と
し
て
の
事
事
無
礙
を
法
藏
教
学
に
適
用
し
て
語
る
場
面
も
散
見
さ

法
藏
の
法
界
縁
起
思
想

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
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れ
、
果
た
し
て
本
当
に
事
事
無
礙
が
法
藏
由
来
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
あ
ま
り
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
き
ら
い
が
有
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、「
伝
統
的
な
華
厳
教
学
に
よ
れ
ば
、
華
厳
教
学
と
は
事
法
界
・
理
法
界
・
理
事
無
礙
法
界
・
事
事
無
礙
法

界
と
い
う
四
種
法
界
を
説
き
、
そ
の
頂
点
た
る
事
事
無
礙
法
界
を
自
ら
の
立
場
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
華
厳
教
学
の
大

成
者
と
目
さ
れ
る
法
蔵
の
著
作
に
は
、
四
種
法
界
の
分
類
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
偽
作
と
さ
れ
る
『
妄
尽
還
源
観
』

を
除
け
ば
、
事
事
無
礙
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
法
蔵
は
事
事
無
礙
に
当
た
る
思
想
を
別
な

言
葉
で
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
事
事
無
礙
を
究
竟
の
立
場
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」1

と
の
問
い
を
発
し
た

の
は
、
石
井
公
成
氏
で
あ
っ
た
。
石
井
氏
は
「
初
期
の
華
厳
宗
の
祖
師
と
さ
れ
る
人
物
に
は
、
事
事
無
礙
を
手
放
し
で
最
高
の
立
場
と

し
た
者
は
実
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
祖
師
た
ち
は
、
実
際
に
は
事
事
無
礙
の
語
を
説
い
て
い
な
い
か
、

用
い
た
と
し
て
も
あ
る
種
の
曖
昧
さ
・
不
徹
底
さ
を
と
も
な
っ
て
お
り
、【
中
略
】
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
を
華
厳
教
学
の
最
高
の
立
場

と
し
て
疑
わ
な
く
な
る
の
は
、
後
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
も
か
な
り
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
」2

と
の
結
論

を
導
き
、
法
藏
は
「
華
厳
独
自
の
法
門
と
し
て
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方
を
強
調
し
て
い
る
」3

が
「
事
事
無
礙
説
の
確
立
に
つ
な
が
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
」4

と
し
て
、
先
の
疑
問
に
答
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
後
代
」、
あ
る
い
は
「
か
な
り
後
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
時
代
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
明
瞭
で
は
な
く
、
論
題
の
如
き
「「
事
事
無
礙
」
を
説

い
た
の
は
誰
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
解
答
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
こ
の
問
題
は
華
厳
教
学
の
根
幹
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
未
だ
こ
の
問
題
に
対
し
て
十
分
に
明
確
な
解
答
が
提
示
さ
れ
な
い
限
り
、
諸
学
者
に
よ
り
繰
り
返
し
討
議

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
論
で
は
同
様
の
問
題
意
識
よ
り
出
発
し
、
石
井
論
文
を
批
判
的
に
ふ
ま
え
、
再
び
考

察
を
す
す
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
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（一）　

澄
觀
の
「
事
事
無
礙
」
の
理
論

先
に
述
べ
た
通
り
、『
妄
盡
還
源
觀
』
を
除
い
て
、
法
藏
の
著
作
に
は
全
く
「
事
事
無
礙
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、

そ
こ
に
事
事
無
礙
に
相
当
す
る
思
想
の
存
否
を
問
う
の
で
あ
れ
ば
、
先
ず
も
っ
て
事
事
無
礙
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
決
定
し
、

存
否
を
問
う
べ
き
基
準
を
設
け
て
お
く
必
要
が
有
る
。
先
の
石
井
論
文
で
は
伝
統
的
華
厳
教
学
を
四
種
法
界
説
に
よ
り
代
表
さ
せ
て
お

り
、
ま
た
事
事
無
礙
に
関
す
る
記
述
も
豊
富
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
澄
觀
の
考
え
る
「
事
事
無
礙
」
を
、
こ
こ
で
法
藏
の
思
想
に
存

否
を
問
う
べ
き
基
準
と
し
て
定
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
実
際
、
石
井
氏
に
よ
る
な
ら
「
そ
の
事
事
無
礙
説
は
背
後
に
ひ
そ
む
理
事

無
礙
を
根
底
と
す
る
も
の
で
あ
り
、教
学
全
体
と
し
て
は
理
事
無
礙
の
色
彩
が
濃
い
と
言
わ
れ
て
い
る
」5

と
澄
觀
の
事
事
無
礙
を
評
し
、

氏
の
考
え
る
純
然
た
る
事
事
無
礙
と
は
相
違
す
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
法
藏
以
後
、
法
藏
の
思
想
に
私
淑
し
た
澄
觀
が
実

際
に
「
事
事
無
礙
」
な
る
用
語
を
用
い
、
思
想
を
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
差
し
当
た
り
、
澄
觀
の
言
う
「
事
事
無
礙
」
を

一
つ
の
基
準
と
し
て
法
藏
の
思
想
を
窺
う
こ
と
は
無
益
な
こ
と
だ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

澄
觀
の
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
』（
以
下
『
華
嚴
經
疏
』）
に
は
計
十
八
も
の
「
事
事
無
礙
」
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
何

れ
も
事
と
事
が
相
摂
す
る
関
係
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
様
相
は
そ
の
中
で
も
「
第
四
周
遍
含
容
即
事
事
無
礙
」6 

と
す
る
箇
所
に
些

か
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
事
と
事
の
相
摂
、
つ
ま
り
一
つ
の
事
に
多
く
の
事
が
顕
現
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
事
事
無
礙
を
支
え
る
論
理
を
見
て
ゆ
こ
う
。

『
華
嚴
經
疏
』
で
は
諸
法
が
混
融
無
礙
す
る
こ
と
の
根
拠
を
示
し
て
「
一
唯
心
所
現
故
。
二
法
無
定
性
故
。
三
縁
起
相
由
故
。
四
法

性
融
通
故
。
五
如
幻
夢
故
。
六
如
影
像
故
。
七
因
無
限
故
。
八
佛
證
窮
故
。
九
深
定
用
故
。
十
神
通
解
脱
故
。
十
中
随
一
即
能
令
彼
諸

法
混
融
無
礙
。」7

と
し
て
い
る
。
続
け
て
「
十
中
前
六
通
約
法
性
為
德
相
。
因
法
爾
如
是
。
後
二
皆
是
業
用
。
義
通
因
果
。
七
約
起
修
。
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義
通
德
相
業
用
。
八
約
果
德
。
唯
是
德
相
故
。」8

と
あ
る
通
り
、
存
在
論
的
論
理
性
は
特
に
前
の
六
義
に
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
内
冒
頭
の
二
つ
は
唯
心
的
世
界
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
諸
法
が
無
自
性
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
み
で
あ
る
し
、
第
五
と
第
六
は
そ

れ
を
比
喩
的
に
表
現
す
る
程
度
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
第
三
の
「
縁
起
相
由
故
」
と
第
四
の
「
法
性
融
通
故
」
が
特
に
注
目
さ
れ
る
必

要
が
有
る
だ
ろ
う
。
第
三
の
「
縁
起
相
由
故
」
で
は
同
體
と
異
體
の
一
多
相
即
入
を
示
し
て
お
り
、
事
の
レ
ベ
ル
に
於
け
る
諸
法
の
自

在
な
る
様
相
を
華
厳
独
自
の
縁
起
論
か
ら
論
じ
、
事
の
レ
ベ
ル
に
於
け
る
論
理
に
よ
り
そ
れ
が
規
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
第
四
の

「
法
性
融
通
故
」
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
事
の
自
在
な
る
様
相
を
寧
ろ
理
の
レ
ベ
ル
か
ら
論
理
付
け
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
四
法
性
融
通
門
者
、
謂
若
唯
約
事
則
互
相
礙
不
可
即
入
。
若
唯
約
理
則
唯
一
味
無
可
即
入
。
今
則
理
事
融
通
具
斯
無
礙
。
謂

不
異
理
之
一
事
具
攝
理
時
、
令
彼
不
異
理
之
多
事
随
所
依
理
皆
於
一
中
現
。
若
一
中
攝
理
不
盡
則
眞
理
有
分
限
失
。
若
一
中
攝
理

盡
多
事
不
随
理
現
則
事
在
理
外
失
。
今
既
一
事
之
中
全
攝
理
盡
、
多
事
豈
不
依
中
現
。
華
藏
品
云
、
華
藏
世
界
所
有
塵
一
一
塵
中

見
法
界
。
法
界
即
事
法
界
矣
。
斯
即
總
意
。
別
亦
具
十
玄
門
。9

こ
こ
で
は
、
事
或
い
は
理
の
一
方
の
観
点
か
ら
求
め
る
の
み
で
は
、
諸
法
の
相
即
入
と
い
っ
た
自
在
な
無
礙
な
る
関
係
性
を
言
い
当

て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
は
必
ず
や
「
理
事
融
通
」
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
「
理
事
融
通
」

と
い
う
こ
と
が
如
何
に
「
事
事
無
礙
」
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
引
用
し
た
文
を
参
照
す
る
な
ら
、「
理
に
異
な
ら
な
い
一
つ

の
事
が
理
を
摂
す
る
時
に
、（
一
事
と
多
事
が
共
に
拠
り
所
と
す
る
）
理
を
媒
介
に
し
て
、
同
じ
く
理
と
異
な
ら
な
い
多
事
を
一
事
の

中
に
顕
現
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
事
の
普
遍
化
は
必
ず
や
理
を
媒
介
に
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
事
事
無
礙
を

成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
「
理
事
融
通
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
理
事
融
通
」
と
は
「
理
事
無
礙
」
の
同
義
語
と
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨
疏
演
義
鈔
』（
以
下
『
演
義
鈔
』）
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な
ど
で
は
「
初
一
對
明
無
礙
所
由
。
所
以
事
事
不
同
而
得
無
礙
者
、
以
理
融
事
故
。
於
中
初
句
明
依
理
成
事
故
一
與
多
互
爲
縁
起
。
此

猶
是
事
理
無
礙
。
躡
前
起
後
、
故
舉
之
耳
。
由
事
理
無
礙
。
方
得
事
事
無
礙
。
若
事
不
即
理
事
非
理
成
、
則
互
相
礙
。
今
由
即
理
故
得

無
礙
。
下
句
以
理
融
事
故
、
云
事
得
理
融
。
則
千
差
渉
入
而
無
礙
。
此
正
辯
事
事
無
礙
所
以
。」11

、
或
い
は
「
謂
理
事
抗
行
、
不
得
事
事

無
礙
故
。」11

と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
一
歩
進
め
て
言
え
ば
、
理
事
無
礙
が

成
立
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
時
に
事
事
無
礙
も
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
を
前
提
と
し
、
両
者
は
理
論
的
に
不
可
分
な
関
係
に
在
る
こ
と
を
見
て
き
た
が
、
一
方
で
教
判

的
な
観
点
か
ら
は
両
者
は
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

『
華
嚴
經
疏
』
で
は
五
教
十
宗
の
教
判
を
示
し
、
第
九
の
「
空
有
無
礙
宗
」
を
大
乗
終
教
に
、
第
十
の
「
圓
融
無
礙
宗
」
を
円
教
に

配
当
し
て
い
る
。
こ
の
第
九
の
「
空
有
無
礙
宗
」
の
教
理
を
簡
潔
に
「
九
空
有
無
礙
宗
。
謂
互
融
双
絶
而
不
礙
兩
存
、
眞
如
随
縁
具
恒

沙
徳
故
。」11

と
述
べ
て
い
る
が
、
後
に
「
謂
如
来
藏
舉
體
随
縁
成
辧
諸
事
、
而
其
自
性
本
不
生
滅
、
即
此
理
事
渾
融
無
礙
。
是
故
一
心
。

二
諦
皆
無
障
礙
。
起
信
云
、
依
一
心
法
有
二
種
門
、
乃
至
不
相
離
故
。
又
密
嚴
云
、
佛
説
如
来
藏
以
爲
阿
頼
耶
及
如
金
與
指
環
喩
等
。

又
勝
鬘
云
、
自
性
清
淨
心
不
染
而
染
、
難
可
了
知
、
染
而
不
染
亦
難
可
了
知
。
皆
明
性
淨
隨
染
舉
體
成
俗
即
生
滅
門
、
染
性
常
淨
本
来

眞
淨
即
眞
如
門
。
斯
則
即
淨
之
染
不
礙
眞
而
恒
俗
、
即
染
之
淨
不
破
俗
而
恒
眞
。
是
故
不
礙
一
心
双
存
二
諦
。
深
思
有
味
。」11

と
述
べ
、

理
事
無
礙
を
『
大
乘
起
信
論
』
の
「
一
心
二
門
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
真
如
隨
縁
」
に
寄
せ
て
明
か
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
大
乗
終
教
で
究
竟
と
さ
れ
る
立
場
を
理
事
無
礙
に
相
当
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
十
の
「
圓

融
無
礙
宗
」
は
「
十
圓
融
具
徳
宗
。
謂
事
事
無
礙
主
伴
具
足
無
盡
自
在
故
。」11

と
さ
れ
、
大
乗
終
教
の
理
事
無
礙
に
対
し
て
事
事
無
礙

が
教
判
上
高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
と
理
論
的
に
不
可
分
で
あ
り
な
が
ら
も
、

理
事
無
礙
よ
り
も
高
次
な
次
元
に
位
置
す
る
境
地
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
明
了
に
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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教
判
的
な
観
点
か
ら
は
、
理
事
無
礙
は
事
事
無
礙
よ
り
一
段
低
次
な
境
地
と
さ
れ
、
大
乗
終
教
の
立
場
に
充
て
ら
れ
て
は
い
て
も
、

円
教
に
於
て
事
事
無
礙
を
展
開
す
る
に
は
、
大
乗
終
教
と
同
じ
く
理
事
無
礙
が
語
ら
れ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
理
事
無
礙
に
つ
い
て

は
両
者
に
於
て
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
両
者
に
於
け
る
理
事
無
礙
は
必
ず
し
も
同
一
視
さ
れ
な
い
。

前
者
の
場
合
は
『
大
乘
起
信
論
』
な
ど
の
如
来
蔵
説
と
い
っ
た
枠
組
み
の
中
に
留
ま
る
理
事
無
礙
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
の
そ
れ
は

事
事
無
礙
へ
の
展
開
を
睨
ん
だ
理
事
無
礙
で
あ
り
、
理
論
的
展
開
の
果
て
に
事
事
無
礙
を
有
す
か
否
か
で
両
者
は
決
定
的
に
相
違
し
て

い
る
。
こ
の
事
事
無
礙
は
円
教
に
独
自
な
教
理
で
あ
る
と
し
て
、
他
宗
と
の
峻
別
の
基
準
と
な
っ
て
お
れ
ば
、
華
厳
の
理
事
無
礙
を
他

と
区
別
す
る
基
準
も
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。
大
乗
終
教
の
よ
う
に
理
事
無
礙
に
終
始
す
る
の
み
で
は
な
く
、
同
時
に
事
事
無
礙
で
あ
る

よ
う
な
理
事
無
礙
を
華
厳
の
そ
れ
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
華
厳
の
理
事
無
礙
は
大
乗
終
教
と
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
理
事
無
礙
が
理
と
事
の
枠
組
み
の
中
で
大
乗
終
教
の
そ
れ
よ
り
も
高
次
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

は
な
く
、
理
事
無
礙
よ
り
高
次
な
事
事
無
礙
の
根
拠
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
そ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
華
厳

の
言
う
理
事
無
礙
の
価
値
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
事
事
無
礙
の
価
値
を
反
映
し
た
も
の
と
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（二）　

法
藏
の
著
作
に
見
ら
れ
る
事
事
無
礙
的
内
容

こ
れ
ま
で
澄
觀
の
著
作
に
見
ら
れ
る
事
事
無
礙
の
理
論
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
れ
よ
り
法
藏
の
著
作
に
そ
れ
に
類
す
る
思
想
が
存
す

る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
お
お
よ
そ
次
の
三
点
の
存
否
が
焦
点
と
な
ろ
う
。

１
事
が
異
體
・
同
體
の
一
多
相
即
入
を
内
容
と
す
る
「
縁
起
相
由
」
し
て
い
る
こ
と
。
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２
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
を
前
提
と
し
て
成
立
し
、
理
事
無
礙
と
不
可
分
の
関
係
に
在
る
こ
と
。

３
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
と
不
可
分
で
は
あ
っ
て
も
、
理
事
無
礙
よ
り
も
高
次
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

先
ず
第
一
の
点
か
ら
窺
っ
て
み
る
な
ら
、『
華
嚴
經
探
玄
記
』（
以
下
『
探
玄
記
』）
で
「
一
緣
起
相
由
故
。
二
法
性
融
通
故
。
三
各

唯
心
現
故
。
四
如
幻
不
實
故
。
五
大
小
無
定
故
。
六
無
限
因
生
故
。
七
果
德
圓
極
故
。
八
勝
通
自
在
故
。
九
三
昧
大
用
故
。
十
難
思
解

脫
故
。」11

と
言
い
、
十
玄
縁
起
の
「
混
融
無
礙
」
の
根
拠
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
内
の
「
一
緣
起
相
由
故
」
は
先
の
澄
觀
の
そ
れ
と
同

内
容
で
あ
り
、
十
玄
縁
起
は
事
に
於
け
る
自
在
無
礙
な
る
様
相
を
も
内
容
に
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
澄
觀
の
思
想
的
源
泉
を
こ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、先
の「
二
法
性
融
通
故
」に
相
当
し
よ
う
が
、そ
れ
は『
探
玄
記
』に
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、そ
の
内
容
は『
華

嚴
經
旨
歸
』
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
十
法
性
融
通
力
故
者
、
謂
若
唯
約
事
相
互
相
礙
不
可
則
入
、
若
唯
約
理
性
則
唯
一
味
不

可
則
入
、
今
則
理
事
融
通
、
具
斯
無
礙
。
謂
不
異
理
之
事
具
攝
理
性
時
、
令
彼
不
異
理
之
多
事
隨
彼
所
依
理
、
皆
於
一
中
現
。
若
一
中

攝
理
而
不
盡
、
即
真
理
有
分
限
失
。
若
一
中
攝
理
盡
、
多
事
不
隨
理
現
、
即
事
在
理
外
失
。
今
既
一
事
之
中
全
攝
理
、
多
事
豈
不
於
中

現
。」11

と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
第
一
の
点
と
同
様
に
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
類
す
る
表
現
は
他
に
も
『
探
玄
記
』
に
多
数
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
内
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

謂
無
分
齊
理
既
不
改
性
而
全
是
事
。
是
故
一
事
攝
理
無
不
皆
盡
。
餘
事
如
理
在
一
事
中
。
以
理
無
際
限
不
可
分
故
、
隨
一
事
處

皆
全
攝
也
。
是
故
一
中
常
有
一
切
。
依
是
義
故
、
此
經
云
、
於
此
蓮
華
藏
莊
嚴
世
界
海
之
內
一
一
微
塵
中
見
一
切
法
界
。
又
云
、

於
一
法
中
解
衆
多
法
、
衆
多
法
中
解
了
一
法
。11

こ
れ
は
「
事
融
相
攝
門
」
に
関
す
る
解
説
で
あ
る
が
、
後
半
に
引
用
さ
れ
る
経
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
事
事
無
礙
に
関
し
て
言
及
し

た
箇
所
と
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
無
分
齊
の
理
は
そ
の
ま
ま
で
全
く
事
に
他
な
ら
ず
、
つ
ま
り
各
々
の
一
事
は
そ
れ
ぞ
れ
理
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を
摂
し
尽
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
各
事
に
摂
さ
れ
た
理
の
無
際
限
性
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
各
事
は
そ
れ
ぞ
れ
他
の
一
切
の

事
を
自
ら
の
内
に
摂
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

他
に
も
「
三
疑
云
、
事
既
同
理
則
平
等
無
二
。
何
因
得
有
事
事
普
遍
。
故
後
一
偈
明
、
則
理
之
事
故
而
得
一
事
則
無
量
事
也
。」11

で

は
、
事
と
理
の
「
平
等
無
二
」
を
「
則
理
之
事
」
に
変
換
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
「
一
事
則
無
量
事
」
を
導
い
て
い
る
。
ま
た
「
二
相
容

門
者
。
謂
一
事
是
不
實
。
以
無
性
故
。
無
性
真
理
既
無
分
限
。
是
故
於
一
事
上
觀
無
性
時
、
無
不
圓
盡
法
界
真
如
。
若
觀
一
少
事
無
自

性
時
、
不
得
圓
盡
法
界
真
者
、
即
真
如
有
分
、
便
同
有
為
。
是
故
一
事
無
性
即
攝
真
盡
。
攝
真
盡
時
餘
一
切
法
既
不
礙
存
、
而
即
真
故
、

同
理
俱
在
一
事
中
現
。
多
中
亦
爾
准
之
。」11

で
は
、
一
事
の
「
無
性
」
は
「
法
界
真
如
」
に
他
な
ら
ず
、
真
を
摂
し
尽
く
し
た
事
は
理

に
同
じ
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
事
の
中
に
一
切
法
を
存
す
る
こ
と
に
何
ら
障
碍
は
無
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
第
三
の
点
、
つ
ま
り
事
事
無
礙
が
理
事
無
礙
よ
り
高
次
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
石
井
氏
は
「
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
事
事
無
礙
が
説
か
れ
て
い
な
が
ら
、「
二
事
無
礙
」
な
い
し
「
事
事
無
礙
」
と
い
っ
た
直
接

的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
ず
、
無
礙
と
い
う
語
は
、
理
と
事
の
相
即
と
不
相
即
の
様
々
な
あ
り
方
が
同
時
に
並
在
し
て
「
融
通
無
碍
」
で

あ
る
と
い
う
箇
所
と
、
事
が
理
の
よ
う
に
「
無
礙
」
と
な
る
と
い
う
箇
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。」11

と
述
べ
、
事
事
無
礙
は
他
の
相
即
・
不
相
即
と
「
並
在
」
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
と
区
別
し
て
高
次
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ

と
を
退
け
、「
事
が
理
の
よ
う
に
「
無
礙
」
と
な
る
」
と
は
表
現
で
き
て
も
、
事
と
事
が
無
礙
だ
と
い
う
表
現
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し

て
い
る
。

確
か
に
『
華
嚴
明
法
品
内
立
三
寶
章
』
に
は
「
二
事
無
礙
」
な
い
し
「
事
事
無
礙
」
と
い
う
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
石

井
氏
の
言
う
「
直
接
的
な
表
現
」
に
当
た
る
「
二
事
無
礙
」
は
『
探
玄
記
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
若
依
終
教
觀
事
則
理
故
、

在
滅
定
而
不
礙
事
用
、
現
諸
威
儀
。
亦
名
雙
行
自
在
。
此
上
二
門
皆
心
中
止
定
而
身
儀
作
用
。
以
此
但
得
理
事
無
礙
故
。
頓
教
中
不
可
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說
用
不
用
。
若
圓
教
中
由
得
二
事
無
礙
故
、
是
故
滅
定
跏
坐
則
是
往
來
說
法
、
亦
不
分
身
而
動
靜
成
就
。
如
佛
昇
天
不
起
覺
樹
等
同
此
。

準
之
。」11 
と
述
べ
、
単
な
る
理
事
無
礙
と
、（
理
事
無
礙
を
前
提
と
し
て
展
開
す
る
）
事
事
無
礙
と
を
明
確
に
区
分
け
し
、
前
者
を
終
教

の
立
場
、
後
者
を
円
教
の
立
場
と
位
置
付
け
、
後
者
を
よ
り
高
次
な
境
地
と
し
て
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
石
井
氏
は
「
法
蔵
は
華
厳
独
自
の
法
門
と
し
て
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方
を
強
調
し
て
い
る
。」11

と
し
て
、『
探
玄
記
』
の
十
重

唯
識
を
挙
げ
、
同
時
に
「
し
か
し
、
こ
こ
で
す
ら
、
同
教
の
立
場
に
立
て
ば
、『
華
厳
経
』
は
理
事
無
礙
に
当
た
る
第
七
の
理
事
倶
有

を
含
め
て
第
一
門
か
ら
第
十
門
ま
で
の
全
て
を
具
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。【
中
略
】『
華
厳
経
』
に
し
か
説
か
れ
て
い
な

い
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方
こ
そ
が
別
教
の
特
色
で
あ
る
と
強
調
し
て
お
り
、
理
事
無
礙
の
よ
う
に
他
の
経
論
も
説
い
て
い
る
法
門
を
含

め
て
一
切
の
法
門
を
『
華
厳
経
』
が
含
む
と
い
う
事
態
に
つ
い
て
は
、
同
教
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
軽
く
扱
お
う
と
す
る
も
の
の
、『
華

厳
経
』
が
す
べ
て
の
法
門
を
含
む
と
い
う
面
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
の
で
あ
る
。」11

と
述
べ
て
、
そ
の
た
め
「
事
事
無
礙

説
の
確
立
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」11

と
評
し
て
い
る
。

し
か
し
、
果
た
し
て
『
探
玄
記
』
の
十
重
唯
識
に
対
し
て
以
上
の
よ
う
な
評
価
は
正
当
で
あ
ろ
う
か
。

『
探
玄
記
』
の
該
当
箇
所
に
は
、
次
の
よ
う
に
有
る
。

言
三
界
虚
妄
但
一
心
作
者
、
此
之
一
文
諸
論
同
引
證
成
唯
識
。
今
此
所
説
是
何
等
心
、
云
何
名
作
。
今
釋
此
義
依
諸
聖
教
説
有

多
門
。
一
相
見
倶
存
故
説
唯
識
。【
中
略
】
二
攝
相
歸
見
故
説
唯
識
。【
中
略
】
三
攝
數
歸
王
故
説
唯
識
。【
中
略
】
四
以
末
歸
本

故
説
唯
識
。【
中
略
】
五
攝
相
歸
性
故
説
唯
識
。【
中
略
】
六
轉
眞
成
事
故
説
唯
識
。【
中
略
】
七
理
事

倶
融
故
説
唯
識
。【
中
略
】八
融
事
相
入
故
説
唯
識
。【
中
略
】九
全
事
相
即
故
説
唯
識
。【
中
略
】十
帝
網
無
礙
故
説
唯
識
。【
中

略
】
上
来
十
門
唯
識
道
理
、
於
中
初
三
門
約
初
教
説
、
次
四
門
約
終
教
頓
教
説
、
後
三
門
約
圓
教
中
別
教
説
、
總
具
十
門
約
同
教

説
。
上
来
所
明
通
一
部
經
非
局
此
地
。
又
是
約
教
就
解
而
説
。
若
就
觀
行
亦
有
十
重
、
如
一
卷
華
嚴
三
昧
中
説
。11
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こ
こ
で
は
先
ず
、
十
重
唯
識
な
る
も
の
が
、
経
文
の
「
三
界
虚
妄
但
一
心
作
」
の
解
釈
を
巡
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
こ
の
十
重
唯
識
は
諸
々
の
聖
教
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
各
々
の
説
相
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
か
ら
十
重
が
建
立
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
了
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
文
末
で
「
十
門
唯
識
道
理
」
の
内
、
最
初
の
三
門
は
初
教
の
説
に

約
し
云
々
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
上
掲
の
経
文
は
諸
教
の
立
場
か
ら
多
様
に
（
こ
こ
で
は
十
重
に
）
解
釈
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
解
釈
者
の
側
か
ら
経
の
多
様
な
解
釈
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
、『
華
嚴
經
』
そ
れ
自
身
の
教
説
の
性
格
に

そ
れ
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
華
嚴
經
』
に
固
有
の
別
教
一
乗
と
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
第
八
門
乃
至
第
十
門
の
立
場
か
ら
理
解
す
る
の
が
本
義
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
石
井
氏
が
「『
華
厳
経
』
は
理
事
無
礙
に
当
た

る
第
七
の
理
事
倶
有
を
含
め
て
第
一
門
か
ら
第
十
門
ま
で
の
全
て
を
具
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。」11

と
し
て
い
る
こ
と
は
、

恐
ら
く
は
次
の
「
上
來
所
明
通
一
部
經
非
局
此
地
」
を
受
け
て
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、こ
の
一
文
の
「
上

來
所
明
」
が
「
同
教
」
を
指
し
、「
同
教
の
法
門
は
一
部
の
経
に
通
じ
る
」
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
寧
ろ
〝『
華
嚴
經
』
全
体
が
諸
教
の

立
場
か
ら
浅
く
も
深
く
も
解
釈
可
能
だ
〟
と
言
う
も
の
と
解
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
探
玄
記
』
で
は
続
け
て
「
又
是
約
教

就
解
而
説
。
若
就
觀
行
亦
有
十
重
、
如
一
卷
華
厳
三
昧
中
説
。」
と
言
い
、
十
重
唯
識
を
「
約
教
就
解
」
と
し
た
上
で
、
観
行
に
就
く

な
ら
『
華
嚴
三
昧
』
の
説
が
該
当
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
は
『
華
嚴
發
菩
提
心
章
』
で
言
う
「
色
空
章
十
門
止
觀
」
を

指
示
し
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
次
第
に
高
次
に
移
行
す
る
唯
識
観
が
表
さ
れ
て
お
り
、
十
重
唯
識
も
同
様
に
初
教

か
ら
別
教
へ
と
高
次
に
な
る
と
い
う
構
想
の
元
で
建
立
さ
れ
た
と
見
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
な
れ
ば
や
は
り
こ
こ
で
も
他
の
教
に
対

し
て
別
教
が
優
位
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
、
且
つ
そ
の
根
拠
は
事
事
無
礙
に
在
る
と
理
解
す
る
の
が
宜
し
い
こ
と
に
な
ろ

う
。以

上
の
考
察
の
結
果
、
澄
觀
の
言
う
「
事
事
無
礙
」
を
基
準
に
、
そ
の
思
想
的
淵
源
を
法
藏
の
思
想
に
求
め
て
み
る
な
ら
、
澄
觀
の
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四
法
界
説
の
よ
う
な
整
備
さ
れ
た
体
系
は
必
ず
し
も
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
既
に
法
藏
の
段
階
か
ら
し
て
、「
事
事
無
礙
は

理
事
無
礙
を
前
提
と
し
て
成
立
し
、
理
事
無
礙
と
不
可
分
の
関
係
に
在
る
こ
と
」
及
び
「
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
と
不
可
分
で
は
あ
っ

て
も
、
理
事
無
礙
よ
り
も
高
次
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
の
二
点
が
明
了
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
藏
の
思
想
に
澄

觀
の
言
う
よ
う
な
「
事
事
無
礙
」
が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
法
藏
の
弟
子
に
当
る
文
超
及
び
慧
苑
の
場
合
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
氏
は
彼
ら
の
論
に
は
確
立
さ
れ
た
事

事
無
礙
が
不
在
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
論
で
は
既
に
、
法
藏
に
澄
觀
と
同
様
の
事
事
無
礙
を
認
め
る
立
場
に
在
る
の
で
、
そ
の
弟
子

に
事
事
無
礙
が
不
在
で
あ
る
と
し
た
ら
一
個
の
問
題
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
法
藏
の
弟
子
に
事
事
無
礙
は
継
承
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
、
石
井
論
文
を
批
判
的
に
検
討
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

石
井
氏
は
「
四
種
法
界
で
全
て
割
り
切
ろ
う
と
す
る
澄
観
は
、『
遺
忘
集
（
華
厳
経
義
鈔
）』
の
説
く
十
観
に
つ
い
て
も
四
種
法
界
に

当
て
は
め
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
第
一
観
と
第
二
観
は
理
法
界
、
第
三
観
は
理
事
無
礙
法
界
、
第
四
観
は
事
法
界
、
第
五
観

か
ら
第
九
観
ま
で
は
事
事
無
礙
法
界
、
第
十
観
は
果
海
絶
言
で
あ
っ
て
四
法
界
の
極
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
配
当
の
強
引
さ
が
よ
く
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
文
超
の
十
観
が
事
法
界
・
理
法
界
・
理
事
無
礙
法
界
・
事
事
無
礙
法
界
と
進
む
四
種
法
界
の
体
系
と
は
無
縁
の
と

こ
ろ
で
発
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。」11

と
述
べ
、「
最
後
に
配
さ
れ
て
い
る
果
海
平
等
観
の
方
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
疑
い
な
い
。
つ
ま
り
、
文
超
は
、
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方
を
一
部
と
し
て
含
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
統
合
的
な
あ
り
方
の
方

を
高
次
元
の
も
の
と
し
て
尊
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。」11

と
し
、
澄
觀
の
解
釈
の
不
当
さ
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
果
た
し
て
そ
う
で

あ
ろ
う
か
。
実
際
に
『
演
義
鈔
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
超
の
十
観
を
示
せ
ば
「
一
攝
相
歸
眞
觀
。
二
相
盡
證
實
觀
。
三
相
實
無
礙
觀
。

四
随
相
攝
生
觀
。
五
縁
起
相
収
觀
。
六
微
細
容
攝
觀
。
七
一
多
相
即
觀
。
八
帝
網
重
重
觀
。
九
主
伴
圓
融
觀
。
十
果
海
平
等
觀
。」11

と

あ
り
、
澄
觀
の
行
っ
た
四
種
法
界
と
の
対
応
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
第
一
観
は
「
相
を
摂
し
て
実
に
帰
す
る
観
」、
第
二
観
は
「
相
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が
尽
き
て
実
を
証
す
る
観
」
と
読
め
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
理
法
界
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
。
第
三
観
は
「
相
と
実
が
無

礙
で
あ
る
観
」
と
読
め
、「
相
」
は
事
に
、「
實
」
は
理
に
対
応
さ
せ
て
考
え
る
な
ら
、
澄
觀
の
釈
に
齟
齬
は
無
い
。
第
四
観
は
「
相
に

随
っ
て
生
を
摂
す
る
観
」
と
読
め
、
こ
れ
は
「
相
に
随
う
」
も
の
で
あ
る
た
め
、
事
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
か
ら
、澄
觀
が
事
法
界
に
相
当
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
無
理
は
無
い
。
第
五
観
乃
至
第
九
観
に
つ
い
て
は
、石
井
氏
自
身
も
「
微

細
相
容
・
一
多
相
即
・
帝
網
重
重
・
主
伴
円
明
と
い
っ
た
事
事
無
礙
に
相
当
す
る
観
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な

い
第
五
の
「
縁
起
相
収
觀
」
も
、「
縁
起
し
て
い
る
も
の
が
相
互
に
収
め
あ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
或
い
は
理
事
無
礙
的
に
も

捉
え
う
る
も
の
の
、
事
事
無
礙
的
と
判
じ
た
ら
直
ち
に
過
失
と
な
る
と
い
う
程
度
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
澄
觀
は
第
十
観
を
「
果

海
絶
言
」
と
し
、
第
九
観
ま
で
の
可
説
因
海
を
統
収
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
果
が
因
を
摂
す
る
と
す
る
こ
と
に
違
和
感
は

無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
石
井
氏
は
「
最
後
に
配
さ
れ
て
い
る
果
海
平
等
観
の
方
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
つ
ま
り
、
文
超
は
、
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方
を
一
部
と
し
て
含
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
統
合
的
な
あ
り
方
の
方
を
高
次
元

の
も
の
と
し
て
尊
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。」11

と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
も
文
超
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
澄
觀
と
て
他
宗
に

対
す
る
優
位
性
の
根
拠
と
し
て
事
事
無
礙
を
活
用
し
て
い
て
も
、
事
事
無
礙
を
果
海
絶
言
に
相
当
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い

の
で
あ
り
、
且
つ
果
海
が
因
海
よ
り
上
位
で
あ
る
こ
と
は
、
円
融
の
観
点
か
ら
求
め
な
い
か
ぎ
り
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
石

井
氏
の
評
は
澄
觀
の
解
釈
の
不
当
さ
を
言
い
当
て
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
石
井
氏
は
文
超
の
言
う
「
果
海
平
等
觀
」
が
如
何
な

る
性
格
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
て
お
ら
ず
、
澄
觀
の
解
釈
が
如
何
に
相
違
し
誤
謬
を
は
ら
む
の
か
が
全
く
は
っ
き
り
し
て
こ

な
い
。
ま
た
、
因
分
可
説
の
領
域
で
は
、
明
確
に
事
事
無
礙
は
区
分
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
理
事
無
礙
よ
り
一
歩
展
開
し
た
高
次
の
内
容

を
有
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
果
海
か
ら
の
視
線
で
は
事
事
無
礙
は
そ
こ
に
該
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
統
合
さ
れ
る
に
過
ぎ

な
い
一
部
と
の
烙
印
は
不
当
に
消
極
的
な
評
論
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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他
方
、
慧
苑
に
つ
い
て
石
井
論
文
は
「『
刋
定
記
』
は
【
中
略
】
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
を
合
し
た
も
の
を
真
具
分
満
教
と
称
し
て

最
高
の
教
と
し
、
真
具
分
満
教
と
違
っ
て
真
如
随
縁
を
認
め
な
い
真
一
分
満
教
と
区
別
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。」11

と
言
っ
て
い

る
が
、
こ
の
指
摘
は
極
め
て
一
面
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
刋
定
記
』
の
教
判
で
は
、
諸
教
を
大
き
く
真
一
分
半
教
・
真
一
分
満
教
・
真
具
分
満
教
に
分
け
、
そ
の
三
教
を
更
に
通
宗
・
別
宗
・

随
部
宗
・
随
義
宗
の
四
宗
の
観
点
か
ら
各
々
分
析
し
て
い
る
。
確
か
に
石
井
氏
の
指
摘
通
り
、『
華
嚴
經
』
は
こ
の
内
、
真
具
分
満
教

に
分
類
さ
れ
て
は
い
る
が11

、
通
宗
の
観
点
か
ら
は
為
無
為
非
一
異
宗
、
別
宗
の
観
点
か
ら
は
事
事
無
礙
宗
、
随
部
宗
の
観
点
か
ら
は
因

果
縁
起
理
実
法
界
宗
、
随
義
宗
の
観
点
か
ら
は
諸
法
相
即
相
在
相
摂
相
入
等
宗
と
さ
れ
て
お
り
、『
華
嚴
經
』
は
漠
然
と
「
理
事
無
礙

と
事
事
無
礙
を
合
し
た
」
真
具
分
満
教
に
放
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
四
宗
の
観
点
は
、
三
教
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
さ
れ
た

諸
教
全
体
に
共
通
す
る
内
容
を
示
す
通
宗
か
ら
、
特
定
の
経
の
中
で
説
か
れ
る
「
義
」
に
即
し
て
宗
を
検
証
す
る
随
義
宗
に
至
る
も
の

で
、『
刋
定
記
』
で
「
上
來
四
宗
相
望
、
寛
狹
有
三
。
謂
初
一
唯
寛
、
後
一
唯
狹
。
中
間
別
及
随
部
互
寛
狹
。
望
前
後
故
。」11

と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
宗
の
分
析
が
段
階
的
に
緻
密
に
な
っ
て
お
り
、『
華
嚴
經
』
の
位
置
付
け
は
厳
密
に
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
じ

く
真
具
分
満
教
に
分
類
さ
れ
る
理
事
無
礙
宗
と
そ
れ
は
明
確
に
峻
別
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た『
刋
定
記
』で
は「
第

三
就
大
乘
宗
中
、
自
有
四
宗
。
一
眞
俗
倶
有
宗
、
二
眞
俗
雙
泯
宗
、
三
理
事
無
礙
宗
、
四
事
事
無
礙
宗
」11

と
言
い
、
理
事
無
礙
宗
と
事

事
無
礙
宗
は
区
分
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
以
下
に
示
さ
れ
る
各
々
の
宗
の
内
容
を
概
観
す
る
な
ら
、
以
上
の
四
宗
は
単
に
並
挙
さ
れ
た
も

の
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
よ
り
高
次
な
内
容
に
移
行
す
る
教
説
の
序
列
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
れ
ば
、
単
に
『
華
嚴
經
』
が
真
具
分
満

教
と
し
て
の
位
置
付
け
に
終
始
す
る
の
み
で
は
、
以
上
の
分
類
法
と
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
ま
い
か
。

ま
た
、
石
井
氏
が
援
用
す
る
坂
本
幸
男
氏
の
批
判11

は
、
事
事
無
礙
を
独
立
し
た
教
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
な
い
点
を
教
判
上
の
欠
陥

と
し
て
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
刋
定
記
』
に
「
問
、
華
厳
等
亦
説
理
事
無
礙
、
何
獨
事
事
無
礙
宗
攝
。
仁
王
・
維
摩
・
涅
槃
經
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等
亦
説
事
事
無
礙
之
相
。
何
不
事
事
無
礙
宗
収
。
答
、兼
正
異
故
。
又
仁
王
等
唯
依
業
用
説
故
。
此
經
具
徳
相
等
故
。」11

と
あ
る
よ
う
に
、

理
事
無
礙
宗
と
事
事
無
礙
宗
に
分
類
さ
れ
る
諸
教
に
は
内
容
的
に
交
錯
す
る
部
分
が
有
り
、
但
し
そ
れ
は
一
義
的
で
あ
る
の
か
（
正
）、

或
い
は
副
次
的
で
あ
る
の
か
（
兼
）
で
相
違
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
有
る
た
め
、
両
者
を
同
じ
く
真
具
分
満
教
に
収
め
な
が
ら
も
、

両
者
を
区
別
す
る
と
い
う
方
策
に
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
慧
苑
な
り
の
分
類
の
仕

方
と
認
め
る
べ
き
で
、
先
の
四
宗
の
分
類
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
自
身
は
理
事
無
礙
宗
と
事
事
無
礙
宗
を
同
一
視
す
る
よ
う
な
こ

と
は
し
て
い
な
い
し
、
読
者
に
そ
れ
を
混
同
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
坂
本
論
文
の
批
判

は
印
象
評
論
に
過
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

（三）　

結
論

石
井
論
文
で
は
「
事
事
無
礙
」
と
は
何
か
を
一
切
定
義
し
て
お
ら
ず
、
何
を
指
し
て
「
事
事
無
礙
」
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
基
準

を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
「
初
期
の
華
厳
宗
の
祖
師
と
さ
れ
る
人
物
」11

の
思
想
を
評
し
て
、「
事
事
無
礙
を

手
放
し
で
最
高
の
立
場
と
し
た
も
の
は
実
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。【
中
略
】
事
事
無
礙
の
語
を
説
い
て
い
な
い
か
、
用
い
た
と
し
て

も
あ
る
種
の
曖
昧
さ
・
不
徹
底
さ
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
う
し
た
あ
り
方
を
含
む
よ
う
な

統
合
的
な
あ
り
方
を
志
向
し
て
い
る
の
が
常
な
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
理
と
事
の
自
在
な
相
即
・
不
相
即
の
世
界
、
い
わ
ば
統
合
的

な
理
事
無
礙
の
世
界
の
う
ち
に
、
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
が
含
ま
れ
る
形
に
な
る
」11

と
言
い
、「
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
を
華
厳
教
学
の

最
高
の
立
場
と
し
て
疑
わ
な
く
な
る
の
は
、
後
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
も
か
な
り
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
高
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い
。」11

と
論
を
結
ん
で
い
る
の
だ
が
、
こ
の
文
勢
か
ら
推
測
す
る
と
、
氏
の
考
え
る
事
事
無
礙
と
し
て
、

１
理
事
無
礙
に
統
合
さ
れ
な
い
よ
う
な
事
事
無
礙

２
華
厳
教
学
の
中
で
最
高
と
さ
れ
る
事
事
無
礙

の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
果
た
し
て
氏
の
言
う
よ
う
な
「
曖
昧
」
で
も
「
不
徹
底
」
で
も
な
い
純
然
た
る
「
事
事
無
礙
」

と
い
う
こ
と
は
果
た
し
て
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
に
て
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
澄
觀
や
法
藏
の
考
え
る
事
事
無
礙
は
必
ず
や
理
事
無
礙
を
理
論
的
に
前
提
と
し
て
お
れ
ば
、
事

事
無
礙
を
そ
れ
と
完
全
に
区
分
し
自
立
さ
せ
る
よ
う
な
契
機
を
見
出
す
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
だ
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
れ
ば
、
事
事

無
礙
を
理
事
無
礙
と
完
全
に
分
断
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
事
事
無
礙
が
理
事
無
礙
を
内
包
し
な
が
ら
語
ら
れ
て
く
る

こ
と
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
指
し
て
「
曖
昧
」
で
あ
る
と
か
「
不
徹
底
」
で
あ
る
な
ど
と
評
す
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
石
井
論
文
は
「
そ
の
事
事
無
礙
説
は
背
後
に
潜
む
理
事
無
礙
を
根
底
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
学
全
体
と
し
て

は
理
事
無
礙
の
色
彩
が
濃
い
と
言
わ
れ
て
い
る
」11

と
言
い
、
事
事
無
礙
と
理
事
無
礙
と
の
交
渉
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か

ら
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
交
渉
の
無
い
純
然
た
る
「
事
事
無
礙
」
を
模
索
す
る
な
ら
、
理
事
無
礙
以
外
を
根
拠
と
す
る
よ
う
な
事
事
無
礙

を
求
め
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
は
澄
觀
や
法
藏
の
考
え
た
事
事
無
礙
と
は
完
全
に
異
質
な
概
念
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
よ
り

事
事
無
礙
説
の
「
徹
底
」「
不
徹
底
」
を
一
概
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
事
事
無
礙
が
理
事
無
礙
と
不
可
離
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
石
井
氏
の
言
う
よ
う
な
「
統
合
的
な
理
事
無
礙
の
世
界
の

う
ち
に
、
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
が
含
ま
れ
る
形
」11

、
い
わ
ば
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
が
並
在
し
て
統
合
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
華
嚴
發
菩
提
心
章
』
で
は
、
先
に
見
た
「
色
空
章
十
門
止
觀
」
の
後
に
「
第
五
理
事
圓
融
義
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
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理
事
倶
融
門
か
ら
第
十
円
融
倶
徳
門
ま
で
の
十
門
に
よ
り
解
説
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
理
事
無
礙
的
内
容
か
ら
事
事
無
礙
的
内
容
に

展
開
す
る
様
子
が
窺
え
、
或
い
は
事
事
無
礙
的
内
容
ま
で
も
が
「
理
事
圓
融
義
」
の
項
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
理
事
無
礙
」
の
立

場
に
包
摂
さ
れ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
同
論
の
「
第
二
理
事
無
礙
觀
」
で
は
あ
く
ま
で
も
理
と
事
の
枠
組
み
の
中
で
無
礙
が

語
ら
れ
て
お
り
、
事
事
無
礙
的
内
容
を
披
歴
す
る
「
第
三
周
遍
含
容
觀
」
と
明
確
に
区
分
さ
れ
て
お
れ
ば
、「
理
事
圓
融
義
」
を
直
ち

に
そ
の
よ
う
な
「
理
事
無
礙
」
と
同
義
で
捉
え
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
寧
ろ
、「
理
事
圓
融
義
」
は
単
に
理
と
事
の
枠
組
み
の
中

で
語
ら
れ
る
理
事
無
礙
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
理
と
事
の
融
通
し
た
在
り
方
に
関
し
て
、
理
と
事
の
枠
組
み
に
於
て
は
理
事
無

礙
、
事
と
事
の
枠
組
み
に
於
て
は
事
事
無
礙
を
認
め
る
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
意
味
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、「
理
事
圓
融
義
」
と
い
っ
た
「
理
事
無
礙
」
に
類
す
る
表
現
に
よ
り
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
の
両
者
を
括
っ
て
お
る

の
は
、
理
事
無
礙
も
事
事
無
礙
も
「
理
事
圓
融
」
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
或
い
は
「
理
事
圓
融
」
を
「
理
事
無
礙
」
と
し
て

理
解
す
る
に
し
て
も
、
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
成
立
根
拠
を
掲
げ
て
両
者
を
包
括
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

若
し
こ
の
よ
う
な
「
理
事
圓
融
義
」
を
指
し
て
「
統
合
的
な
理
事
無
礙
」
と
評
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
石
井
氏
の
言
う
「
統
合
的
な
理

事
無
礙
の
世
界
の
う
ち
に
、
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
が
含
ま
れ
る
形
」
に
つ
い
て
は
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
理
事
無
礙

や
事
事
無
礙
を
単
に
並
在
と
し
て
の
み
扱
う
こ
と
、
及
び
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
を
統
合
的
な
理
事
無
礙
に
還
元
す
る
こ
と
に
終
始
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
何
故
な
ら
、
先
に
見
て
き
た
如
く
、
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
の
間
に
は
浅
深
の
評
価
が
明
確
に
下

さ
れ
て
い
る
た
め
、
事
事
無
礙
と
理
事
無
礙
の
統
合
は
平
面
的
に
同
列
に
帰
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
実
際
、
そ
れ

ら
を
統
合
す
る
と
い
う
理
事
無
礙
に
よ
り
直
接
華
厳
の
優
位
性
を
明
か
す
こ
と
を
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

理
事
無
礙
は
大
乗
終
教
の
み
な
ら
ず
、
華
厳
に
於
て
も
説
か
れ
て
い
る
が
、
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
仮
に
そ
の
相
違
点
を
踏
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ま
え
（
統
合
的
な
理
事
無
礙
に
し
ろ
、
理
と
事
の
枠
組
み
の
中
の
理
事
無
礙
に
し
ろ
）
理
事
無
礙
を
根
拠
に
華
厳
の
優
位
性
を
言
お
う

と
す
る
な
ら
、
理
と
事
の
枠
組
み
の
中
で
華
厳
の
理
事
無
礙
の
優
位
性
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
を
拠
り
所
に
展
開
す
る

事
事
無
礙
を
援
用
す
る
よ
り
他
は
無
く
、
よ
り
高
次
な
事
事
無
礙
へ
の
展
開
を
待
っ
て
、
そ
の
根
拠
と
な
る
理
事
無
礙
の
優
位
性
を
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
華
厳
に
於
て
は
理
事
無
礙
が
直
ち
に
事
事
無
礙
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
こ
で
は
理
事
無
礙
か
ら
理

論
的
に
高
次
に
展
開
さ
れ
た
事
事
無
礙
を
持
ち
出
す
必
要
が
有
る
。
つ
ま
り
、
華
厳
の
優
位
性
の
根
拠
を
主
張
す
る
鍵
は
常
に
事
事
無

礙
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
を
前
提
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
理
事
無
礙
で
あ
れ
ば
直
ち
に

事
事
無
礙
で
あ
る
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
両
者
が
速
や
か
に
直
結
さ
れ
る
モ
ー
メ
ン
ト
に
は
大
き
な
理
論
的
展
開
が
潜
ん
で
お
り
、
事

事
無
礙
は
理
と
事
の
枠
組
み
を
越
え
、
事
と
事
の
関
係
性
に
目
を
転
じ
た
時
に
華
厳
で
独
自
に
見
出
さ
れ
て
く
る
も
の
で
、
理
事
無
礙

と
は
異
な
る
次
元
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
も
つ
次
元
の
相
違
を
勘
案
せ
ず
、
事
事
無
礙
を
再
び
理
論
的
に
低
次
な

理
と
事
の
枠
組
み
に
還
元
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
な
ら
、
事
事
無
礙
の
持
つ
意
味
合
い
の
矮
小
化
を
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

澄
觀
は
こ
の
事
と
事
の
関
係
性
を
明
確
に
「
事
事
無
礙
」
と
命
名
し
、
華
厳
の
優
位
性
の
根
拠
に
据
え
て
い
る
。
法
藏
は
「
事
事
無

礙
」
と
い
う
呼
称
を
直
接
用
い
な
い
ま
で
も
、
澄
觀
と
同
様
の
論
理
で
説
明
を
試
み
て
お
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
や
は
り
華
厳
の
優
位
性

を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
澄
觀
の
言
う
意
味
で
の
「
事
事
無
礙
」
は
語
ら
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
ま

た
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
「
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
を
華
厳
教
学
の
最
高
の
立
場
」
と
し
て
い
た
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

し
て
、
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
と
不
可
分
の
関
係
に
在
り
、
事
事
無
礙
を
最
高
の
境
地
に
位
置
づ
け
て
い
て
も
、
そ
れ
は
孤
高
の
境
地

と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
、
常
に
理
事
無
礙
を
内
包
し
な
が
ら
成
立
し
て
お
り
、
事
事
無
礙
を
挙
げ
る
だ
け
で
も
、
そ
こ
に
あ
る
種
の

「
統
合
的
な
在
り
方
」
は
顕
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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註

1 

石
井
公
成
『「
事
事
無
礙
」
を
説
い
た
の
は
誰
か
」』
印
度
学
仏
教
学
研
究44-2

八
九
頁

2 

石
井
上
掲
論
文　

九
四
頁

3 

石
井
上
掲
論
文　

九
三
頁

4 

石
井
上
掲
論
文　

九
四
頁

5 

石
井
上
掲
論
文　

九
二
頁

6 「
第
四
周
遍
含
容
。即
事
事
無
礙
。且
依
古
徳
。顯
十
玄
門
。於
中
文
二
。先
正
辯
玄
門
。二
明
其
所
以
。今
初
。一
同
時
具
足
相
應
門
。二
廣
陜
自
在
無
礙
門
。

三
一
多
相
容
不
同
門
。
四
諸
法
相
即
自
在
門
。
五
祕
密
隱
顯
倶
成
門
。
六
微
細
相
容
安
立
門
。
七
因
陀
羅
網
境
界
門
。
八
託
事
顯
法
生
解
門
。
九
十
世
隔
法

異
成
門
。
十
主
伴
圓
明
具
徳
門
。
此
之
十
門
同
一
縁
起
無
礙
圓
融
。
随
其
一
門
。
即
具
一
切
。」（
大
正
藏
巻
三
五　

五
一
五
上
）
以
下
、
更
に
具
体
的
に
事

事
無
礙
の
様
相
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
周
遍
含
容
」
は
、
杜
順
撰
と
さ
れ
る
『
法
界
觀
門
』
に
由
来
す
る
語
で
あ
る
。
澄
觀
の
『
華
嚴
法

界
玄
鏡
』
を
見
て
も
、『
法
界
觀
文
』
の
観
法
、
つ
ま
り
真
空
観
・
理
事
無
礙
観
・
周
遍
含
容
観
の
三
つ
の
観
法
を
四
種
法
界
に
対
応
さ
せ
、
周
遍
含
容
観

を
事
事
無
礙
観
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
『
法
界
觀
文
』
か
ら
十
門
を
引
用
し
て
お
ら
ず
、『
演
義
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た

十
門
は
法
藏
由
来
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

7 

大
正
藏
巻
三
五　

五
一
五
下
〜
五
一
六
上

8 

大
正
藏
巻
三
五　

五
一
六
上

9 

大
正
藏
巻
三
五　

五
一
七
上
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10 
大
正
藏
巻
三
六　

九
中

11 
大
正
藏
巻
三
六　

八
六
中

12 

大
正
藏
巻
三
五　

五
二
一
下

13 

大
正
藏
巻
三
五　

八
〇
六
下

14 

大
正
藏
巻
三
五　

五
二
一
下

15 

大
正
藏
巻
三
五　

一
二
四
上

16 

大
正
藏
巻
四
五　

五
九
五
中

17 

大
正
藏
巻
三
五　

一
一
九
中

18 

大
正
藏
巻
三
五　

一
七
二
下

19 

大
正
藏
巻
三
五　

一
七
三
中

20 

石
井
上
掲
論
文　

九
三
頁

21 

大
正
藏
巻
三
五　

三
八
二
下　

他
に
も
「
第
四
定
用
者
、外
道
總
無
。
二
乘
只
有
依
定
發
用
、不
得
即
定
爲
用
。
若
初
教
菩
薩
在
於
定
中
雖
無
五
識
業
用
、

由
前
願
力
撃
發
餘
識
示
有
作
用
、
説
爲
倶
起
。
若
終
教
菩
薩
能
即
定
即
用
、
双
行
自
在
以
理
事
無
礙
故
。
若
頓
教
菩
薩
定
用
爲
一
。
双
絶
兩
名
故
。
若
圓
教

普
賢
即
在
定
爲
起
用
、
而
不
改
定
相
。
以
二
事
相
即
故
。」（
大
正
藏
巻
三
五　

三
二
九
上
）
と
あ
る
。

22 

石
井
上
掲
論
文　

九
三
頁

23 

石
井
上
掲
論
文　

九
三
頁

24 

石
井
上
掲
論
文　

九
四
頁

25 

大
正
藏
巻
三
五　

三
四
六
下
〜
三
四
七
下
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26 

石
井
上
掲
論
文　

九
三
頁

27 
石
井
上
掲
論
文　

九
〇
頁

28 
石
井
上
掲
論
文　

九
〇
頁

29 

大
正
藏
巻
三
六　

二
七
一
上

30 

石
井
上
掲
論
文　

九
〇
頁

31 

石
井
上
掲
論
文　

八
九
頁

32 『
刋
定
記
』
の
当
該
箇
所
を
見
て
み
る
と
、「
第
三
眞
具
分
滿
教
中
、
初
通
宗
者
、
謂
此
宗
中
雖
説
理
事
無
礙
宗
（
眞
）、
莫
不
皆
顯
有
爲
無
爲
非
一
非
異
、

是
故
通
名
爲
無
爲
非
一
異
宗
也
。
二
別
宗
者
、
謂
於
目
通
宗
之
内
分
成
兩
宗
。
一
理
事
無
礙
宗
。
此
即
楞
伽
・
密
嚴
・
維
摩
・
法
華
・
涅
槃
・
勝
鬘
・
仁
王

等
經
。
二
事
事
無
礙
宗
。
謂
即
此
經
及
如
來
不
思
議
境
界
經
等
。
問
、
華
厳
等
亦
説
理
事
無
礙
、
何
獨
事
事
無
礙
宗
攝
。
仁
王
・
維
摩
・
涅
槃
經
等
亦
説
事

事
無
礙
之
相
。
何
不
事
事
無
礙
宗
収
。
答
、
兼
正
異
故
。
又
仁
王
等
唯
依
業
用
説
故
。
此
經
具
徳
相
等
故
。
三
随
部
宗
者
、
初
理
事
無
礙
宗
中
、
如
楞
伽
以

五
法
三
自
性
八
識
二
無
我
爲
宗
、
内
證
聖
智
所
行
境
界
爲
趣
。
或
以
一
百
八
句
爲
宗
、
一
心
爲
趣
。
密
嚴
以
現
法
樂
住
内
證
智
境
爲
宗
。
維
摩
以
仰
挫
二
乘

顯
菩
提
解
脱
爲
宗
。
法
華
以
會
三
歸
一
爲
宗
。
勝
鬘
以
空
智
如
藏
及
攝
受
正
法
爲
宗
。
涅
槃
以
佛
性
常
住
爲
宗
。
仁
王
以
三
種
般
若
爲
宗
。
後
事
事
無
礙
宗

中
不
思
議
境
界
經
以
如
來
不
思
議
境
界
三
昧
爲
宗
。
後
別
明
當
部
宗
者
、【
中
略
】
具
言
因
果
縁
起
理
實
法
界
、
以
爲
宗
趣
。」（
卍
續
藏
經
第
五
冊
二
十
頁

左
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
「
初
通
宗
者
」
と
述
べ
、
真
具
分
滿
教
に
分
類
さ
れ
る
諸
教
全
体
に
共
通
す
る
内
容
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ

の
場
合
、
他
の
真
一
分
半
教
・
真
一
分
満
教
と
比
し
て
命
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
通
宗
の
観
点
か
ら
為
無
為
非
一
異
宗
と
名
付
け
て
い
る
。
次

い
で
別
宗
の
観
点
か
ら
、
こ
の
通
宗
（
或
い
は
為
無
為
非
一
異
宗
・
真
具
分
滿
教
）
を
分
け
て
、
理
事
無
礙
宗
と
事
事
無
礙
宗
に
分
け
、
事
事
無
礙
宗
に
は

『
華
厳
經
』
と
『
如
來
不
思
議
境
界
經
』
が
分
類
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
第
三
に
は
随
部
宗
の
観
点
か
ら
、『
如
來
不
思
議
境
界
經
』
と
『
華
厳
經
』
を
峻
別

し
、
前
者
が
「
如
來
不
思
議
境
界
三
昧
」
を
宗
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
後
者
は
「
因
果
縁
起
理
實
法
界
」
を
宗
趣
と
す
る
と
区
別
し
て
い
る
。『
刋
定
記
』



蓮花寺佛教研究所紀要　第四号　個人研究

68

で
は
続
け
て
「
後
釋
義
中
二
」
と
し
て
、
更
に
随
義
宗
の
観
点
か
ら
『
華
厳
經
』
で
建
立
さ
れ
た
義
を
分
析
し
て
い
る
。

33 
卍
續
藏
經
第
五
冊
二
十
一
頁
左

34 

卍
續
藏
經
第
五
冊
二
十
一
頁
左

35 

真
具
分
満
教
の
中
に
理
事
無
碍
と
事
事
無
碍
の
二
門
を
分
か
ち
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
教
と
し
て
表
現
し
得
な
か
っ
た
点
は
、
教
判
と
し
て
不
完
全
の
嫌

あ
る
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
華
厳
学
の
最
も
大
切
な
特
徴
は
終
教
の
理
事
無
碍
の
外
に
、
円
教
の
事
事
無
碍
を
建
立
す
る
こ
と
に
見
出

さ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
教
判
上
に
十
分
反
映
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
坂
本
『
華
厳
教
学
の
研
究
』
二
九
四
頁
）

36 

卍
續
藏
經
第
五
冊
二
十
頁
左

37 

石
井
上
掲
論
文　

九
四
頁

38 

石
井
上
掲
論
文　

九
四
頁

39 

石
井
上
掲
論
文　

九
四
頁

40 

石
井
上
掲
論
文　

九
二
頁

41 

石
井
上
掲
論
文　

九
四
頁

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
法
蔵
、
澄
観
、
事
事
無
礙
、
法
界
縁
起



法藏の法界縁起思想

69

二　

法
界
縁
起
の
論
拠
の
ゆ
ら
ぎ

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
法
藏
の
華
厳
思
想
に
於
け
る
事
事
無
礙
の
存
否
を
巡
っ
て
考
察
し
て
き
た
。
澄
觀
の
事
事
無
礙
理
解
に
即
し
て
窺
う
か

ぎ
り
、
確
と
し
て
法
藏
に
同
様
の
論
理
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
事
事
無
礙
」
と
の
表
現
が
直
示
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
そ
の
内
容

は
既
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
結
論
を
得
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
法
界
縁
起
思
想
は
事
事
無
礙
を
完
全
に
分
離
し
て
解
す
る
よ
う
な

理
事
無
礙
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
法
藏
の
言
う
理
事
無
礙
は
事
事
無
礙
へ
の
展
開
を
常
に
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
事
無
礙
と
不
可
分
な
る
事
事
無
礙
に
つ
い
て
、「
縁
起
相
由
」
と
「
理
性
融
通
」
の
二
つ

が
そ
の
主
た
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
法
藏
の
全
著
作
で
必
ず
し
も
共
通
し
て
お
ら
ず
、
各
々
の
著

作
で
語
り
口
が
微
妙
に
異
な
る
た
め
、
一
つ
の
著
作
の
主
張
に
そ
の
思
想
の
全
て
を
帰
着
さ
せ
る
こ
と
は
や
や
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
更
に
法
藏
の
著
作
を
俯
瞰
的
に
眺
め
、
法
藏
の
法
界
縁
起
思
想
の
特
徴
を
そ
の
解
釈
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
を

踏
ま
え
な
が
ら
更
に
考
察
を
続
け
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
う
。
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本
論

『
華
嚴
經
探
玄
記
』（
以
下
『
探
玄
記
』）
は
六
十
巻
本
『
華
嚴
經
』
の
註
釈
書
で
あ
る
が
、
二
十
巻
よ
り
な
る
大
部
の
著
で
、
経
文

を
詳
細
に
注
解
し
な
が
ら
広
く
華
厳
教
学
を
詳
説
し
て
お
り
、
法
藏
華
厳
教
学
の
集
大
成
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
さ
し
あ
た
り
本
論
で
は
先
ず
『
探
玄
記
』
の
法
界
縁
起
の
理
論
を
一
つ
の
標
準
に
仮
に
定
め
、
他
の
著
作
と
の
相
違
を
求
め
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
探
玄
記
』
で
は
、
事
事
無
礙
を
そ
の
内
容
に
含
む
十
玄
縁
起
を
指
し
て
「
混
融
無
礙
」
と
標
し
、
そ
の
自
在
な
る
在
り
方
を
な
し

う
る
論
拠
を
示
し
て
「
一
緣
起
相
由
故
。
二
法
性
融
通
故
。
三
各
唯
心
現
故
。
四
如
幻
不
實
故
。
五
大
小
無
定
故
。
六
無
限
因
生
故
。

七
果
德
圓
極
故
。
八
勝
通
自
在
故
。
九
三
昧
大
用
故
。
十
難
思
解
脫
故
。」1

と
言
う
。『
探
玄
記
』
は
こ
の
内
、「
第
一
縁
起
相
由
」2

に

つ
い
て
「
異
體
門
」
と
「
同
體
門
」
の
観
点
か
ら
「
相
入
」「
相
即
」
を
論
じ
、
無
礙
な
る
在
り
方
を
華
厳
教
学
的
縁
起
論
の
観
点
か

ら
論
じ
て
い
る
。
但
し「
上
來
十
義
總
是
緣
起
相
由
門
竟
。
餘
門
如
指
歸
中
說
。」と
結
び
、『
探
玄
記
』で
は
他
の
論
拠
に
つ
い
て
は『
華

嚴
經
旨
歸
』（
以
下
『
旨
歸
』）
に
譲
っ
て
い
る
。
な
れ
ば
『
探
玄
記
』
で
言
う
上
掲
の
十
種
の
論
拠
は
『
旨
歸
』
と
同
一
で
あ
る
と
判

定
で
き
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
彼
の
『
旨
歸
』
を
参
照
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
旨
歸
』
で
は
「
夫
以
、
法
相
圓
融
實
有
所
因
。
因
緣
無
量
、
略
辨
十
種
。
一
為
明
諸
法
無
定
相
故
。
二
唯
心
現
故
。
三
如
幻
事
故
。

四
如
夢
現
故
。
五
勝
通
力
故
。
六
深
定
用
故
。
七
解
脫
力
故
。
八
因
無
限
故
。
九
緣
起
相
由
故
。
十
法
性
融
通
故
。
於
此
十
中
、
隨
一

即
能
令
彼
諸
法
混
融
無
礙
。」3

と
在
り
、『
探
玄
記
』
と
は
少
し
く
記
述
に
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
の
対
応
関
係
は
想
定
し
う

る
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
る
。
但
し
『
旨
歸
』
で
第
九
に
挙
げ
ら
れ
る
「
縁
起
相
由
」
が
『
探
玄
記
』
で
は
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点

に
つ
い
て
は
、他
を
要
略
す
る
に
せ
よ
「
縁
起
相
由
」
に
つ
い
て
は
詳
論
し
て
お
こ
う
と
す
る
法
藏
の
配
慮
が
そ
こ
か
ら
見
て
取
れ
る
。
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さ
て
『
旨
歸
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
十
の
論
拠
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

初
無
定
相
者
、
謂
以
小
非
定
小
故
能
容
大
、
大
非
定
大
故
能
入
小
。
十
住
品
云
、
金
剛
圍
山
數
無
量
、
悉
能
安
置
一
毛
端
、
欲

知
至
大
有
小
相
、
菩
薩
因
此
初
發
心
。
解
云
。
此
中
明
大
非
大
故
有
小
相
也
。

二
明
一
切
法
皆
唯
心
現
無
別
自
體
。
是
故
大
小
隨
心
迴
轉
、
即
入
無
礙
。
又
釋
。
謂
彼
心
所
現
毛
端
之
處
、
此
心
於
彼
現
大
世

界
、
大
小
同
處
互
不
相
礙
。
下
文
云
、
彼
心
不
常
住
、
無
量
難
思
議
、
顯
現
一
切
法
、
各
各
不
相
知
等
。

三
明
一
切
法
如
幻
故
。
謂
如
幻
法
小
處
現
大
皆
無
障
礙
。
下
文
云
、
或
現
須
臾
作
百
年
、
幻
力
自
在
悅
世
間
等
。

四
明
一
切
法
皆
如
夢
故
。
謂
彼
夢
法
長
短
無
礙
。
是
故
論
云
、
處
夢
謂
經
百
年
、
覺
乃
須
臾
故
、
時
雖
無
量
攝
在
一
刹
耶
等
。

五
勝
通
力
故
者
。
謂
自
在
位
中
菩
薩
諸
佛
勝
神
通
力
、
小
處
現
大
無
所
障
礙
。
四
種
通
中
幻
通
所
攝
。
轉
變
外
事
故
。
餘
三
亦

具
。
准
思
之
可
見
。

六
深
定
力
故
者
、
謂
彼
自
在
三
昧
力
故
、
令
於
小
處
而
現
大
法
無
所
障
礙
。
下
文
云
、
入
微
塵
數
諸
三
昧
、
一
一
三
昧
生
塵
等

定
、
一
塵
中
現
無
量
刹
、
而
彼
微
塵
亦
不
增
、
乃
至
云
、
是
名
大
仙
三
昧
力
。

七
解
脫
力
故
者
、
謂
此
皆
是
不
思
議
解
脫
力
之
所
現
故
。
如
不
思
議
品
十
種
解
脫
中
云
、
於
一
塵
中
建
立
三
世
一
切
佛
刹
等
。

八
因
無
限
故
者
、
明
此
皆
由
無
限
善
根
所
起
故
。
謂
佛
地
善
根
所
起
之
法
妙
極
自
在
、
是
故
一
則
一
切
無
所
障
礙
。
下
文
云
、

以
一
佛
土
滿
十
方
、
十
方
入
一
亦
無
餘
、
世
界
本
相
亦
不
壞
、
無
比
功
德
故
能
爾
。
解
云
。
無
比
功
德
故
者
、
出
所
因
也
。

九
緣
起
相
由
力
故
者
、
謂
一
與
多
互
為
緣
起
、
相
由
成
立
故
、
有
如
此
相
即
入
等
。
此
有
二
種
。
一
約
用
。
有
有
力
無
力
相
持

相
依
、
故
有
相
入
。
二
約
體
。
全
體
有
空
能
作
所
作
全
體
相
是
、
故
有
相
即
。
此
二
復
有
二
義
。
一
異
體
相
望
故
、
有
微
細
隱
顯
。

謂
異
體
相
容
具
微
細
義
、
異
體
相
是
具
隱
顯
義
。
二
同
體
內
具
故
、
得
有
一
多
廣
狹
。
謂
同
體
相
入
故
、
有
一
多
無
礙
、
同
體
相

即
故
、
有
廣
狹
無
礙
。
又
由
異
體
攝
同
故
、
有
帝
網
無
礙
義
。
現
於
時
中
故
、
得
有
十
世
義
。
緣
起
無
性
故
、
得
有
性
相
無
礙
義
。
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相
關
互
攝
故
、
得
有
主
伴
無
礙
義
。
是
故
此
一
緣
起
門
即
具
前
十
義
。
思
之
可
見
。
下
文
云
、
菩
薩
善
觀
緣
起
法
於
一
法
中
解
眾

多
法
、
衆
多
法
中
解
了
一
法
。
又
云
、
一
中
解
無
量
、
無
量
中
解
一
、
展
轉
生
非
實
智
者
無
所
畏
。
解
云
、
展
轉
生
是
互
為
緣
起

出
因
也
。

十
法
性
融
通
力
故
者
、
謂
若
唯
約
事
相
互
相
礙
不
可
則
入
、
若
唯
約
理
性
則
唯
一
味
不
可
則
入
、
今
則
理
事
融
通
、
具
斯
無
礙
。

謂
不
異
理
之
事
具
攝
理
性
時
、
令
彼
不
異
理
之
多
事
隨
彼
所
依
理
、
皆
於
一
中
現
。
若
一
中
攝
理
而
不
盡
、
即
真
理
有
分
限
失
。

若
一
中
攝
理
盡
、
多
事
不
隨
理
現
、
即
事
在
理
外
失
。
今
既
一
事
之
中
全
攝
理
、
多
事
豈
不
於
中
現
。
舍
那
品
云
、
於
此
蓮
華
藏

世
界
海
之
内
、
一
一
塵
中
見
一
切
法
界
。
解
云
。
一
切
法
界
是
事
法
界
也
。
又
不
思
議
品
云
、
一
切
諸
佛
於
一
一
微
塵
中
、
示
現

一
切
世
界
微
塵
等
佛
刹
種
種
莊
嚴
、
常
轉
法
輪
教
化
衆
生
、
未
曾
斷
絕
、
而
微
塵
不
大
世
界
不
小
、
決
定
了
知
安
住
法
界
。
解
云
。

此
中
文
意
、
明
此
大
小
之
事
同
是
安
住
理
法
界
、
故
令
彼
能
依
事
法
大
小
相
在
無
障
礙
也
。4

以
上
の
論
拠
を
概
観
し
て
み
る
と
、
第
一
乃
至
第
四
は
個
別
に
示
さ
れ
な
が
ら
も
、
何
れ
も
単
に
存
在
の
無
実
体
性
を
言
う
も
の
で

し
か
な
く
、
第
五
乃
至
第
八
は
実
践
主
体
の
体
現
の
問
題
、
い
わ
ば
修
道
論
的
な
切
り
口
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
、
要
約
す
る
と
無
自

体
な
る
事
の
縁
起
を
言
う
「
縁
起
相
由
」
と
、
無
実
体
性
に
規
定
さ
れ
る
事
を
言
う
「
法
性
融
通
」
の
二
つ
に
論
理
的
に
収
斂
さ
れ
る

と
見
て
宜
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
『
旨
歸
』
の
文
勢
か
ら
す
れ
ば
、
事
の
自
在
な
る
振
る
舞
い
を
事
の
レ
ベ
ル
で
の
論
理
で
あ

る
縁
起
論
に
終
止
せ
ず
に
、
更
に
理
の
レ
ベ
ル
か
ら
も
根
拠
付
け
よ
う
と
す
る
態
度
と
し
て
も
解
さ
れ
得
よ
う
。
勿
論
、
こ
こ
で
挙
げ

ら
れ
る
十
の
論
拠
は
並
挙
さ
れ
て
い
る
関
係
性
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
並
列
し
て
同
時
に
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
段

に
理
論
の
深
度
を
順
番
に
設
定
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
そ
こ
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
こ
と
は
例
え
ば
、『
探
玄
記
』5

で
「
一
中
無
量
」
を
解
釈
し
、
こ
れ
を
「
展
轉
生
」
と
「
非
實
」
に
よ
り
解
説
す
る
部
分
に
よ

く
顕
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、「
展
轉
生
」
は
先
の
「
縁
起
相
由
」
と
同
様
に
主
伴
義
を
用
い
た
自
在
な
縁
起
を
言
う
も
の
で
あ
る
に
対
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し
て
、「
非
實
」
で
は
事
を
「
非
實
」「
無
性
」
と
し
て
、
無
限
定
的
な
「
理
」
と
相
即
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
無
限
定
的
な
「
理
」
を

媒
介
と
し
て
他
の
一
切
を
一
事
の
中
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
考
え
方
で
、
こ
れ
は
先
の
「
法
性
融
通
」
と
同
様
の
思
考
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
は
こ
の
両
者
に
つ
い
て
「
又
但
此
經
中
相
即
相
入
義
。
釋
皆
有
二
門
。
一
約
緣
起
相
由
門
、
二
約
法
性
融
通
門
、
故
是

此
二
文
也
。
由
展
轉
生
故
不
實
、
即
二
門
不
別
。」
と
も
述
べ
て
お
り
、「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
を
表
裏
一
体
の
不
可
分
の
関

係
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
解
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
検
討
し
た
「
理
事
無
礙
が
常
に
事
事
無
礙
と
し
て
開
か
れ

る
」
と
い
う
性
質
と
深
く
関
り
を
有
し
て
い
る
。

一
方
、『
華
嚴
經
文
義
綱
目
』
で
は
「
理
性
融
通
」
と
「
縁
起
相
由
」
の
両
面
か
ら
の
解
釈
が
見
え
な
が
ら6

、
十
玄
縁
起
の
解
釈
に

際
し
て
は
「
理
性
融
通
」
の
観
点
が
全
く
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず7

、「
理
性
融
通
」
が
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

こ
れ
と
同
様
に
十
玄
縁
起
に
「
理
性
融
通
」
を
持
ち
込
ま
な
い
態
度
は
『
華
嚴
一
乘
教
義
分
齊
章
』（
以
下
『
五
教
章
』）
に
も
見
受
け

ら
れ
、
更
に
そ
こ
に
は
そ
も
そ
も
「
理
性
融
通
」
と
「
縁
起
相
由
」
を
並
列
し
て
論
じ
る
場
面
さ
え
見
受
け
ら
れ
ず
、
そ
の
性
格
が
一

層
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
言
外
に
「
理
性
融
通
」
を
含
む
も
の
と
解
す
べ
き
か
甚
だ
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、『
五
教
章
』
が
初

期
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
法
藏
は
当
初
「
理
性
融
通
」
の
側
面
を
あ
ま
り
強
調
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
も
解
し

得
る
。

さ
て
、『
五
教
章
』
で
は
全
く
強
調
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
理
性
融
通
」
は
、翻
っ
て
『
華
嚴
經
義
海
百
門
』（
以
下
『
義
海
百
門
』）

な
ど
で
は
か
え
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
「
縁
起
相
由
」
の
観
点
か
ら
述
べ
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
箇
所
が
殆
ど
見
ら
れ
ず8

、

基
本
的
に
事
の
無
礙
な
る
振
る
舞
い
は
、
無
性
た
る
事
の
本
質
と
さ
れ
る
理
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
解
釈
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ

の
発
想
は
例
え
ば
冒
頭
の
「
緣
生
會
寂
門
第
一
」
で
「
夫
緣
起
萬
有
、
有
必
顯
於
多
門
。
無
性
一
宗
、
宗
蓋
彰
於
衆
德
。
分
其
力
用
、

則
卷
舒
之
趣
易
明
。
覽
其
玄
綱
、
則
理
事
之
門
方
曉
。」9

と
し
た
上
で
、「
二
入
法
界
者
、
即
一
小
塵
。
緣
起
是
法
、
法
隨
智
顯
、
用
有
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差
別
、
是
界
此
法
。
以
無
性
故
、
則
無
分
齊
、
融
無
二
相
、
同
於
真
際
、
與
虛
空
界
等
遍
通
一
切
、
隨
處
顯
現
無
不
明
了
。
然
此
一
塵

與
一
切
法
各
不
相
知
、亦
不
相
見
。
何
以
故
。
由
各
各
全
是
圓
滿
法
界
、普
攝
一
切
更
無
別
法
界
、。
是
故
不
復
更
相
知
相
見
。
縱
說
知
見
、

莫
非
法
界
知
見
、
終
無
別
法
界
可
知
見
也
。
經
云
、
即
法
界
無
法
界
、
法
界
不
知
法
界
。
若
性
相
不
存
、
則
為
理
法
界
。
不
礙
事
相
宛

然
、
是
事
法
界
。
合
理
事
無
礙
、
二
而
無
二
、
無
二
即
二
、
是
為
法
界
也
。」11

と
あ
る
如
く
、
法
界
の
総
体
を
理
事
無
礙
（
こ
れ
は
勿
論
、

事
事
無
礙
を
排
除
す
る
よ
う
な
理
事
無
礙
で
は
な
い
）
の
枠
の
内
に
捉
え
て
お
り
、
理
と
不
可
分
な
る
事
の
無
限
定
性
が
一
義
的
に
前

提
と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
智
慧
の
観
点
か
ら
も
「
十
分
三
智
者
、
謂
達
塵
性
空
無
之
理
、
決
擇
邪
正
、
順
理
入

真
、
此
決
擇
之
心
、
是
加
行
智
。
又
見
此
塵
全
是
亡
言
絕
慮
、
性
超
圖
度
能
所
不
起
動
念
亦
非
、
此
為
正
體
智
。
又
見
塵
緣
起
幻
有
不

礙
差
別
、
雖
種
種
差
別
莫
不
空
無
所
有
、
以
不
失
體
故
、
全
以
法
體
而
起
大
用
、
一
多
無
礙
主
伴
相
攝
、
一
即
一
切
、
一
切
即
一
、
是

為
後
得
智
。」11

と
も
評
さ
れ
、
無
礙
な
る
事
の
振
る
舞
い
は
後
得
智
に
体
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
の
体
現
た
る
正
體
智
を
待
つ

構
造
を
持
つ
。
つ
ま
り
「
縁
起
相
由
」
で
展
開
さ
れ
る
理
論
は
、『
義
海
百
門
』
で
は
あ
く
ま
で
「
理
性
融
通
」
を
土
台
と
す
る
構
図

が
透
け
て
伺
え
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
理
性
融
通
」
の
側
面
を
強
調
す
る
性
質
が
見
て
取
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
実
は
法
藏
の
没
後
、
一
層
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
が
澄
觀
で
あ
っ
た
。

澄
觀
は
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨
疏
演
義
鈔
』
に
て
「
而
刊
定
記
主
師
承
在
茲
、
雖
入
先
生
之
門
、
不
曉
亡
羊
之
路
、
徒
過
善
友
之
舍
、

猶
迷
衣
內
之
珠
、
故
大
義
屢
乖
、
微
言
將
隱
。
破
五
教
而
立
四
教
、
雜
以
邪
宗
、
使
權
實
不
分
、
漸
頓
安
辨
、
析
十
玄
之
妙
旨
、
分
成

兩
重
、
徒
益
繁
多
、
別
無
異
轍
、
使
德
相
而
無
相
即
相
入
、
即
用
之
體
不
成
德
相
不
通
染
門
、
交
徹
之
旨
寧
就
。
出
玄
門
之
所
以
但
就

如
明
、
却
令
相
用
二
門
無
由
成
異
。
以
緣
起
相
由
之
玄
旨
、
同
理
性
融
通
之
一
門
、
遂
令
法
界
大
緣
起
之
法
門
一
多
交
徹
而
微
隱
。」11

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
法
藏
の
弟
子
に
当
る
慧
苑
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
「
以
緣
起
相
由
之

玄
旨
、
同
理
性
融
通
之
一
門
、
遂
令
法
界
大
緣
起
之
法
門
一
多
交
徹
而
微
隱
。」
と
す
る
一
文
で
あ
る
。
勿
論
、
澄
觀
に
於
て
も
、
こ
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の
「
理
性
融
通
」
は
法
界
縁
起
の
根
拠
と
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、「
縁
起
相
由
」
を
取
り
上
げ
ず
に
、
す
ぐ
さ
ま
「
理
性
融
通
」
に

還
元
し
て
論
じ
て
し
ま
っ
て
は
、
法
界
大
縁
起
の
一
多
交
徹
を
不
明
瞭
に
さ
せ
て
し
ま
う
と
危
惧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
多
相
即
相

入
は
華
厳
独
自
の
縁
起
論
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
事
の
レ
ベ
ル
に
於
け
る
無
礙
な
る
様
相
が
初
め
て
闡
明
に
さ
れ
る
と
い
う
澄
觀
の
主

張
は
、
決
し
て
不
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
理
性
の
融
通
を
言
う
の
み
で
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
理
の
レ
ベ
ル
に
於
け
る
融
通
に

限
定
さ
れ
、
理
が
事
に
融
通
す
る
と
い
う
意
味
で
、
理
性
の
融
通
が
事
に
関
わ
る
に
せ
よ
、
事
が
如
何
に
振
る
舞
い
う
る
の
か
に
つ
い

て
は
未
だ
無
内
容
な
ま
ま
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
事
に
理
性
が
融
通
し
た
在
り
方
を
、
逆
に
こ
れ
を
事
の
側
か
ら
即
理
之

事
と
し
て
再
び
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
事
の
レ
ベ
ル
に
視
座
を
改
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
理
性
融
通
か
ら
敷
延
し
た
概
念
で
あ
る
一
面
、「
即
理
之
事
が
理
の
如
く
に
一
切
の
事
を
自
ら
に
収
め
る
」
と
い
う

事
の
振
る
舞
い
は
、
寧
ろ
「
縁
起
相
由
」
が
事
の
レ
ベ
ル
で
描
出
し
え
た
世
界
で
あ
り
、
原
理
的
に
「
理
性
融
通
」
を
前
提
に
す
る
に

せ
よ
、
法
界
大
縁
起
の
一
多
交
徹
を
闡
明
に
さ
せ
る
に
は
「
縁
起
相
由
」
の
理
論
に
よ
り
「
理
性
融
通
」
し
た
世
界
を
事
と
し
て
規
定

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
態
度
に
在
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
澄
觀
の
指
摘
す
る
慧
苑
の
思
想
的
傾
向
は
、
少
な
か
ら
ず
法
藏
の
著
作
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
と

も
言
え
、
法
藏
の
思
想
的
変
化
と
呼
応
す
る
も
の
と
も
解
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
澄
觀
の
指
摘
し
た
誤
謬
は
慧
苑
に
総
て
帰
さ
れ
る
べ

き
問
題
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
端
は
、
法
藏
の
不
統
一
な
二
種
の
教
判
か
ら
も
窺
え
る
。

二
種
の
教
判
と
は
、『
五
教
章
』
や
『
探
玄
記
』
に
見
ら
れ
る
五
教
判
と
、『
大
乘
起
信
論
義
記
』『
大
乘
法
界
無
差
別
論
』『
入
楞
伽

心
玄
義
』
に
見
ら
れ
る
四
教
判
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
内
、五
教
判
と
は
、『
探
玄
記
』で「
第
九
以
義
分
教
。
教
類
有
五
。
此
就
義
分
、非
約
時
事
。
一
小
乘
教
。
二
大
乘
始
教
。
三
終
教
。

四
頓
教
。
五
圓
教
。」11

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
小
乗
教
・
大
乗
始
教
・
大
乗
終
教
・
頓
教
・
円
教
の
五
教
に
よ
る
教
判
の
こ
と
で
あ
る
。
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そ
こ
で
は
大
乗
終
教
の
範
疇
を
「
所
立
八
識
通
如
來
藏
、隨
緣
成
立
具
生
滅
不
生
滅
。
亦
不
論
百
法
名
數
不
廣
。
又
不
同
小
亦
無
多
門
。

如
楞
伽
等
經
寶
性
等
論
說
。」11

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
如
来
蔵
思
想
を
そ
れ
に
充
て
、
円
教
に
つ
い
て
は
「
五
圓
教
者
、
明
一
位
即
一
切

位
一
切
位
即
一
位
。
是
故
十
信
滿
心
即
攝
五
位
成
正
覺
等
。
依
普
賢
法
界
帝
網
重
重
主
伴
具
足
故
、名
圓
教
。
如
此
經
等
說
。」11

と
し
て
、

如
来
蔵
説
よ
り
高
位
に
就
け
、
華
厳
円
教
を
そ
れ
と
明
瞭
に
峻
別
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
四
教
判
と
は
、
例
え
ば
『
大
乘
起
信
論
義
記
』
で
は
「
第
二
隨
教
辨
宗
者
、
現
今
東
流
一
切
經
論
、
通
大
小
乘
。

宗
途
有
四
。
一
隨
相
法
執
宗
、
即
小
乘
諸
部
是
也
。
二
真
空
無
相
宗
、
即
般
若
等
經
、
中
觀
等
論
所
說
是
也
。
三
唯
識
法
相
宗
、
即
解

深
密
等
經
、
瑜
伽
等
論
所
說
是
也
。
四
如
來
藏
緣
起
宗
、
即
楞
伽
密
嚴
等
經
、
起
信
寶
性
等
論
所
說
是
也
。
此
四
之
中
、
初
則
隨
事
執

相
說
、
二
則
會
事
顯
理
說
、
三
則
依
理
起
事
差
別
說
、
四
則
理
事
融
通
無
礙
說
。
以
此
宗
中
許
如
來
藏
隨
緣
成
阿
賴
耶
識
、
此
則
理
徹

於
事
也
。
亦
許
依
他
緣
起
無
性
同
如
。
此
則
事
徹
於
理
也
。
又
此
四
宗
。
初
則
小
乘
諸
師
所
立
。
二
則
龍
樹
提
婆
所
立
。
三
是
無
著
世

親
所
立
。
四
是
馬
鳴
堅
慧
所
立
。
然
此
四
宗
亦
無
前
後
時
限
差
別
、
於
諸
經
論
亦
有
交
參
之
處
。
宜
可
准
知
。
今
此
論
宗
意
當
第
四
門

也
。」11

と
言
う
よ
う
に
、
一
つ
に
随
相
法
執
宗
、
二
つ
に
真
空
無
相
宗
、
三
つ
に
唯
識
法
相
宗
、
四
つ
に
如
来
蔵
縁
起
宗
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
一
方
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
で
は
「
若
依
此
經
宗
及
通
諸
教
種
類
相
收
、
或
四
或
五
。
今
且
辨
四
。
一
有
相
宗
。
二
無
相
宗
。

三
法
相
宗
。
四
實
相
宗
。」11

と
し
て
、
同
様
の
分
類
が
認
め
ら
れ
る
が
、
先
の
「
如
來
藏
緣
起
宗
」
が
「
實
相
宗
」
に
換
言
さ
れ
て
い

る
点
に
相
違
が
有
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
両
教
判
を
比
較
し
て
み
る
と
、
五
教
判
で
は
明
確
に
高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
華
厳
円
教
が
、
四
教
判
で
は
直
接

的
に
は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
に
気
が
つ
く
。
し
か
し
、
こ
の
四
教
判
と
て
釈
迦
一
代
の
教
を
扱
う
も
の
で
あ
る
限
り
、『
華
嚴

經
』
が
そ
こ
か
ら
除
外
さ
れ
て
設
定
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
實
に
先
の
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
で
は
「
若
依
此
經
宗
及
通
諸
教
種
類
相

收
、
或
四
或
五
。」
と
言
い
、
四
教
判
乃
至
五
教
判
に
よ
る
分
類
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
し
、
五
教
判
で
扱
う
範
囲
を
四
教
判
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で
網
羅
し
て
い
な
い
と
考
え
る
の
は
些
か
不
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
華
厳
円
教
を
四
教
判
の
中
に
如
何
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
五
教
判
で
は
華
厳
円
教
は
最
高
位
に
在
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
四
教
判
に
於
て
も
そ
の
位
置
付
け
に
変
化
は
無
か
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
り
、
如
来
蔵
思
想
と
華
厳
円
教
は
同
一

範
疇
と
し
て
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
先
の
五
教
判
で
は
大
乗
終
教
と
円
教
を
明
瞭
に
峻
別
し
、
殊
に
円
教
の
優
位
性

を
強
く
主
張
し
て
お
れ
ば
、
こ
の
両
教
判
の
態
度
は
矛
盾
的
で
あ
る
。
こ
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
べ
き
で
あ
る
の
か
。

先
に
指
摘
し
た
通
り
、
四
教
判
で
は
第
四
の
名
称
が
『
大
乘
起
信
論
義
記
』
及
び
『
大
乘
法
界
無
差
別
論
』
で
「
如
來
藏
緣
起
宗
」

と
し
な
が
ら
、『
入
楞
伽
心
玄
義
』
で
は
「
實
相
宗
」
と
し
、
第
四
の
名
称
に
つ
い
て
の
み
一
定
し
て
い
な
い
事
実
は
、
第
四
の
範
疇

と
華
厳
円
教
と
の
接
属
関
係
を
巡
る
問
題
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
に
疑
わ
れ
て
く
る
。「
實
相
宗
」
と
の
呼
称
へ
の
改
変
は
、
如
来
蔵

思
想
へ
の
特
化
を
回
避
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
為
で
あ
る
。
殊
に
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
は
先
の
両
論
よ
り
後
期
の
成
立
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る11

の
で
、
そ
れ
を
「
實
相
宗
」
と
改
称
す
る
こ
と
は
積
極
的
に
疑
わ
れ
る
必
要
が
有
る
。

そ
も
そ
も
法
藏
は
当
初
よ
り
、
例
え
ば
『
十
二
門
論
宗
致
義
記
』
で
は
「
第
三
顯
德
用
者
、
中
論
云
、
以
有
空
義
故
、
一
切
法
得
成
。

又
云
、
以
一
切
法
空
故
、
得
有
三
寶
四
諦
等
。
大
品
云
、
若
一
切
法
不
空
、
則
無
道
無
果
。
又
云
、
若
諸
法
如
毫
釐
許
有
者
、
則
諸
佛

不
出
世
。
如
是
等
文
、皆
明
以
有
真
空
故
方
有
諸
法
也
。
又
由
觀
真
空
、方
成
諸
行
。
是
故
十
度
等
行
皆
由
空
成
、菩
提
等
果
皆
由
空
立
。

是
故
從
此
真
空
無
住
、
建
立
諸
法
。
又
令
諸
法
得
相
即
相
入
無
障
無
礙
等
。
並
是
此
門
之
大
用
也
。」11

と
言
っ
て
、『
十
二
門
論
』
解
釈

の
場
面
に
積
極
的
に
諸
法
の
相
即
入
の
縁
起
論
を
持
ち
込
ん
で
お
る
し
、
他
に
も
「
二
能
破
中
亦
二
。
初
唯
遮
破
。
如
中
論
及
此
文
。

二
亦
遮
亦
表
。
如
地
論
云
、
因
不
生
、
緣
生
故
、
緣
不
生
、
自
因
生
故
、
不
共
生
、
無
知
者
故
、
作
時
不
住
故
、
不
無
因
生
、
隨
順
有
故
。

又
對
法
論
云
、
自
種
有
故
不
從
他
、
待
衆
緣
故
非
自
作
、
無
作
用
故
不
共
生
、
有
功
能
故
非
無
因
、
凡
諸
緣
起
亡
雙
句
者
、
已
為
甚
深
、

況
總
亡
四
句
、
是
故
緣
起
最
極
甚
深
。
解
云
。
此
二
論
意
以
因
為
自
、
用
緣
為
他
。
此
因
與
緣
相
待
故
各
有
二
義
。
一
有
力
義
。
二
無
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力
義
。
以
因
無
為
緣
有
故
不
自
生
。
以
緣
無
為
因
有
故
不
他
生
。
一
有
一
無
無
二
故
、
不
共
生
。
二
有
二
無
不
俱
故
、
亦
不
共
生
。
則

由
此
無
性
方
得
起
此
不
起
之
果
、
故
不
無
因
。
不
無
如
此
不
自
不
他
不
共
之
因
故
也
。
若
約
顯
法
性
緣
起
融
通
無
礙
門
說
者
、
四
門
俱

有
作
。
何
者
。
謂
因
緣
各
有
三
義
。
一
有
。
二
無
。
三
亦
有
亦
無
。
各
別
開
初
義
故
自
作
亦
他
作
。
合
第
三
義
故
共
作
。
合
第
二
義
故

無
因
作
。
以
各
無
力
故
。
此
同
從
無
住
本
立
一
切
法
。
思
之
可
見
。
此
後
論
說
非
三
論
意
。
但
同
流
類
故
引
說
之
耳
。」11

と
言
い
、
遮

情
と
し
て
四
門
は
否
定
辞
を
伴
っ
て
表
現
さ
れ
た
が
、
法
性
縁
起
融
通
無
礙
に
約
す
な
ら
、
四
門
は
と
も
に
「
作
」
で
あ
り
、
表
徳
と

し
て
表
現
さ
れ
る
の
だ
と
し
、
更
に
こ
の
無
礙
縁
起
は
三
論
で
直
接
に
扱
う
こ
と
は
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
は
本
質
的
に
同
根
だ
と
さ
え

言
っ
て
い
る
。
ま
た
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
で
は
「
七
行
位
卷
舒
門
者
、
然
有
二
義
。
先
位
、
後
行
。
位
中
有
五
句
。
一
舒
、
二
卷
、
三

俱
、
四
泯
、
五
圓
。
初
者
、
謂
比
證
賢
聖
因
果
位
別
。
始
從
十
信
十
解
十
行
十
迴
向
十
地
階
降
、
從
微
至
著
從
淺
至
深
、
次
第
相
成
方

至
究
竟
。
具
如
經
論
說
。
二
卷
者
、
有
二
義
。
一
依
華
嚴
五
位
相
收
。
十
信
滿
心
即
具
後
四
位
、
餘
之
四
位
各
攝
諸
位
。
以
緣
起
相
由

故
、
事
隨
理
融
故
。
廣
如
彼
說
。
二
依
此
經
諸
地
相
即
、
云
十
地
即
為
初
、
初
即
為
八
地
、
乃
至
無
所
有
、
何
次
。
又
思
益
經
云
、
得

諸
法
正
性
者
、不
從
一
地
至
於
一
地
、不
從
一
地
至
於
一
地
者
、此
人
不
住
生
死
涅
槃
中
。
又
華
嚴
說
、十
地
差
別
如
空
中
鳥
跡
。
解
云
。

此
並
就
理
融
事
同
理
、
無
二
故
作
是
說
。
三
俱
者
、
以
前
二
說
不
相
離
故
、
即
舒
常
卷
即
卷
恒
舒
、
自
在
無
礙
雙
融
俱
現
。
或
本
智
就

實
而
卷
、
後
智
就
機
而
舒
。
二
智
寂
用
無
礙
動
靜
雙
融
故
、
俱
現
也
。
四
泯
者
、
謂
卷
舒
相
奪
兩
相
俱
盡
。
以
二
智
相
泯
同
真
一
味
俱

不
存
也
。
五
圓
者
、
謂
前
四
義
不
相
離
故
、
合
為
一
法
、
無
礙
俱
現
。
或
即
位
非
位
、
非
位
即
位
、
卷
位
即
舒
、
舒
位
即
卷
、
同
一
圓

明
無
礙
法
。
餘
準
可
知
。」11

と
言
い
、こ
こ
で
も
や
は
り
華
厳
の
縁
起
論
が
持
ち
込
ま
れ
て
解
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、

円
教
の
優
位
を
既
に
主
張
は
し
て
い
て
も
、
思
想
的
に
は
四
教
判
の
第
四
の
範
疇
と
華
厳
円
教
は
既
に
近
し
い
位
置
を
占
め
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
実
際
、
四
教
判
に
於
け
る
第
四
の
範
疇
は
如
来
蔵
思
想
を
中
心
と
す
る
内
容
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
華
厳
の
法
界
縁
起
の
文
脈
か
ら
把
握
し
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
理
事
無
礙
に
相
当
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
確
か
に
事
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事
無
礙
が
華
厳
の
法
界
縁
起
を
他
宗
の
教
理
と
類
別
さ
せ
る
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
に
せ
よ
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
が
「
理
性
融

通
」
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
も
の
と
法
藏
が
考
え
て
い
る
限
り
、
四
教
判
の
第
四
の
範
疇
と
全
く
異
質
な
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
の

方
が
、
か
え
っ
て
困
難
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

実
に
慧
苑
の
『
續
華
嚴
經
略
疏
刋
定
記
』
に
見
ら
れ
る
四
教
判
は
、
寧
ろ
こ
の
文
脈
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
は
「
三
有
古
德
亦
立
五
教
。
一
小
乘
教
、
二
初
教
、
三
終
教
、
四
頓
教
、
五
圓
教
。
此
五
大
都
影
響
天
台
。
唯
加
頓
教
令
別
爾
。
然

以
天
台
呼
小
乘
為
三
藏
教
。
其
名
謬
濫
故
、
直
目
為
小
乘
教
。
通
教
但
被
初
根
故
、
改
為
初
教
。
別
教
被
於
熟
機
故
、
改
名
終
教
。
圓

教
之
名
仍
其
舊
也
。
所
立
頓
名
、
不
據
根
機
、
入
法
非
漸
故
。」11

と
言
い
、
法
藏
の
五
教
判
は
天
台
智
顗
の
教
判
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
と
し
、
最
終
的
に
「
三
古
德
五
教
中
立
頓
。
既
引
思
益
、
云
得
諸
法
正
性
者
等
、
及
楞
伽
云
無
所
有
何
次
等
、
又
云
呵
教
勸
離
毀
相

泯
心
、
乃
至
云
如
淨
名
嘿
等
者
、
當
知
此
並
亡
詮
顯
理
。
何
復
將
此
立
為
能
詮
。
若
此
是
教
、
更
詮
何
理
。
若
言
以
教
離
言
故
與
理
不

別
者
、
終
圓
二
教
豈
不
離
言
。
若
許
離
言
總
應
名
頓
、
何
有
五
教
。
若
謂
雖
說
離
言
不
碍
言
說
者
、
終
圓
二
教
亦
應
名
頓
。
以
皆
離
言

不
碍
言
故
。
又
此
頓
望
誕
及
光
統
所
立
之
頓
、
便
有
兩
重
。
以
彼
漸
頓
機
中
皆
有
勸
修
離
言
者
故
。
蓋
知
、
此
所
立
頓
、
但
是
餘
教
所

詮
法
性
、非
能
詮
教
也
。」11

と
言
い
、法
藏
の
五
教
判
は
成
り
立
た
な
い
と
し
て
こ
れ
を
退
け
る
。
そ
の
上
で
慧
苑
は
「
今
依
所
詮
法
性
、

以
顯
能
詮
差
別
。
謂
有
全
隱
、
全
顯
、
分
隱
、
分
顯
、
以
立
四
教
故
。
寶
性
論
第
四
云
、
有
四
種
眾
生
、
不
識
如
來
、
如
生
盲
人
、
一

者
凡
夫
、
二
者
聲
聞
、
三
者
辟
支
佛
、
四
初
心
菩
薩
。
今
之
所
存
、
依
此
而
立
。
初
迷
真
異
執
教
、
當
彼
凡
夫
。
二
真
一
分
半
教
、
當

彼
聲
聞
及
辟
支
佛
。
三
真
一
分
滿
教
、
當
彼
初
心
菩
薩
。
四
真
具
分
滿
教
、
當
彼
識
如
來
藏
之
根
器
。」11

と
言
い
、
自
ら
の
四
教
判
を

披
瀝
す
る
。
こ
の
内
、
第
四
の
「
真
具
分
滿
教
」
は
「
第
四
真
具
分
滿
教
中
有
二
門
。
一
理
事
無
礙
門
、
二
事
事
無
碍
門
。」11

と
し
て
、

如
来
蔵
思
想
と
円
教
を
同
一
範
疇
に
入
れ
、
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
に
よ
り
第
四
の
宗
を
再
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
法
藏
の
法
界
縁
起
は
「
理
性
融
通
」「
縁
起
相
由
」
の
二
面
か
ら
お
さ
え
ら
れ
、
事
の
自
在
な
る
ふ
る
ま
い
も
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理
事
無
礙
を
基
礎
と
し
な
が
ら
成
立
し
て
お
り
、
こ
の
基
礎
理
論
に
着
目
す
る
限
り
如
来
蔵
思
想
と
の
異
質
性
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
法
藏
の
四
教
判
で
は
第
四
の
範
疇
に
類
別
が
可
能
と
な
る
。
四
教
判
が
釈
迦
一
代
の
教
説
を
対
象
と
す
る
限
り
、
こ
の
第
四
の
範

疇
の
選
択
は
不
可
避
で
あ
る
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、法
藏
の
法
界
縁
起
は
、「
理
性
融
通
」「
縁

起
相
由
」
を
平
衡
し
て
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
極
め
て
「
理
性
融
通
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
特
に
、
後
世
へ
の
接
続
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
性
格
は
一
層
顕
著
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
評
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め

法
藏
の
法
界
縁
起
の
論
拠
は
基
本
的
に
「
理
性
融
通
」
と
「
縁
起
相
由
」
の
両
面
か
ら
押
さ
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
各
著
作
ご
と
に

些
か
強
調
の
度
合
い
に
相
違
が
有
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。『
五
教
章
』
な
ど
で
は
「
縁
起
相
由
」
が
強
調
さ
れ
、『
義
海
百
門
』
な
ど
で

は
逆
に
「
理
性
融
通
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
な
ど
、
両
者
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
『
探
玄
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

両
者
は
平
衡
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
弟
子
の
慧
苑
は
『
刋
定
記
』
に
於
て
「
理
性
融
通
」
の
側
面
を
強
調
し
、
華
厳
円
教
と
如
来
蔵
思
想
を
同
一
の
範
疇
の
も

の
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
法
藏
へ
の
痛
烈
な
批
判
を
含
む
た
め
、
法
藏
と
は
異
質
な
慧
苑
に
全
く
独
自
な
解
釈
と
し
て
解

さ
れ
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
藏
の
法
界
縁
起
が
「
理
性
融
通
」
の
側
面
を
有
す
る
限
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
が
可
能
で

あ
る
た
め
、
法
藏
思
想
の
一
つ
の
展
開
と
し
て
十
分
に
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
法
藏
自
身
も
四
教
判
を
提
示
し
、
如
来
蔵
思

想
と
円
教
を
本
質
的
に
同
一
視
し
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
想
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
理
性
融
通
」
の
強
調
は
法
藏
の
段
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階
か
ら
し
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
澄
觀
は
、「
理
性
融
通
」
の
過
度
の
強
調
は
か
え
っ
て
華
厳
独
自
の
法
界
大
縁
起
の
義
味
を
損
な
い
、
如
来
蔵
思
想

に
対
す
る
華
厳
円
教
の
優
位
を
無
効
化
す
る
も
の
と
警
告
す
る
。
そ
れ
故
、
澄
觀
の
教
学
に
於
い
て
は
「
理
性
融
通
」
を
法
界
縁
起
の

基
礎
理
論
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、「
縁
起
相
由
」
の
側
面
も
併
せ
て
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
法
藏
以
後
の
展
開
の
様
相
か
ら
す
る
と
、
法
藏
の
法
界
縁
起
の
論
拠
に
見
ら
れ
た
「
ゆ
ら
ぎ
」
は
、
そ
の
ま
ま
後
の
論
師
に
ま

で
波
及
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
本
論
で
は
法
藏
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
傍
ら
に
慧
苑
・
澄
觀
に
至
る
ま
で
の
限
定
的
な
範
囲

を
扱
っ
た
た
め
、
僅
か
に
そ
の
一
端
を
闡
明
に
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
法
藏
以
前
の
智
儼
、
或
い
は
澄
觀
以
後
の
宗

密
に
至
る
ま
で
の
思
想
的
展
開
に
於
い
て
、
果
た
し
て
こ
れ
に
類
す
る
現
象
が
同
じ
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
ま
た
別
稿
を
設
け
、
更
に
範
囲
を
広
げ
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註
1 

大
正
藏
巻
三
五　

一
二
四
上

2 

大
正
藏
巻
三
五　

一
二
四
上
〜
一
二
五
上

3 

大
正
藏
巻
四
五　

五
九
四
下
〜
五
九
五
上

4 

大
正
藏
巻
四
五　

五
九
五
上
〜
中

5 

一
中
解
無
量
等
者
、
為
明
此
一
會
等
中
而
有
無
量
會
等
無
量
會
等
中
而
是
一
會
、
是
前
光
所
照
處
也
。
於
中
初
二
句
標
、
次
一
句
釋
、
後
一
句
益
。
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標
中
通
論
、
此
有
同
體
異
體
、
各
有
相
容
相
即
。
准
上
釋
應
知
。
此
文
且
明
相
容
故
、
云
一
中
無
量
等
。
然
通
同
異
體
也
。
二
釋
中
略
舉
二
因
以
釋
。
一

由
展
轉
生
故
。
二
由
非
實
故
。
初
門
者
總
攬
如
此
盡
窮
法
界
差
別
之
緣
成
一
緣
起
。
是
故
一
一
諸
緣
相
望
各
有
二
義
。
一
約
體
具
空
有
義
故
、
有
相
即
。

謂
若
無
一
即
一
切
緣
全
失
自
體
。
何
以
故
。
以
無
一
時
多
無
所
成
無
所
成
故
不
是
緣
也
。
是
故
有
一
即
有
一
切
却
一
即
却
一
切
。
此
即
一
切
是
空
義
故
、

泯
自
即
他
、
以
一
是
有
義
故
攝
他
即
自
。
返
上
、
即
一
是
空
義
故
亦
泯
自
即
他
、
多
是
有
義
故
攝
他
即
自
。
由
二
空
二
有
各
不
俱
故
、
無
不
相
即
時
。
一

空
一
有
不
相
礙
故
、
恒
時
有
相
即
。
又
由
一
一
緣
中
空
有
不
二
故
、
不
壞
自
而
即
他
。
妙
義
思
之
。
二
約
用
。
有
有
力
無
力
義
故
、
有
相
入
。
謂
諸
緣
起

非
各
少
力
而
共
生
故
。
即
一
一
緣
各
有
全
作
義
全
不
作
義
。
何
以
故
。
若
無
一
緣
、
餘
全
不
作
。
則
一
有
力
餘
皆
無
力
。
餘
緣
亦
爾
。
是
即
一
有
力
故

能
容
多
。
多
無
力
故
潛
入
一
。
多
有
力
等
亦
爾
。
亦
由
二
有
力
二
無
力
不
俱
故
、
無
不
相
入
時
。
一
有
力
一
無
力
無
礙
故
、
常
恒
相
入
耳
。
又
於
一
一

緣
中
各
由
有
力
無
力
不
二
故
、
不
壞
在
外
而
恒
相
入
。
思
之
。
由
緣
起
門
中
有
此
相
作
等
義
成
一
多
故
、
云
展
轉
生
也
。
此
即
一
多
更
互
展
轉
相
生
故
、

得
一
中
無
量
無
量
中
一
也
。
二
非
實
故
者
、
亦
二
門
。
一
相
即
義
。
謂
一
非
實
一
故
能
攝
多
。
多
非
實
多
故
、
能
即
一
。
又
多
非
實
多
故
、
能
攝
一
。
一

非
實
一
故
、
能
即
多
。
又
即
多
之
一
非
一
。
即
一
之
多
非
多
。
何
以
故
。
以
不
實
故
。
又
即
多
之
一
方
名
一
。
即
一
之
多
乃
名
多
。
何
以
故
。
是
不
實

一
故
。
多
亦
爾
。
又
是
亦
一
亦
不
一
。
亦
多
亦
不
多
。
何
以
故
。
不
實
故
、具
二
義
。
又
非
一
非
不
一
。
非
多
非
不
多
。
何
以
故
。
不
實
故
、絕
二
相
也
。

思
之
。
二
相
容
門
者
、
謂
一
事
是
不
實
以
無
性
故
、
無
性
真
理
既
無
分
限
、
是
故
於
一
事
上
觀
無
性
時
、
無
不
圓
盡
法
界
真
如
。
若
觀
一
少
事
無
自
性
時
、

不
得
圓
盡
法
界
真
者
、
即
真
如
有
分
、
便
同
有
為
。
是
故
一
事
無
性
即
攝
真
盡
。
攝
真
盡
時
、
餘
一
切
法
既
不
礙
存
、
而
即
真
故
、
同
理
俱
在
一
事
中
現
。

多
中
亦
爾
准
之
。
又
由
俱
不
壞
本
事
故
、
不
是
相
即
門
也
。
由
不
實
之
事
攝
真
理
故
、
得
相
入
也
。
又
可
、
前
展
轉
生
約
異
體
即
入
、
此
門
約
同
體
即

入
。
思
之
。
又
但
此
經
中
相
即
相
入
義
。
釋
皆
有
二
門
。
一
約
緣
起
相
由
門
、
二
約
法
性
融
通
門
、
故
是
此
二
文
也
。
由
展
轉
生
故
不
實
、
即
二
門
不
別
。

又
由
相
即
容
二
門
各
攝
法
盡
故
、
亦
不
別
也
。
然
義
恒
不
雜
、
思
之
。
此
下
文
與
此
同
者
、
應
准
此
知
。
此
文
且
約
相
容
義
說
。
故
云
一
中
無
量
等
知
之
。

（
大
正
藏
巻
三
五　

一
七
三
上
〜
下
）

6 

今
釋
、
此
佛
準
下
文
中
是
十
佛
之
身
、
通
三
世
間
。
以
說
十
信
及
三
賢
等
地
前
所
見
、
非
實
報
故
。
然
居
花
藏
非
是
化
。
故
國
土
身
等
非
前
二
。
故
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具
攝
前
二
。
性
融
通
故
。
具
足
主
伴
如
帝
網
故
。
是
唯
周
遍
法
界
十
佛
之
身
。（
大
正
藏　

巻
三
五　

四
九
七
上
）

7 
第
四
約
義
顯
者
、
總
標
此
經
大
意
義
理
略
作
十
門
。
一
同
時
具
足
相
應
門
。
二
因
陀
羅
網
法
界
門
。
三
祕
密
隱
顯
俱
成
門
。
四
微
細
相
容
安
立
門
。

五
諸
藏
純
雜
具
德
門
。
六
十
世
隔
法
異
成
門
。
七
一
多
相
容
不
同
門
。
八
諸
法
相
即
自
在
門
。
九
唯
心
迴
轉
善
成
門
。
十
託
事
顯
法
生
解
門
。
此
上
十

門
中
各
有
十
義
。
一
人
法
。
二
教
義
。
三
因
果
。
四
理
事
。
五
解
行
。
六
分
齊
境
位
。
七
師
弟
法
智
。
八
主
伴
依
正
。
九
逆
順
體
用
。
十
隨
生
根
欲
示
現
。

此
等
十
義
皆
同
時
相
應
成
一
緣
起
、隨
別
義
門
入
前
十
門
。
皆
準
思
之
。
又
更
重
釋
前
十
門
。
初
是
諸
緣
契
合
義
、是
總
也
。
約
緣
起
全
有
力
全
無
力
義
故
、

有
相
容
門
也
。
約
緣
起
空
有
義
故
、
有
相
即
門
也
。
緣
起
力
用
重
重
攝
故
、
有
帝
網
門
也
。
緣
起
有
無
各
不
並
故
、
有
隱
顯
門
也
。
約
緣
起
同
體
門
攝

法
故
、
有
微
細
門
也
。
約
所
起
法
分
前
後
際
故
、
有
十
世
門
也
。
約
緣
起
諸
門
所
收
諸
法
各
有
純
雜
故
、
有
純
雜
門
也
。
約
緣
起
自
性
故
、
有
唯
心
門
也
。

約
緣
起
相
用
理
觀
如
事
故
、
有
說
託
事
顯
法
門
也
。
此
十
義
通
一
部
經
思
之
。（
大
正
藏
巻
三
五　

五
〇
一
中
〜
下
）

8 

僅
か
に「
七
了
一
多
者
、如
塵
自
相
是
一
、由
自
一
不
動
、方
能
遍
應
成
多
。若
動
自
一
、即
失
遍
應
。多
亦
不
成
。一
二
三
皆
亦
如
是
。又
一
多
相
由
成
立
。

如
一
全
是
多
、方
名
為
一
。
又
多
全
是
一
、方
名
為
多
。
多
外
無
別
一
、明
知
、是
多
中
一
。
一
外
無
別
多
、明
知
、是
一
中
多
。
良
以
非
多
然
能
為
一
多
、

非
一
然
能
為
多
一
。
以
不
失
無
性
、
方
有
一
多
之
智
。
經
云
、
譬
如
算
數
法
從
一
增
至
十
、
乃
至
無
有
量
、
皆
從
本
數
起
智
慧
無
差
別
。」（
大
正
藏
巻

四
五　

六
三
〇
下
）
と
す
る
箇
所
程
度
で
あ
る
か
。

9 

大
正
藏
巻
四
五　

六
二
七
上

10 

大
正
藏
巻
四
五　

六
二
七
中

11 

大
正
藏
巻
四
五　

六
三
〇
上

12 

大
正
藏
巻
三
六　

十
七
上
〜
中

13 

大
正
藏
巻
三
五　

一
一
五
下

14 

大
正
藏
巻
三
五　

一
一
五
下
〜
一
六
〇
上
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15 

大
正
藏
巻
三
五　

一
一
五
下

16 

大
正
藏
巻
四
四　

二
四
三
中
〜
下　
『
大
乘
法
界
無
差
別
論
疏
』
で
も
「
二
述
現
宗
。
謂
現
今
東
流
一
代
聖
教
、
通
大
小
乘
及
諸
權
實
、
總
有
四
宗
。

一
隨
相
法
執
宗
。
謂
阿
含
等
經
、
婆
沙
等
論
。
二
真
空
無
相
宗
。
謂
般
若
等
經
、
中
百
等
論
。
三
唯
識
法
相
宗
。
謂
深
密
等
經
、
瑜
伽
等
論
。
四
如
來
藏

緣
起
宗
。
謂
楞
伽
密
嚴
等
經
、起
信
寶
性
等
論
。
釋
此
四
宗
、略
舉
四
義
。
一
約
乘
者
、初
唯
小
乘
、次
二
具
三
乘
。
謂
此
二
乘
宗
同
許
定
性
二
乘
不
成
佛
。

後
唯
一
乘
。
以
此
宗
許
入
寂
二
乘
亦
成
佛
故
。
智
光
三
教
、
及
梁
論
第
八
、
並
同
此
說
。
二
約
識
者
、
初
二
唯
說
六
識
、
後
二
具
說
八
識
。
於
中
初
說
六

識
有
。
後
說
六
識
空
。
後
二
中
、
初
說
八
識
唯
是
生
滅
、
後
說
八
識
通
如
來
藏
、
具
生
滅
不
生
不
滅
。
三
約
法
者
、
初
唯
說
有
、
二
唯
說
空
、
三
說
亦

空
亦
有
。
謂
此
宗
許
遍
計
所
執
空
、依
他
圓
成
有
。
四
說
非
空
非
有
。
謂
此
宗
許
如
來
藏
隨
緣
成
阿
賴
耶
識
、即
理
徹
於
事
也
。
許
依
他
緣
起
無
性
同
如
、

即
事
徹
於
理
也
。
以
理
事
交
徹
、
空
有
俱
融
、
雙
離
二
邊
故
云
也
。
此
四
約
法
、
就
多
分
說
。
四
約
人
者
、
初
是
小
乘
諸
師
達
磨
多
羅
等
所
立
、
二
是
龍

猛
聖
天
等
所
立
、三
是
無
著
世
親
等
所
立
、四
是
馬
鳴
堅
慧
等
所
立
。
餘
隨
宗
義
別
。
並
準
可
知
。
此
論
正
當
第
四
宗
攝
。」（
大
正
藏
巻
四
四　

六
一
下
）

で
同
様
の
四
教
判
が
示
さ
れ
る
。

17 

大
正
藏
巻
三
九　

四
二
六
中
〜
下

18 『
大
乘
起
信
論
義
記
』及
び『
大
乘
法
界
無
差
別
論
』の
両
論
は
、法
藏
が
義
湘
に
宛
て
た『
賢
首
國
師
寄
海
東
書
』（
卍
續
藏
巻
第
一
〇
三
冊
四
二
二
頁
右
・

左
）
の
贈
呈
目
録
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
手
紙
の
書
か
れ
た
年
代
は
、
僅
か
に
本
文
冒
頭
の
「
一
從
分
別
二
十
餘
年
、
傾
望
之
誠
豈
離
心
首
。
加

以
煙
雲
萬
里
海
陸
千
里
、
限
此
一
生
不
復
再
面
、
抱
恨
懷
戀
、
夫
何
可
言
。
蓋
由
宿
世
同
因
、
今
生
同
業
、
得
於
此
報
俱
沐
大
經
。」
と
す
る
義
湘
に
対

す
る
敬
慕
の
吐
露
か
ら
、義
湘
と
別
離
し
て
「
二
十
餘
年
」
し
て
書
か
れ
た
と
す
る
手
掛
か
り
を
得
る
の
み
で
あ
る
。
義
湘
の
新
羅
帰
国
は
『
三
國
遺
事
』

に
よ
れ
ば
「
咸
亨
二
年
、
湘
來
還
新
羅
。」（
大
正
藏
巻
四
九　

九
九
四
下
）
と
あ
り
、
六
七
一
年
の
こ
と
と
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
入
楞
伽
心

玄
義
』
に
は
「
至
長
安
二
年
有
吐
火
羅
三
藏
彌
陀
山
、其
初
曾
歷
天
竺
廿
五
年
、備
窮
三
藏
尤
善
楞
伽
、奉
敕
令
共
翻
經
沙
門
復
禮
法
藏
等
、再
更
勘
譯
。」

（
大
正
藏
巻
三
九　

四
三
〇
中
）
と
の
記
事
が
有
り
、
弥
陀
山
三
蔵
が
七
〇
二
年
に
来
唐
し
て
實
叉
難
陀
訳
『
楞
伽
經
』
を
「
再
更
勘
譯
」
し
た
と
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
り
、
先
の
両
論
が
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
に
先
行
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

19 
大
正
藏
巻
四
二　

二
一
七
下

20 
大
正
藏
巻
四
二　

二
二
八
中
〜
下

21 

大
正
藏
巻
三
九　

四
三
二
中

22 

卍
續
藏
巻
第
五
冊
九
頁
左

23 

卍
續
藏
巻
第
五
冊
十
二
頁
右

24 

卍
續
藏
巻
第
五
冊
十
二
頁
右

25 

卍
續
藏
巻
第
五
冊
十
四
頁
右

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
法
蔵
、
事
事
無
礙
、
法
界
縁
起
、
縁
起
相
由
、
理
性
融
通
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は
じ
め
に

『
弁
宗
論
』
と
は
南
朝
宋
の
謝
霊
運
（385
〜433

）
が
竺
道
生
の
頓
悟
説
を
支
持
し
、
儒
家
や
道
家
の
概
念
を
用
い
て
頓
悟
説
の

内
容
を
説
明
し
た
論
文
で
あ
る
。『
弁
宗
論
』
の
発
表
を
機
に
、
漸
悟
説
を
支
持
す
る
法
勗
・
僧
維
・
慧
麟
・
釈
慧
琳
・
竺
法
綱
・
王
弘
（
王

衛
軍
）
と
の
間
に
論
争
が
お
き
た
。
謝
霊
運
は
在
家
信
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
争
に
お
い
て
学
僧
た
ち
の
論
難
に
い
さ
さ
か

も
ひ
る
む
こ
と
な
く
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。

南
朝
南
斉
の
蕭
子
良
や
南
朝
梁
の
武
帝
は
中
国
仏
教
史
上
で
有
名
で
あ
る
が
、
謝
霊
運
は
『
涅
槃
経
』
の
編
集
を
担
当
し
た
人
物

で
あ
り
、
彼
ら
よ
り
早
い
時
期
に
在
家
信
者
と
し
て
深
く
仏
教
を
探
究
し
た
先
駆
的
存
在
で
あ
る
。
南
朝
時
代
は
仏
教
の
思
想
探
究
や

実
践
に
お
い
て
在
家
の
士
大
夫
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
中
国
仏
教
史
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
彼
ら
が
残
し
た
文
章
を
頼
り
に
し

て
当
時
の
思
想
的
動
向
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
謝
霊
運
と
頓
悟
説
の
問
題
に
つ
い
て
分
析
し
た
先
学
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
共

『
弁
宗
論
』
論
争
に
つ
い
て

　
　
　
　

―
頓
悟
説
誕
生
後
の
初
期
段
階
―

遠
藤
祐
介
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有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。1

　

悟
り
と
は
直
入
す
べ
き
も
の
で
段
階
は
な
い
と
説
く
頓
悟
説
は
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
主
要
な
思
想
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
く
も
の
の
、
竺
道
生
が
首
唱
し
た
当
初
は
容
易
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
強
い
反
対
論
が
噴
出
し
た
。
謝
霊
運
は
頓
悟
説
が
ま
だ
亜

流
で
あ
っ
た
時
代
に
『
弁
宗
論
』
を
著
し
た
の
で
あ
り
、著
作
の
動
機
に
は
頓
悟
説
に
対
す
る
強
い
確
信
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
『
弁
宗
論
』
論
争
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
頓
悟
説
が
論
争
全
体
を
貫
く
論
点
だ
と
い
う
特
徴
を
常
に
意
識
し
つ
つ
、
各
論

者
が
自
説
を
優
位
に
導
く
た
め
に
ど
の
よ
う
に
論
じ
た
か
と
い
う
各
問
答
の
個
別
性
に
も
留
意
し
た
い
。
論
争
の
全
体
性
と
個
別
性
を

適
切
に
関
連
付
け
ら
れ
た
と
き
に
、『
弁
宗
論
』
論
争
の
時
代
的
特
質
と
中
国
仏
教
史
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
で
き
る

と
思
う
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、『
弁
宗
論
』
論
争
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。

一　

竺
道
生
の
頓
悟
説

　

謝
霊
運
の
『
弁
宗
論
』
で
は
「
新
論
道
士
」
と
し
て
竺
道
生
の
説
を
紹
介
し
、
こ
れ
に
同
調
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
な
お
こ

の
『
弁
宗
論
』
論
争
は
、
謝
霊
運
の
最
後
の
論
争
相
手
で
あ
る
王
弘
の
発
案
に
よ
り
、
竺
道
生
の
感
想
を
求
め
て
締
め
く
く
り
と
さ
れ

て
い
る
。『
弁
宗
論
』
に
は
、2

新
論
道
士
有
り
。
以
為
え
ら
く
、微
妙
を
寂
鑒
す
る
に
階
級
を
容い

れ
ず
。
学
を
積
む
こ
と
限
り
無
し
。
何
ぞ
自
ら
絶
つ
と
為
さ
ん
、

と
。（
中
略
）
竊
か
に
謂お
も

え
ら
く
、
新
論
を
然
り
と
為
す
、
と
。

と
書
か
れ
て
あ
り
、
悟
り
に
は
段
階
は
な
く
、
学
ぶ
と
い
う
方
法
に
は
限
り
が
な
い
の
で
、
結
局
い
く
ら
学
ん
で
も
悟
り
に
は
至
ら
な

い
と
し
て
い
る
。
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『
弁
宗
論
』
論
争
と
は
端
的
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
頓
悟
説
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
『
弁

宗
論
』
の
も
と
と
な
る
竺
道
生
の
頓
悟
説
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
竺
道
生
の
頓
悟
説
は
、
陳
の
慧
達
撰3

と
推

定
さ
れ
る
『
肇
論
疏
』
の
折
詰
漸
第
六4

を
最
も
依
拠
す
べ
き
資
料
と
し
て
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
肇
論
疏
』
で
は
七
地
と
い
う
段

階
を
悟
り
に
至
る
重
要
な
契
機
と
見
る
僧
肇
、
支
道
琳
、
道
安
、
慧
遠
、
法
師
の
「
小
頓
悟
」
と
区
別
し
て
、
竺
道
生
の
説
を
「
大

頓
悟
」
と
称
し
て
い
る
。
以
下
に
『
肇
論
疏
』
所
収
の
大
頓
悟
説
を
四
段
落
に
分
割
し
て
、
内
容
を
検
討
す
る
。
第
一
段
落
で
は
大
頓

悟
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

第
一
に
竺
道
生
の
大
頓
悟
あ
り
。
云
え
ら
く
。
夫
れ
頓
を
称
す
る
者
は
理
の
不
可
分
を
明
か
す
。
悟
の
語
は
極
を
照
ら
す
に
不
二

の
悟
を
以
て
し
、
不
分
の
理
に
苻
す
。
理
の
智
恵
は
釈
し
て
之
れ
を
頓
悟
と
謂
う
。

　

大
頓
悟
の
「
頓
」
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
「
理
の
不
可
分
」、「
不
二
の
悟
」、「
不
分
の
理
」
で
あ
る
。
悟
や
理
は
分
割
不
可
能
な
も
の

で
、
そ
も
そ
も
言
語
化
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、「
理
の
智
恵
」
を
強
い
て
言
語
化
す
る
と
頓
悟
と
い
う
表
現
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　

第
二
段
落
で
は
「
見
解
」、「
聞
解
」、「
信
解
」
と
い
う
用
語
で
頓
悟
の
悟
境
に
入
る
様
子
を
説
明
し
て
い
る
。

見
解
は
悟
と
名
づ
け
、
聞
解
は
信
と
名
づ
く
。
信
解
は
真
に
非
ず
。
悟
が
発
す
れ
ば
信
は
謝し
ぼ

む
。
理
数
は
自
然
な
り
。
菓
は
就な

り

て
自
ら
零お

ち
る
。
悟
の
自
生
せ
ざ
る
と
き
は
、
必
ず
信
に
籍か

り
て
漸す
す

む
も
、
信
を
用
て
偽
惑
す
。
悟
は
以
て
結
を
断
ず
。
悟
境
は

照
に
停
ま
る
。
信
は
万
品
を
成
す
。
故
に
十
地
四
果
あ
り
。

　

こ
こ
で
は
見
解
を
聞
解
と
信
解
か
ら
区
別
し
、
こ
れ
を
悟
に
入
る
通
路
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
見
解
は
果
実
が
熟
す
れ
ば
自
ず
か
ら

落
ち
る
よ
う
に
自
生
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
に
方
法
論
は
説
い
て
い
な
い
。『
弁
宗
論
』
論
争
で
謝
霊
運
は
方
法
論
を
確

定
し
な
い
と
い
う
立
場
を
た
び
た
び
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
は
頓
悟
説
の
重
要
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。
見
解
と
は
、
本
来
的
に
有
す
る

人
間
の
直
観
が
熟
す
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
聞
解
と
信
解
に
は
十
地
四
果
と
い
う
段
階
が
あ
り
、
分
別
の
世
界
を
脱
し
て
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い
な
い
と
す
る
。

　

第
三
段
落
で
は
、
頓
悟
に
反
対
し
て
教
や
信
の
重
要
性
を
強
調
す
る
者
の
質
問
を
次
の
よ
う
に
提
示
す
る
。

蓋
し
是
れ
聖
人
は
理
を
提
し
、
今
は
近
く
夫
の
者
を
し
て
自
強
せ
し
め
、
見
聞
せ
ざ
ら
し
む
。
信
は
教
え
従よ

り
生
ず
。
設も

し
信
に

非
ざ
れ
ば
、
是
の
義
は
市
虎
に
同
じ
な
ら
ん
。

　

聖
人
が
理
を
示
し
、
人
々
に
自
ら
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
頓
悟
説
に
つ
い
て
、
教
や
信
が
な
け
れ
ば
「
市
場
に
虎
が
出
た
と
い
う
風
評

（
間
違
っ
た
情
報
）」
と
真
実
と
の
区
別
が
つ
か
ず
、
不
具
合
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
者
は
危
惧
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
四
段
落
で
は
、
漸
見
（
漸
悟
）
の
誤
り
を
鳩
摩
羅
什
の
説
を
根
拠
に
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

答
え
て
曰
く
、
信
は
実
に
解
し
て
当
に
■
べ
し
。
説
主
の
謬
る
所
に
由
る
な
り
。
聖
聖
相
伝
え
、
信
と
教
は
冥
符
し
て
、
苦
し
み

よ
り
出
で
て
、
累
は
亡
ぶ
。
豈
市
虎
の
難
に
同
ぜ
ん
や
。
旧
に
空
は
漸
見
な
る
が
ご
と
し
と
云
い
、
若
し
く
は
仏
性
も
亦
漸
見
な

り
と
言
う
あ
り
。若
し
く
は
仏
性
平
等
に
し
て
漸
見
に
非
ず
と
言
う
者
あ
り
て
、空
も
亦
是
の
如
し
と
す
。豈
漸
見
な
る
を
得
ん
や
。

故
に
諸
仏
は
乃
ち
能
悟
な
る
の
み
を
知
る
。
此
の
義
を
用
い
る
者
は
什
師
な
り
。
注
し
て
云
う
。
樹
王
成
道
を
小
乗
は
三
十
四
心

を
持
っ
て
成
道
す
と
な
す
。
大
乗
の
中
に
お
い
て
は
唯た
だ

一
念
の
み
に
し
て
確
然
大
悟
し
、
一
切
智
を
具
す
と
す
る
な
り
。

　

■
の
箇
所
の
字
は
確
定
で
き
な
い
の
で
、
竺
道
生
が
説
主
（
質
問
者
）
の
誤
り
を
ど
の
よ
う
に
指
摘
し
た
か
は
保
留
す
る
。
そ
の
後

を
見
る
と
、
聖
人
た
ち
は
頓
悟
の
教
え
を
相
伝
し
、
苦
し
み
か
ら
脱
し
累
（
無
明
）
を
滅
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
頓
悟
と

信
や
教
が
「
冥
符
」
し
て
い
る
状
態
だ
と
説
明
す
る
。
冥
符
と
は
、
言
語
化
し
て
説
明
で
き
な
い
が
矛
盾
せ
ず
符
合
し
て
い
る
状
態
と

で
も
言
え
よ
う
か
。
頓
悟
に
つ
い
て
言
語
で
説
明
す
る
限
界
が
こ
こ
に
あ
る
。
大
頓
悟
の
根
拠
と
な
る
鳩
摩
羅
什
の
説
に
よ
れ
ば
、
空

と
仏
性
は
漸
見
で
わ
か
る
も
の
で
は
な
く
、
能
悟
す
る
の
み
で
あ
り
、
大
乗
の
観
点
で
は
釈
尊
も
唯
一
念
の
み
で
大
悟
し
一
切
智
を
具

え
た
の
で
あ
る
。
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以
上
に
見
て
き
た
も
の
が
現
在
確
認
で
き
る
竺
道
生
の
頓
悟
説
の
概
要
で
あ
る
。
竺
道
生
は
頓
悟
説
を
提
唱
す
る
に
際
し
、
ど
の

経
典
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
鳩
摩
羅
什
説
を
根
拠
の
一
つ
に
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
鳩
摩
羅
什
の
思
想
の
ど
の
よ
う
な
要
素
に
依

拠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
中
国
に
お
け
る
頓
悟
説
誕
生
の
最
も
根
源
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
す
る
に
は
別
個
に

研
究
が
必
要
な
難
問
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
頓
悟
説
誕
生
直
後
に
中
国
人
士
大
夫
お
よ
び
中
国
人
と

推
定
さ
れ
る
僧
侶
の
間
で
な
さ
れ
た
論
争
の
あ
り
方
の
解
明
に
集
中
し
た
い
。

二　
『
弁
宗
論
』
に
説
か
れ
る
頓
悟

『
弁
宗
論
』
論
争
と
は
、『
弁
宗
論
』
と
五
つ
の
論
争
か
ら
な
る
。
第
一
論
争
は
法
勗
、第
二
論
争
は
僧
維
、第
三
論
争
は
慧
驎
・
僧
維
、

第
四
論
争
は
竺
法
綱
・
釈
慧
琳
、
第
五
論
争
は
王
弘
が
謝
霊
運
の
論
争
相
手
と
な
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
論
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

『
弁
宗
論
』
の
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
弁
宗
論
』
が
竺
道
生
の
頓
悟
説
を
支
持
し
た
論
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
頓
悟
説
が
仏
教
を
母
胎
と
し
て
生
ま
れ
た
説
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
謝
霊
運
の
理
解
に
よ
れ
ば
頓
悟
説
は
「
釈
氏
の
論
」
と
「
孔
氏
の
論
」
を
「
道
家
の
唱
」
で
折
衷

し
た
「
新
論
」
で
あ
る
。
謝
霊
運
の
仏
教
観
・
儒
教
観
・
道
家
観
を
補
足
し
な
が
ら
『
弁
宗
論
』
を
解
釈
し
な
い
と
、
謝
霊
運
の
理
解

に
よ
る
頓
悟
説
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。「
釈
氏
の
論
」
と
「
孔
氏
の
論
」
に
つ
い
て
謝
霊
運
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。5

釈
氏
の
論
は
、
聖
道
は
遠
し
と
雖
も
学
を
積
ま
ば
能
く
至
る
と
し
、
累
は
尽
き
生
を
鑒
み
る
。
方
に
漸
悟
に
応
ず
。
孔
氏
の
論
は
、

聖
道
既
に
妙
な
り
と
し
、
顔
は
殆
庶
な
り
と
雖
も
、
無
を
体
し
て
周
を
鑒
み
る
。
理
は
一
極
に
帰
す
。
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釈
氏
す
な
わ
ち
釈
迦
の
論
は
、
教
え
を
実
践
す
れ
ば
累6

を
な
く
し
究
極
の
境
地
で
あ
る
悟
り
に
到
達
で
き
る
点
（
能
至
）
を
長
所
と

し
て
い
る
が
、
悟
り
に
至
る
た
め
に
長
い
段
階
を
設
定
し
て
い
る
点
（
漸
悟
）
を
短
所
と
し
て
い
る
。
謝
霊
運
が
頓
悟
説
と
釈
氏
の
論

を
あ
え
て
分
け
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、
釈
氏
の
論
と
は
当
時
主
流
で
あ
っ
た
漸
悟
説
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
の
孔
氏
す
な
わ
ち
孔
子
の
論
は
、
最
も
優
れ
た
弟
子
の
顔
回
は
究
極
の
真
理
に
肉
薄
で
き
た
も
の
の
到
達
は
で
き
な
か
っ
た

（
殆
庶
）
と
し
、
孔
子
の
教
え
を
実
践
し
て
も
究
極
の
境
地
に
至
れ
な
い
点
を
短
所
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
孔
子
の
教
え
に
説
か
れ

る
理
の
内
容
は
究
極
の
境
地
に
直
入
で
き
る
と
し
て
い
る
点
（
理
帰
一
極
）
を
長
所
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
に
続
け
て
、前
節
冒
頭
に
掲
げ
た
「
新
論
道
士
」
の
頓
悟
説
に
対
す
る
支
持
を
表
明
し
た
う
え
で
、「
釈
氏
の
論
」
と
「
孔

氏
の
論
」そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
取
っ
て
短
所
を
排
し
、両
者
の
論
を「
道
家
の
唱
」に
よ
っ
て
折
中
す
る
旨
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
釈
氏
の
漸
悟
を
去
り
、
其
の
能
至
を
取
る
。
孔
氏
の
殆
庶
を
去
り
、
其
の
一
極
を
取
る
。
一
極
は
漸
悟
に
異
な
り
、
能
至
は

殆
庶
に
非
ず
。
故
に
理
と
し
て
之
れ
去
る
所
あ
り
。
合
し
て
各
々
取
る
と
こ
ろ
あ
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
れ
孔
釈
を
離
る
。

　

新
論
は
ま
さ
に
「
釈
氏
の
論
」
で
も
「
孔
氏
の
論
」
で
も
な
い
改
良
さ
れ
た
新
し
い
解
釈
で
あ
り
、

余
謂
え
ら
く
、二
談
は
救
物
の
言
、道
家
の
唱
は
得
意
の
説
な
り
、と
。
敢
え
て
以
て
折
中
す
。
自
ら
許
し
て
竊
か
に
謂
え
ら
く
、

新
論
を
然
り
と
為
す
、
と
。

と
い
う
よ
う
に
、釈
迦
と
孔
子
の
教
え
は
「
救
物
の
言
」（
人
間
や
万
物
を
教
化
す
る
た
め
の
説
）
と
解
し
、道
家
の
「
得
意
の
説
」（「
得

意
而
忘
言
」『
荘
子
』
雑
篇
外
物
篇
二
六
）
す
な
わ
ち
本
質
を
把
捉
し
終
え
た
後
は
言
語
や
論
理
な
ど
の
手
段
を
捨
て
去
る
と
い
う
考

え
方
を
触
媒
と
し
て
、
頓
悟
説
と
い
う
新
論
が
正
し
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

謝
霊
運
の
思
考
方
法
は
完
全
に
中
国
伝
統
思
想
に
根
差
し
た
考
え
方
で
あ
り
、
こ
れ
は
借
り
物
の
思
想
で
は
な
く
自
己
の
頭
で
考

え
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
自
然
な
あ
り
方
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
謝
霊
運
は
釈
迦
と
孔
子
の
教
え
を
道
家
の
説
で
折
衷
し
て
、
釈
迦
の
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「
能
至
」
と
孔
子
の
「
理
帰
一
極
」
を
採
用
し
、
釈
迦
の
「
漸
悟
」
と
孔
子
の
「
殆
庶
」
を
排
し
、
新
た
な
仏
教
の
あ
り
方
を
提
唱
し

た
新
論
道
士
の
論
を
援
用
し
て
一
気
に
真
理
の
把
捉
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
謝
霊
運
は
道
家
の
説
に
の
み
依
拠
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
仏
教
を
非
常
に
重
ん
じ
て

い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
記
事
以
外
に
明
確
な
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
の
憶
測
も
交
え
て
解
釈
す
る
と
、

謝
霊
運
が
方
法
論
を
確
定
し
な
い
頓
悟
説
を
支
持
し
漸
悟
説
を
批
判
し
つ
つ
も
仏
教
の
「
能
至
」
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
、
頓
悟
説

で
は
方
法
論
を
確
定
し
な
い
も
の
の
、
仏
教
の
方
法
論
が
残
し
て
き
た
実
績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

中
国
に
仏
教
が
受
容
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
具
体
的
な
修
行
論
の
豊
富
さ
が
あ
り
、謝
霊
運
も
こ
れ
は
認
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。「
能

至
」
の
浅
い
解
釈
が
方
法
論
重
視
で
あ
っ
て
、「
能
至
」
を
深
く
掘
り
下
げ
る
と
根
底
に
は
頓
悟
説
が
潜
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
の
が

謝
霊
運
の
主
張
し
た
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

　

謝
霊
運
の
『
弁
宗
論
』
論
争
に
お
け
る
見
解
に
つ
い
て
、
竺
道
生
は
論
争
の
最
後
に
、7

謝
永
嘉
の
論
を
究
尋
す
る
に
、
都す
べ

て
間
然
無
し
。
同
似
た
る
こ
と
妙
善
の
若ご
と

き
も
の
有
り
。
以
て
欣
び
と
為
さ
ざ
る
能
わ
ず
。

と
述
べ
て
お
り
、
全
面
的
に
謝
霊
運
の
考
え
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
竺
道
生
に
よ
る
頓
悟
説
の
提
唱
は
『
肇
論
疏
』
所
収

の
大
頓
悟
説
の
文
脈
で
考
え
て
み
る
と
、
中
国
伝
統
思
想
を
折
中
す
る
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
を
探
究
し

た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
竺
道
生
は
中
国
人
で
あ
り
、
も
と
も
と
中
国
伝
統
思
想
の
素
養
が
あ
る
の

で
、
謝
霊
運
に
よ
る
中
国
伝
統
思
想
に
即
し
た
頓
悟
説
の
解
釈
も
妥
当
な
も
の
と
し
て
承
認
し
て
、
こ
の
よ
う
な
発
言
に
つ
な
が
っ
た

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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三　
『
弁
宗
論
』
論
争
と
中
国
伝
統
思
想

『
弁
宗
論
』
論
争
の
最
初
の
論
争
は
法
勗
と
謝
霊
運
の
間
で
行
わ
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
第
一
論
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。8

第
一
論
争
で
は
法
勗
が
質
問
を
し
、
こ
れ
に
謝
霊
運
が
答
え
る
と
い
う
形
で
三
度
の
問
答
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
最
初
の
問
答

を
「
第
一
論
争
第
一
問
答
」
と
い
う
よ
う
に
呼
び
、
以
下
の
問
答
も
順
番
を
記
し
て
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
要
領
で
僧
維
と
の

間
で
行
わ
れ
た
論
争
を
「
第
二
論
争
」9

、
慧
麟
及
び
僧
維
と
の
間
で
行
わ
れ
た
論
争
を
「
第
三
論
争
」11

、
竺
法
綱
と
釈
慧
琳
と
の
間
で
行

わ
れ
た
論
争
を
「
第
四
論
争
」11

、
王
弘11

と
の
間
で
行
わ
れ
た
論
争
を
「
第
五
論
争
」11

と
呼
ん
で
分
類
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
『
弁
宗
論
』
論
争
に
お
い
て
、
謝
霊
運
は
悟
り
と
は
分
割
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
構
造
を
中
心
に
論
じ
、
法
勗
ら
漸
悟
論
者
は
俗
か

ら
悟
り
に
至
る
方
法
論
を
重
視
し
て
論
じ
て
い
る
。
謝
霊
運
は
悟
り
に
至
る
た
め
に
具
体
的
な
方
法
論
を
提
示
で
き
な
い
点
で
何
度
も

質
問
を
受
け
、
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
一
方
の
漸
悟
論
者
は
絶
対
的
な
悟
り
を
求
め
つ
つ
、
概
念
や
方
法
と
い
う
相
対
的

な
手
段
を
用
い
て
い
る
た
め
俗
と
切
り
離
せ
な
い
点
で
苦
心
し
て
い
る
。

竺
道
生
が
仏
教
の
文
脈
で
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
弁
宗
論
』
の
論
旨
を
一
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
謝
霊
運
は
中
国
伝
統

思
想
の
文
脈
で
論
じ
て
い
る
。『
弁
宗
論
』
論
争
で
謝
霊
運
に
対
峙
す
る
人
物
は
王
弘
を
除
き
す
べ
て
出
家
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
彼
ら
は
仏
教
経
典
の
出
典
を
明
示
し
て
教
理
論
争
を
展
開
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
な
い
。
仏
教
の
枠
内
に
収

ま
っ
た
論
争
で
は
な
い
た
め
、
純
粋
に
仏
教
を
研
究
し
て
い
る
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
違
和
感
や
困
惑
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
論
争
が
容
認
さ
れ
た
一
時
期
が
中
国
に
は
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
基
層
の
上
に
中
国
仏
教
が
展
開
さ
れ
た
の
だ
と
い
う

歴
史
認
識
を
我
々
は
再
確
認
す
べ
き
で
あ
る
し
、
後
世
の
中
国
人
も
文
章
で
表
現
し
て
い
る
以
上
に
伝
統
思
想
を
意
識
し
て
い
る
と
い

う
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
中
国
仏
教
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
本
節
で
は
上
述
し
た
『
弁
宗
論
』
論
争
の
中
心
的
な
論
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点
に
入
る
前
に
、
中
国
伝
統
思
想
が
こ
の
論
争
で
占
め
た
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
ま
ず
第
一
論
争
第
二
問
答
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
と

思
う
。

な
お
本
稿
で
は
す
べ
て
の
問
答
を
取
り
上
げ
、
各
節
の
テ
ー
マ
ご
と
に
ふ
さ
わ
し
い
問
答
を
選
び
、
論
争
の
文
脈
に
沿
っ
て
配
列

し
た
。
問
答
は
前
の
論
争
で
な
さ
れ
た
問
答
を
受
け
て
展
開
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
配
列
し
た
。

ま
た
問
答
は
配
列
さ
れ
た
節
の
内
容
に
関
連
す
る
部
分
（
例
え
ば
本
節
で
は
中
国
伝
統
思
想
と
関
係
す
る
部
分
）
の
み
を
切
り
取

る
の
で
は
な
く
、
問
答
全
般
に
わ
た
る
内
容
と
筆
者
の
解
説
を
提
示
し
た
。
そ
の
理
由
と
は
、
一
つ
の
問
答
内
に
他
の
節
で
取
り
上
げ

る
テ
ー
マ
と
密
接
に
関
連
す
る
内
容
も
含
ま
れ
、
問
答
間
の
重
層
的
な
相
互
関
係
を
見
る
の
に
便
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
四
節
で
は
頓

悟
説
に
お
け
る
「
一
悟
」
重
視
の
立
場
を
、
第
五
節
で
は
漸
悟
説
に
お
け
る
方
法
論
重
視
の
立
場
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の
で
、
上
述

し
た
本
稿
の
ま
と
め
方
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
第
一
論
争
第
二
問
答
）

　
『
弁
宗
論
』
論
争
が
起
き
た
時
代
の
中
国
人
仏
教
信
者
の
多
く
は
、
儒
仏
道
三
教
の
内
容
に
深
浅
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
追
究
す
る

道
あ
る
い
は
理
は
同
一
だ
と
考
え
た
。
法
勗
や
謝
霊
運
も
例
外
で
は
な
い
。
法
勗
は
漸
悟
説
と
儒
家
の
教
え
に
矛
盾
を
感
じ
な
い
が
、

頓
悟
説
に
対
し
て
は
、
仮
に
釈
尊
が
頓
悟
を
説
い
て
い
た
場
合
、
そ
の
教
え
は
孔
子
の
教
え
と
余
り
に
も
か
け
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
を
持
っ
た
。
頓
悟
説
で
は
、孔
子
と
釈
迦
の
説
く
「
道
」
は
同
じ
で
、「
救
物
の
假
」
も
異
な
ら
な
い
と
見
て
お
り
、

釈
尊
は
「
実
相
の
妙
」
に
つ
い
て
愚
者
に
も
教
え
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
儒
家
で
は
「
神
道
の
域
」
に
つ
い
て
は
、
孔
子
は
顔

回
の
よ
う
な
高
弟
に
す
ら
教
え
な
い
。
か
な
り
高
い
段
階
に
達
し
た
弟
子
に
対
し
て
も
慎
重
な
儒
家
の
教
え
方
を
基
準
に
す
る
と
、
具

体
的
な
方
法
論
を
提
示
せ
ず
、
程
度
の
低
い
者
に
も
直
ち
に
涅
槃
に
入
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る
頓
悟
説
の
内
容
に
疑
念
を
抱
い
た
の
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で
あ
る
。

　

謝
霊
運
は
法
勗
の
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
仏
教
と
儒
家
が
誕
生
し
た
地
域
性
の
違
い
を
根
拠
に
し
て
教
え
の
内
容
の
違
い
を
説
明
し

て
い
る
。
謝
霊
運
の
主
張
を
ま
と
め
る
と
、「
華
人
は
見
理
に
長
け
て
い
る
が
、受
教
は
苦
手
だ
。
だ
か
ら
学
問
を
積
み
重
ね
る
方
法（
累

学
）を
閉
じ
て
一
極
を
開
い
た
」、つ
ま
り
頓
悟
説
に
基
づ
く
仏
教
が
中
国
人
向
き
だ
と
言
う
。そ
し
て「
夷
人
は
受
教
に
長
け
て
い
る
が
、

見
理
が
苦
手
だ
。
だ
か
ら
頓
了
を
閉
じ
て
漸
悟
を
開
い
た
」、
つ
ま
り
漸
悟
説
は
夷
狄
に
適
し
た
仏
教
だ
と
言
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
華
人
は
「
悟
理
に
漸
無
く
」、「
道
を
敢
え
て
説
く
際
に
は
『
無
学
』
で
あ
り
」、
夷
人
は
「
悟
理
に
学
有
り
」、「
道
を
敢

え
て
説
く
際
に
は
『
有
漸
』
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
「
権
と
実
と
い
う
構
造
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
用
い
方
は
各
々
異
な
る
」
こ
と
は
、
昔
の
中
国
に
も
あ
っ
た
と
謝
霊
運
は
述
べ
、

竹
林
の
七
賢
の
一
人
の
向
子
期
（
向
秀
）
が
「
儒
道
を
以
て
一
と
為
し
」、
応
吉
甫
（
応
貞
）
が
「
孔
老
は
斉ひ
と

し
か
る
可
し
」
と
言
っ

て
い
る
こ
と
挙
げ
、
本
質
は
同
じ
で
も
教
え
の
発
現
方
法
が
異
な
る
こ
と
の
傍
証
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
第
三
論
争
第
五
問
答
と
第
六
問
答
お
よ
び
第
四
論
争
第
一
問
答
か
ら
も
、
仏
教
と
儒
家
に
お
け
る
最
高
の
境
地
は
同
一
で

あ
る
と
す
る
立
場
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
立
場
に
つ
い
て
は
頓
悟
説
漸
悟
説
の
い
ず
れ
も
共
通
し
て
い
る
。

（
第
三
論
争
第
五
問
答
）

僧
維
は
漸
悟
説
の
優
位
点
と
し
て
、
愚
な
る
者
や
悪
な
る
者
を
教
化
で
き
る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
周
公
旦
や
孔
子
な
ど
中

国
人
に
と
っ
て
の
聖
人
の
活
動
を
例
に
挙
げ
て
、
漸
悟
説
の
効
用
を
述
べ
て
い
る
。

設も

し
周
孔
を
し
て
実
に
未
だ
極
を
尽
く
さ
ず
と
せ
ば
、
之
れ
を
以
て
世
に
応
ず
と
す
。
故
に
自
ず
か
ら
宗
に
居
す
。
此
れ
は
自
ず
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か
ら
是
の
世
は
聖
を
去
る
こ
と
遠
く
、
未
だ
極
を
明
か
さ
ざ
る
な
り
。
夫
れ
妙
な
る
数
階
を
降
り
、
以
て
群
粗
に
接
す
。
則
ち
粗

な
る
者
の
測
ら
ざ
る
所
な
り
。
然
れ
ば
数
階
の
妙
は
極
妙
の
謂
に
非
ず
。

　

も
し
周
公
旦
や
孔
子
の
活
動
が
極
を
尽
く
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
世
に
応
じ
る
た
め
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
宗
」
に
居
し
て

い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
表
面
的
に
は
聖
か
ら
遠
く
か
け
離
れ
て
、
極
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
僧
維
は
述
べ
て
、
周
公
旦
や
孔
子
も
悟
り
と
同
一
の
境
地
に
い
た
と
み
な
し
、
俗
な
る
者
た
ち
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
程
度
を
落

と
し
て
い
た
の
だ
と
解
し
て
い
る
。

　

ま
た
『
弁
宗
論
』
で
謝
霊
運
が
顔
回
に
言
及
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
僧
維
は
顔
回
の
境
地
は
ど
の
程
度
な
の
か
を
問
う
て
い
る
。

今
豈あ
に

顔
氏
の
崇た
っ
とぶ

所
に
就
き
て
之
れ
を
極
妙
に
同
ず
る
や
。

本
稿
で
も
引
用
し
た
『
弁
宗
論
』
の
箇
所
に
「
顔
は
殆
庶
な
り
と
雖
も
、
無
を
体
し
て
周
を
鑒
み
る
」
と
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
無

を
体
し
て
周
を
鑒
み
る
」
が
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
読
み
方
に
よ
っ
て
は
顔
回
も
聖
人
と
同
じ
境
地
に
達
し
て
い
た
と
も
解
釈

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
僧
維
は
こ
の
点
を
確
認
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
謝
霊
運
は
『
弁
宗
論
』
で
も
述
べ
た

よ
う
に
顔
回
を
「
殆
庶
」
と
評
し
、
聖
人
に
近
い
が
聖
人
と
は
言
え
な
い
と
し
、
聖
人
に
段
階
が
あ
る
説
を
退
け
て
い
る
。

　

僧
維
の
関
心
事
は
、聖
人
に
も
段
階
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
謝
霊
運
は
聖
人
で
あ
る
禹
が「
昌
言
」（
立

派
な
言
葉
）11

を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
例
に
、
聖
人
も
他
人
の
進
言
を
受
け
入
れ
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
世
間
的
か
つ
相

対
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
話
で
、

同
体
至
極
な
れ
ば
、
豈
有
の
小
大
を
計
ら
ん
や
。

と
述
べ
、
本
質
が
至
極
と
同
一
化
し
て
い
る
聖
人
が
「
有
」
と
い
う
区
区
た
る
領
域
で
何
か
を
他
人
か
ら
教
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
聖
人

の
本
質
と
は
別
次
元
の
話
だ
と
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
中
国
の
聖
人
が
体
得
し
た
道
と
仏
教
の
道
の
同
一
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
第
三
論
争
第
六
問
答
）

僧
維
は
第
三
論
争
第
五
問
答
を
受
け
て
、
世
人
が
軽
々
に
測
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
「
昌
言
は
皆
以
て
聖
と
為
す
べ
き
や
」
と
問

う
て
い
る
。

謝
霊
運
は
「
昌
言
」
が
「
賢
」
で
あ
れ
ば
、「
賢
」
と
認
め
る
。「
昌
言
」
が
「
聖
」
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
「
非
聖
」
と
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
か
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
惟
仏
の
み
実
相
の
崇
高
を
究
尽
す
」
と
し
、
仏
の
よ
う
に
悟
り
の
境
地
に
あ
る
者
の
み

「
実
相
の
崇
高
」
を
体
現
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
、

既
に
釈
昌
を
以
て
是
と
為
す
。
何
ぞ
孔
昌
を
以
て
非
と
為
す
や
。

と
述
べ
、「
釈
昌
（
釈
迦
の
昌
言
）」
を
是
と
す
る
か
ら
に
は
、
仏
と
同
一
の
境
地
に
あ
る
「
孔
昌
（
孔
子
の
昌
言
）」
を
非
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
謝
霊
運
は
儒
家
の
経
典
も
仏
教
経
典
と
等
し
く
聖
人
の
言
と
し
て
尊
重
す
る
立
場
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
謝
霊
運
の
論
の
文
脈
に
従
え
ば
、
儒
仏
い
ず
れ
の
経
典
も
言
語
で
書
か
れ
た
と
い
う
限
界
性
が
あ
る
た
め
、

経
典
に
書
か
れ
た
教
え
や
方
法
論
は
す
べ
て
仮
の
手
段
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
第
四
論
争
第
一
問
答
）

　

竺
法
綱
は
第
三
論
争
第
六
問
答
を
受
け
て
、

遺
教
と
孔
釈
の
昌
言
を
折
中
す
る
は
允
に
新
論
を
然
り
と
す
。

と
述
べ
、
先
人
の
教
え
と
釈
迦
や
孔
子
の
昌
言
を
折
中
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
新
論
す
な
わ
ち
頓
悟
説
は
正
し
い
と
認
め
て
い
る
。
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こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
真
理
探
究
法
で
あ
る
と
言
え
る
。し
か
し
謝
霊
運
が
法
勗
と
僧
維
の
問
い
に
答
え
て
、｢

権｣

に
よ
っ
て
通
じ
、

学
は
悟
に
非
ず
と
し
、「
玄
句
徒
説
」
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
考
え
と
は
違
う
と
表
明
し
漸
悟
説
を
支
持
し
た
。
竺
法
綱
は
漸
悟
説

支
持
の
理
由
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。

　

一
つ
め
の
理
由
は
、

何
を
以
て
之
れ
を
言
う
や
。
夫
れ
道
と
形
は
天
隔
し
、
幾ほ
と
んど
二
は
険
絶
す
。
学
び
て
宗
に
漸す
す

ま
ざ
れ
ば
、
曾
て
髣
髴
す
る
無
し
。

と
い
う
よ
う
に
、「
道
」
と
「
形
」
に
は
天
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
り
、
二
者
は
結
び
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
か
け
離
れ
て
お
り
、
学
ん
で

漸
進
し
な
け
れ
ば
、ほ
ん
の
少
し
も
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
竺
法
綱
は
悟
り
の
境
地
と
俗
の
世
界
の
大
き
な
違
い
を
根
拠
に
し
て
、

頓
悟
説
が
説
く
よ
う
に
自
然
に
は
悟
れ
な
い
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
つ
め
の
理
由
は
、
も
し
頓
悟
説
の
よ
う
に
「
有
」
に
務
め
つ
つ
坐
し
て
「
無
」
を
体
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
鐘
繇
や
張
芝
の
書
道

を
習
っ
て
羿
や
養
由
基
の
よ
う
な
弓
矢
の
名
人
に
な
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
方
法

は
有
と
無
の
異
質
さ
を
比
喩
で
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
現
代
の
我
々
の
目
に
は
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
映
る
も
の
で

あ
る
。

　

三
つ
め
の
理
由
は
、
頓
悟
説
の
よ
う
に
「
有
」
に
同
じ
よ
う
と
す
る
の
は
、
甚
だ
し
い
「
礙
」
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
悟
に

到
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
し
て
や
「
有
無
の
至
」
に
お
い
て
は
、
背
い
て
相
通
ず
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
竺
法
綱
は
主
張
の
根
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
竺
法
綱
の
問
い
に
対
し
て
、
謝
霊
運
は
ま
ず
竺
法
綱
の
三
つ
め
の
理
由
を
と
り
あ
げ
て
、

此
れ
は
是
れ
習
う
所
に
拘と
ら

わ
れ
て
以
て
此
の
疑
い
を
生
ず
る
の
み
。

と
し
、
竺
法
綱
は
既
成
観
念
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
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謝
霊
運
は
竺
法
綱
の
二
つ
め
の
理
由
で
述
べ
た
書
道
と
弓
矢
の
例
え
に
対
し
て
は
、
書
道
に
巧
み
な
こ
と
は
確
か
に
弓
矢
に
巧
み
な

こ
と
と
異
な
る
が
、し
か
し
書
道
と
弓
矢
の
両
方
に
巧
み
な
者
は
い
る
と
し
、「
有
」
に
と
ら
わ
れ
て
「
宗
」
に
到
れ
な
い
者
が
い
れ
ば
、

そ
れ
は
「
封
者
（
と
ら
わ
れ
て
い
る
人
）」
の
過
失
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
有
に
い
な
が
ら
に
し
て
悟
れ
な
い
の
は
、
頓
悟
説
の
欠
陥

で
は
な
く
、
未
熟
者
本
人
の
過
失
だ
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
漸
悟
説
は
、
俗
に
だ
け
通
用
す
る
よ
う
な
方
法
論
を
振
り
か
ざ
し
て
、『
易
経
』
に
説
か
れ
る
「
触
類
（
同
類
の
も
の
に
出

会
う
と
す
べ
て
に
及
ぼ
す
）」
の
過
ち
を
犯
し
、
不
可
知
な
こ
と
を
無
理
に
こ
じ
つ
け
て
、『
荘
子
』
斉
物
論
に
説
か
れ
る
「
巧
歴
（
天

文
学
的
計
算
の
名
人
）」
も
計
算
し
つ
く
せ
な
い
こ
と
を
わ
か
ろ
う
と
す
る
過
ち
を
犯
し
て
い
る
。
謝
霊
運
は
こ
の
よ
う
に
批
判
し
、

一
つ
め
の
理
由
で
漸
悟
説
が
方
法
論
を
過
信
し
て
い
る
こ
と
を
戒
め
た
。
こ
の
問
答
も
中
国
伝
統
思
想
の
概
念
で
論
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
論
争
で
は
仏
教
と
儒
家
の
最
高
の
境
地
に
お
け
る
同
一
性
を
前
提
と
し
て
、
中
国
の
聖
人
の
書
と
さ
れ
る
『
易
経
』
や

『
荘
子
』、
さ
ら
に
は
故
事
ま
で
援
用
し
つ
つ
自
説
の
正
当
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
四
論
争
第
三
問
答
で
は
、
孔
子
が
果
た

し
て
漸
悟
論
者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
頓
悟
論
者
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
り
、
謝
霊
運
と
釈
慧
琳
が
論
争
し
て
い
る
。

（
第
四
論
争
第
三
問
答
）

こ
の
問
答
で
釈
慧
琳
は
、『
弁
宗
論
』
で
謝
霊
運
が
「
釈
迦
の
漸
悟
を
や
め
て
、
孔
子
の
殆
庶
を
捨
て
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
を
批

判
し
て
い
る
。

釈
は
有
漸
と
云
う
。
故
に
是
れ
自
ら
形
あ
る
者
は
漸
有
り
。
孔
の
無
漸
も
亦
是
れ
自
ら
道
な
る
者
は
漸
無
し
。

釈
尊
は
「
漸
が
あ
る
」
と
言
っ
て
お
り
、
形
あ
る
者
に
は
漸
が
あ
る
。
孔
子
が
「
漸
が
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
、
自
ず
か
ら
道
に
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お
る
者
は
漸
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
釈
慧
琳
に
よ
れ
ば
孔
子
の
「
無
漸
」
は
す
で
に
道
に
帰
一
し
て
い
る
者
の

場
合
で
あ
り
、
孔
子
は
「
中
人
は
上
を
め
ざ
し
て
（『
論
語
』
雍
也
第
六
）、
久
し
く
習
え
ば
性
質
を
変
え
ら
れ
る
（『
儀
礼
』
郷
飲
酒

礼
四
）」
と
考
え
て
い
る
た
め
、
孔
子
も
漸
悟
説
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

釈
尊
が
「
道
場
に
一
合
す
る
の
は
十
地
の
所
階
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、「
十
地
」
の
階
梯
で
そ
の
ま
ま
「
一
合
」
に
行

け
る
と
は
言
わ
な
い
が
、「
十
地
」
が
あ
っ
て
こ
そ
「
一
合
」
に
行
け
る
と
い
う
意
味
で
、
釈
孔
の
二
聖
人
は
「
漸
絶
（
漸
悟
に
よ
っ

て
累
を
絶
し
よ
う
と
い
う
説
）
の
文
論
」
を
明
ら
か
に
し
た
漸
悟
説
だ
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
謝
霊
運
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
釈
尊
と
孔
子
の
本
質
は
頓
悟
説
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

孔
は
上
を
語
る
と
曰
う
と
雖
も
、
聖
に
階
級
無
し
と
云
う
。
釈
は
一
合
を
曰
う
と
雖
も
、
物
に
仏
性
有
り
と
云
う
。
物
に
仏
性
有

れ
ば
、
其
れ
道
は
帰
す
る
有
り
。
疑
う
所
の
者
は
漸
教
な
り
。
聖
に
階
級
無
け
れ
ば
、
其
の
理
は
貴
ぶ
べ
し
。
疑
う
所
の
者
は
殆

庶
な
り
。

　

孔
子
は
確
か
に
「（
中
人
は
）
上
（
を
め
ざ
す
）」
と
語
っ
て
い
る
が
、「
聖
に
階
級
は
無
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
孔
子
の
教

え
の
貴
ぶ
べ
き
本
質
は
「
殆
庶
」
で
は
な
く
、漸
悟
説
で
は
な
い
。
釈
尊
は
「
一
合
」
を
言
う
が
、「
物
に
仏
性
有
り
」
と
言
っ
て
お
り
、

物
そ
の
も
の
が
た
だ
ち
に
仏
に
他
な
ら
な
い
か
ら
漸
悟
説
で
は
な
い
。
仏
教
の
み
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
と
思
わ
れ
が
ち
な
頓
悟
説

も
、
こ
の
よ
う
に
中
国
伝
統
思
想
に
裏
付
け
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
通
常
の
仏
教
信
者
間
の
論
争
で
あ
れ
ば
仏
説
に
依

拠
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、『
弁
宗
論
』
論
争
で
は
僧
侶
さ
え
も
仏
説
で
は
な
く
専
ら
中
国
伝
統
思
想
や
故
事
を
根
拠
と
し
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
り
、
中
国
仏
教
が
展
開
す
る
の
際
の
特
質
が
垣
間
見
ら
れ
る
一
場
面
で
あ
る
。
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四　

頓
悟
説
に
お
け
る
「
一
悟
」
重
視
の
立
場

　

謝
霊
運
の
頓
悟
説
で
は
、「
一
悟
」
や
「
真
知
」
と
称
さ
れ
る
悟
り
の
境
地
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
原
則
に
据
え
、
論
争
で
は
こ

れ
を
論
証
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
頓
悟
説
の
こ
の
立
場
は
第
三
論
争
第
一
問
答
と
第
二
問
答
に
端
的
に
現
れ
て
い

る
。

（
第
三
論
争
第
一
問
答
）

　

こ
の
問
答
は
非
常
に
短
く
、
慧
麟
の
「
假
知
が
一
た
び
合
え
ば
、
真
知
と
同
じ
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

謝
霊
運
が
「
真
知
と
は
異
な
る
」
と
簡
潔
に
答
え
る
こ
と
で
終
わ
っ
て
い
る
。

（
第
三
論
争
第
二
問
答
）

第
一
問
答
で
表
明
さ
れ
た
「
假
知
と
真
知
は
異
な
る
」
と
い
う
謝
霊
運
の
見
解
に
対
し
て
、
慧
麟
は
ど
う
し
て
異
な
る
の
か
と
更

に
問
い
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
謝
霊
運
は
「
假
知
は
累
伏
な
り
」、「
真
知
は
照
寂
な
り
」
と
い
う
回
答
を
し
て
い
る
。「
假
知
は
累
伏
な
り
」
と
は
、

こ
の
問
答
に
先
行
し
て
第
二
論
争
第
三
問
答
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
現
象
世
界
で
累
（
無
明
）
を
消
そ
う
と
努
力
し
て
も
、
相

対
性
は
超
え
ら
れ
ず
悟
り
に
は
至
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
問
答
で
、假
知
は
「
理
」
が
暫
定
的
に
「
用
」
と
な
り
、「
用
」

が
暫
定
的
に
「
理
」
に
か
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
知
は
恒
常
的
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
。「
真
知
は
照
寂
な
り
」
と
は
謝
霊
運

に
よ
る
悟
り
の
境
地
の
表
現
で
、
真
知
は
普
く
照
ら
し
出
さ
れ
て
し
か
も
静
寂
で
悟
り
と
同
体
で
あ
る
意
に
解
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
続
け
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て
「
理
」
は
常
に
「
用
」
と
な
り
、「
用
」
は
常
に
「
理
」
に
か
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
真
知
は
永
遠
な
の
だ
と
述
べ

て
い
る
。
謝
霊
運
は
真
知
が
照
寂
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
相
変
わ
ら
ず
説
明
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
謝
霊
運
は
概
念
に
よ
る
説

明
は
不
能
で
、
真
知
は
照
寂
で
あ
る
と
い
う
表
現
自
体
も
近
似
の
も
の
、
仮
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
悟
を
主
張
す
る
謝
霊
運
が
漸
悟
説
と
の
違
い
を
明
確
に
示
し
た
の
が
第
二
論
争
第
三
問
答
で
あ
る
。
第
二
論
争
第
三
問
答
で
僧
維

は
一
時
的
に
で
も
高
い
境
地
に
達
す
る
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
謝
霊
運
は
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。

（
第
二
論
争
第
三
問
答
）

　

僧
維
は
漸
悟
説
で
も
高
い
境
地
に
到
達
で
き
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
れ
教
を
尊
び
宗
を
推
す
者
は
永
用
せ
ず
と
雖
も
、
之
れ
を
推
す
時
に
当
た
り
て
は
、
豈あ
に

無
と
暫
合
せ
ざ
る
べ
き
な
る
か
。
若も

し

其
の
暫
合
を
許
さ
ば
、
猶
自
ず
か
ら
不
合
よ
り
賢
な
り
。

教
え
を
尊
び
真
理
を
求
め
る
者
は
、
永
遠
に
持
続
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
時
的
に
素
晴
ら
し
い
境
地
に
入
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
は
「
無
」
に
「
暫
合
」
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
暫
合
」
は
「
不
合
」
よ
り
い
い
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
僧
維
は
主
張
し
、

漸
悟
説
で
は
一
時
的
で
あ
っ
て
も
悟
り
に
相
当
す
る
境
地
に
至
れ
る
と
指
摘
し
、
不
合
（
低
い
境
地
に
止
ま
る
）
よ
り
も
よ
い
と
主
張

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
謝
霊
運
は
、

今
暫
合
は
不
合
よ
り
賢
な
り
と
す
。
誠
に
如
来
の
言
な
り
。

と
述
べ
て
、
僧
維
の
主
張
は
仏
説
に
か
な
っ
て
い
る
と
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
ど
の
経
典
に
因
っ
て
仏
説
と
し
て
い
る
か
は
明
示
さ
れ
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て
い
な
い
。
経
典
の
種
類
は
と
も
あ
れ
、
謝
霊
運
の
主
張
の
文
脈
に
沿
っ
て
読
み
取
る
と
、
こ
の
場
合
の
仏
説
は
愚
や
悪
の
害
を
軽
減

す
る
た
め
に
説
か
れ
た
仮
の
教
え
だ
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

暫
は
假
な
り
。
真
は
常
な
り
。
假
知
は
無
常
、
常
知
は
無
假
な
り
。
今
豈あ
に

假
知
の
暫
を
以
て
常
知
の
真
を
侵
さ
ん
と
す
る
や
。

　

こ
れ
は
仮
の
教
え
で
真
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
仮
の
教
え
の
不
十
分
さ
を
説
く
の
に
謝
霊
運
は
故
事
を
援

用
し
て
い
る
。
ま
ず
巫
臣
が
楚
の
荘
王
を
諌
め
て
夏
姫
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
さ
せ
、
最
終
的
に
巫
臣
が
夏
姫
を
手

に
入
れ
た
と
い
う
故
事
を
挙
げ
て
、
一
時
的
に
正
し
い
こ
と
を
し
て
も
最
後
に
正
し
く
な
い
結
果
に
終
わ
る
こ
と
の
例
と
し
、
ま
た
南

を
聖
、
北
を
愚
に
例
え
、
北
を
背
に
し
て
南
に
向
か
う
こ
と
は
、
北
を
な
く
す
こ
と
で
は
な
く
、
至
南
と
も
言
え
な
い
と
し
、
相
対
性

を
完
全
に
克
服
し
な
け
れ
ば
悟
り
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

謝
霊
運
は
こ
の
問
答
で
「
完
全
な
る
悟
り
」
に
の
み
着
目
し
、
一
時
的
に
高
い
境
地
に
達
す
る
こ
と
を
不
完
全
だ
と
し
て
退
け
て
い

る
。
漸
悟
説
の
僧
維
が
一
時
的
で
も
高
い
境
地
に
達
す
る
こ
と
を
よ
し
と
し
た
の
は
、
漸
悟
説
の
方
が
成
果
が
見
え
や
す
く
、
謝
霊
運

自
身
も
奔
放
不
羈
な
人
物
で
あ
る
し11

、
頓
悟
説
を
説
く
者
の
中
に
悟
り
に
至
っ
た
と
い
う
現
実
味
を
感
じ
さ
せ
る
者
が
い
な
か
っ
た
の

で
、「
暫
合
」
も
よ
し
と
す
る
漸
悟
説
支
持
の
主
張
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
二
論
争
第
三
問
答
と
関
連
し
て
、
第
五
論
争
第
二
問
答
で
も
「
理
」
が
一
時
的
に
現
象
世
界
に
顕
現
す
る
こ
と
を
め
ぐ
り
論
争
さ

れ
て
い
る
。

（
第
五
論
争
第
二
問
答
）

　

王
弘
は
こ
の
問
答
で
、
謝
霊
運
が
第
二
論
争
第
三
問
答
で
「
暫
は
假
な
り
。
真
は
常
な
り
。
假
知
は
無
常
、
常
知
は
無
假
な
り
」
と
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述
べ
て
い
る
こ
と
に
反
論
し
て
い
る
。

暫
知
を
假
と
為
す
も
、
知
な
れ
ば
則
ち
不
知
に
非
ず
。
見
理
は
尚
浅
く
、
未
だ
常
用
な
る
能あ
た

わ
ざ
る
の
み
。

暫
知
は
假
で
あ
る
が
、
知
で
あ
る
か
ら
に
は
不
知
で
は
な
く
、
た
だ
理
を
見
る
の
が
浅
く
て
、
永
続
し
な
い
だ
け
だ
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
入
照
の
分
は
無
し
」
と
す
る
の
は
言
い
過
ぎ
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、

若
し
暫
知
に
し
て
未
だ
是
れ
理
を
見
ざ
れ
ば
、
豈あ
に

理
は
暫
く
用
を
為
す
と
云
う
を
得
ん
や
。
又
何
を
以
て
知
と
称
す
る
か
も
知
ら

ず
。

と
述
べ
、
も
し
暫
知
が
ま
だ
理
を
見
て
い
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
ど
う
し
て
理
が
暫
定
的
に
「
用
」
と
し
て
現
象
世
界
で
働
き
を
発
揮

で
き
よ
う
か
と
し
て
い
る
。
王
弘
は
理
が
現
象
と
し
て
顕
現
し
て
来
る
か
ら
に
は
、
認
識
可
能
で
あ
り
、
漸
悟
説
こ
そ
顕
現
し
た
理
を

概
念
化
し
た
教
え
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
謝
霊
運
は
悟
り
或
い
は
理
を
概
念
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
徹
底
的
に
反
対
し
て
い
る
。

不
知
に
し
て
知
と
称
す
る
者
は
、
正
に
假
知
を
以
て
名
を
得
る
の
み
。
假
な
る
者
は
名
為
り
。
暫
知
に
非
ず
し
て
如
何
。
其
の
用

を
恒
に
せ
ず
。
豈
常
の
謂
い
な
ら
ん
。

　
「
名
」
と
し
て
固
定
化
す
る
こ
と
で
、
既
に
「
常
」
な
る
悟
り
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
謝
霊
運
は
第
二
論
争
第
三

問
答
で
使
っ
た
巫
臣
と
夏
姫
の
例
え
を
再
び
用
い
て
、
一
時
的
に
悟
り
に
合
致
し
た
境
地
に
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
れ
に
恒
常
性

が
な
け
れ
ば
本
当
の
悟
り
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
謝
霊
運
が
言
う
本
当
の
悟
り
、「
一
悟
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
第
一
論
争
第
一
問
答
と
こ
の
問
答
を
め
ぐ
っ
て

再
論
し
た
第
四
論
争
第
四
問
答
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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（
第
一
論
争
第
一
問
答
）

　

法
勗
は
『
弁
宗
論
』
を
見
て
、

清
論
を
敬
覧
す
。
宗
極
を
明
か
す
に
、
微
な
り
と
雖
も
一
悟
頓
了
と
す
。
新
剖
を
欣
ぶ
と
雖
も
竊ひ
そ
かに

疑
う
所
有
り
。

と
い
う
よ
う
に
、「
一
悟
頓
了
」
に
疑
問
を
持
っ
た
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
話
を
続
け
て
い
る
。

夫
れ
明
達
の
者
は
以
て
理
を
体
し
て
欲
を
絶
つ
。
悠
悠
な
る
者
は
以
て
迷
惑
し
累
に
嬰ま
つ

わ
る
。
絶
欲
は
見
理
に
本
づ
き
、
嬰
累
は

乖
宗
に
由
る
。
何
を
以
て
之
れ
を
言
う
や
。
経
に
云
え
ば
な
り
。
新
学
の
者
は
般
若
を
離
れ
便す
な
わち
失
明
者
の
如
し
。
無
導
を
是
れ

懐
理
と
為
し
、
蕩
患
は
茲こ
こ

に
顕
わ
る
。

　

新
学
の
頓
悟
説
は
般
若
か
ら
離
れ
、
し
か
も
拠
り
所
が
な
く
、
弊
害
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
漸
悟
説
は
確
か
な
方

法
論
を
重
視
し
て
お
り
、
方
法
が
明
ら
か
で
は
な
い
頓
悟
説
で
悟
り
を
求
め
て
も
徒
労
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
謝
霊
運
は
「
道
は
俗
と
反
し
、
理
は
相
関
せ
ず
」
と
し
、
道
俗
の
理
は
別
次
元
の
話
だ
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続

け
て
「
故
に
権
に
因
り
て
以
て
之
れ
を
道
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
解
釈
が
難
し
い
の
で
後
の
主
張
を
参
考
に
し
て

解
釈
す
る
と
、「
権
（
方
便
）
に
借
り
て
自
ず
か
ら
道
に
通
じ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
頓
悟
の
構
造
を
述
べ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

権
は
是
れ
假
な
り
と
雖
も
旨
は
非
假
に
在
り
。
智
は
真
な
り
と
雖
も
能よ

く
非
真
と
為
る
。
非
真
は
真
を
傷
め
ず
。
本
は
済
物
に
在

り
。
非
假
は
遂
に
假
な
ら
ず
。
済
す
れ
ば
則
ち
本
に
反か
え

る
。
此
く
の
如
く
し
て
永
劫
に
無
為
な
り
。
空
は
懃ね
ん
ごろ
に
し
て
、
果
を
期

す
。
有
は
皎
日
の
如
し
。

　
「
権
」
は
「
假
」
だ
が
、
本
旨
は
「
非
假
」
に
あ
る
。
悟
り
の
「
智
」
は
「
真
」
で
あ
っ
て
も
、
俗
で
あ
る
「
非
真
」
の
形
を
と
っ

て
表
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
謝
霊
運
の
主
張
を
見
る
と
、
道
家
の
「
無
為
自
然
」
の
思
想
の
影
響
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
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ば
「
非
真
」
は
「
真
」
を
損
な
う
も
の
で
は
な
く
、「
済
物
」
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が
本
質
で
あ
り
、
道
は
あ
く
ま
で
も
自
ず
か

ら
生
命
を
生
か
し
つ
つ
円
満
な
運
動
を
持
続
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。「
非
假
」
は
俗
の
「
假
」
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
假

の
次
元
で
済
物
を
し
て
本
に
帰
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
無
為
に
し
て
空
な
る
道
が
永
劫
に
続
い
て
い
く
と
し
て
い
る
。

（
第
四
論
争
第
四
問
答
）

　

釈
慧
琳
が
第
一
論
争
第
一
問
答
を
取
り
上
げ
て
あ
ら
た
め
て
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
問
題
に
し
て
い
る
の
は
第
一
論
争
第
一
問
答

で
謝
霊
運
が
法
勗
に
対
し
て「
道
は
俗
に
反
す
る
も
の
だ
。道
と
俗
の
理
は
全
く
別
次
元
の
話
だ
。仏
教
の
教
え
で
も
と
り
あ
え
ず
権（
方

便
）
に
借
り
て
道
に
通
じ
よ
う
と
す
る
。
権
は
假
だ
が
、
本
旨
は
非
假
に
あ
り
、
済
物
を
す
れ
ば
本
に
反か
え

る
」
と
主
張
し
て
い
る
点
で

あ
る
。

第
一
に
、権
の
借
り
る
と
こ
ろ
は
「
習
心
」（
仏
教
に
習
っ
て
整
え
た
心
）
で
あ
り
、こ
れ
が
慮
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。「
暁
悟
の
日
」

に
は
、
こ
れ
が
経
に
説
か
れ
る
空
理
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
空
談
に
背
く
と
い
う
の
な
ら
、
論
と
し
て
お
か
し

い
。
釈
慧
琳
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、「
若
し
始
終
相
扶
け
れ
ば
教
を
修
め
て
至
る
べ
し
」
と
し
て
、
假
と
非
假
が
相
互
に
う
ま
く
作
用

し
合
え
ば
悟
り
に
至
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
漸
悟
説
を
主
張
し
て
い
る
。

　

第
二
の
問
い
は
、
本
稿
第
四
節
で
取
り
上
げ
た
第
二
論
争
第
三
問
答
で
謝
霊
運
が
述
べ
た
「
假
知
」
の
論
は
見
た
目
は
立
派
だ
が
、

矛
盾
が
あ
る
と
し
、
南
に
向
か
え
ば
越
に
行
け
る
し
、
北
を
背
に
す
れ
ば
燕
か
ら
離
れ
る
。「
越
南
燕
北
」
を
信
じ
る
の
と
同
じ
く
、

空
の
理
を
信
じ
て
心
を
洗
い
、「
有
」
を
損
じ
て
「
累
」
を
払
え
ば
い
い
の
だ
。
有
は
「
愚
」、
空
は
「
聖
」
だ
。
頓
悟
説
は
、
越
の
国

に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
間
違
え
て
楚
の
都
の
郢
に
通
ず
る
道
を
急
い
で
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
し
、
般
若
の
道
に
従
っ
て
着
実

に
進
ん
で
い
く
漸
悟
説
を
是
と
し
て
い
る
。
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謝
霊
運
は
ま
ず
第
一
の
問
い
に
対
し
て
、
釈
慧
琳
の
「
若
し
始
終
相
扶
け
れ
ば
教
を
修
め
て
至
る
べ
し
」
と
い
う
主
張
を
取
り
上
げ

て
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

夫
れ
智
は
権
の
本
と
為
り
、
権
は
智
の
用
と
為
る
。
今
聖
の
意
を
取
れ
ば
則
ち
智
な
り
。
経
の
辞
に
即
す
れ
ば
則
ち
権
な
り
。
傍

権
を
以
て
検
と
為
す
。
故
に
三
乗
は
咸み
な

筌
蹄
な
り
。
既
に
意
は
以
て
宗
に
帰
す
。
故
に
般
若
は
魚
兎
為
り
。

　

大
切
な
の
は
「
智
」
で
あ
っ
て
「
権
」
で
は
な
い
。
聖
の
「
意
」
を
取
る
の
が
「
智
」
で
あ
り
、経
典
の
言
葉
は
権
と
な
っ
て
現
れ
る
。

「
傍
権
」
で
あ
る
経
典
の
言
葉
を
手
本
と
し
て
い
る
か
ら
、
三
乗
の
教
え
は
筌
蹄
（
手
段
）
で
あ
り
、
意
が
宗
（
悟
り
）
に
帰
す
れ
ば
、

般
若
は
魚
兎
（
目
的
と
し
て
い
る
悟
り
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
「
得
意
」
こ
そ
が
大
事
だ
と
い
う
『
弁
宗
論
』
の
内
容
を

や
や
詳
し
く
再
論
し
て
い
る
。

次
に
第
二
の
問
い
に
答
え
て
、
第
二
論
争
第
三
問
答
で
謝
霊
運
が
述
べ
た
、
巫
臣
が
最
終
的
に
夏
姫
を
自
分
の
も
の
に
し
た
例
え

を
再
論
し
、一
時
的
に
高
い
境
地
に
達
す
る
こ
と
は
本
当
の「
悟
道
の
謂
」で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
釈
慧
琳
の「
燕
北
越
南
」「
有

愚
空
聖
」
の
論
に
つ
い
て
は
一
応
肯
定
し
、「
懃
者
は
日
々
に
忘
じ
」、「
瞻
者
は
驟
進
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
漸
悟
説
に
従
っ
て
精
励

す
る
の
も
確
か
に
如
来
の
言
に
あ
る
と
も
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、「
懃
者
は
未
だ
是
れ
得
ず
」、「
瞻
者
は
未
だ
是
れ
至
ら
ず
」
と
述
べ
、

漸
悟
説
に
従
っ
て
も
悟
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
は
「
向
宗
」
と
呼
ぶ
べ
き
段
階
で
、
悟
り
を
す
で
に
得
た
「
一
悟
」
と
は
違

う
と
述
べ
て
い
る
。
仏
教
の
修
行
を
し
て
、
竺
道
生
「
大
頓
悟
説
」
に
見
え
る
如
く
、
果
実
が
自
然
に
熟
す
る
よ
う
に
悟
る
場
合
の
み

を
謝
霊
運
は
肯
定
し
て
お
り
、
教
条
的
な
修
行
の
階
梯
を
悟
り
に
至
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
は
認
め
て
い
な
い
。

　

以
上
に
頓
悟
説
が
い
か
に
「
一
悟
」
を
重
視
し
て
い
る
か
が
読
み
取
れ
る
問
答
を
提
示
し
た
。
本
稿
第
三
節
で
資
料
と
し
て
提
示
し

た
第
三
論
争
第
五
問
答
で
は
、
僧
維
が
「
数
階
の
妙
は
極
妙
に
非
ず
」
と
述
べ
て
頓
悟
説
に
理
解
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
問
答
で
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謝
霊
運
の
論
を
引
用
し
て
、

論
に
云
う
。
或
い
は
道
は
広
に
し
て
事
は
狭
な
り
。
或
い
は
事
は
是
に
し
て
人
は
非
な
り
。
今
、
事
の
小
大
を
以
て
、
道
の
粗
妙

を
格
す
べ
か
ら
ず
、
と
。
誠
な
る
か
な
、
斯
の
言
。
但た
だ

疑
う
所
は
此
こ
に
在
ら
ざ
る
の
み
。

と
述
べ
て
お
り
、
頓
悟
説
が
相
対
性
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
漸
悟
論
者
が
僧
維
と
同
様
の

見
方
を
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
漸
悟
説
の
弱
点
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

五　

漸
悟
説
に
お
け
る
方
法
論
重
視
の
立
場

　

漸
悟
説
が
頓
悟
説
に
対
し
て
最
も
疑
念
を
抱
い
て
い
る
の
が
、
悟
り
を
開
く
た
め
の
方
法
論
で
あ
る
。
頓
悟
説
の
立
場
か
ら
す
る
と

「
あ
え
て
提
示
し
な
い
」
の
で
あ
る
が
、
漸
悟
論
者
に
は
「
明
示
で
き
な
い
」
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
漸
悟
説
で
は
頓
悟
説
自
体
の
妥
当
性
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
、
俗
と
聖
、
有
と
無
と
い
う

よ
う
に
、
俗
を
前
提
と
し
た
聖
や
、
有
を
前
提
と
し
た
無
で
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
段
階
が
生
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、
頓
悟
説
は
結
局
の
と

こ
ろ
漸
悟
説
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
第
二
論
争
第
一
問
答
で
僧
維
と
謝
霊
運
が
こ
れ
に
つ
い
て
討

論
し
て
い
る
。

（
第
二
論
争
第
一
問
答
）

　

僧
維
の
質
問
は
新
論
法
師
（
竺
道
生
）
は
「
宗
極
は
微
妙
に
し
て
階
級
を
容
れ
ず
」
と
言
う
も
の
の
、「
無
」
を
想
定
し
て
い
る
と
し
、

若も

し
無
を
資と

り
て
以
て
有
を
尽
く
さ
ば
、
焉
ぞ
之
れ
を
漸
悟
と
謂
わ
ざ
る
を
え
ん
や
。
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と
述
べ
、「
無
」
を
前
提
に
し
て
「
有
」
を
な
く
す
と
い
う
発
想
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
段
階
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
結
局
は
漸
悟
説

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
に
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
議
論
で
あ
る
が
、
謝
霊
運
の
斬
新
な
回
答
を
期

待
し
て
出
し
た
質
問
か
も
し
れ
な
い
。

　

謝
霊
運
は
僧
維
の
最
初
の
質
問
に
対
し
て
、「
階
級
は
教
愚
の
談
、
一
悟
は
得
意
の
論
」
と
答
え
て
い
る
。
漸
悟
説
は
確
か
に
累
（
無

明
）
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
教
え
で
あ
る
が
、「
在
有
の
時
」
す
な
わ
ち
悟
る
前
の
時
は
、
学
ん
で
も
悟
り
に
は
至
れ
な
い
と
い
う
限

界
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
頓
悟
説
の
方
法
論
は
と
言
う
と
、「
累
」
が
尽
き
て
「
無
」
に
な
る
と
い
う
の
は
「
誠
に
符
契
の
如
し
」

と
い
う
説
明
に
と
ど
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
不
可
知
論
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

　

悟
り
ま
で
に
段
階
が
あ
る
と
い
う
漸
悟
説
の
立
場
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
第
二
論
争
第
二
問
答
と
こ
れ
を
補
足
す
る
形

で
な
さ
れ
た
第
五
論
争
第
一
問
答
で
あ
る
。

（
第
二
論
争
第
二
問
答
）

　

僧
維
は
学
ん
で
段
階
的
に
悟
り
に
至
れ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、

夫
れ
学
に
渉
り
宗
を
希の
ぞ

ま
ば
当
に
其
の
明
を
日
進
す
べ
し
。（
中
略
）
若も

し
其
の
明
を
日
進
せ
ば
漸
悟
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。

と
述
べ
、
学
に
よ
っ
て
真
理
を
探
究
す
る
に
は
「
日
進
」
が
よ
く
、
段
階
が
あ
る
の
は
当
然
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
日
進
」
に

依
拠
し
て
い
る
が
、
万
人
が
拠
り
所
と
す
べ
き
聖
人
の
言
葉
と
し
て
「
日
進
」
を
根
拠
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
僧
維
は
「
日
進
」
の

出
典
を
明
ら
か
に
し
て
な
い
の
で
推
定
で
は
あ
る
が
、『
大
学
』
に
は
、11

湯
の
盤
の
銘
に
曰
わ
く
、「
苟ま
こ
とに

日
に
新
た
に
、
日
日
に
新
た
に
、
又
日
に
新
た
な
れ
」
と
。
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と
あ
り
、
殷
の
湯
王
の
「
日
新
」
を
根
拠
に
据
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。11

　

日
進
を
盾
に
し
て
漸
悟
説
の
正
当
性
を
主
張
す
る
僧
維
に
対
し
て
、
謝
霊
運
は
日
進
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
は
漸
至
に
非
ず
。
信
は
教
由よ

り
発
す
。
何
を
以
て
之
れ
を
言
う
や
。
教
に
由
り
て
信
あ
れ
ば
則
ち
日
進
の
功
有
り
。
漸
の
明
か

す
所
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
入
照
の
分
無
し
。

悟
り
の
「
明
」
は
漸
至
で
は
な
く
、凡
俗
の
「
信
」
は
「
教
」
に
よ
り
発
す
る
。
教
え
に
よ
っ
て
信
じ
れ
ば
、日
進
の
功
が
あ
る
と
し
、

謝
霊
運
は
日
進
で
は
完
全
な
悟
り
に
は
至
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
漸
悟
説
で
は
「
入
照
」（
悟
り
に
入
る
こ
と
）
は
で
き
な
い
と
し

て
い
る
。
漸
悟
で
「（
無
明
を
）
伏
（
す
る
こ
と
）
は
無
に
同
じ
に
似
て
、
善
は
悪
に
乖
く
に
似
」
て
い
る
が
、
類
似
の
段
階
が
限
界

で
あ
る
と
い
う
。
謝
霊
運
は
求
め
る
べ
き
究
極
の
境
地
を
、
こ
の
問
答
で
は
「
心
本
無
累
」、「
萬
滞
同
尽
」
と
表
現
し
、
こ
の
境
地
は

「
一
悟
」
で
の
み
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。

（
第
五
論
争
第
一
問
答
）

　

王
弘
は
謝
霊
運
が
第
二
論
争
第
二
問
答
で
述
べ
て
い
た
「
教
え
に
由
り
て
信
あ
る
も
、
入
照
の
分
は
無
し
」
を
取
り
上
げ
て
、
疑
義

を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
教
え
に
従
っ
て
漸
進
し
悟
り
に
至
る
と
い
う
方
法
が
閉
ざ
さ
れ
た
時
、
ど
う
す
べ
き
か
を
問
う
て
い
る
の
で

あ
る
。
王
弘
は
「
何
に
由
り
て
日
進
の
功
有
り
や
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

謝
霊
運
は
こ
れ
に
対
し
て
、

顔
子
は
二
を
体
す
る
も
未
だ
照
に
及
ば
ざ
れ
ば
則
ち
向
善
な
り
。（
中
略
）
賜
は
之
れ
を
以
て
二
な
る
も
、
回
は
之
れ
を
以
て
十

な
り
。
豈あ
に

直た
だ

尤と
が

を
免
れ
る
の
み
な
ら
ん
や
。
実
に
日
進
の
功
有
り
。

と
述
べ
た
。
顔
回
は
（
分
別
の
世
界
で
あ
る
）
二
を
体
得
し
て
い
た
が
、
ま
だ
照
（
悟
り
）
に
は
及
ば
ず
、「
向
善
」
で
あ
っ
た
。
孔
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子
が
子
貢
（
賜
）
に
、
顔
回
と
君
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
と
問
う
た
時
に
、

賜
や
、
何
ぞ
敢
え
て
回
を
望
ま
ん
。
回
や
一
を
聞
き
て
以
て
十
を
知
る
。
賜
や
一
を
聞
き
て
以
て
二
を
知
る
。

と
子
貢
は
答
え
て
い
る
。11

子
貢
が
一
を
聞
い
て
二
を
知
り
、
顔
回
が
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
対
的
な
現
象
世
界
の

知
に
お
い
て
は
顔
回
が
優
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
「
日
進
の
功
」
が
あ
る
と
い
え
る
と
謝
霊
運
は
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
日
進

の
功
は
必
ず
し
も
悟
り
に
至
る
道
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
の
で
、「
入
照
の
分
は
無
し
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

方
法
論
を
重
視
す
る
漸
悟
説
と
、
こ
れ
に
反
し
て
方
法
論
を
確
定
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
な
頓
悟
説
の
違
い
が
わ
か
り
や
す
く
明
示
さ

れ
て
い
る
の
が
、
第
四
論
争
第
二
問
答
で
あ
る
。

（
第
四
論
争
第
二
問
答
）

　

第
二
論
争
第
一
問
答
で
謝
霊
運
が
僧
維
に
「
累
が
尽
き
て
い
な
い
の
で
、
無
は
得
ら
れ
な
い
。
累
の
弊
を
尽
く
し
て
こ
そ
、
初
め
て

無
を
得
ら
れ
る
の
み
だ
」
と
答
え
た
こ
と
を
竺
法
綱
は
こ
の
問
答
で
取
り
上
げ
、
漸
悟
説
の
正
当
性
を
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
は
悟
り
に
至
る
の
に
段
階
が
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
道
を
誤
る
最
大
の
要
因
は「
封
有
の
累
」で
あ
る
。「
有
」

で
は
「
有
」
を
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
。「
有
」
を
払
う
も
の
が
必
ず
あ
る
の
だ
。
先
に
「
有
累
」
を
尽
く
し
て
、
そ
の
後
で
「
無
」

を
得
る
の
だ
。
つ
ま
り
「
累
尽
則
無
」
と
言
え
よ
う
。
竺
法
綱
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
、
無
に
至
る
に
は
段
階
が
あ
る
と
説
く
。

　

そ
し
て
、
頓
悟
説
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
謝
霊
運
は
「
累
之
自
去
」
を
主
張
す
る
が
、
実
は
「
無
待
（
対
象
が
な

い
）」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
無
待
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
に
は
、「
無
」
が
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
故
に
「
無
無
」

が
貴
い
の
だ
。
竺
法
綱
の
主
張
と
は
、
ひ
と
ま
ず
相
対
性
を
認
め
て
か
ら
相
対
性
を
打
ち
消
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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竺
法
綱
は
謝
霊
運
の
主
張
に
つ
い
て
、
重
暗
（
累
）
と
火
日
（
教
）
の
例
え
で
説
明
を
試
み
て
い
る
。
謝
霊
運
は
重
暗
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
て
、
火
日
の
力
を
借
り
な
い
と
言
う
。
し
か
し
火
日
の
力
を
借
り
な
い
と
い
っ
て
も
、
火
日
を
設
け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
れ
な
の
に
「（
火
日
の
）
明
」
を
尊
ば
な
い
と
い
う
の
で
は
問
題
が
あ
る
。
竺
法
綱
は
こ
の
よ
う
に
謝
霊
運
を
批
判
し
た
。

　

謝
霊
運
は
重
暗
と
火
日
の
例
え
を
受
け
て
、

明
が
晦
新
を
為
す
に
、
功
は
火
日
に
在
り
。
但た
だ

火
日
は
功
を
幽
闇
に
称
さ
ず
。
般
若
は
恵
を
愚
惷
に
言
わ
ず
。

と
述
べ
、「
明
」
が
「
晦
新
（
暗
い
状
態
を
改
め
る
）」
す
る
に
は
、「
火
日
」
が
必
要
な
こ
と
を
謝
霊
運
も
認
め
て
い
る
。
し
か
し
火

日
や
般
若
に
は
確
か
に
偉
大
な
作
用
が
あ
る
が
闇
や
愚
人
に
対
し
て
功
を
誇
っ
た
り
、
恩
を
押
し
付
け
た
り
し
な
い
、
つ
ま
り
太
陽
が

万
人
に
対
し
て
自
然
に
光
を
与
え
る
よ
う
に
、
頓
悟
と
は
自
然
に
な
さ
れ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

第
四
論
争
第
二
問
答
で
、
謝
霊
運
は
漸
悟
説
の
「
相
対
性
を
認
め
て
か
ら
相
対
性
を
打
ち
消
す
」
と
い
う
俗
か
ら
悟
り
に
至
る
構
造

を
批
判
し
た
。
ま
た
頓
悟
説
で
は
、
た
と
え
仏
説
と
し
て
説
か
れ
た
方
法
論
で
あ
っ
て
も
、
聖
人
の
真
意
を
理
解
せ
ず
に
相
対
的
な
方

法
論
を
確
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
こ
れ
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
具
体
策
を
提
案
す
る
こ
と
は
な
い
。
第
三
論
争
第

四
問
答
で
謝
霊
運
は
、
仏
説
と
い
う
権
威
を
掲
げ
て
方
法
論
を
押
し
付
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
漸
悟
説
の
立
場
を
批
判
し
て
い

る
。

（
第
三
論
争
第
四
問
答
）

こ
の
問
答
は
冒
頭
に
「
麟
維
問
う
」
と
あ
り
、
慧
麟
と
僧
維
二
人
の
問
い
か
ら
始
ま
る
。
二
人
は
、「
三
世
は
百
年
よ
り
長
く
、

三
千
世
界
は
赤
県
（
中
国
）
よ
り
広
く
、
四
部
は
戸
口
よ
り
多
く
、
七
宝
は
石
沙
よ
り
妙
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
の
に
小
大
が
あ
る
こ
と
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の
表
れ
だ
。
ゆ
え
に
教
化
に
遠
近
が
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
る
の
か
」
と
問
い
か
け
た
。
こ
れ
は
慧
麟
と
僧
維
が
頓
悟
説
を
否
定
し
た

の
で
は
な
く
、
漸
悟
説
と
並
立
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
も
の
と
も
読
め
る
。

　

本
節
で
こ
の
問
答
の
次
に
配
し
た
第
一
論
争
第
三
問
答
の
中
で
も
、
謝
霊
運
は
漸
悟
説
の
方
法
論
自
体
を
否
定
し
な
い
こ
と
を
表
明

し
て
い
る
。
こ
の
第
三
論
争
第
四
問
答
で
は
、

事
理
同
じ
か
ら
ず
。
恒
に
四
端
を
成
す
も
、
自
ず
か
ら
小
大
有
り
、
各
々
其
の
宜
し
き
を
得
る
。

と
述
べ
、
世
間
で
の
身
の
処
し
方
に
四
端11

が
あ
る
が
、
人
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
違
い
が
あ
る
と
し
、
慧
麟
と
僧
維
の
説
を
一
応
肯
定
し

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
多
様
性
の
中
か
ら
、
あ
る
方
法
を
抽
出
し
て
そ
れ
の
み
を
基
準
と
し
て
全
体
に
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
の
が
謝
霊
運
の
主
張
で
あ
る
。

「
妙
覚
を
称
し
て
、
国
土
に
精
粗
あ
り
」、
す
な
わ
ち
悟
り
の
境
地
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
精
粗
の
あ
る
国
土
と
い
う
現
象
と
し
て
顕

現
し
て
来
る
。
し
か
し
、「
精
粗
の
国
土
を
以
て
聖
に
優
劣
有
り
と
言
う
べ
か
ら
ず
」
と
し
、
迷
い
の
立
場
の
論
理
で
聖
人
の
説
を
評

価
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
漸
悟
説
は
自
分
の
方
法
論
に
固
執
し
て
他
者
に
押
し
つ
け
て
い
る
と
い
う
の
が

謝
霊
運
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

当
時
は
中
国
伝
統
思
想
が
指
す
究
極
の
境
地
と
仏
教
に
説
か
れ
る
悟
り
の
境
地
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
す
で
に
述
べ
た
。
頓
悟
説
で
は
漸
悟
説
の
み
な
ら
ず
、
中
国
伝
統
思
想
に
よ
っ
て
悟
る
可
能
性
も
排

除
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
第
一
論
争
第
三
問
答
か
ら
う
か
が
え
る
。

（
第
一
論
争
第
三
問
答
）
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こ
の
問
答
で
法
勗
は
多
く
の
漸
悟
論
者
と
同
様
に
、
頓
悟
説
に
明
確
な
方
法
論
が
な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

然
る
に
淵
極
朗
鑒
は
則
を
上
に
作
り
、
愚
民
蒙
昧
は
下
に
伏
従
す
。
故
に
則
を
作
る
に
宜
し
く
其
の
政
を
審
ら
か
に
す
べ
し
。
伏

従
す
る
に
必
ず
是
れ
其
の
宗
あ
り
。

優
れ
た
者
が
規
則
を
作
り
、
愚
者
が
そ
れ
に
従
う
と
い
う
の
が
い
わ
ば
常
識
で
あ
る
。
規
則
を
作
れ
ば
、
そ
の
正
当
性
を
明
ら
か

に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
従
う
者
も
正
し
い
原
則
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
勗
は
考
え
て
、
今
の
世
は
「
筌
蹄
（
手
段
）

既
に
已
に
紛
錯
し
」、
取
る
べ
き
方
法
が
わ
か
ら
ず
、「
群
黎
（
人
々
）
は
何
に
由
り
て
真
に
帰
せ
ん
」
と
い
う
よ
う
に
何
を
頼
り
に
真

理
を
求
め
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
混
乱
状
態
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
方
法
論
が
明
ら
か
な
漸
悟
説
に
従
う
べ
き
だ
と
い
う

の
が
法
勗
の
主
張
で
あ
る
。

謝
霊
運
は
こ
れ
に
対
し
て
、「
至
精
の
理
」
と
「
至
粗
の
人
」
を
つ
な
ぐ
の
は
大
変
な
の
で
、
傍
に
「
漸
悟
」
と
い
う
仮
の
手
段
が

提
示
さ
れ
、本
当
に
大
事
な
「
頓
解
」
は
難
し
い
の
で
密
か
に
説
か
れ
た
と
主
張
し
た
。
頓
悟
説
で
は
特
定
の
方
法
を
明
示
し
な
い
が
、

謝
霊
運
に
よ
れ
ば
仏
教
以
外
の
方
法
論
に
つ
い
て
も
悟
り
に
至
れ
な
い
と
は
否
定
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

礼
教
に
倚
る
者
あ
り
。
所
以
に
潜
か
に
学
聖
と
成
る
あ
り
。
学
聖
は
六
経
を
出
ず
。
六
経
を
も
っ
て
頓
解
を
得
て
、三
蔵
を
見
ず
。

　

儒
家
（
礼
教
）
を
学
ぶ
人
々
の
中
に
「
学
聖
」
と
い
う
者
が
い
て
、
彼
は
仏
教
の
三
蔵
を
見
て
お
ら
ず
、
知
識
は
六
経
の
範
囲
を
出

な
い
が
そ
れ
で
も
頓
解
し
て
い
る
と
い
う
。

而
し
て
以
て
三
蔵
は
果
た
し
て
筌
蹄
な
る
こ
と
歴
然
た
り
。
何
ぞ
紛
錯
を
疑
わ
ん
。
魚
兎
を
既
に
獲
れ
ば
、群
黎
は
以
て
済
わ
る
。

　

魚
兎
（
悟
り
）
を
得
れ
ば
人
々
は
救
わ
れ
る
の
で
、
筌
蹄
（
手
段
）
が
何
で
あ
る
か
は
問
わ
な
い
と
い
う
の
が
頓
悟
説
の
主
張
で
あ

る
。
頓
悟
説
は
仏
教
を
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に
は
仏
教
の
方
法
論
を
評
価
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
俗
と
悟
り
を
つ

な
ぐ
構
造
論
に
従
っ
て
、
仏
教
以
外
の
方
法
も
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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何
も
具
体
的
な
方
法
を
提
示
で
き
な
い
の
は
あ
ま
り
に
も
無
策
で
は
な
い
か
と
い
う
漸
悟
説
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
頓
悟
説
は
俗

と
悟
り
の
構
造
論
で
応
じ
た
。
そ
の
様
子
は
第
三
論
争
第
三
問
答
と
こ
れ
を
補
足
す
る
形
で
な
さ
れ
た
第
五
論
争
第
三
問
答
か
ら
う
か

が
わ
れ
る
。

（
第
三
論
争
第
三
問
答
）

　

頓
悟
説
で
は
自
ず
か
ら
無
明
が
な
く
な
る
と
し
て
い
る
点
に
、
慧
麟
は
批
判
を
加
え
て
い
る
。

累
は
自
ら
除
か
れ
ず
。
故
に
理
を
求
め
て
以
て
累
を
除
く
。

　

無
明
は
自
助
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
消
え
る
と
す
る
漸
悟
説
を
支
持
し
、
頓
悟
説
は
「
将
に
何
を
以
て
之
れ
を
去
る
か
」
と
問
い
か
け

て
い
る
。

　

慧
麟
は
頓
悟
説
の
方
法
論
を
問
う
て
い
る
の
だ
が
、
謝
霊
運
は
方
法
論
に
つ
い
て
は
説
い
て
い
な
い
。
順
序
立
て
た
方
法
論
を
言
っ

た
瞬
間
に
漸
悟
説
と
化
し
て
し
ま
う
の
で
、
頓
悟
説
と
し
て
は
第
一
論
争
第
三
問
答
を
踏
み
越
え
た
回
答
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
か
わ
り
、
謝
霊
運
は
漸
悟
説
の
限
界
に
つ
い
て
別
の
説
き
方
で
説
明
し
反
論
し
て
い
る
。

　

漸
悟
説
は
教
え
を
活
用
し
て
無
明
を
な
く
そ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
伏
累
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
頓
悟
説
は
「
滅
累
」
で
あ
り
、

「
伏
累
」
と
「
滅
累
」
は
同
じ
に
見
え
る
よ
う
だ
が
、
実
は
異
な
る
。「
滅
累
」
の
体
は
「
物
我
同
忘
」、「
有
無
一
観
」
の
境
地
で
あ
る
。

「
伏
累
の
状
」
は
、「
他
・
己
」「
空
・
実
」
を
別
に
見
て
い
て
、
そ
れ
で
は
ま
だ
「
滞
」（
迷
い
）
の
境
地
に
あ
る
。「
無
・
有
」「
我
・
物
」

の
同
一
性
を
観
じ
て
こ
そ
、「
照
」（
悟
り
）
に
な
る
の
で
あ
る
。
謝
霊
運
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
、「
滅
累
」
の
一
点
に
の
み
着
目
す

る
頓
悟
説
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。
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（
第
五
論
争
第
三
問
答
）

　

王
弘
は
こ
の
問
答
で
、
謝
霊
運
が
第
三
論
争
第
三
問
答
で
、

教
を
用
と
為
す
者
は
、
心
は
日
々
に
伏
す
。
伏
累
が
彌い
よ
い
よ々

久
し
け
れ
ば
、
滅
累
に
至
る
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
問
う
て
い
る
。
謝
霊
運
に
よ
れ
ば
「
伏
累
」
は
漸
悟
説
で
、「
滅
累
」
は
頓
悟
説
で
あ
る
。
第
三

論
争
第
三
問
答
で
慧
麟
は
頓
悟
説
の
方
法
論
を
問
う
て
い
た
の
だ
が
、
謝
霊
運
は
方
法
論
に
つ
い
て
説
か
な
か
っ
た
た
め
、
王
弘
は
こ

こ
で
「
滅
累
」
の
方
法
に
つ
い
て
問
う
た
よ
う
で
あ
る
。
王
弘
は
「
此
れ
に
属
せ
ば
則
ち
彼
は
廃
す
る
の
み
」
と
い
う
よ
う
に
、
拠
り

所
が
あ
っ
て
こ
そ
無
明
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
漸
悟
説
が
正
し
い
と
論
じ
て
い
る
。
謝
霊
運
も

「
累
を
伏
す
る
に
、
此
れ
に
属
せ
ば
則
ち
彼
を
廃
す
」
は
実
に
如
来
の
告
な
り
。「
凡お
よ

そ
厥そ

の
心
数
は
孰い
ず

れ
か
皆
然
ら
ず
や
」
も
亦ま
た

如
来
の
旨
な
り
。

と
述
べ
て
、
彼
此
の
区
別
が
あ
る
相
対
の
世
界
で
無
明
を
な
く
し
て
い
く
教
え
は
仏
の
教
え
で
あ
る
こ
と
や
、
お
よ
そ
人
の
心
的
状
態

は
類
似
し
て
い
る
と
仏
説
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
王
弘
は
漸
悟
説
こ
そ
が
万
人
に
通
用
す
る
教
え
だ
と
論
じ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
謝
霊
運
は
、

譬
え
ば
薬
の
如
く
、
験
あ
る
者
は
疾
は
痊い

え
易
く
、
理
の
妙
な
る
者
は
吝
を
洗
う
べ
し
。
吝
を
洗
え
ば
豈
復
た
循
環
せ
ん
や
。
疾

は
痊
え
れ
ば
安い
ず
くん
ぞ
能
く
起
滅
せ
ん
や
。
則
ち
事
は
侔ひ
と

し
か
ら
ず
し
て
居
然
と
し
て
已
に
辨わ
き
まえ
た
り
。
但た
だ

無
漏
の
功
な
る
の
み
。

と
述
べ
た
。
よ
く
効
く
薬
は
病
を
治
す
し
、
理
の
妙
な
る
者
は
吝
（
無
明
）
を
洗
う
。
吝
を
洗
え
ば
、
も
は
や
循
環
（
輪
廻
）
し
な
い
。

病
が
癒
え
れ
ば
も
は
や
起
滅
（
輪
廻
）
せ
ず
、
現
象
と
し
て
現
れ
る
「
事
」
は
（
悟
り
の
境
地
に
）
等
し
く
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
で
本
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質
的
に
は
悟
り
に
異
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
「
無
漏
の
功
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
謝
霊
運
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ま
た
方
法
論

に
は
触
れ
ず
、
俗
と
悟
り
の
構
造
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

こ
の
第
五
論
争
第
三
問
答
は
『
弁
宗
論
』
論
争
に
お
い
て
謝
霊
運
が
参
加
す
る
最
後
の
問
答
で
あ
る
。
こ
の
問
答
の
最
後
に
謝
霊

運
は
自
説
の
拙
さ
を
詫
び
、
ま
た
論
争
相
手
に
謝
辞
を
述
べ
て
自
分
が
関
わ
る
論
争
の
結
び
と
し
た
。

六　

竺
道
生
と
『
弁
宗
論
』
論
争

　

頓
悟
説
と
は
竺
道
生
が
仏
教
思
想
の
文
脈
で
創
出
し
た
思
想
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
弁
宗
論
』
論
争
に
お
け
る
各
問
答
の
論

拠
は
ほ
と
ん
ど
中
国
伝
統
思
想
で
あ
り
、
仏
説
と
称
す
る
引
用
も
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
仏
教
思
想
に
起
源
す

る
概
念
を
等
閑
視
し
た
議
論
に
つ
い
て
、竺
道
生
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。第
五
論
争
第
四
問
答
で
、王
弘
が『
弁

宗
論
』
論
争
全
体
の
締
め
く
く
り
と
し
て
竺
道
生
に
感
想
を
求
め
、
竺
道
生
が
こ
れ
に
答
え
て
い
る
。
本
節
で
は
竺
道
生
の
感
想
を
見

る
こ
と
と
し
た
い
。

（
第
五
論
争
第
四
問
答
）

こ
の
問
答
で
は
ま
ず
王
弘
か
ら
謝
霊
運
宛
て
に
書
簡
が
出
さ
れ
、

更
に
前
答
を
尋
ぬ
る
に
、
超
悟
は
亦
知
ら
ず
。
所
以
に
異
を
為
す
。
正
に
当
に
爾し
か

る
べ
き
の
み
。
生
公
に
送
り
示
さ
ん
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
謝
霊
運
の
主
張
す
る
超
悟
が
理
解
で
き
ず
、
い
ろ
い
ろ
質
問
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
今
度
は
竺
道
生
に
問
答
を

見
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
向
を
伝
え
た
。
論
争
に
対
す
る
竺
道
生
の
感
想
は
「
竺
道
生
が
王
衛
軍
に
答
う
」
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
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て
、
第
五
論
争
第
四
問
答
の
最
後
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

竺
道
生
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

謝
永
嘉
の
論
を
究
尋
す
る
に
、
都す
べ

て
間
然
無
し
。
同
似
た
る
こ
と
妙
善
の
若ご
と

き
も
の
有
り
。
以
て
欣
び
と
為
さ
ざ
る
能
わ
ず
。
檀

越
の
難
旨
は
甚
だ
要
切
な
り
。
想
尋
せ
ば
必
ず
佳
通
す
る
の
み
。

　

ま
ず
、
謝
霊
運
の
論
は
す
べ
て
非
難
す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
く
、
自
分
と
同
じ
考
え
で
、「
妙
善
」
と
い
う
べ
き
だ
と
し
、
喜
び
を
表

す
と
と
も
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
檀
越
（
王
弘
）
の
反
論
も
よ
く
肝
要
な
点
を
押
さ
え
て
い
る
の
で
、
よ
く
考
え
れ
ば
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
竺
道
生
は
中
国
人
で
あ
る
た
め
中
国
伝
統
思
想
に
も
通
じ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
、
頓
悟
説
を
中
国
風
に

説
明
し
た
場
合
、
謝
霊
運
の
説
明
で
よ
い
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
続
け
て
竺
道
生
は
自
己
の
頓
悟
説
を
簡
単
に
披
露
し
て
い
る
。

以
為
ら
く
、
苟い
や
しく
も
若も

し
不
知
な
れ
ば
、
焉い
ず
くん
ぞ
能
く
信
有
ら
ん
。
然
れ
ば
則
ち
教
え
に
由
り
て
信
あ
り
、
不
知
に
非
ず
。

　

も
し
不
知
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
信
が
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
教
に
よ
っ
て
信
が
あ
り
、
不
知
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
漸
悟
説
も
不

知
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
続
け
て
漸
悟
説
の
限
界
を
指
摘
す
る
。

但
彼
の
知
を
資と

り
て
、理
は
我
表
に
在
り
と
し
、彼
を
資
っ
て
以
て
我
に
至
る
べ
し
と
す
。庸な
ん

ぞ
日
進
に
功
無
し
と
す
る
を
得
ん
や
。

こ
の
よ
う
に
漸
悟
説
は
日
進
の
功
を
誇
る
が
、
そ
れ
は
俗
の
次
元
で
の
進
歩
や
彼
と
の
比
較
に
お
け
る
我
の
優
位
を
説
明
し
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、

未
だ
我
知
に
あ
ら
ず
。
何
に
由
り
て
入
照
に
分
有
る
や
。
豈
見
理
を
以
て
せ
ざ
る
や
。

と
い
う
よ
う
に
、本
当
に
我
の
知
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
竺
道
生
は
こ
こ
で
は
「
彼
と
我
」
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
て
、

悟
り
の
知
を
仮
に
「
我
知
」
で
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
五
節
で
取
り
上
げ
た
第
二
論
争
第
二
問
答
で
「
日
進
の
功
」
と
対
に
用
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い
ら
れ
て
い
る
「
入
照
の
分
」、
つ
ま
り
悟
り
の
境
地
に
は
漸
悟
で
は
入
れ
ず
、
頓
悟
説
の
「
見
理
」
を
す
る
し
か
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
第
一
節
に
挙
げ
た
竺
道
生
の
「
大
頓
悟
」
で
、「
見
解
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
通
じ
る
感
想
で
あ
ろ
う
。

竺
道
生
は
最
後
に
漸
悟
説
に
対
す
る
評
価
を
再
び
述
べ
て
い
る
。

於
外
は
復
た
全
昧
に
非
ざ
る
も
、
知
は
中
自よ

り
せ
ざ
れ
ば
、
未
だ
能
照
と
為
さ
ざ
る
か
。

自
分
の
外
に
於
い
て
悟
ろ
う
と
す
る
の
は
全
く
駄
目
（
全
昧
）
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、「
知
」
が
自
分
の
中
で
発
生
し
た
の
で

な
い
な
ら
ば
、
悟
り
（
能
照
）
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
の
よ
う
に
竺
道
生
は
自
説
を
述
べ
て
論
争
の
結
び
と
し
て
い
る
。
謝

霊
運
が
悟
り
に
段
階
を
認
め
ず
、
方
法
論
を
限
定
し
な
い
と
い
う
立
場
を
一
貫
し
て
守
り
通
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
竺
道
生
は
評
価
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

第
一
節
で
は
『
弁
宗
論
』
論
争
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
竺
道
生
の
頓
悟
説
の
概
要
を
確
認
し
、
第
二
節
で
『
弁
宗
論
』
に
お
け
る
謝

霊
運
の
頓
悟
説
解
釈
を
概
観
し
た
。
竺
道
生
と
謝
霊
運
の
論
の
性
格
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
竺
道
生
が
仏
教
の
概
念
で
頓
悟
説

を
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
謝
霊
運
は
中
国
伝
統
思
想
の
概
念
を
多
用
し
て
こ
れ
と
矛
盾
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
頓
悟
説
の
正
当

性
を
述
べ
て
い
る
。
両
者
の
頓
悟
説
の
説
明
法
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
竺
道
生
は
謝
霊
運
の
頓
悟
説
解
釈
に
賛
意
を
表
し
て

お
り
、
中
国
伝
統
思
想
に
即
し
た
解
釈
も
容
認
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
方
法
論
を
限
定
し
な
い
頓
悟
説
の
一
種
の
懐
の
広
さ

の
表
れ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

『
弁
宗
論
』
論
争
の
大
部
分
は
、
謝
霊
運
と
中
国
人
と
目
さ
れ
る
僧
侶
た
ち
及
び
王
弘
と
の
論
争
が
占
め
て
い
る
。
論
争
を
考
察
し
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て
き
た
結
果
、
頓
悟
説
は
俗
と
悟
り
の
構
造
論
に
つ
い
て
、
漸
悟
説
は
俗
か
ら
悟
り
へ
の
方
法
論
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
様
子
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
第
三
節
は
『
弁
宗
論
』
論
争
と
中
国
伝
統
思
想
、
第
四
節
は
頓
悟
説
に
お
け
る
「
一
悟
」
重
視
の
立
場
、
第
五
節
は

漸
悟
説
に
お
け
る
方
法
論
重
視
の
立
場
と
い
う
項
目
を
立
て
て
、各
問
答
に
『
弁
宗
論
』
論
争
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
与
え
つ
つ
、

各
問
答
の
概
要
を
提
示
し
て
そ
の
個
別
的
内
容
も
紹
介
し
た
。
各
問
答
で
は
漸
悟
頓
悟
両
説
の
主
要
な
主
張
が
塗
り
重
ね
ら
れ
る
よ
う

に
重
複
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
節
と
し
て
立
て
た
テ
ー
マ
ど
う
し
が
密
接
な
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

本
稿
で
や
り
残
し
た
点
の
第
一
は
謝
霊
運
の
論
争
相
手
の
思
想
背
景
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
僧
侶
で
あ
り
な
が

ら
経
典
を
主
な
論
拠
と
せ
ず
、
中
国
伝
統
思
想
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
は
何
故
な
の
か
。
彼
ら
の
独
自
性
の
な
せ
る
も
の
な
の
か
、
そ

れ
と
も
主
に
時
代
性
に
帰
し
て
よ
い
の
か
を
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
は
大
変
な
難
問
で
あ
る
が
、
竺
道
生
は
頓
悟
説
を
仏
教
の

ど
の
よ
う
な
思
想
的
要
素
に
依
拠
し
て
提
唱
し
た
の
か
、
そ
し
て
竺
道
生
の
新
論
を
目
の
当
た
り
に
し
た
謝
霊
運
が
仏
教
思
想
の
文
脈

で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
が
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

仏
教
と
中
国
伝
統
思
想
が
融
合
し
て
中
国
仏
教
が
創
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
は
ま
だ
必
要
で
あ
る
。
課
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
本
稿
も
そ
の
解
明
作
業
の
一
端
を
担
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註
1　

 

『
弁
宗
論
』
に
焦
点
を
あ
て
て
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
板
野
長
八
「
道
生
の
頓
悟
説
成
立
の
事
情
」（『
東
方
学
報
東
京
』
七
、一
九
三
六
年
）、

木
全
徳
雄
「
謝
霊
運
の
『
弁
宗
論
』」（『
東
方
宗
教
』
三
〇
、一
九
六
七
年
）、中
西
久
味
「
謝
霊
運
と
頓
悟
」（『
森
三
樹
三
郎
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
学
論
集
』、

朋
友
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
鵜
飼
光
昌
「
謝
霊
運
の
『
弁
宗
論
』
に
お
け
る
「
道
家
之
唱
、
得
意
之
説
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
竺
道
生
と
の
関
連
を
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中
心
に
―
」（『
仏
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
五
、一
九
八
七
年
）、森
野
繁
夫
「
辨
宗
論
」（『
謝
康
楽
文
集
』、白
帝
社
、二
〇
〇
三
年
）、森
野
繁
夫
『
謝

霊
運
論
集
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

2　
 『

広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
五
上
）。

3　

 
板
野
氏
前
掲
論
文
一
二
七
頁
を
参
照
。

4　

 

卍
続
蔵
一
五
〇
、四
二
五
〜
四
二
六
頁
。

5　

 『
広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
五
上
）。

6　

 「
累
」
は
本
稿
第
一
節
に
紹
介
し
た
竺
道
生
説
の
用
語
と
共
通
し
て
い
る
。
な
お
「
累
」
は
『
弁
宗
論
』
論
争
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。

7　

 『
広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
八
上
）。

8　

 『
広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
五
上
〜
中
）。

9　

 『
広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
五
中
〜
下
）。
第
二
論
争
は
第
三
問
答
ま
で
あ
る
。

10　

 

『
広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
五
下
〜
二
二
六
中
）。
第
三
論
争
に
は
順
に
、
慧
麟
の
問
い
に
謝
霊
運
が
答
え
る
形
の
問
答
が
三
つ
、
慧

麟
と
僧
維
の
共
同
の
問
い
か
け
に
謝
霊
運
が
答
え
る
形
の
問
答
が
一
つ
、
僧
維
の
問
い
に
謝
霊
運
が
答
え
る
形
の
問
答
が
二
つ
あ
り
、
第
六
問
答
ま
で

あ
る
。

11　

 

『
広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
六
中
〜
二
二
七
上
）。
第
四
論
争
で
は
最
初
に
竺
法
綱
が
二
つ
問
い
を
出
し
、
次
い
で
釈
慧
琳
も
二
つ
問

い
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
人
の
質
問
に
対
す
る
謝
霊
運
の
謝
辞
を
は
さ
ん
で
、
竺
法
綱
の
二
つ
の
問
い
に
対
し
て
一
ま
と
め
に
し
た
回
答
と
釈
慧

琳
の
二
つ
の
問
い
に
対
し
て
一
ま
と
め
に
し
た
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
竺
法
綱
の
一
つ
め
の
問
い
と
こ
れ
に
対
し
て
謝
霊
運
が
答
え
た
箇

所
を
第
一
問
答
と
し
、
竺
法
綱
の
二
つ
め
の
問
い
と
こ
れ
に
対
す
る
謝
霊
運
の
回
答
を
第
二
問
答
と
い
う
形
で
扱
い
、
釈
慧
琳
と
謝
霊
運
の
問
答
も
同

様
の
扱
い
で
第
三
問
答
と
第
四
問
答
と
す
る
。
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12　
　

第
五
論
争
に
登
場
す
る
王
衛
軍
と
い
う
人
物
と
は
王
弘
の
こ
と
で
、
南
朝
宋
の
永
初
三
年
（
四
二
二
）
に
衛
将
軍
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。『
宋
書
』
巻
四
二
、
王
弘
伝
を
参
照
。

13　

 
『
広
弘
明
集
』
巻
一
八
（
大
正
五
二
、二
二
七
上
〜
二
二
八
上
）。
王
弘
の
問
い
に
謝
霊
運
が
答
え
る
形
の
問
答
が
三
つ
と
、
王
弘
の
問
い
に
竺
道
生

が
答
え
る
問
答
が
一
つ
、
合
計
で
第
四
問
答
ま
で
あ
る
。

14　

 『
書
経
』
皋
陶
謨
に
「
禹
は
昌
言
を
拝
す
」
と
あ
る
。「
禹
が
筋
道
の
通
っ
た
立
派
な
言
葉
を
受
け
入
れ
た
」
の
意
。

15　

 『
宋
書
』
巻
六
七
謝
霊
運
伝
、
森
野
氏
前
掲
書
『
謝
霊
運
論
集
』
所
収
の
謝
霊
運
の
伝
記
研
究
を
参
照
。

16　

 

金
谷
治
訳
注
『
大
学
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
）
四
六
頁
を
引
用
。

17　

 

森
野
氏
前
掲
論
文「
辨
宗
論
」四
二
二
頁
で
は『
荀
子
』天
論
の「
日
進
」を
引
用
し
た
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は『
荀
子
』の
可
能
性
も
認
め
つ
つ
も
、

当
時
の
中
国
人
が
荀
子
を
聖
人
に
準
じ
た
扱
い
を
し
て
い
る
か
確
認
で
き
な
い
の
で
、『
大
学
』
に
あ
る
湯
王
の
言
の
可
能
性
も
提
示
し
て
お
く
。

18　

 『
論
語
』
巻
三
、
公
冶
長
（
読
み
下
し
は
金
谷
治
訳
注
、
岩
波
文
庫
『
論
語
』
を
引
用
）。

19　

孟
子
の
説
で
、
人
間
の
本
性
に
宿
る
惻
隠
・
羞
悪
・
辞
譲
・
是
非
の
心
が
仁
義
礼
知
を
実
現
す
る
契
機
と
な
る
と
す
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
弁
宗
論
』・
謝
霊
運
・
竺
道
生
・
頓
悟
・
漸
悟
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諏
訪
市
萬
福
寺
蔵
『
諏
訪
神
社
上
宮
神
宮
寺
世
代
』
翻
刻
と
考
察　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
　
崇
仁

　
　

　
　
　
　
　
　            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　

　
は
じ
め
に

　

江
戸
末
期
に
至
る
ま
で
、
各
地
の
神
社
の
多
く
に
は
、
そ
の
境
内
あ
る
い
は
付
近
に
別
当
寺
が
置
か
れ
、
社
僧
が
神
祇
の
た
め
に
修

法
や
読
経
を
勤
め
て
い
た
。

　

信
濃
国
一
宮
諏
訪
神
社
（
現
在
・
諏
訪
大
社
）
も
例
外
で
は
な
く
、
上
宮
（
現
在
・
上
社
）
と
下
宮
（
現
在
・
下
社
）
に
あ
わ
せ
て

七
つ
の
別
当
寺
が
置
か
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
上
宮
に
、神
宮
寺
（
以
下
、上
神
宮
寺
と
呼
ぶ
）、如
法
院
、蓮
池
院
、法
華
寺
の
四
ヶ
寺
が
、

下
宮
に
は
神
宮
寺
（
以
下
、
下
神
宮
寺
と
呼
ぶ
）、
三
精
寺
、
観
照
寺
の
三
ヶ
寺
が
あ
っ
た
。（
以
下
、
こ
れ
ら
七
ヶ
寺
を
総
称
す
る
場

合
、
諏
訪
社
神
宮
寺
と
呼
ぶ
。）
こ
の
う
ち
法
華
寺
の
み
が
臨
済
宗
、
他
の
六
ヶ
寺
は
真
言
宗
で
高
野
山
金
剛
頂
院
末
で
あ
っ
た
。

　

堂
塔
と
し
て
は
、
江
戸
末
期
の
時
点
で
、
上
神
宮
寺
に
普
賢
堂
・
鐘
楼
・
大
般
若
堂
・
二
王
門
、
如
法
院
に
如
法
堂
・
奉
納
堂
・
護

摩
堂
、
蓮
池
院
に
護
摩
堂
、
法
華
寺
に
五
重
塔
・
薬
師
堂
・
釈
迦
堂
・
二
王
門
が
あ
り
、
下
神
宮
寺
と
三
精
寺
に
千
手
堂
・
護
摩
堂
・

三
重
塔
・
鐘
楼
・
二
王
門
・
経
堂
・
法
納
堂
・
十
六
善
神
堂
、
さ
ら
に
観
照
寺
に
護
摩
堂
・
萩
原
薬
師
堂
・
子
安
堂
・
役
行
者
堂
な
ど
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が
あ
っ
た
と
い
う1

。

　

諏
訪
社
神
宮
寺
の
創
建
に
つ
い
て
、
良
弁
あ
る
い
は
空
海
の
開
山
と
す
る
伝
承
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
期
ま
で
は
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
上
宮
の
普
賢
堂
・
鐘
楼
・
五
重
塔
な
ど
は
当
時
伊
那
郡
に
勢
力
を
持
っ
た
知
久
氏
の
再
建
と
伝
え
、
現
存
す
る

五
重
塔
鉄
製
伏
鉢
残
闕
に
は
延
慶
元
年(1308)

の
銘
が
あ
る2

。
ま
た
下
宮
三
精
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
阿
弥
陀
如
来
坐
像
も
伝
存
し
、

鎌
倉
期
前
半
の
慶
派
の
彫
刻
様
式
の
特
徴
を
よ
く
示
す
仏
像
と
さ
れ
る3

。そ
し
て
南
北
朝
期
に
諏
訪
円
忠(1295-1364)

が
作
っ
た『
諏

方
大
明
神
画
詞
』
に
は
、
上
神
宮
寺
で
の
四
月
八
日
の
花
会
、
下
神
宮
寺
で
の
二
月
十
五
日
の
常
楽
会
な
ど
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い

る4

。

　

ま
た
江
戸
期
の
下
神
宮
寺
に
つ
い
て
は
、
寛
保
二
年(1742)

に
下
神
宮
寺
第
三
十
八
世
憲
尚(?-1770)

が
江
戸
真
福
寺
に
提
出
し

た
『
起
立
書
』
が
現
存
し
、
縁
起
・
伽
藍
・
霊
宝
・
寺
宝
・
年
中
行
事
・
歴
代
先
師
・
山
内
門
徒
の
各
項
目
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
、

往
時
の
隆
盛
な
る
様
子
を
確
認
で
き
る5

。
こ
の
よ
う
に
、
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
信
頼
で
き
る
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
世
か
ら

近
世
に
お
い
て
、
確
か
に
諏
訪
社
神
宮
寺
が
存
在
し
、
諏
訪
地
方
有
数
の
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
元
年(1868)

、
新
政
府
が
出
し
た
神
仏
分
離
令
は
各
地
で
廃
仏
毀
釈
を
引
き
起
こ
し
、
諏
訪
社
神
宮
寺
も
す
べ
て

廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一
、
上
宮
の
法
華
寺
は
明
治
年
中
に
復
興
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
六
ヶ
寺
に
つ
い
て
は
、
今
や
そ
の
所

在
さ
え
正
確
に
は
分
か
ら
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
先
に
述
べ
た
下
神
宮
寺
の
『
起
立
書
』
以
外
は
記
録
も
殆
ど
散
逸
し
、
各
寺
の
沿
革

を
詳
ら
か
に
す
る
便
宜
を
欠
い
て
い
る
。

　

た
だ
、
僅
か
な
が
ら
一
部
の
堂
塔
、
お
よ
び
仏
像
、
聖
教
、
什
物
等
が
、
諏
訪
郡
内
の
寺
院
等
を
中
心
に
移
転
さ
れ
現
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
詳
細
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
ま
で
は
、
往
時
の
諏
訪
社
神
宮
寺
の
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
際
、
ま
ず
参
考
と
す
べ
き
は
、
鷲
尾
順
敬
氏
の
『
信
濃
諏
訪
神
社
神
仏
分
離
事
件
調
査
報
告
』（
以
下
、『
調
査
報
告
』
と
略
す
）
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で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
九
年(1920)

、
鷲
尾
氏
が
諏
訪
に
滞
在
し
、
関
係
諸
家
を
訪
問
し
て
調
査
し
た
も
の
で
、
江
戸
末
期
に
お
け

る
諏
訪
社
神
宮
寺
の
様
子
、
さ
ら
に
は
廃
仏
毀
釈
の
顛
末
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
昭
和
期
に
は
、
諏
訪
教
育
会
、
諏
訪
市
、
下
諏
訪
町
が
編
纂
し
た
歴
史
書
に
お
い
て
も
諏
訪
社
神
宮
寺
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

鷲
尾
氏
の
『
調
査
報
告
』
を
基
本
と
し
て
、
さ
ら
な
る
調
査
・
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る6

。

　

し
か
し
、
基
本
的
な
資
料
不
足
は
否
め
ず
、
諏
訪
社
神
宮
寺
の
研
究
は
、
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ
る
。
諸
処
に
散
在
す
る
資
料
を
丹
念

に
収
集
し
、
少
し
ず
つ
解
明
し
て
ゆ
く
し
か
な
い
。

　

今
回
筆
者
は
、
長
野
県
諏
訪
市
の
萬
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
諏
訪
神
社
上
宮
神
宮
寺
世
代
』
一
幅
を
披
見
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
れ

は
上
神
宮
寺
に
伝
来
し
た
法
流
図
の
掛
け
軸
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
上
神
宮
寺
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
や
住
職
に
関
し
て
断
片
的
に
は
知

ら
れ
て
い
た
が7

、こ
れ
を
通
観
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
本
史
料
に
は
上
神
宮
寺
に
相
承
さ
れ
た
中
院
流
の
血
脈
が
示
さ
れ
て
お
り
、

同
寺
の
略
史
や
人
的
系
譜
を
知
る
上
で
、
大
変
貴
重
な
基
礎
資
料
と
な
る
。
こ
こ
に
全
文
を
翻
刻
し
、
あ
わ
せ
て
上
神
宮
寺
の
歴
代
住

職
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　

一
、
書
誌

　

萬
福
寺
蔵
『〔
諏
訪
神
社
上
宮
神
宮
寺
世
代
〕』。
写
本
一
幅
。
軸
装
。
掛
け
軸
寸
法
は
縦
一
八
六
・
四
糎
×
横
五
一
・
七
糎
。
本
紙
本

文
料
紙
は
楮
紙
。
本
紙
寸
法
は
縦
一
〇
六
・
七
糎
×
横
四
三
・
二
糎
。
表
紙
外
題
に「
中
院

　
　

当
山
世
代　

観
照
再
建

　
　

」
と
の
直
接
墨
書
が
あ
る
。

こ
の
記
載
に
よ
り
本
書
の
題
名
を
私
に
『〔
諏
訪
神
社
上
宮
神
宮
寺
世
代
〕』
と
呼
称
し
た
。
本
文
は
墨
書
で
、
系
図
線
は
朱
引
き
。
僧
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名
の
右
上
ま
た
は
左
上
に
は
、
墨
ま
た
は
朱
で
註
記
が
付
さ
れ
る
。
は
じ
め
の
書
写
者
は
江
戸
初
期
の
尊
能
。
そ
れ
以
降
、
何
人
か
に

よ
り
加
筆
訂
正
（
貼
り
紙
・
削
除
箇
所
あ
り
）
が
な
さ
れ
る
。
江
戸
後
期
に
観
照
が
再
表
装
。
最
後
の
伝
持
者
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期

の
文
龍
で
あ
る
。

　

二
、
内
容

　

本
史
料
の
上
段
よ
り
、
大
日
如
来
、
金
剛
薩
埵
、
さ
ら
に
龍
猛
、
龍
智
、
金
剛
智
、
不
空
、
善
無
畏
、
一
行
、
恵
果
そ
し
て
弘
法
大

師
空
海
の
伝
持
の
八
祖
が
記
さ
れ
る
。
空
海
よ
り
真
雅
、
源
仁
と
続
き
、
益
信
以
下
、
広
沢
流
が
右
端
に
連
な
る
。
つ
ま
り
益
信
、
寛

平
、
寛
空
、
寛
朝
、
濟
信
、
性
信
、
寛
助
と
次
第
し
、
こ
こ
で
広
沢
六
流
に
分
か
れ
る
。
そ
の
内
、
仁
和
御
流
の
流
れ
が
右
端
に
続
き
、

覚
法
、
覚
性
、
守
覚
、
道
法
、
道
助
、
道
深
、
法
助
、
性
任
、
禅
助
、
寛
性(1289-1346)

へ
と
至
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
西
院
流

祖
の
信
証
で
は
な
く
、
覚
法
よ
り
直
接
に
西
院
二
世
任
覚(1108-1181)

へ
と
続
く
法
流
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
任
覚
以
下
、
最
寛
、

宏
教
、元
喩
、頼
遍
、貞
雅
、俊
誉
へ
と
次
第
す
る
西
院
流
元
瑜
方
の
法
脈
が
記
さ
れ
、さ
ら
に
高
野
山
無
量
寿
院
の
長
覚(1340-1416)

、

同
院
の
長
任(1391-1483)

、
そ
し
て
覚
日
、
無
量
光
院
の
印
融(1435-1519)

、
覚
融
へ
と
至
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
小
野
流
は
聖
宝
よ
り
観
賢
、
淳
祐
、
元
杲
、
仁
海
、
成
尊
と
続
き
、
以
下
小
野
六
流
へ
と
続
く
。
さ
ら
に
成
尊
か
ら
中
院
御

房
明
算(1021-1106)

へ
受
け
継
が
れ
た
法
流
・
高
野
山
の
中
院
流
が
記
さ
れ
、
本
史
料
の
左
側
に
そ
の
系
譜
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま

り
明
算
、
良
禅
、
兼
賢
、
定
賢
、
明
任
、
道
範
、
賢
定
、
仁
然
、
源
秀
、
玄
海
、
快
成
、
信
弘
へ
と
続
く
法
流
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
院

流
の
四
方
と
し
て
は
、
仁
然
の
系
譜
、
つ
ま
り
心
南
院
方
に
あ
た
る
。
宝
性
院
の
信
弘
の
の
ち
、
無
量
寿
院
の
頼
円(?-1403)

、
同
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院
の
長
覚(1340-1416)

、
重
深
、
無
量
寿
院
の
長
任(1391-1483)

へ
と
続
き
、
さ
ら
に
龍
光
院
の
任
学(?-1492)

、
同
院
の
昉

宥(?-1506)

、
同
院
の
覚
宥(1471-1546)

、
同
院
の
秀
尊(?-1580)

、
覚
弁
、
そ
し
て
金
剛
頂
院
の
栄
範(1580-1676)

へ
と
至
る
。

お
そ
ら
く
中
院
流
の
中
で
も
、
い
わ
ゆ
る
宝
門
で
相
承
さ
れ
る
院
家
相
承
で
は
な
く
、
寿
門
に
よ
っ
て
相
承
さ
れ
た
法
流
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
遡
っ
て
、
先
の
昉
宥
か
ら
分
流
し
、「
諏
訪
法
流
中
興
」
と
し
て
宥
誉
の
名
が
見
え
る
。
宥
誉
か
ら
は
上
神
宮
寺
の
僧
侶
と
考

え
ら
れ
、
本
史
料
の
下
段
部
に
左
か
ら
右
へ
と
、
頼
盛
、
祐
元
、
祐
鏡
、
清
雄
、
栄
範
、
宥
海
、
重
慶
、
尊
能
と
続
く
。
さ
ら
に
、
先

の
金
剛
頂
院
の
栄
範
か
ら
尊
能
へ
の
系
譜
も
示
さ
れ
て
お
り
、
尊
能
に
は
「
此
法
流
中
興
」
と
の
傍
注
が
あ
る
。
尊
能
以
下
は
、
忠
憲
、

宥
晃
、
宥
弁
、
宥
賢
、
宥
隆
、
宥
信
、
信
盛
、
観
理
、
観
銑
、
観
亮
、
観
秀
、
観
照
、
観
実
、
観
高
と
続
き
、
最
後
に
文
龍
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　

な
お
本
史
料
に
は
、別
筆
で
右
上
に
「
神
宮
寺
開
山
良
弁
」、左
上
に
「
神
護
景
雲

元
年

開
基
清
丸
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
表
紙
に
は
、

「
中
院

　
　

当
山
世
代
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
段
に
連
な
る
宥
誉
以
下
は
、
単
に
中
院
流
の
血
脈
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

相
承
し
た
上
神
宮
寺
の
歴
代
住
職
の
系
譜
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
史
料
に
記
さ
れ
た
法
流
を
概
説
す
れ
ば
、
上
段
の
真
言
八
祖
か
ら
始
ま
り
、
右
側
に
広
沢
流
、
左
側
に
小
野
流
、
野
沢
十
二
流
の

主
た
る
流
祖
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
沢
方
と
し
て
は
西
院
流
元
瑜
方
が
よ
り
詳
し
く
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
左
端
に
は
高
野
山
の
中

院
流
が
示
さ
れ
、
特
に
心
南
院
方
、
そ
し
て
無
量
寿
院
や
龍
光
院
な
ど
寿
門
に
ゆ
か
り
の
祖
師
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
が
本
系
図
の
主

た
る
法
流
と
な
る
。
そ
れ
は
縦
系
図
に
て
最
下
段
の
金
剛
頂
院
栄
範
に
至
り
、
さ
ら
に
横
系
図
へ
と
展
開
し
て
尊
能
に
連
な
る
。
あ
わ

せ
て
龍
光
院
昉
宥
か
ら
も
分
流
し
、
宥
誉
よ
り
尊
能
を
経
て
文
龍
に
至
る
ま
で
、
中
院
流
を
相
承
し
た
上
神
宮
寺
の
歴
代
住
職
が
最
下

段
に
横
系
図
に
て
連
な
っ
て
い
る
。
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三
、
伝
来

　

本
史
料
が
所
蔵
さ
れ
る
岩
窪
山
萬
福
寺
（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
仏
法
紹
隆
寺
門
徒
）
は
現
在
、
諏
訪
市
中
洲
に
所
在
す
る
が
、
か

つ
て
は
諏
訪
郡
上
桑
原
村
（
諏
訪
市
四
賀
普
門
寺
）
に
あ
り
、
隣
接
し
た
足
長
神
社
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る8

。
そ
の
開
基
は
不

明
で
あ
る
が
、
地
元
の
口
碑
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
普
門
院
と
い
う
大
寺
が
裏
山
の
中
腹
に
あ
り
、
い
つ
し
か
里
に
下
っ
て
萬
福
寺
と
寺

号
を
改
め
た
と
い
う
。
普
門
院
跡
か
ら
は
礎
石
と
見
ら
れ
る
大
石
が
出
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

萬
福
寺
の
堂
内
に
は
、
中
興
第
一
世
と
さ
れ
る
「
法
印
権
大
僧
都
宥
弁
」
の
位
牌
が
あ
り
、
寛
文
十
一
年(1671)

十
二
月
二
十
日

入
寂
と
あ
る
。
こ
の
「
宥
弁
」
は
本
史
料
に
名
前
の
見
え
る
「
宥
弁
」
と
同
一
の
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
頃
に

萬
福
寺
は
、上
神
宮
寺
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
住
僧
に
つ
い
て
、尭
朝(?-1687)

、頼
永(?-1712)

、

興
玄(?-1721)

、
憲
応(?-1759)

、
春
丈(?-1759)

、
智
孝(?-1790)

、
憲
昌(

生
没
年
不
詳)

の
名
前
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
寛
政
七
年(1795)
の
『
寺
院
本
末
帳
』
に
よ
れ
ば9

、
近
隣
の
仏
法
紹
隆
寺11

（
高
野
山
真
言
宗
・
も
と
醍
醐
寺

無
量
寿
院
末
）
の
門
徒
寺
と
な
っ
て
お
り
、
上
神
宮
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

そ
う
し
た
萬
福
寺
に
、
な
ぜ
本
史
料
が
伝
来
す
る
か
と
言
え
ば
、
本
史
料
の
最
後
に
記
さ
れ
た
「
文
龍
」
の
所
持
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
文
龍(1802-1880)

は
、
も
と
上
神
宮
寺
の
僧
で
あ
っ
た
が
、
明
治
元
年(1868)

の
廃
寺
の
際
、
ま
ず
は
上
神
宮
寺
の
隠
寮

と
さ
れ
た
茅
野
市
玉
川
の
昌
林
寺
（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
上
神
宮
寺
末
）
に
移
り
、
さ
ら
に
明
治
八
年(1875)

七
十
四
歳
に
し
て
、

萬
福
寺
の
第
九
世
住
職
と
な
っ
て
い
る11

。
こ
の
時
、
本
史
料
に
加
え
て
、
上
宮
法
華
寺
所
領
の
五
重
塔
に
安
置
さ
れ
て
い
た
五
智
如
来

も
萬
福
寺
に
移
安
さ
れ
、
さ
ら
に
上
神
宮
寺
の
旧
檀
徒
の
一
部
も
萬
福
寺
に
移
行
し
て
い
る
。
文
龍
が
昌
林
寺
か
ら
萬
福
寺
へ
と
移
っ

た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
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な
お
本
史
料
は
、一
人
の
手
で
は
な
く
、何
代
か
に
亘
り
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。最
初
の「
大
日
」か
ら
下
段
中
央
の「
尊
能
」ま
で
は
、

同
一
人
物
の
筆
跡
で
あ
り
、
ま
ず
は
江
戸
初
期
に
尊
能
が
本
史
料
を
作
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
に
続
く
、「
忠
憲
」、「
宥
隆
」、「
宥
信
─
信
盛
─
観
理
─
観
銑
」、「
観
亮
」、「
観
秀
─
観
照
」、「
観
実
」、「
観
高
」、「
文
龍
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
で
あ
る
。
ま
た
本
史
料
に
は
、
系
図
の
訂
正
が
三
箇
所
あ
り
、「
清
雄
─
栄
範
」、「
宥
晃
─
宥
弁
─
宥
賢
」、「
観
亮
」

は
、
い
ず
れ
も
「
何
某
」
の
上
に
紙
を
貼
り
、
そ
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
本
史
料
は
、
江
戸
初
期
に
金
剛
頂
院
の
栄
範
よ
り
中
院
流
を
受
け
た
上
神
宮
寺
の
尊
能
が
作
成
し
、
そ
の
後
約
二
百
年
間
、

上
神
宮
寺
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
複
数
の
手
に
よ
り
加
筆
・
訂
正
さ
れ
、
ま
た
江
戸
後
期
に
観
照
に
よ
っ
て
再

表
装
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
文
龍
に
よ
っ
て
、
萬
福
寺
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。

　

四
、
本
史
料
に
見
る
上
神
宮
寺
歴
代
住
職

　

宥
誉

　

本
系
図
に
お
い
て
、上
神
宮
寺
僧
と
し
て
は
じ
め
に
記
さ
れ
る
の
は
「
宥
誉
」
で
あ
る
。
昉
宥
の
付
法
の
弟
子
で
、「
諏
訪
法
流
中
興
」

と
註
記
さ
れ
る
。

　

宥
誉
の
師
匠
で
あ
る
昉
宥(?-1506)

は
、
上
野
国
の
人
で
、
高
野
山
龍
光
院
第
三
十
世
を
務
め
、
永
正
三
年(1506)

九
月
二
十
八

日
に
示
寂
し
た11

。
ま
た
本
史
料
に
示
さ
れ
る
「
任
学
─
昉
宥
─
覚
宥
─
秀
尊
」
は
、
こ
の
順
に
て
龍
光
院
の
第
二
十
九
世
か
ら
三
十
二

世
に
該
当
す
る
。
こ
の
う
ち
、
昉
宥
、
覚
宥
、
秀
尊
は
、
と
も
に
上
野
の
人
と
い
う11

。
ま
た
秀
尊(?-1580)

は
、
天
正
四
年(1576)
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に
高
野
山
第
二
百
七
世
寺
務
検
校
に
就
き
、
三
年
間
こ
れ
を
務
め
て
い
る11

。

　

昉
宥
ら
が
住
し
た
龍
光
院
は
本
中
院
谷
に
あ
り
、
弘
法
大
師
が
在
山
し
た
時
の
住
坊
と
さ
れ
、
中
院
御
坊
と
称
さ
れ
た
。
中
院
御

房
明
算(1021-1106)

が
こ
こ
に
在
住
し
、
如
意
宝
珠
を
戴
い
た
神
龍
が
池
中
に
出
現
し
た
こ
と
か
ら
、
龍
光
院
に
改
め
た
と
い
う11

。

後
に
龍
光
院
は
無
量
寿
院
門
中
の
法
談
所
と
な
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
寿
門
の
中
で
も
重
要
な
院
家
と
さ
れ
た
。

　

本
史
料
の
示
す
法
流
も
、
無
量
寿
院
、
龍
光
院
の
住
僧
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
宝
門
で
相
承
さ
れ
る
院
家
相
承
で
は
な

く
、
寿
門
に
よ
っ
て
相
承
さ
れ
た
法
流
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
法
流
を
宥
誉
が
昉
宥
よ
り
授
か
っ
た
の
は
、
昉
宥
の
寂
年
か
ら
し

て
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
め
頃
が
目
安
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
龍
光
院
の
末
寺
に
つ
い
て
、
天
保
十
年(1839)

に
完
成
し
た
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
、
大
和
に
二
院
、
河
内
に
一
院
、
武

蔵
に
二
院
、
信
濃
に
十
七
院
、
上
野
に
八
院
、
陸
奥
に
一
院
、
出
羽
に
四
院
、
越
前
に
一
院
、
越
後
に
三
院
、
播
磨
に
九
院
、
伊
予
に

一
院
と
あ
り11

、
江
戸
期
に
お
い
て
、
龍
光
院
は
特
に
信
濃
、
上
野
、
播
磨
な
ど
と
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
元
年(1989)

七
月
に
発
見
さ
れ
た
上
神
宮
寺
住
職
墓
石
に
は11

、「
宥
誉
永
禄
年
中
命
日
不
知
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

お
よ
そ
宥
誉
は
十
五
世
紀
後
半
か
ら
永
禄
年
間(1558-1570)

の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
そ
れ
以
前
と
し
て
は
、「
祐
憲
大
永
四
年
甲　

　

申

四
月
十
六
日
」、「
祐
慶
命
日
不
知
」、「
尊
朝
仏
法
寺
住
故
命
日
不
知
」、「
宥
雅
文

禄
三
年
甲　
　

午

八
月
七
日
」
と
刻
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
宥
誉
以
前
の
上
神
宮
寺
の
住
職
は
、
祐
憲(?-1524)

ま
で
遡
っ
て
確
認
さ
れ
、
さ

ら
に
祐
慶
、
尊
朝
、
宥
雅(?-1594)

と
続
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

頼
盛

　
「
宥
誉
」
に
続
く
「
頼
盛
」
の
「
頼
」
字
は
、紙
を
貼
っ
て
訂
正
さ
れ
て
お
り
、傍
に
朱
書
で
「
諏
方
氏
ヨ
リ
賜
頼
字
頼
盛
」
と
あ
る
。



諏訪市萬福寺蔵『諏訪神社上宮神宮寺世代』翻刻と考察

131

　

戦
国
期
、
諏
訪
郡
を
治
め
た
の
は
諏
訪
惣
領
家
の
頼
満(1473-1539)

、
頼
重(1516-1542)

で
あ
っ
た
。
頼
満
は
戦
術
や
外
交

に
秀
で
、
積
極
的
に
領
土
を
拡
大
し
、
諏
訪
氏
中
興
の
英
守
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
孫
の
頼
重
も
文
武
両
道
の
達
人
と
さ
れ
た
が11

、
天
文

十
一
年(1542)

甲
斐
の
武
田
晴
信
（
信
玄
）
の
侵
攻
に
よ
り
滅
亡
す
る
。

　

そ
の
後
、
諏
訪
地
方
は
武
田
氏
の
統
治
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
晴
信(1521-1578)

と
勝
頼(1546-1582)

は
寺
社
に
も
尊
信

的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
上
宮
の
諸
寺
に
つ
い
て
は
、
晴
信
が
天
文
十
一
年(1542)

に11

、
勝
頼
が
天
正
五
年(1577)

に
出
し
た
安
堵
状

が
残
さ
れ
て
い
る11

。

　

さ
ら
に
、
天
正
十
年(1582)
に
は
、
織
田
氏
が
武
田
征
伐
の
た
め
諏
訪
に
攻
め
入
っ
た
。
こ
の
時
、
信
忠
は
諏
訪
神
社
上
宮
の
拝

殿
は
じ
め
伽
藍
に
火
を
放
っ
た
と
い
う
。11

ま
た
遅
れ
て
諏
訪
に
入
っ
た
信
長
は
、
上
宮
の
法
華
寺
を
本
陣
と
し
た
と
さ
れ
る
。

　

織
田
氏
が
諏
訪
へ
攻
め
入
っ
た
そ
の
年(1582)

、
信
長
と
信
忠
は
本
能
寺
に
て
自
害
し
た
。
諏
訪
で
は
す
ぐ
に
頼
重
の
従
兄
弟
に

当
た
る
頼
忠(1536-1606)

が
興
起
し
て
い
る
。
頼
忠
は
徳
川
家
康
に
服
属
し
て
諏
訪
の
領
有
が
認
め
ら
れ
、
天
正
十
一
年(1583)

に
諏
訪
神
社
上
宮
の
上
坊
に
安
堵
状
を
出
し11

、
翌
十
二
年(1584)

六
月
十
五
日
に
は
織
田
氏
の
兵
火
に
よ
り
損
な
わ
れ
た
上
宮
の
神

輿
を
再
造
し
て
い
る11

。

　

な
お
、
上
神
宮
寺
住
職
墓
石
に
は
、「
頼
盛
天
正
十
八
庚　

　

寅

十
一
月
八
日
」
と
あ
り
、
そ
の
示
寂
は
天
正
十
八
年(1590)

と
さ
れ
る
。

先
代
の
宥
誉
は
永
禄
年
間(1558-1570)

に
示
寂
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
頼
盛(?-1590)

が
上
神
宮
寺
を
継
い
だ
と
す
れ
ば
、
年
代

的
に
見
て
、
頼
盛
に
「
頼
」
字
を
授
け
た
の
は
、
諏
訪
頼
忠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

祐
元

　

次
の
「
祐
元
」
に
は
特
に
註
記
は
な
い
。
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諏
訪
市
四
賀
の
仏
法
紹
隆
寺
に
は
、
諏
訪
神
社
上
宮
よ
り
伝
来
し
た
紺
紙
金
字
『
法
華
経
』
巻
第
八
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
奥
書
に
は

「
奉
納
上
諏
方
御
宝
殿
、
神
宮
寺
時
之
住
寺
祐
元
法
印
大
和
尚
位
、
于
時
天
正
十
二
年
甲　
　

申

六
月
十
五
日
」
と
記
さ
れ
る11

。
先
に
述
べ
た

頼
忠
に
よ
る
上
宮
神
輿
再
造
と
同
日
に
、
祐
元
は
『
法
華
経
』
を
奉
納
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
上
神
宮
寺
住
職
墓
石
に
は
、「
祐

光
慶
長
八
癸
卯
十
二
月
十
九
日
」
と
あ
る
が
、「
光
」
は
「
元
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
そ
の
示
寂
は
慶
長
八
年(1603)

と
さ
れ
る
。

　

祐
鏡

　

さ
ら
に
「
祐
鏡
」
へ
と
続
き
、「
法
流
此
代
退
転
」
と
の
註
記
が
あ
る
。

　

ま
た
上
神
宮
寺
住
職
墓
石
に
は
、「
祐
鏡
命
日
不
知
」
と
あ
っ
て
、
寂
年
は
不
明
で
あ
る
。

　

清
雄

　
「
祐
鏡
」
の
次
は
、
も
と
も
と
は
「
何
某
」
か
の
僧
名
が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
後
に
紙
を
貼
っ
て
「
清
雄
─
栄
範
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
「
宥
海
」
と
先
の
「
祐
鏡
」
は
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
後
に
、
訂
正
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
上
神
宮
寺
住
職
墓
石
に
は
、「
清
雅
元
和
八
年
壬　
　

戌

三
月
二
十
七
日
」
と
あ
る
が
、「
雅
」
は
「
雄
」
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

示
寂
は
元
和
八
年(1622)

と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
下
神
宮
寺
の
『
起
立
書
』
に
よ
れ
ば11

、
か
つ
て
当
寺
の
僧
坊
に
南
光
坊
が
あ
り
、
そ
の
世
代
録
に
「
清
雄
、
天
正
ノ
時

(1573-1592)

住
、寂
日
不
知
」と
伝
え
る
。南
光
坊
は
天
正
か
ら
慶
長(1596-1615)

に
か
け
て
退
転
し
た
も
の
の
、寛
保
二
年(1742)

の
時
点
で
は
旧
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
。
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南
光
坊
と
上
神
宮
寺
の
清
雄
は
、
年
代
的
に
見
て
同
一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
。
先
の
祐
鏡
に
は
「
法
流
此
代
退
転
」
の
註
記
が
あ

り
、そ
の
次
の
「
何
某
」
は
訂
正
さ
れ
て
、「
清
雄
─
栄
範
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、祐
鏡
の
付
法
の
弟
子
で
は
な
か
っ

た
清
雄
が
、
上
神
宮
寺
住
職
に
就
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
両
者
が
同
一
の
可
能
性
は
、
む
し
ろ
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

栄
範

　
「
栄
範
」
に
註
記
は
な
く
、
他
に
伝
も
見
え
ず
、
不
詳
で
あ
る
。

　

宥
海

　
「
宥
海
」
に
は
「
寺
建
立
」
と
註
記
さ
れ
る
。

　

諏
訪
頼
忠
の
息
子
・
頼
水(1571-1641)
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
功
績
に
よ
り
、
慶
長
六
年(1601)

に
悲
願
で
あ
っ
た
諏
訪
藩
へ

の
帰
封
を
果
た
し
た
。
頼
水
は
寛
永
十
七
年(1640)
ま
で
初
代
藩
主
を
務
め
、
元
和
三
年(1617)

に
は
上
宮
の
社
殿
を
再
興
し
て
い

る
。
そ
の
時
の
棟
札
に
は
、「
夫
再
興
御
殿
、
奉
安
置
普
賢
垂
迹
」
と
記
さ
れ11

、
諏
訪
大
明
神
の
本
地
仏
・
普
賢
菩
薩
を
安
置
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　

宥
海
に
よ
る
寺
建
立
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
代
的
に
見
て
、
諏
訪
頼
水
の
治
世
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

重
慶

　

続
く
「
重
慶
」
に
は
特
に
註
記
は
な
い
。
他
に
伝
も
見
え
ず
、
不
詳
で
あ
る
。
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尊
能

　

次
の
「
尊
能
」
に
は
、
一
方
の
「
栄
範
」
か
ら
も
系
図
線
が
引
か
れ
、「
此
代
法
流
中
興
」
お
よ
び
「
神
変
山
改
（
別
筆
）」
と
註
記

さ
れ
て
い
る
。

　

十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
め
頃
、
宥
誉
が
昉
宥
よ
り
受
け
た
中
院
流
は
祐
鏡
の
代
に
退
転
し
た
が
、
江
戸
期
に
入
り
尊
能
が

栄
範
よ
り
再
び
中
院
流
を
受
け
、
上
神
宮
寺
の
法
流
を
中
興
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
神
宮
寺
の
山
号
「
神
変
山
」
は
、

こ
の
尊
能
の
代
に
改
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

尊
能
の
師
匠
で
あ
る
金
剛
頂
院
の
栄
範(1580-1676)

は
、
字
は
教
乗
、
筑
前
国
原
田
郷
の
人
で
、
十
四
歳
で
同
州
の
雷
山
に
登

り
、
さ
ら
に
二
十
四
歳
で
高
野
山
の
南
院
に
学
ぶ
と
い
う
。
慶
長
十
九
年(1614)

の
大
坂
冬
の
陣
に
際
し
、
山
衆
よ
り
選
ば
れ
て
軍

営
に
使
し
、
両
軍
の
和
親
を
奏
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
高
野
山
金
剛
頂
院
に
入
職
し
、
高
野
山
第
二
百
四
十
七
世
寺
務
検
校
義
英

(1583-1657) 11

に
従
っ
て
両
部
灌
頂
を
受
け
、
万
治
二
年(1659)

に
同
第
二
百
五
十
世
寺
務
検
校
に
補
し
、
一
年
間
そ
の
任
に
あ
り
、

延
宝
四
年(1676)

に
遷
化
し
て
い
る11

。

　

栄
範
が
住
し
た
金
剛
頂
院
は11

、明
治
十
二
年(1879)
に
堂
宇
を
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
が11

、か
つ
て
千
手
院
谷
に
あ
り
、南
に
寂
静
院
、

北
に
普
賢
院
と
隣
接
し
て
い
た
。
西
に
河
が
あ
っ
て
路
に
通
じ
、
東
に
峰
が
聳
え
て
山
水
の
雅
致
に
富
み
、
坪
数
は
都
て
九
百
四
十
八

坪
と
い
う
。
そ
の
開
基
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
興
は
仁
和
寺
慈
尊
院
の
隆
遍(1145-1205)

と
さ
れ
、
所
以
あ
っ
て
当
院
に
棲

息
し
た
と
伝
え
る
。
た
だ
し
、高
野
山
の
主
な
塔
頭
寺
院
を
記
し
た
鎌
倉
後
期
成
立
の
大
楽
院
信
堅(1259-1322)

撰
『
信
堅
院
号
帳
』

に
金
剛
頂
院
の
名
称
は
見
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
文
明
五
年(1473)

多
聞
院
重
義
が
撰
し
た
『
高
野
山
本
院
』
に
も
金
剛
頂
院
の
名
称
は
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見
当
た
ら
な
い11

。
一
方
で
、
智
積
院
蔵
『
孝
養
集
』
奥
書
に
は
、「
応
永
二
十
年
癸　

　

巳(1413)

三
月
三
日
、
高
野
山
千
手
院
ノ
内
金
寸
頂

院
ニ
テ
書
ス
、
金
剛
末
資
乗
海
之
」
と
あ
り11

、「
金
寸
頂
院
」
は
「
金
剛
頂
院
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
『
続
宝
簡
集
』
に
収

録
さ
れ
る
文
安
五
年(1448)

の
「
千
手
院
陀
羅
尼
講
衆
評
定
書
」
に
「
金
剛
頂
院
惠
義
」
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
文
明
五
年(1473)

の
「
千
手
院
々
主
渡
日
記
」
に
記
さ
れ
る
「
千
手
院
山
堂
御
修
堂
荘
厳
頭
文
之
事
」
に
も
「
金
剛
頂
院
」
と
あ
る
こ
と
か
ら11

、
少
な
く

と
も
千
手
院
谷
金
剛
頂
院
の
存
在
を
十
五
世
紀
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

栄
範
は
金
剛
頂
院
に
入
職
後
、
焼
失
し
て
い
た
歴
代
住
持
の
過
去
帳
を
調
べ
て
作
り
直
し
、
ま
た
真
然
僧
正
の
木
造
を
改
造
し
て
廟

堂
に
安
置
す
る
な
ど
、
江
戸
初
期
に
当
院
を
復
興
し
て
い
る
。

　

な
お
金
剛
頂
院
の
末
寺
に
つ
い
て
、天
保
十
年(1839)

に
完
成
し
た
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、大
和
に
一
院
、甲
斐
に
十
六
院
、

信
濃
に
二
十
ヶ
寺
、
備
前
に
五
院
、
筑
前
に
三
院
が
あ
っ
た
と
さ
れ11

、
特
に
甲
斐
や
信
濃
と
関
係
が
深
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
も
上
神
宮
寺
は
、
朱
印
地
の
石
高
、
末
寺
・
門
徒
寺
の
数
か
ら
し
て
最
大
規
模
の
末
寺
で
あ
っ
た11

。

　

と
こ
ろ
で
、
本
史
料
は
金
剛
頂
院
の
栄
範
か
ら
尊
能
へ
の
中
院
流
の
付
法
を
示
し
て
い
る
が
、
同
様
に
栄
範
か
ら
下
神
宮
寺
の
住
僧

へ
も
中
院
流
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
下
神
宮
寺
第
三
十
世
憲
瑜(?-1671)

は
、
明
暦
四
年(1658)

七
月

に
高
野
山
に
登
り
、
栄
範
よ
り
中
院
一
流
の
深
旨
を
授
か
り
、
さ
ら
に
万
治
三
年(1660)

正
月
に
は
再
び
栄
範
よ
り
引
摂
院
方
と
心

南
院
方
の
両
流
の
印
可
を
受
け
て
い
る11

。

　

ま
た
下
神
宮
寺
の
『
起
立
書
』
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
当
寺
の
僧
坊
に
千
手
坊
が
あ
り
、
そ
の
世
代
録
に
「
尊
能
、
三
精
寺
慶
尊
ノ
弟

子
也
、
後
三
精
寺
ニ
転
住
ス
、
寂
正
保
丁　
　

亥

正
月
十
七
日
」
と
伝
え
る11

。
千
手
坊
も
天
正
か
ら
慶
長(1596-1615)

に
か
け
て
退
転
し

た
も
の
の
、
寛
保
二
年(1742)

の
時
点
で
は
旧
跡
が
あ
っ
た
と
い
う11

。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
千
手
坊
の
住
僧
に
「
尊
能
」
の
名
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
千
手
坊
尊
能
は
下
宮
三
精
寺
慶
尊
の
弟
子
で
、
後
に
三
精
寺
住
職
と
な
り
、
正
保
四
年(1647)

に
示
寂
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し
た
と
い
う
。

　

千
手
坊
尊
能
と
、
本
史
料
の
「
尊
能
」
と
は
、
年
代
的
に
は
同
一
で
あ
っ
て
お
か
し
く
な
い
。
ま
た
千
手
坊
尊
能
の
師
匠
・
慶
尊

(?-1677) 
は
、
慶
安
二
年(1649) 

に
茅
野
市
玉
川
の
長
円
寺
（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
金
剛
頂
院
末
）
を
建
立
し
て
い
る
が
、
そ
の

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
慶
尊
は
金
剛
頂
院
よ
り
法
流
を
受
け
た
と
い
う11

。
よ
っ
て
、
千
手
坊
尊
能
と
上
神
宮
寺
尊
能
が
同
一
で
あ
る
可
能
性

は
、
む
し
ろ
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
上
神
宮
寺
の
宥
誉
は
龍
光
院
昉
宥
よ
り
中
院
流
を
受
け
た
が
、
後
に
そ
の
法
流
は
退
転
し
、
尊

能
は
改
め
て
金
剛
頂
院
栄
範
よ
り
中
院
流
を
受
け
た
。
尊
能
が
金
剛
頂
院
と
関
わ
り
を
も
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
師
匠
の
慶
尊
に
由
来

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
尊
能
は
下
宮
三
精
寺
慶
尊
の
弟
子
で
、
下
宮
の
千
手
坊
・
三
精
寺
を
経
て
、
上
神
宮
寺
に
移
り
、
そ

の
法
流
を
中
興
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

な
お
本
史
料
の
筆
跡
か
ら
し
て
、最
初
の「
大
日
」か
ら「
尊
能
」ま
で
は
、同
一
人
物
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、「
大

日
」
か
ら
右
端
の
仁
和
御
流
の
「
寛
性
」、
中
央
右
の
西
院
流
の
「
覚
融
」、
そ
し
て
左
端
の
中
院
流
の
「
覚
弁
」
ま
で
は
、
同
一
人
が

同
時
期
に
書
い
た
も
の
で
、
下
段
左
下
の
「
栄
範
」
よ
り
「
尊
能
」
ま
で
は
、
同
人
が
別
時
期
に
書
い
た
と
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
最
後
に
記
さ
れ
た
尊
能
が
本
史
料
の
成
立
に
深
く
関
わ
る
人
物
と
目
さ
れ
る
。

　

加
え
て
、
諏
訪
市
湖
南
の
善
光
寺
（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
金
剛
頂
院
末
、
と
き
に
如
法
院
末
）
所
蔵
の
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
の

奥
書
に
、「
寛
永
八
辛　
　

未

年
点
朱
細
書
表
紙
ノ

分
於
智
積
院
尊
能
作
之
」
と
あ
り
、
尊
能
は
寛
永
八
年(1631)

に
智
積
院
に
て
、
本
書
に

朱
点
・
細
書
を
付
し
、
表
紙
を
改
装
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
尊
能
自
筆
書
入
の
筆
跡
と
、
本
史
料
の
「
大
日
」
よ
り
「
尊
能
」

ま
で
の
筆
跡
は
近
似
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
江
戸
初
期
に
栄
範
よ
り
中
院
流
を
授
か
り
、
上
神
宮
寺
の
法
流
を
中
興
し
た
尊
能
そ
の
人
が
、
ま
ず
は
本
史
料
を
作
成
し

た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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忠
憲

　

次
に
「
忠
憲
」
と
あ
り
、
朱
書
で
「
此
代
諏
方
氏
ヨ
リ
賜
忠
字
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
諏
訪
藩
主
と
し
て
は
、
第
二
代
忠
恒(1595-1657)

、
第
三
代
忠
晴(1639-1695)

が
あ
る
。
忠
憲
は
諏
訪
氏
よ
り
「
忠
」

の
字
を
賜
っ
て
い
る
が
、
年
代
か
ら
す
る
と
、
忠
恒
よ
り
賜
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

諏
訪
忠
恒
は
、
上
宮
に
鉄
塔
を
復
興
し
て
寄
進
し
た
人
物
と
目
さ
れ
て
い
る
。
上
宮
の
鉄
塔
は
、
鉄
塔
と
言
う
も
の
の
石
造
で
、
全

高
二
七
〇
米
に
及
ぶ
。
は
じ
め
空
海
が
創
建
し
、
の
ち
に
源
頼
朝
が
再
興
し
た
と
伝
承
さ
れ
、
上
宮
の
内
陣
に
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
た
。
廃
仏
毀
釈
の
後
に
、
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
諏
訪
市
湯
ノ
脇
の
温
泉
寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
に
移
安
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

前
部
に
は
鉄
扉
が
取
り
付
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
銘
文
が
刻
ま
れ
る
が
、
摩
滅
し
て
判
読
が
難
し
い
。
一
説
に
は
「
寛
永
八
年(1631)

未
年
諏
訪
出
雲
守
平
忠
澄
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る11

。
な
お
忠
澄
と
は
忠
恒
の
改
名
以
前
の
名
前
で
あ
る11

。
ま
た
忠
恒
の
治
世
、
慶
安
元

年(1648)

に
は
、
徳
川
家
光
の
寺
社
政
策
に
よ
り
、
朱
印
地
と
し
て
上
宮
千
石
、
下
宮
五
百
石
の
社
領
が
認
め
ら
れ
て
い
る11

。

　

ま
た
先
に
挙
げ
た
下
神
宮
寺
の
憲
瑜
も
、
忠
恒
よ
り
帰
依
を
受
け
、
長
年
そ
の
祈
願
を
勤
修
し
た
と
い
う11

。
諏
訪
藩
主
と
諏
訪
社
神

宮
寺
僧
と
の
関
係
も
、
概
ね
良
好
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

宥
晃

　
「
忠
憲
」
に
続
い
た
で
あ
ろ
う
「
何
某
」
の
上
に
は
紙
が
貼
ら
れ
、
そ
こ
に
「
宥
晃
─
宥
弁
─
宥
賢
」
の
三
人
の
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

細
く
記
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
「
宥
隆
」
は
先
の
「
忠
憲
」
と
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
宥
隆
」
が
書
き
加
え
ら
れ

た
後
に
、「
何
某
」
の
僧
名
が
先
の
三
人
へ
と
訂
正
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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こ
の
う
ち
「
宥
晃
」
は
、
下
神
宮
寺
第
二
十
九
世
の
「
宥
晃
」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
下
神
宮
寺
の
宥
晃(?-1655)

は
、
下

諏
訪
郡
に
生
ま
れ
、
寛
永
二
十
年(1643)

に
高
野
山
に
登
り
、
西
禅
院
に
て
覚
運(?-1650)

よ
り
中
院
流
を
受
け
て
い
る11

。
な
お
覚

運
は
、
同
十
八
年(1641)

よ
り
一
年
間
、
高
野
山
第
二
百
四
十
世
寺
務
検
校
を
務
め
た11

。
宥
晃
は
そ
の
後
、
下
神
宮
寺
に
庫
裏
を
造

営
し
、
の
ち
に
山
内
の
真
乗
坊
に
退
休
し
、
明
暦
元
年(1655)

に
示
寂
し
た
と
い
う
。

　

年
代
的
に
見
れ
ば
、本
史
料
の
「
宥
晃
」
と
下
神
宮
寺
の
宥
晃
が
同
一
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
ま
た
本
史
料
は
初
め
、「
忠
憲
」

の
後
に
「
何
某
」
が
記
さ
れ
、
後
に
な
っ
て
「
宥
晃
─
宥
弁
─
宥
賢
」
と
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
法
流
の
相

承
に
何
か
し
ら
の
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
と
す
れ
ば
、
西
禅
院
に
て
覚
運
よ
り
中
院
流
を
受
け
た
下
神
宮
寺
ゆ
か
り
の
宥

晃
が
、
忠
憲
に
次
い
で
上
神
宮
寺
の
住
職
に
な
っ
た
可
能
性
は
む
し
ろ
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宥
弁

　

ま
た
「
宥
弁
」
に
関
し
て
、
本
史
料
が
所
蔵
さ
れ
る
萬
福
寺
に
「
法
印
権
大
僧
都
宥
弁
」
の
位
牌
が
あ
り
、
そ
の
示
寂
は
寛
文
十
一

年(1671)

十
二
月
二
十
日
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
茅
野
市
豊
平
の
真
徳
寺（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
金
剛
頂
院
末
）第
三
世
に
も「
宥

弁
」
が
あ
り
、
同
年
の
示
寂
と
さ
れ
る11

。
よ
っ
て
萬
福
寺
と
真
徳
寺
の
宥
弁
は
同
一
人
物
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
宥
弁
と
本
史
料
の
「
宥
弁
」
が
同
一
で
あ
る
か
は
、俄
に
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、年
代
的
に
は
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
。

　

宥
賢

　

さ
ら
に
「
宥
賢
」
に
関
し
て
は
、
諏
訪
市
湖
南
の
善
光
寺
（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
金
剛
頂
院
末
、
と
き
に
如
法
院
末
）
所
蔵
の
『
過

去
帳
十
四
世
法
印
尊
智
』「
十
八
日
」
項
に
、「
戊
辰
十
一
月
、
法
印
宥
賢
、
上
ノ

神
宮
寺
住
、
導
師
当
寺
尊
智
」
と
あ
り
、
宥
賢
は
確
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か
に
上
神
宮
寺
住
職
で
、元
禄
元
年(1688)

十
一
月
十
八
日
に
示
寂
し
、そ
の
時
の
導
師
は
善
光
寺
第
十
四
世
尊
智(?-1695)

で
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
善
光
寺
に
は
、
尊
智
が
授
か
っ
た
許
可
印
信
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尊
智
は
寛
文
二
年

(1662)
、
金
剛
頂
院
栄
範
よ
り
中
院
流
を
受
け
て
い
る
。
本
史
料
の
尊
能
、
先
に
述
べ
た
下
神
宮
寺
の
憲
瑜
に
続
い
て
、
善
光
寺
の
尊

智
も
栄
範
よ
り
中
院
流
を
授
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
善
光
寺
は
金
剛
頂
院
末
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
三
年(1675)

の
末
寺
改

め
に
よ
り
、
上
宮
如
法
院
の
宥
雄
は
、
善
光
寺
を
自
院
の
末
寺
と
し
て
真
言
宗
新
義
派
の
触
頭
に
書
上
を
提
出
し
た
と
い
う
。
尊
智
も

高
齢
に
よ
り
異
議
を
申
し
立
て
ず
、再
び
善
光
寺
が
金
剛
頂
院
末
に
復
す
る
の
は
、嘉
永
五
年(1852)

の
第
二
十
七
世
観
吽(?-1882)

の
代
で
あ
っ
た11

。

　

ま
た
岡
谷
市
本
町
の
照
光
寺
（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
下
神
宮
寺
末
）
第
八
世
に
も
「
宥
賢
」
の
名
が
見
え
、
そ
の
示
寂
は
元
禄
元

年(1688)

十
一
月
十
八
日
と
さ
れ
る11

。
寂
年
月
日
が
同
じ
で
あ
り
、
照
光
寺
と
上
神
宮
寺
の
宥
賢
は
、
同
一
人
物
と
見
て
差
し
支
え

な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
宥
賢
は
下
神
宮
寺
の
法
系
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
と
い
う11

。
つ
ま
り
、
先
の
宥
晃(?-1655)

（
下
神
宮
寺

二
十
九
世
）
か
ら
、
宥
慶(?-1656)

（
下
神
宮
寺
門
徒
本
覚
坊
第
九
世
）、
祐
円(?-1680)

（
本
覚
坊
第
十
二
世
、
の
ち
照
光
寺
七
世
）

と
続
き
、
宥
賢
は
そ
の
弟
子
に
あ
た
る
。
宥
賢
が
示
寂
し
た
年
、
同
じ
く
祐
円
の
弟
子
の
宥
仙(?-1708)

が
照
光
寺
第
九
世
を
継
い

で
い
る
か
ら
、
宥
賢
は
寂
年
ま
で
照
光
寺
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
先
に
見
た
善
光
寺
の
『
過
去
帳
十
四
世
法
印
尊
智
』

に
も
「
上
ノ

神
宮
寺
住
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
両
寺
を
兼
帯
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

先
の
宥
晃
は
高
野
山
西
禅
院
に
て
覚
運
よ
り
中
院
流
を
受
け
た
。そ
し
て
宥
賢
も
そ
の
法
脈
に
連
な
る
下
神
宮
寺
系
の
僧
で
あ
っ
た
。

お
そ
ら
く
当
初
、本
史
料
は
金
剛
頂
院
栄
範
に
由
来
す
る
血
脈
を
示
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
、「
尊
能
─
忠
憲
─
何
某
─
宥
隆
」と
あ
っ

た
が
、
後
に
本
史
料
が
中
院
流
に
連
な
る
上
神
宮
寺
の
歴
代
住
職
の
系
譜
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、「
何
某
」
の
上
に
紙
が
貼

ら
れ
、「
宥
晃
─
宥
弁
─
宥
賢
」
が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
後
述
す
る
よ
う
に
、
観
銑
の
頃
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で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

宥
隆

　

続
く
「
宥
隆
」
は
、
そ
れ
以
前
と
筆
が
異
な
り
、
宥
隆
自
身
か
、
あ
る
い
は
後
世
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「
此
代
大
師
堂
建
立
」
の
註
記
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
他
の
尊
能
以
前
の
註
と
は
別
筆
で
あ
る
。

　

文
化
二
年(1805)
発
刊
の『
木
曽
路
名
所
図
会
』に
載
せ
る「
上
諏
訪
神
宮
寺
」境
内
図
に
は
、二
王
門
に
入
っ
て
左
手
に「
大
師
堂
」

が
描
か
れ
、「
大
師
堂
。
釈
迦
堂
の
西
に
あ
り
、
弘
法
大
師
を
安
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る11

。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
宥
隆
の
建
立
し
た
大

師
堂
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
鷲
尾
氏
の
『
調
査
報
告
』
に
は11

、
上
神
宮
寺
に
「
大
師
堂
」
が
あ
っ
た
と
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
神
宮
寺
地
区
通
称
阿
弥
陀
堂
墓
地
に
は
、
僧
侶
の
墓
石
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
摩
滅
が
激
し
く

判
読
が
難
し
い
。
今
回
、
筆
者
は
再
調
査
を
行
い
、
新
た
に
「
権
大
僧
都
法
印
宥
隆
」
の
墓
石
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
は
、

宥
隆
の
寂
年
は
享
保
四
年(1719)

十
一
月
七
日
と
記
さ
れ
る
。

　

な
お
、
当
時
の
諏
訪
藩
主
は
第
三
代
忠
晴(1657-1695)

、
第
四
代
忠
虎(1695-1731)

で
、
忠
晴
は
寛
文
三
年(1663)

に
上
宮

五
十
石
、
下
宮
三
十
石
の
黒
印
地
を
寄
進
し
、
続
く
忠
虎
は
こ
れ
を
上
宮
百
石
、
下
宮
六
十
石
に
増
加
さ
せ
、
爾
来
歴
代
藩
主
の
恒
例

と
な
っ
た
。
寺
社
に
対
す
る
諏
訪
藩
の
崇
敬
は
極
め
て
深
く
、
諏
訪
神
社
以
外
の
寺
社
へ
の
寄
進
も
、
こ
の
頃
に
は
お
よ
そ
確
立
し
た

と
さ
れ
る11

。

　

宥
信

　

次
の
「
宥
信
」
は
先
の
「
宥
隆
」
と
別
筆
で
、
以
下
、「
信
盛
─
観
理
─
観
銑
」
ま
で
は
「
宥
信
」
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
。
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「
宥
信
」
に
は
、
朱
書
で
「
此
代
江
戸
ヨ
リ
入
院
」
と
の
註
記
が
見
ら
れ
る
。

　

信
盛

　

続
く
「
信
盛
」
に
は
、
朱
書
で
「
普
賢
堂
石
□
建
立
」（
□
は
判
読
不
能
）
と
註
記
さ
れ
る
。

　
「
普
賢
堂
」
は
上
神
宮
寺
の
金
堂
に
あ
た
り
、
諏
訪
大
明
神
の
本
地
仏
で
あ
る
普
賢
菩
薩
が
安
置
さ
れ
た
。
そ
の
尊
像
は
、
現
在
は

諏
訪
市
四
賀
の
仏
法
紹
隆
寺
に
移
安
さ
れ
る
。
鷲
尾
氏
の
『
調
査
報
告
』
に
よ
る
と11

、
普
賢
堂
は
正
面
八
間
・
奥
行
六
間
半
の
規
模
で
、

も
と
坂
上
田
村
麻
呂
の
創
立
と
伝
え
、
久
明
親
王(1276-1328)

の
命
に
よ
り
、
知
久
行
長
・
行
将
が
再
建
し
た
と
伝
え
る
。

　

観
理

  

さ
ら
に
「
観
理
」
に
は
、
墨
書
で
「
寺
建
立
中
興
」
と
註
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
以
前
の
註
記
と
は
別
筆
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
何
を
建
立
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
江
戸
中
期
に
当
寺
を
隆
盛
に
導
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
観
理
」

の
右
上
に
、
別
の
註
記
が
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
が
、
料
紙
を
削
っ
て
削
除
し
て
お
り
、
判
読
で
き
な
い
。

　

観
銑

　

次
の
「
観
銑
」
に
は
特
に
註
記
は
な
い
。
他
に
伝
も
見
え
ず
、
不
詳
で
あ
る
。

　

先
の
「
宥
信
」
か
ら
「
観
銑
」
ま
で
、
さ
ら
に
は
本
史
料
右
上
の
「
神
宮
寺
開
山
良
弁
」、
左
上
の
「
神
護
景
雲
元
年

開
基
清
丸
」、
お
よ
び

「
宥
晃
─
宥
弁
─
宥
賢
」
の
訂
正
は
、
お
そ
ら
く
同
筆
と
見
ら
れ
、
観
銑
自
身
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
が
、
こ
れ
を
書
き
加
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
本
史
料
は
、
中
院
流
に
連
な
る
上
神
宮
寺
歴
代
住
職
の
系
図
と
し
て
の
意
味
を
鮮
明
に
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
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る
。
ま
た
「
観
銑
」
の
次
に
は
、
当
初
は
「
何
某
」
の
僧
名
が
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
箇
所
は
紙
面
が
削
ら
れ
、
さ
ら
に
紙

が
貼
ら
れ
、
以
前
と
別
筆
に
よ
り
「
観
亮
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

　

観
亮

　
「
観
亮
」
の
名
前
は
、
訂
正
紙
の
上
に
記
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
「
観
亮
」
に
至
る
系
図
線
は
、
先
代
の
「
観
銑
」
か
ら
で
な
く
、

そ
の
前
の
「
観
理
」
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
観
亮
」
の
左
上
に
「
法
流
中
興
」
の
註
記
が
見
ら
れ
る
が
、
本
文
料
紙
の
上
に
直
接
記
さ
れ
た
も
の
で
、
本
来
は
「
観
亮
」

の
下
に
記
さ
れ
た
「
何
某
」
の
註
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
観
銑
か
ら
観
亮
に
至
る
間
に
、
何
か
し
ら
の
曲
折
が

あ
っ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

観
秀

　

さ
ら
に
「
観
亮
」
か
ら
別
筆
で
「
観
秀
─
観
照
」
と
記
さ
れ
、「
観
秀
」
に
は
「
表
門
再
建
」
と
の
註
が
あ
る
。

　

江
戸
末
期
に
、
上
宮
に
は
上
神
宮
寺
所
領
の
「
二
王
門
」、
法
華
寺
所
領
の
「
二
王
門
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が11

、
お
そ
ら
く
こ
れ

ら
伽
藍
の
二
王
門
と
は
別
に
、
本
坊
に
属
す
る
「
表
門
」
を
再
建
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

観
照

　

続
い
て
「
観
秀
」
と
同
筆
に
て
「
観
照
」
と
記
さ
れ
、「
中
興
庫
裏
再
建
」
の
註
が
あ
る
。「
庫
裏
」
も
本
坊
に
属
す
る
建
物
で
、
観

照
の
代
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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な
お
本
史
料
の
表
紙
に
は
「
観
照
再
建

　
　

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
史
料
は
観
照
に
よ
っ
て
再
表
装
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の

表
紙
の
筆
は
、
本
文
中
の
「
観
秀
─
観
照
」
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
者
を
追
記
し
た
の
も
、
観
照
自
身
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

観
秀
、
観
照
の
代
に
は
、
表
門
や
庫
裏
な
ど
本
坊
の
再
建
、
本
史
料
の
再
表
装
が
な
さ
れ
て
お
り
、
上
神
宮
寺
の
状
況
も
比
較
的
安

定
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

観
実

　
「
観
照
」
の
下
段
に
は
、
さ
ら
に
一
枚
の
白
紙
が
貼
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
で
「
観
実
」、「
観
高
」、「
文
龍
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
い
ず
れ
も
自
著
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
観
実
」
に
関
し
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
諏
訪
市
湖
南
の
善
光
寺
第
二
十
六
世
に
「
観
実
」
が
あ
る11

。
同
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
大
正
七

年(1918)

の
『
誌
料
』
に
は
、
観
実
が
善
光
寺
か
ら
上
神
宮
寺
へ
転
住
し
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り11

、
本
史
料
の
「
観
実
」
は
善
光
寺

の
観
実
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
観
実
は
寛
政
十
年(1798)

、
筑
摩
郡
古
見
村
（
現
在
東
筑
摩
郡
朝
日
村
）
の
上
条
氏
に
生
ま
れ
、
上

神
宮
寺
観
照
の
弟
子
と
な
っ
た
。
文
政
六
年(1823)
に
二
十
六
歳
で
善
光
寺
に
晋
山
し
、
天
保
十
一
年(1840)

に
四
十
三
歳
で
上
神

宮
寺
へ
と
転
住
し
た
と
い
う
。
そ
の
示
寂
は
安
政
五
年(1858)
六
月
八
日
、
世
寿
六
十
一
歳
と
さ
れ
る
。

　

観
実
は
文
政
九
年(1826)

、
善
光
寺
に
楼
形
式
の
山
門
を
建
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
楼
上
に
擬
宝
珠
高
欄
の
縁
を
ま
わ
し
、
二
重

繁
垂
木
に
反
り
の
美
し
い
屋
根
を
置
く
も
の
で
あ
る11

。



蓮花寺佛教研究所紀要　第四号　個人研究

144

　

観
高

　

続
く
「
観
高
」
に
は
、「
御
一
洗
還
俗
頼
高
」
と
の
註
記
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
維
新
に
よ
っ
て
観
高
は
、
還
俗
し
て
頼
高
と
改
名
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
観
高
こ
そ
が
、
上
神
宮
寺
の
最
後

の
住
職
と
考
え
ら
れ
る
。

　

鷲
尾
氏
の
『
調
査
報
告
』
に
よ
れ
ば11

、
廃
寺
と
な
っ
た
上
神
宮
寺
の
最
後
の
住
職
は
、
筑
摩
郡
古
見
村
（
現
在
東
筑
摩
郡
朝
日
村
）

に
斎
藤
槙
右
衛
門
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
安
政
五
年(1858)

に
上
神
宮
寺
住
職
と
な
り
、
法
印
権
大
僧
都
の
僧
位
に
あ
っ
た
が
、

明
治
元
年(1868)

に
官
命
に
よ
っ
て
還
俗
し
、
神
職
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、そ
の
際
の
還
俗
名
は
、始
め「
神
原
図
書
」と
称
し
、後
に「
神
原
真
臣
」に
改
め
た
と
い
う
。
先
の「
観
高
」の
註
記
に
は「
還

俗
頼
高
」
と
あ
り
、「
図
書
」
や
「
真
臣
」
と
は
一
致
せ
ず
、最
後
の
上
神
宮
寺
住
職
何
某
が
、実
際
に
「
観
高
」
で
、ま
た
還
俗
名
が
「
頼

高
」
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
俄
に
は
判
断
が
つ
か
な
い
。

　

た
だ
、
こ
の
時
に
還
俗
し
た
他
の
諏
訪
社
神
宮
寺
住
職
の
還
俗
名
に
つ
い
て
、
鷲
尾
氏
の
『
調
査
報
告
』
は11

、

    

上
神
宮
寺
住
職　

権
大
僧
都
法
印
何
某　

神
原
図
書　

の
ち
神
原
真
臣

    　

如
法
院
住
職　

権
大
僧
都
法
印
何
某　

瀧
澤
刑
部　

の
ち
瀧
澤
昌
雄

    　

蓮
池
院
住
職
　
権
大
僧
都
法
印
何
某　

七
嶋
大
蔵　

の
ち
七
嶋
保

    　

法
華
寺
住
職　

権
大
僧
都
法
印
何
某　

北
條
大
学　

の
ち
北
條
繁

    

下
神
宮
寺
住
職　

権
大
僧
都
法
印
何
某　

神
山
斎
宮

    　

三
精
寺
住
職　

権
大
僧
都
法
印
何
某　

浮
島
主
殿

    　

観
照
寺
住
職　

権
大
僧
都
法
印
何
某　

秋
元
修
理
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と
伝
え
て
お
り
、
還
俗
直
後
の
名
称
は
「
図
書
」「
刑
部
」「
大
蔵
」
な
ど
の
官
職
名
、
つ
ま
り
仮
名
を
以
て
表
さ
れ
、
実
名
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
『
調
査
報
告
』
に
は
、
右
記
の
住
職
以
外
に
も
、
還
俗
し
た
僧
坊
の
住
持
に
つ
い
て
の
記
録
も
あ
る
が
、
そ
の
中
に

「
頼
高
」
と
改
名
し
た
者
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
頼
」
字
は
、江
戸
期
の
諏
方
大
祝
家
が
代
々
継
承
す
る
字
で11

、諏
訪
に
あ
っ
て
は
特
別
な
字
で
あ
る
。「
観
高
」
か
ら
「
頼

高
」
へ
の
改
名
は
「
頼
」
字
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
観
高
が
最
後
の
上
神
宮
寺
住
職
で
あ
っ
て
、
そ
の
還
俗
名
は
頼
高

で
あ
っ
た
と
見
な
す
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
神
宮
寺
地
区
通
称
阿
弥
陀
堂
墓
地
に
は
、「
神
原
頼
高
」
の
墓
が
あ
る
。
墓
石
の
裏
面
の
銘
は
、
摩
滅
が
激
し
い
も
の
の
、

か
ろ
う
じ
て
「
元
神
宮
寺
六
十
世
／
神
原
氏
和
気
朝
臣
神
頼
高
墓
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
こ
の
墓
は
、
上
神
宮
寺
最
後
の
住

職
の
墓
と
さ
れ
て
き
た
が
、本
史
料
に
よ
り
、確
か
に
そ
れ
が
正
し
く
、ま
た
そ
の
僧
名
が
「
観
高
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。

　

文
龍

　

本
史
料
の
最
後
に
自
著
し
た
「
文
龍
」
は
、
お
そ
ら
く
観
高
の
弟
子
で
、
上
神
宮
寺
に
住
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
龍
は
、
上
神
宮
寺
の
廃
寺
後
、
ま
ず
は
昌
林
寺
へ
移
り
、
さ
ら
に
明
治
八
年(1875)

に
萬
福
寺
住
職
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
本

史
料
と
と
も
に
、
五
重
塔
の
五
智
如
来
を
移
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　

約
二
百
年
の
間
、
加
筆
・
訂
正
さ
れ
な
が
ら
、
上
神
宮
寺
の
住
職
に
継
承
さ
れ
た
本
史
料
は
、
そ
の
正
統
性
を
示
す
重
要
な
寺
宝
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
所
持
し
自
著
し
た
文
龍
は
、
ま
さ
に
上
神
宮
寺
の
法
脈
を
受
け
継
い
だ
最
後
の
人
物
で
あ
っ
た
。

　

な
お
文
龍
は
、
明
治
十
三
年(1880)

に
示
寂
す
る
ま
で
萬
福
寺
に
住
し
た
。
そ
の
間
、
当
寺
に
置
か
れ
た
上
桑
原
学
校
の
教
員
も

務
め
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

諏
訪
神
社
上
宮
神
宮
寺
（
上
神
宮
寺
）
に
伝
来
し
た
本
史
料
に
よ
り
、
当
寺
の
密
教
事
相
の
法
流
が
、
高
野
山
の
中
院
流
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
め
、
上
神
宮
寺
の
宥
誉(?-1558~70)

は
、
高
野
山
龍
光
院
の
昉
宥(?-1506)

よ
り
中
院
流
を

受
け
、
当
寺
の
法
流
を
中
興
し
て
い
る
。
ま
た
続
く
頼
盛(?-1590)

は
、
織
田
信
長
の
没
後
、
諏
訪
家
の
再
興
を
図
っ
た
諏
訪
頼
忠

(1536-1606)

よ
り
、「
頼
」
字
を
賜
っ
た
。

　

さ
ら
に
江
戸
期
に
入
り
、
祐
鏡
の
代
に
そ
の
法
流
は
退
転
し
、
ま
た
宥
海
の
代
に
は
寺
が
建
立
さ
れ
る
。
そ
れ
は
年
代
的
に
見
て
、

諏
訪
家
の
初
代
藩
主
・
諏
訪
頼
水(1571-1641)

の
治
世
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

  

そ
し
て
江
戸
初
期
に
は
、
高
野
山
金
剛
頂
院
の
栄
範(1580-1676)

よ
り
、
上
神
宮
寺
の
尊
能(?-1647)

へ
と
再
び
中
院
流
が
伝

え
ら
れ
た
。
同
時
期
に
下
神
宮
寺
の
憲
瑜(?-1671)
や
諏
訪
善
光
寺
の
尊
智(?-1695)

も
、
栄
範
か
ら
中
院
流
を
受
け
て
お
り
、
と

も
に
法
流
中
興
の
気
運
が
高
ま
っ
た
時
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
史
料
も
、
ま
ず
は
尊
能
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

続
く
忠
憲
は
、
第
二
代
藩
主
・
諏
訪
忠
恒(1595-1657)
よ
り
、「
忠
」
字
を
賜
っ
た
。

　

そ
の
後
、
宥
隆(?-1719)

が
大
師
堂
を
建
立
、
信
盛
が
普
賢
堂
石
□
を
建
立
、
観
理
が
寺
を
建
立
、
観
秀
が
表
門
を
再
建
、
観
照

が
庫
裏
を
再
建
す
る
な
ど
、
江
戸
後
期
に
至
る
ま
で
、
伽
藍
や
本
坊
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
観
亮
の
代
で
法
脈
の
曲
折
が
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
が
、
寺
勢
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

明
治
元
年(1868)

の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
上
神
宮
寺
を
は
じ
め
諏
訪
神
社
の
別
当
七
ケ
寺
は
す
べ
て
廃
寺
と
な
り
、
殆
ど
の
記
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録
が
散
逸
し
た
。
そ
の
時
、
最
後
の
上
神
宮
寺
住
職
を
務
め
た
観
高
は
還
俗
し
、「
頼
高
」
と
改
名
し
て
神
職
と
な
っ
た
が
、
そ
の
弟

子
の
文
龍(1802-1880)

は
、
昌
林
寺
、
そ
し
て
萬
福
寺
へ
と
移
っ
た
。
そ
の
際
、
文
龍
が
本
史
料
を
所
持
し
た
た
め
、
こ
れ
が
今

に
伝
存
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
史
料
は
、
上
神
宮
寺
に
約
二
百
年
間
継
承
さ
れ
た
血
脈
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
と
も
に
、
学
術
的
に
も
有
益
な
史
料
と
な

り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
当
寺
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
通
観
す
る
こ
と
は
史
料
的
に
難
し
か
っ
た
が
、
今
回
、
上
神
宮
寺
の
法
流
、
住
職
、
沿
革

に
つ
い
て
、
僅
か
な
が
ら
も
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
こ
れ
を
基
礎
に
、
諸
資
料
と
の
比
較
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、

他
の
諏
訪
社
神
宮
寺
の
状
況
も
含
め
、
少
し
ず
つ
解
明
を
試
み
て
い
き
た
い
。

　

附
、
本
史
料
に
見
る
上
神
宮
寺
歴
代
住
職
一
覧

僧
名

生
年

寂
年

本
史
料
の
註
記

備
考

宥
誉

1558-70

諏
訪
法
流
中
興 
高
野
山
龍
光
院
昉
宥(?-1506)

よ
り
中
院
流
を
受
け
る
。

頼
盛

1590  

諏
方
氏
ヨ
リ
賜
頼
字
頼
盛

諏
訪
頼
忠(1536-1606)

よ
り
、「
頼
」
字
を
賜
る
。

祐
元

1603 

天
正
十
二
年(1584)

、
上
宮
に
紺
紙
金
字
『
法
華
経
』
を
奉
納
す
る
。

祐
鏡

法
流
此
代
退
転
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清
雄

1622 

※
天
正
年
間(1573-92)

、
下
神
宮
寺
南
光
坊
に
住
し
た
清
雄
と
同
一
で

　

あ
ろ
う
。

栄
範

宥
海

寺
建
立

重
慶

尊
能

1647

此
代
法
流
中
興

神
変
山
改

高
野
山
金
剛
頂
院
栄
範(1580-1676)

よ
り
中
院
流
を
受
け
る
。

本
史
料
を
作
成
。
寛
永
八
年(1631)

当
時
、
智
積
院
に
て
学
ぶ
。

※
三
精
寺
慶
尊
の
弟
子
で
、
下
神
宮
寺
千
手
坊
に
住
し
、
後
に
三
精
寺

　

に
転
住
し
た
尊
能
と
同
一
で
あ
ろ
う
。

忠
憲

此
代
諏
方
氏
ヨ
リ
賜
忠
字

諏
訪
忠
恒(1595-1657)

よ
り
、「
忠
」
字
を
賜
る
。

宥
晃

1655 

※
高
野
山
西
禅
院
覚
運(?-1650)

よ
り
中
院
流
を
受
け
た
下
神
宮
寺
第

　

二
十
九
世
宥
晃
と
同
一
で
あ
ろ
う
。

宥
弁

(1671) 

※
萬
福
寺
第
一
世
、
真
徳
寺
第
三
世
の
宥
弁
と
同
一
か
。

宥
賢

1688 

※
照
光
寺
第
八
世
の
宥
賢
と
同
一
。

宥
隆

1719 

此
代
大
師
堂
建
立 

宥
信

此
代
江
戸
ヨ
リ
入
院

信
盛

普
賢
堂
石
□
建
立

観
理

寺
建
立
中
興 

観
銑

観
亮
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観
秀

表
門
再
建

観
照

中
興
庫
裏
再
建

観
実

1798
1858 

筑
摩
郡
古
見
村
の
上
条
氏
に
生
ま
れ
る
。
上
神
宮
寺
観
照
の
弟
子
。

文
政
六
年(1823)

、
善
光
寺
第
二
十
六
世
住
職
と
な
る
。

文
政
九
年(1826)

、
善
光
寺
に
楼
形
式
の
山
門
を
建
立
す
る
。

天
保
十
一
年(1840)

、
上
神
宮
寺
へ
と
転
住
す
る
。

観
高

御
一
洗
還
俗
頼
高

筑
摩
郡
古
見
村
の
斎
藤
氏
に
生
ま
れ
る
。

安
政
五
年(1858)

、
上
神
宮
寺
住
職
と
な
る
。
上
神
宮
寺
最
後
の
住
職
。

明
治
元
年(1868)

、
還
俗
。
還
俗
名
は
「
頼
高
」。
神
職
と
な
る
。

文
龍

1880

廃
寺
後
、
昌
林
寺
、
の
ち
明
治
八
年(1875)

に
萬
福
寺
へ
と
移
る
。

萬
福
寺
に
置
か
れ
た
上
桑
原
学
校
の
教
員
を
務
め
る
。

註1
鷲
尾
順
敬
『
信
濃
諏
訪
神
社
神
仏
分
離
事
件
調
査
報
告
』（『
新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
五
・
名
著
出
版
・
一
九
八
三
年
・
四
五
二
〜
七
頁
）

2
『
改
訂
諏
訪
市
の
文
化
財
』（
諏
訪
市
教
育
委
員
会
・
一
九
九
七
年
・
三
二
六
〜
七
頁
）。
現
在
は
諏
訪
教
育
会
の
所
有
で
、
諏
訪
市
博
物
館
に
寄
託
さ
れ

る
。
平
成
十
六
年(2004)

、
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

3
織
田
顕
行
「
岡
谷
・
平
福
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
つ
い
て
」（『
飯
田
市
美
術
博
物
館
研
究
紀
要
』
九
・
一
九
九
九
年
）。
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
岡
谷
市
長
地
柴

宮
の
平
福
寺
（
真
言
宗
智
山
派
・
も
と
金
剛
頂
院
末
）
に
移
安
さ
れ
る
。
平
成
八
年(1996

）、
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

4
『
諏
訪
大
明
神
画
詞
』
祭
一
、三
（
今
井
広
亀
『
諏
訪
大
明
神
画
詞
』
下
諏
訪
町
博
物
館
・
一
九
七
九
年
・
八
九
、一
〇
〇
頁
）。
本
書
に
は
、
文
明
四
年
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(1472)

に
伊
那
出
身
の
僧
宗
詢
が
高
野
山
悉
地
院
に
て
書
写
し
、
諏
訪
に
て
上
社
権
祝
家
に
伝
え
ら
れ
、
の
ち
に
神
長
官
家
に
所
蔵
さ
れ
た
「
権
祝
本
」

の
影
印
版
が
掲
載
さ
れ
る
。

5
『
下
諏
訪
別
当
寺
務
神
宮
寺
海
岸
孤
絶
山
起
立
書
』（
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
三
二
〇
〜
五
六
頁
）

6
『
諏
訪
史
』
四
（
諏
訪
教
育
会
・
一
九
六
六
年
）、『
諏
訪
市
史
』
下
（
諏
訪
市
役
所
・
一
九
七
六
年
）、『
増
訂
下
諏
訪
町
誌
』
上
（
甲
陽
書
房
・
一
九
八
五
年
）

7
『
語
り
継
ぎ
神
宮
寺
の
民
俗
』
下
（
神
宮
寺
公
民
館
民
俗
調
査
会
・
一
九
八
九
年
・
四
二
四
〜
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
元
年(1989)

七
月
、
諏
訪
市

神
宮
寺
地
区
通
称
阿
弥
陀
堂
墓
地
よ
り
、上
神
宮
寺
の
歴
代
住
職
の
墓
石
一
基
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、大
永
四
年(1524)

示
寂
の
祐
憲
よ
り
、

栄
範(

示
寂
年
記
載
ナ
シ)
ま
で
十
代
の
僧
名
が
刻
ま
れ
、
神
変
山
主
観
□
（
□
は
不
明
）
の
再
建
と
記
さ
れ
る
。

8
『
諏
訪
史
』
四
（
諏
訪
教
育
会
・
一
九
六
六
年
・
七
二
一
頁
）

9
彰
考
館
本
『
寺
院
本
末
帳
』「
新
義
真
言
宗
本
末
帳
七
」（『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
帳
集
成
』
中
・
雄
山
閣
出
版
・
一
九
九
九
年
・
一
四
九
一
頁
）

10
か
つ
て
常
法
檀
林
で
あ
っ
た
仏
法
紹
隆
寺
に
は
、
鎌
倉
期
以
降
の
聖
教
二
千
点
以
上
が
所
蔵
さ
れ
、
信
州
大
学
日
本
文
学
分
野
に
よ
り
、
蔵
書
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
渡
辺
匡
一
「
仏
法
紹
隆
寺
覚
え
書
き
」（『
内
陸
文
化
研
究
』
三
・
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

11
『
諏
訪
の
名
刹
』
一
「
岩
窪
山
萬
福
寺
」（
南
信
日
日
新
聞
社
・
一
九
七
九
年
・
一
五
五
〜
六
二
頁
）

12
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
三
「
龍
光
院
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
四
・
一
五
二
頁
）

13
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
三
「
龍
光
院
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
四
・
一
五
二
頁
）。
た
だ
し
秀
尊
の
み
、「
或
ハ
野
ノ
下
州
ト
云
」
と
の
割
注
が
あ
る
。

14
『
紀
伊
続
風
土
記
』
三
一
「
山
主
検
校
次
第
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
八
・
三
〇
一
頁
）

15
『
紀
伊
続
風
土
記
』
一
六
「
寺
家
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
七
・
二
一
二
〜
三
頁
）

16
『
紀
伊
続
風
土
記
』
一
六
「
寺
家
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
七
・
二
一
六
頁
）

17
『
語
り
継
ぎ
神
宮
寺
の
民
俗
』
下
（
神
宮
寺
公
民
館
民
俗
調
査
会
・
一
九
八
九
年
・
四
二
四
〜
七
頁
）
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18
『
諏
訪
史
』
三
（
諏
訪
教
育
会
・
一
九
五
四
年
・
二
六
九
頁
、
二
八
六
頁
）

19
「
武
田
晴
信
寄
進
状
」（『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
三
・
三
五
五
頁
）

20
「
武
田
勝
頼
安
堵
状
」（『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
三
・
三
九
九
〜
四
〇
〇
頁
）

21
「
諏
訪
頼
忠
神
輿
再
造
事
書
」（『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
三
・
二
一
五
頁
）

22
「
諏
訪
頼
忠
書
状
」（『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
三
・
三
五
七
頁
）

23
「
諏
訪
頼
忠
神
輿
再
造
事
書
」（『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
三
・
二
一
五
頁
）

24
『
祈
り
の
時
代
─
仏
さ
ま
の
美
術
─
諏
訪
市
の
文
化
財
を
中
心
に
』（
財
団
法
人
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
・
二
〇
一
〇
年
・
五
八
頁
）

25
『
下
諏
訪
別
当
寺
務
神
宮
寺
海
岸
孤
絶
山
起
立
書
』（
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
三
二
二
頁
、
三
五
三
頁
）

26
『
諏
訪
史
』
四
（
諏
訪
教
育
会
・
一
九
六
六
年
・
七
三
八
頁
）

27
『
紀
伊
続
風
土
記
』
三
一
「
山
主
検
校
次
第
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
八
・
三
一
三
頁
）

28
『
紀
伊
続
風
土
記
』
三
一
「
山
主
検
校
次
第
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
八
・
三
一
四
頁
）、『
同
』
三
六
「
高
僧
行
状
」（『
同
』
三
九
・
五
〇
〜
一
頁
）

29
『
紀
伊
続
風
土
記
』
一
八
「
寺
家
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
七
・
三
〇
八
〜
一
二
頁
）

30
俵
塚
義
光
「
明
治
以
後
の
高
野
山
典
籍
談
」（『
密
教
研
究
』
六
〇
・
一
九
三
六
年
）

31
日
野
西
眞
定
「
史
料
紹
介
・
大
楽
院
信
堅
撰
『
信
堅
院
号
帳
』
多
聞
院
重
儀
撰
『
高
野
山
本
院
』」（『
堯
榮
文
庫
研
究
紀
要
』
一
・
一
九
九
七
年
）

32
三
浦
章
夫
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
二
（
興
教
大
師
八
百
年
遠
忌
局
出
版
部
・
一
九
四
三
年
・
一
二
二
八
頁
）

33
『
続
宝
簡
集
』
四
九
（『
大
日
本
古
文
書
』
一
「
高
野
山
文
書
」
三
・
四
六
頁
、
五
〇
頁
）

34
『
紀
伊
続
風
土
記
』
一
八
「
寺
家
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
七
・
三
一
一
〜
二
頁
）

35
高
野
山
金
剛
頂
院
の
末
寺
に
つ
い
て
、前
揚
註(

9)

の
水
戸
彰
考
館
本『
寺
院
本
末
帳
』を
見
る
と
、寛
政
三
年(1791)

書
上
げ
の「
古
義
真
言
宗
本
末
牒
」
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に
、大
和
一
、甲
斐
十
六
、信
濃
二
十
七
、備
前
五
、筑
前
三
の
末
寺
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
寛
政
七
年(1795)

書
上
げ
の「
新
義
真
言
宗
本
末
帳
」

に
は
、信
濃
に
二
十
五
の
末
寺
（
古
義
牒
と
重
複
）
が
見
え
る
。
そ
の
中
で
朱
印
地
を
領
す
る
寺
院
と
し
て
は
、甲
斐
に
薬
王
寺
（
朱
印
二
十
八
石
八
斗
・

孫
末
寺
二
・
門
徒
二
）、
光
勝
寺
（
朱
印
七
石
二
斗
）、
信
濃
に
上
神
宮
寺
（
朱
印
上
諏
訪
千
石
之
内
百
石
・
孫
末
寺
二
・
門
徒
八
）、
如
法
院
（
朱
印
上

諏
訪
千
石
之
内
二
十
石
・
末
寺
三
）、
蓮
池
院
（
朱
印
上
諏
訪
千
石
之
内
十
五
石
・
門
徒
一
）、
下
神
宮
寺
（
朱
印
下
諏
訪
五
百
石
之
内
六
三
石
五
斗
・
孫

末
寺
一
・
門
徒
四
）、観
照
寺
（
朱
印
下
諏
訪
五
百
石
之
内
四
十
石
・
門
徒
一
）、三
精
寺
（
朱
印
下
諏
訪
五
百
石
之
内
十
石
）
が
記
録
さ
れ
る
。
信
濃
の
六
ヶ

寺
は
い
ず
れ
も
諏
訪
神
社
の
別
当
寺
で
、
特
に
上
神
宮
寺
は
、
朱
印
地
・
孫
末
寺
・
門
徒
の
数
か
ら
い
っ
て
も
、
最
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
と
確
認
さ
れ
る
。

36
『
下
諏
訪
別
当
寺
務
神
宮
寺
海
岸
孤
絶
山
起
立
書
』（
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
三
三
一
〜
二
頁
）

37
『
下
諏
訪
別
当
寺
務
神
宮
寺
海
岸
孤
絶
山
起
立
書
』（
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
三
五
三
頁
）

38
『
下
諏
訪
別
当
寺
務
神
宮
寺
海
岸
孤
絶
山
起
立
書
』（
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
三
二
二
頁
）

39
『
諏
訪
の
名
刹
』
一
「
清
龍
山
長
円
寺
」（
南
信
日
日
新
聞
社
・
一
九
七
九
年
・
一
七
五
頁
）

40
『
諏
訪
史
』
四
（
諏
訪
教
育
会
・
一
九
六
六
年
・
一
七
九
〜
八
〇
頁
）
に
、
鮎
沢
政
彦
氏
の
手
記
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
鉄
塔
は
、
昭
和

四
十
六
年(1971)

、
諏
訪
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

41
『
諏
訪
家
譜
』
一
（『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
五
・
五
三
頁
）

42
『
諏
訪
史
』
四
（
諏
訪
教
育
会
・
一
九
六
六
年
・
一
七
一
〜
二
頁
）
に
、
こ
の
社
領
寄
進
状
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
る
。
な
お
、
上
宮
千
石
・
下
宮
五
百
石

の
社
領
の
う
ち
、
寺
院
に
割
り
当
て
ら
れ
た
朱
印
地
は
、
前
掲
註(
35)

に
記
載
し
た
寛
政
七
年(1795)

の
『
本
末
帳
』
が
参
考
と
な
る
。
法
華
寺
に

つ
い
て
は
、
本
書
に
朱
印
地
の
記
載
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
な
お
鷲
尾
氏
の
『
調
査
報
告
』
は
、
江
戸
末
期
の
諏
訪
社
神
宮
寺
の
寺
領
に
つ
い
て
、
上

神
宮
寺
（
二
十
五
石
）、
如
法
院
（
二
十
石
）、
蓮
池
院
（
十
五
石
）、
法
華
寺
（
二
十
石
）、
下
神
宮
寺
（
三
十
石
）
と
記
録
し
て
い
る
（
前
掲
註(

1)

四
五
二
〜
五
頁
）。
先
の
寛
政
七
年(1795)

『
本
末
帳
』
と
比
べ
る
と
、
如
法
院
、
蓮
池
院
は
増
減
が
な
い
も
の
の
、
上
神
宮
寺
は
四
分
の
一
、
下
神
宮
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寺
は
半
分
に
減
少
し
て
い
る
。
法
華
寺
、
三
精
寺
、
観
照
寺
は
い
ず
れ
か
の
史
料
に
記
載
が
な
く
比
較
不
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
時
点
で
は

資
料
が
不
足
し
て
お
り
、
諏
訪
社
神
宮
寺
の
所
領
の
実
状
に
つ
い
て
は
、
俄
に
は
判
断
で
き
な
い
。

43
『
下
諏
訪
別
当
寺
務
神
宮
寺
海
岸
孤
絶
山
起
立
書
』（
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
三
四
〇
頁
）

44
『
下
諏
訪
別
当
寺
務
神
宮
寺
海
岸
孤
絶
山
起
立
書
』（
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
三
三
九
頁
）

45
『
紀
伊
続
風
土
記
』
三
一
「
山
主
検
校
次
第
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
三
八
・
三
一
〇
頁
）

46
『
諏
訪
の
名
刹
』
一
「
長
河
山
真
徳
寺
」（
南
信
日
日
新
聞
社
・
一
九
七
九
年
・
一
九
〇
頁
）

47
原
輝
美
『
信
濃
国
諏
訪
郡
湖
南
村
南
真
志
野
区
松
尾
山
善
光
密
寺
誌
料
』（
善
光
寺
所
蔵
・
一
九
一
八
年
・
一
九
〜
二
〇
頁
）

48
『
諏
訪
の
名
刹
』
一
「
城
向
山
照
光
寺
」（
南
信
日
日
新
聞
社
・
一
九
七
九
年
・
二
二
頁
）

49
宮
坂
宥
勝
『
照
光
寺
誌
』（
照
光
寺
誌
刊
行
会
・
一
九
八
五
年
・
八
八
〜
九
頁
）

50
『
木
曽
路
名
所
図
会
』（
名
著
出
版
・
一
九
七
二
年
・
三
二
六
〜
三
〇
頁
）

51
鷲
尾
順
敬
『
信
濃
諏
訪
神
社
神
仏
分
離
事
件
調
査
報
告
』（『
新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
五
・
名
著
出
版
・
一
九
八
三
年
・
四
五
三
〜
五
頁
）

52
『
諏
訪
史
』
四
（
諏
訪
教
育
会
・
一
九
六
六
年
・
一
八
八
頁
）

53
鷲
尾
順
敬
『
信
濃
諏
訪
神
社
神
仏
分
離
事
件
調
査
報
告
』（『
新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
五
・
名
著
出
版
・
一
九
八
三
年
・
四
五
三
〜
四
頁
）

54
鷲
尾
順
敬
『
信
濃
諏
訪
神
社
神
仏
分
離
事
件
調
査
報
告
』（『
新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
五
・
名
著
出
版
・
一
九
八
三
年
・
四
五
四
〜
五
頁
）

55
『
諏
訪
の
名
刹
』
一
「
松
尾
山
善
光
寺
」（
南
信
日
日
新
聞
社
・
一
九
七
九
年
・
一
四
〇
頁
）

56
原
輝
美
『
信
濃
国
諏
訪
郡
湖
南
村
南
真
志
野
区
松
尾
山
善
光
密
寺
誌
料
』（
善
光
寺
所
蔵
・
一
九
一
八
年
・
二
一
頁
）

57
『
改
訂
諏
訪
市
の
文
化
財
』（
諏
訪
市
教
育
委
員
会
・
一
九
九
七
年
・
二
六
〇
頁
）。
昭
和
四
十
九
年(1974)

、
諏
訪
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

58
鷲
尾
順
敬
『
信
濃
諏
訪
神
社
神
仏
分
離
事
件
調
査
報
告
』（『
新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
五
・
名
著
出
版
・
一
九
八
三
年
・
四
七
七
、四
九
一
頁
）
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59
鷲
尾
順
敬
『
信
濃
諏
訪
神
社
神
仏
分
離
事
件
調
査
報
告
』（『
新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
五
・
名
著
出
版
・
一
九
八
三
年
・
四
七
六
〜
八
頁
）

60
近
藤
敏
喬
『
古
代
豪
族
系
図
集
覽
』「
神
人
部
（
諏
訪
）」（
平
文
社
・
一
九
九
三
年
・
三
五
二
頁
）

〈
付
記
〉
本
史
料
お
よ
び
引
用
文
献
の
閲
覧
に
は
、
萬
福
寺
住
職
・
熊
木
照
衍
尼
、
善
光
寺
住
職
・
加
藤
聖
麟
師
よ
り
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
渡
辺
匡
一
、
高
橋
秀
城
、
佐
々
木
覚
如
、
各
先
生
よ
り
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
諏
訪
大
社
、
別
当
寺
、
中
院
流
、
龍
光
院
、
昉
宥
、
宥
誉
、
金
剛
頂
院
、
栄
範
、
尊
能
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【
凡
例
】

一
、
底
本
は
、
長
野
県
諏
訪
市
萬
福
寺
蔵
『〔
諏
訪
神
社
上
宮
神
宮
寺
世
代
〕』
一
幅
で
あ
る
。

一
、
漢
字
は
底
本
の
通
り
と
し
た
。

一
、
僧
名
の
位
置
、
系
図
の
線
な
ど
、
で
き
る
だ
け
底
本
の
体
裁
を
再
現
し
た
。

一
、
本
文
料
紙
に
紙
を
貼
っ
て
い
る
箇
所
は
、
ミ
シ
ン
罫
（　
　
　

 

）
で
囲
っ
た
。                                            

一
、
本
文
料
紙
が
削
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
、
波
罫
（　
　
　

）
で
囲
っ
た
。                                               

一
、
僧
名
に
書
き
添
え
ら
れ
た
傍
注
は
、
任
意
に
番
号
を
付
け
、
翻
刻
本
文
の
後
に
一
括
し
て
掲
載
し
た
。

一
、
傍
注
は
、
基
本
的
に
僧
名
の
右
上
に
付
さ
れ
る
が
、
例
外
と
し
て
左
上
に
あ
る
場
合
は
、
註
記
の
下
に
（
左
上
）
と
示
し
た
。

　
　

な
お
朱
書
の
場
合
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
し
た
。
ま
た
擦
れ
等
に
よ
り
判
読
不
能
の
文
字
は
□
で
表
し
た
。

【
本
文
翻
刻
】

　

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
を
本
史
料
の
横
幅
に
当
て
て
い
る
。
以
下
、
２
ペ
ー
ジ
ず
つ
進
み
、
計
８
ペ
ー
ジ
で
本
史
料
の

下
段
に
至
る
。

　

な
お
、
系
図
線
の
横
へ
の
接
続
は
見
開
き
の
通
り
で
あ
り
、
縦
へ
の
接
続
は
①
の
よ
う
に
丸
数
字
で
示
し
た
。



蓮花寺佛教研究所紀要　第四号　個人研究

156

　

神
宮
寺
開
山
良
辨　
　
　
　
　
　
　
　

源11
＊　

仁　
　
　
　
　
　
　
　

益11
＊　

信　
　
　
　
　
　
　
　

寛11
＊　

平　
　
　
　
　
　
　

①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖11
＊　

寳                            
                                                                                                 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真9
＊　

雅                              
                                                                            

　
　
　

大　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観11
＊　

賢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

                                          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘8
＊　

法                      
                                    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淳11
＊　

祐　

                    
                     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵7
＊　

果                      
                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元11
＊　

杲                      
                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不5
＊　

空                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁11
＊　

海                      

　

神
宮
寺
開
山
良
辨　
　
　
　
　
　
　
　

源11
＊　

仁　
　
　
　
　
　
　
　

益11
＊　

信　
　
　
　
　
　
　
　

寛11
＊　

平　
　
　
　
　
　
　

①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖11
＊　

寳                            
                                                                                                 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真9
＊　

雅                              
                                                                            

　
　
　

大　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観11
＊　

賢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

                                          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘8
＊　

法                      
                                    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淳11
＊　

祐　

                    
                     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵7
＊　

果                      
                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元11
＊　

杲                      
                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不5
＊　

空                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁11
＊　

海                      



諏訪市萬福寺蔵『諏訪神社上宮神宮寺世代』翻刻と考察

157

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金3
＊　

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成11
＊　

尊　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

                          
                                 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍2
＊　

智　
　
　
　
　
　
　
　

明11
＊　

算                            
                                
                                          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良11
＊　

禅                             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍1
＊　

猛                              
                                              

　
　
　
金　

薩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

賢                            
                                                          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無4
＊　

畏                         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定　

兼                        
                                                        　

　
　
　
　
　
　
　
　

                                                                        　
　
　
　

   

神
護
景
雲

元
年

開
基
清
丸　
　
　
　
　
　
　
　

一6
＊　

行　
　
　
　
　
　
　
　

明　

任
　
　
　
　
　
　
　
　
道　

範　
　
　
　
　
　
　

④
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①　
　
　
　
　
　

寛　

空　
　
　
　
　
　

寛11
＊　

朝　
　
　
　
　
　

濟　

信　
　
　
　
　
　

性11
＊　

信　
　
　
　
　

寛　

助　
　
　
　
　

⑤

②　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範11
＊　

俊　
　
　
　
　

嚴　

覺　
　
　
　
　

⑥

                                                　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢11
＊　

覚　
　
　
　
　

宗11
＊　

命       
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③　
　
　
　
　
　

義　

範　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖11
＊　

賢　
　
　
　
　

源　

運　
　
　
　
　

⑦

                                                                                 
                                                               

　
　
　
　
　
　
　

勝11
＊　

覚                                                 
                                                                                           
                                                                                                

　
　
　
　
　
　
　

定11
＊　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

實11
＊　

運　
　
　
　
　

勝11
＊　

賢　
　
　
　
　

⑧

                                                                       
                                                             

　
　
　
　
　
　
　

元11
＊　

海                                                 

④　
　
　
　
　
　

賢　

定　
　
　
　

仁　

然　
　
　
　

源　

秀　
　
　
　

玄　

海　
　
　
　

快　

成　
　
　
　

信　

弘　
　
　
　
　

⑨
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⑤　
　
　
　
　
　

覚11
＊　

法　
　
　
　
　
　

覚11
＊　

性　
　
　
　
　
　

守　

覚　
　
　
　
　
　

道　

法　
　
　
　
　

道　

助　
　
　
　
　

⑩

                                                         

                                                                                         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖11
＊　

惠

　
　
　
　
　
　
　

増11
＊　

俊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪

                 

⑥　
　
　
　
　
　

寛11
＊　

信　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永11
＊　

嚴        
                      

　
　
　
　
　
　
　

宗11
＊　

意                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信11
＊　

證        
                        
                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚11
＊　

鑁        
                       
                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛11
＊　

遍        
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深　

賢                                             
                                                      

⑦　
　
　
　
　
　
　

杲　

海　
　
　
　
　
　

賢　

海　
　
　
　
　

實　

賢                                             

⑧　
　
　
　
　
　
　

成11
＊　

賢　
　
　
　
　
　

憲11
＊　

深　
　
　
　
　

定　

済　
　
　
　
　
　
　

定　

勝                         
                                                       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光11
＊　

賢　
　
　
　
　

實11
＊　

深　
　
　
　
　
　
　

定11
＊　

暁                   
                                                                       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意　

教                                                                 
                                                                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道11
＊　

教                                                           

⑨　
　
　
　
　
　

頼　

圓　
　
　
　
　
　

長　

覚　
　
　
　
　
　

重　

深　
　
　
　
　
　

長　

任　
　
　
　
　

任　

学　
　
　
　
　

⑫
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觀11
＊　

照　
　
　
　

觀　

實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観11
＊　

秀　
　
　
　

觀11
＊　

高

⑩　
　
　
　

道　

深　
　
　
　

法　

助　
　
　
　

性11
＊　

仁　
　
　
　

禅　

助　
　
　
　

寛　

性　
　
　
　

観11
＊　

亮　
　
　
　

文　

龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観　

銑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観11
＊　

理       

⑪　
　
　
　

任　

覚　
　
　

最　

寛　
　
　

宏　

教　
　
　

元　

瑜　
　
　

頼　

遍            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信11
＊　

盛          
           

　
　
　
　
　

貞　

雅　
　
　

俊　

譽　
　
　

長　

覚　
　
　

長　

任　
　
　

覚　

日　
　
　
　
　
　
　
　

宥11
＊　

信            
                                                                                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥11
＊　

隆

　
　
　
　
　

印　

融　
　
　

覚　

融           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥　

賢         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥　

弁          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥　

晃                      
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忠11
＊　

憲            
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尊11
＊　

能          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重　

慶       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥11
＊　

海       
  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄　

範        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

雄       
        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祐11
＊　

鏡       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祐　

元       
        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼11
＊　

盛        
      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥11
＊　

誉                                                                                            

⑫　
　
　
　

昉　

宥　
　
　
　
　
　

覺　

宥　
　
　
　
　
　

秀　

尊　
　
　
　
　

覺　

辨　
　
　
　
　
　

栄11
＊　

範
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＊
17
性
仁
…
一
品
親
王

＊
18
聖
惠
…
花
蔵
院
流

＊
19
永
嚴
…
保
壽
院
流

＊
20
信
證
…
西
院
流

＊
21
覚
鑁
…
傳
法
院
流　

興
教
大
師

＊
22
寛
遍
…
忍
辱
山
流

＊
23
聖
寳
…
酉
酉
元
祖　

理
源
大
師

＊
24
観
賢
…
般
若
寺

＊
25
淳
祐
…
石
山
供
奉

＊
26
元
杲
…
延
命
院

＊
27
仁
海
…
小
野
始
リ

＊
28
成
尊
…
小
野
寺

＊
29
範
俊
…
号
小
野
僧
正　

亦
鳥
羽
僧
正
ト
モ

＊
30
増
俊
…
随
心
院
流

＊
31
寛
信
…
勧
修
寺
流

＊
32
宗
意
…
安
祥
寺
流

本
史
料
の
傍
注
一
覧

＊
1
龍
猛
…
南
天
三
百
歳

＊
2
龍
智
…
南
天
八
百
歳

＊
3
金
智
…
南
印
七
十
三

＊
4
無
畏
…
中
天
竺

＊
5
不
空
…
南
天
竺

＊
6
一
行
…
大
唐

＊
7
恵
果
…
大
唐
六
十

＊
8
弘
法
…
本
朝
元
祖

＊
9
真
雅
…
貞
観
寺　

法
光
大
師

＊
10
源
仁
…
南
池
院　

能
□
大
師

＊
11
益
信
…
仁
和
寺　

園
城
寺
僧
正
ト
モ　

師
範
本
覚
大
師

＊
12
寛
平
…
法
王
（
左
上
）

＊
13
寛
朝
…
廣
澤
始
聖
明
音
曲
モ
始

＊
14
性
信
…
仁
聖
親
王

＊
15
覚
法
…
二
品
親
王

＊
16
覚
性
…
鳥
羽
院
法
務
宮　

惣
法
務
宮



諏訪市萬福寺蔵『諏訪神社上宮神宮寺世代』翻刻と考察

165

＊
51
頼
盛
…
諏
方
氏
ヨ
リ
賜
頼
字
頼
盛

＊
52
祐
鏡
…
法
流
此
代
退
轉

＊
53
宥
海
…
寺
建
立

＊
54
尊
能
…
此
代
法
流
中
興　

神
変
山
改

＊
55
忠
憲
…
此
代
諏
方
氏
ヨ
リ
賜
忠
字

＊
56
宥
隆
…
此
代
大
師
堂
建
立

＊
57
宥
信
…
此
代
江
戸
ヨ
リ
入
院

＊
58
信
盛
…
普
賢
堂
石
□
建
立

＊
59
観
理
…
寺
建
立
中
興

＊
60
観
亮
…
法
流
中
興
（
左
上
）

＊
61
観
秀
…
表
門
再
建

＊
62
觀
照
…
中
興
庫
裏
再
建

＊
63
觀
高
…
御
一
洗
還
俗
頼
高

＊
33
勝
覚
…
三
宝
院
流

＊
34
賢
覚
…
理
性
院
流

＊
35
宗
命
…
理
性
院
流

＊
36
聖
賢
…
金
剛
王
院
流

＊
37
定
海
…
三
宝
院

＊
38
元
海
…
松
橋
元
祖

＊
39
實
運
…
三

＊
40
勝
賢
…
三

＊
41
成
賢
…
三

＊
42
憲
深
…
報
恩
院
元
祖
検
校

＊
43
光
寳
…
観
心
院
流

＊
44
道
教
…
地
蔵
院
流

＊
45
實
深
…
報
恩
院

＊
46
定
暁
…
妙
法
院

＊
47
明
算
…
中
院
元
祖

＊
48
良
禅
…
高
野
龍
光
院
也

＊
49
栄
範
…
金
剛
頂
院

＊
50
宥
誉
…
諏
方
法
流
中
興
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
研
究
員
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ラ
ム
を
任
意
に
投
稿
し
、

研
究
会
の
案
内
、
報
告
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
研
究
紀
要
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
電
子
版
の
公
開
も
行
っ
て
い
る
。

http://renbutsuken.org/w
p/

現
在
公
開
し
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
以
下
の
通
り
。

○
コ
ラ
ム

○
レ
ビ
ュ
ー

○
企
画

○
出
版

○
所
内
連
絡

○
研
究
会
報
告

○
論
文

○
資
料

共
同
研
究

研
究
テ
ー
マ
と
趣
旨

「
仏
教
と
経
済
」

近
年
、
行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
経
済
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
警
鐘

が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
研
究
の
立
場
か
ら
も
こ
れ
ま
で
現
代
の
経
済

秩
序
に
対
し
、
な
に
が
し
か
の
提
言
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
、
十
分
な
学
術
的
分
析
を
欠
い
た
ま
ま
、
一
般
的
な
道

徳
を
提
示
し
て
終
わ
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
社
会
的
な
波
及
力
も
無
か
っ

た
。
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
で
は
、
こ
の
問
題
を
宗
教
と
経
済
と
い
う
人
間

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
彙
報

二
〇
一
〇
年
度
人
員
構
成

代
　
表

遠
藤　

祐
純

相
談
役

福
田　

亮
成　
　
　

大
塚　

秀
高

山
口　

幸
照　
　
　

苫
米
地
誠
一

研
究
員

山
野　

智
恵　
　

遠
藤
純
一
郎　
　

遠
藤　

祐
介

髙
橋　

秀
城　
　

小
林　

崇
仁

二
〇
一
〇
年
度
事
業
報
告

出
版
事
業

『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
を
全
国
の
研
究
所
、大
学
図
書
館
等
、

約
二
〇
〇
機
関
に
寄
贈
し
た
。
今
年
度
発
行
の
第
四
号
は
、
研
究
員
に
よ

る
個
人
研
究
、
共
同
研
究
の
論
文
の
ほ
か
、
共
同
研
究
協
力
者
二
名
に
よ

る
論
文
を
掲
載
し
た
。
版
下
作
成
は
、
遠
藤
純
一
郎
研
究
員
が
担
当
し
た
。
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○
共
同
研
究　

研
究
発
表

高
橋
秀
城

題
目
：
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
『
日
本
の
社
会
参
加
仏
教
ー

法
音
寺
と
立
正
佼
正
会
の
社
会
活
動
と
社
会
倫
理
』

概
要
：
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
の
『
日
本
の
社
会
参
加
仏
教

ー
法
音
寺
と
立
正
佼
正
会
の
社
会
活
動
と
社
会
倫
理
』
は
、
現
代
日
本
に

お
け
る
「
社
会
参
加
仏
教
」
を
論
じ
る
上
で
の
必
読
書
と
さ
れ
て
い
る
。

仏
教
の
社
会
参
加
の
概
念
を
規
定
し
、
ま
た
そ
の
社
会
参
加
の
あ
り
方
を

類
型
化
し
た
著
者
の
功
績
は
大
き
い
。
本
書
の
中
核
を
為
し
て
い
る
の
は

近
代
に
お
け
る
二
つ
の
新
宗
教
系
仏
教
の
社
会
参
加
の
事
例
研
究
で
あ
る
。

本
書
は
日
本
の
研
究
者
に
「
社
会
参
加
仏
教
」
を
論
じ
る
上
で
の
基
礎
的

概
念
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
事
例
を
日
本
仏
教
全
体
に

敷
延
し
て
論
じ
る
事
へ
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
問

題
点
を
敢
え
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
近
代
以
前
の
日
本
に
は
「
社
会
参
加

仏
教
」
は
存
在
し
な
い
と
の
著
者
の
立
場
か
ら
、
近
代
以
前
の
事
例
に
つ

い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
西
洋
型
の
宗
教
学
的
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
日
本
の
事
象
に
当
て
は
め
て
い
る
こ
と
等
が
指
摘
で
き
る

だ
ろ
う
。

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

山
野
智
恵

題
目
：
『
龍
樹
菩
薩
伝
』
の
成
立
問
題

概
要
：
鳩
摩
羅
什
訳
『
龍
樹
菩
薩
伝
』
は
、
現
存
す
る
最
古
の
龍
樹
伝
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
大
正
蔵
に
収
録
さ
れ
て
い
る
本
書
は
、
鳩

摩
羅
什
自
身
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
概
ね
同
時
代
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
今
回
は
、
大

正
蔵
に
収
録
さ
れ
た
二
本
の
『
龍
樹
菩
薩
伝
』、『
付
法
蔵
因
縁
伝
』
を
比

の
活
動
の
根
本
か
ら
見
据
え
、
ま
た
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
を
学
問

的
に
分
析
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
二
〇
〇
七
年
度
に
「
仏
教
と
経
済
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
歴
史
的
存
在

と
し
て
の
仏
教
が
、
各
時
代
・
各
地
域
の
中
で
、
如
何
に
社
会
関
係
の
連

鎖
の
上
に
定
位
さ
れ
、
ま
た
如
何
に
社
会
の
諸
要
素
と
関
係
し
あ
い
な
が

ら
展
開
し
た
の
か
、
と
い
う
研
究
所
の
研
究
課
題
に
も
併
せ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

二
〇
一
〇
年
度
共
同
研
究
活
動
報
告

本
年
度
は
、
二
名
の
研
究
協
力
者
を
迎
え
、
計
六
回
の
共
同
研
究
会
を
開

催
し
た
。
研
究
成
果
は
研
究
所
紀
要
に
掲
載
し
た
。
本
年
度
の
研
究
協
力

者
は
、
左
記
の
通
り
。

森
和
也
氏
（
財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
員
、
早
稲
田
大
学
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
講
師)

今
井
秀
和
氏
（
大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師
）

定
例
研
究
会
活
動
報
告

第
四
十
二
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
四
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所 

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
林
崇
仁
、

　
　
　
　

高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵 
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係
に
在
る
こ
と
」「
事
事
無
礙
は
理
事
無
礙
と
不
可
分
で
は
あ
っ
て
も
、
理

事
無
礙
よ
り
も
高
次
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
、
法
蔵
の

思
想
に
存
す
る
か
否
か
を
検
討
し
た
。

○
研
究
所
会
議

議
題
：
今
後
の
研
究
所
の
活
動
に
つ
い
て

第
四
十
四
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
一
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
嶋
教
寛
、

　
　
　
　

小
林
崇
仁
、
高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

遠
藤
祐
介

題
目
：
『
夷
夏
論
』
論
争
に
つ
い
て
１

概
要
：
顧
歓
『
夷
夏
論
』
は
、
仏
教
と
道
教
の
本
質
的
な
同
一
性
を
論
じ

つ
つ
も
、
道
教
の
優
位
性
を
説
い
た
論
で
あ
る
。『
夷
夏
論
』
公
表
後
、
仏

教
と
道
教
の
優
位
性
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
論
争
に

お
い
て
、
中
国
人
が
伝
統
思
想
の
ど
の
よ
う
な
点
を
尊
重
し
て
い
た
の
か
、

そ
し
て
仏
教
を
受
容
す
る
立
場
の
人
々
は
仏
教
の
ど
こ
に
優
位
点
を
見
出

し
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
。『
夷
夏
論
』
に
直
接
関
わ
ら
な
い
も
の
も
含

ま
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
僧
紹
『
正
二
教
論
』、
張
融
『
門
律
』、
周
顒
・

謝
鎮
之
・
朱
昭
之
・
朱
広
之
・
慧
通
・
僧
敏
ら
の
見
解
を
資
料
と
し
、
主

に
仏
教
側
の
立
場
の
反
論
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
が
仏
教
の
ど
こ
に
優
位

較
検
討
し
、
両
者
の
前
後
関
係
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
大
正
蔵
が
校
訂

で
用
い
な
か
っ
た
趙
城
金
蔵
や
、
敦
煌
写
本
、
日
本
に
伝
わ
る
古
写
経
な

ど
を
調
査
し
、『
龍
樹
菩
薩
伝
』
の
成
立
問
題
を
再
考
し
た
。
結
論
と
し
て
、

本
書
は
、
現
在
の
形
に
な
る
ま
で
に
幾
度
か
の
編
集
を
経
て
お
り
、
一
書

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
鳩
摩
羅
什
の
時
代
で
は
な
い
事
を
指
摘
し
た
。

第
四
十
三
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
五
日
（
木
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
林
崇
仁
、

　
　
　
　

高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵 

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

遠
藤
純
一
郎

題
目
：
法
藏
は
「
事
事
無
礙
」
を
説
か
な
か
っ
た
の
か

概
要
：
華
厳
宗
の
思
想
を
理
解
す
る
上
で
最
も
重
要
な
鍵
は
「
事
事
無

礙
」
に
あ
る
。
こ
れ
は
華
厳
教
学
に
於
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
最
も
難
解
な
概
念
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
た
数

多
の
研
究
書
を
窺
っ
て
み
て
も
、 

そ
の
理
解
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な

い
。
今
回
は
、
中
国
に
お
け
る
法
界
縁
起
説
の
展
開
を
考
察
す
る
た
め
の

基
本
作
業
と
し
て
、澄
観
の
理
解
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
こ
の「
事
事
無
礙
」

を
定
義
し
、
次
い
で
そ
の
基
準
か
ら
遡
っ
て
法
蔵
の
思
想
を
窺
う
と
い
う

方
法
を
と
り
な
が
ら
、「
事
事
無
礙
」
説
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特

に
、
澄
観
の
「
事
事
無
礙
」
を
特
徴
づ
け
る
二
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
、「
事

事
無
礙
は
理
事
無
礙
を
前
提
と
し
て
成
立
し
、
理
事
無
礙
と
不
可
分
の
関
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○
個
人
研
究　

研
究
発
表

高
橋
秀
城

題
目
：
薩
摩
の
真
言
密
教
寺
院
を
め
ぐ
っ
て　

―
坊
津
一
乗
院
を
中
心
に

概
要
：
中
世
、
近
世
に
お
け
る
地
方
と
中
央
の
寺
院
間
の
テ
キ
ス
ト
の
交

通
を
探
る
事
例
研
究
と
し
て
、
薩
摩
の
真
言
密
教
寺
院
、
坊
津
一
乗
院
を

と
り
あ
げ
た
。
坊
津
一
乗
院
は
根
来
寺
別
院
、
後
に
仁
和
寺
別
院
と
し
て

栄
え
、
江
戸
時
代
に
は
島
津
氏
の
尊
崇
を
受
け
た
が
、
排
仏
毀
釈
に
よ
り

廃
絶
し
た
。
今
回
は
、
坊
津
一
乗
院
の
聖
教
目
録
を
基
本
資
料
と
し
、
坊

津
一
乗
院
と
根
来
寺
、
智
積
院
な
ど
、
諸
真
言
宗
寺
院
間
と
の
テ
キ
ス
ト

の
行
き
来
を
探
っ
た
。
中
に
は
、
坊
津
よ
り
東
国
へ
聖
教
が
渡
っ
た
事
例

も
有
り
、
中
世
、
近
世
に
お
け
る
寺
院
間
の
テ
キ
ス
ト
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

山
野
智
恵

題
目
：
文
献
学
の
方
法
論
に
つ
い
て

概
要
：
文
献
学(Philology)

と
は
、
広
義
に
は
文
献
を
扱
う
学
問
の
全

体
を
総
称
す
る
名
称
で
あ
り
、 

言
語
学
を
も
含
む
概
念
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
よ
り
狭
義
の
文
献
学
、
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
た
め
の
文
献
学(Textual 

philology editing)

を
扱
う
。
狭
義
の
文
献
学
の
研
究
対
象
は
、
テ
キ
ス

ト
と
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
歴
史
で
あ
り
、
主
に
は
、
現
存
す
る
複
数
の
テ
キ

ス
ト
の
中
か
ら
、「
元
来
の
」 

あ
る
い
は
「
妥
当
な
」
読
み
を
確
定
し
、
テ

キ
ス
ト
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
「
元
来
の
」 

あ
る
い

は
「
妥
当
な
」
読
み
に
は
、
も
ち
ろ
ん
解
釈
の
幅
が
あ
り
、
ま
た
扱
う
資

料
の
特
質
、
文
化
背
景
に
よ
り
、
様
々
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
方
法
が
存
在

し
て
い
る
。
今
回
は
特
に
、
漢
語
文
献
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
扱
う

上
で
の
相
違
を
焦
点
に
、
方
法
論
上
の
問
題
点
を
考
察
し
た
。

点
を
見
出
し
て
い
た
の
か
、
当
時
の
仏
教
理
解
、
受
容
の
あ
り
方
を
分
析

し
た
。

小
林
崇
仁

題
目
：
弘
法
大
師
が
投
じ
た
三
杵
の
ゆ
く
え

概
要
：
弘
法
大
師
が
帰
朝
に
際
し
、
日
本
で
の
密
教
流
布
に
相
応
し
い
霊

地
を
占
う
た
め
に
、
唐
よ
り
三
鈷
杵
を
投
げ
た
と
す
る
伝
説
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の「
飛
行
三
鈷
」の
伝
説
に
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

弘
法
大
師
伝
説
の
形
成
と
流
布
を
考
察
す
る
上
で
興
味
深
い
資
料
を
提
供

し
て
く
れ
る
。「
飛
行
三
鈷
」
の
伝
説
は
、『
金
剛
峰
寺
修
行
縁
起
』
を
端

緒
と
し
、
そ
こ
で
は
三
鈷
杵
が
高
野
山
に
落
ち
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る

が
、
大
江
匡
房
『
本
朝
神
仙
伝
』
以
降
、
五
鈷
杵
、
三
鈷
杵
、
独
鈷
杵
の

三
杵
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
寺
、
高
野
、
室
戸
山
に
落
ち
た
と
す
る
伝
承
が
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
独
鈷
杵
の
ゆ
く
え
は
確

定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
様
々
な
寺
院
の
縁
起
に
関
連
し
て
自
由
に

語
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
頼
瑜
の
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
で
は
大

蔵
寺
を
そ
の
場
所
と
し
て
定
め
て
お
り
、
頼
瑜
と
大
蔵
寺
の
関
係
に
つ
い

て
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

第
四
十
五
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
五
月
十
九
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
嶋
教
寛
、

　
　
　
　

小
林
崇
仁
、
高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵
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遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
林
崇
仁
、

　
　
　
　

高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵 

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

遠
藤
祐
介

題
目
：
『
夷
夏
論
』
論
争
に
つ
い
て
２

概
要
：
前
回
の
発
表
で
は
、『
夷
夏
論
』
論
争
に
お
け
る
仏
教
側
の
立
場
の

反
論
を
と
り
あ
げ
、
彼
ら
が
仏
教
の
ど
こ
に
優
位
点
を
見
出
し
た
の
か
、

当
時
の
仏
教
理
解
、受
容
の
あ
り
方
に
焦
点
を
当
て
た
。
今
回
は『
夷
夏
論
』

そ
の
も
の
も
分
析
対
象
と
し
、
道
仏
二
教
の
優
位
性
を
め
ぐ
る
論
争
に
お

け
る
立
場
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
た
。
一
、
道
仏
の
根
源
的
な
同
一
性
を

認
め
た
上
で
、
道
教
の
優
位
性
を
説
く
。
二
、
道
仏
の
根
源
的
な
同
一
性

を
認
め
た
上
で
、
仏
教
の
優
位
性
を
説
く
。
三
、
道
仏
二
教
の
根
源
的
な

同
一
性
を
認
め
ず
、
仏
教
の
境
地
が
道
教
を
凌
駕
す
る
と
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
主
張
に
お
い
て
、
中
国
人
が
伝
統
思
想
の
ど
の
よ
う
な
点
を
尊
重
し

て
い
た
の
か
、
各
論
者
は
道
教
、
仏
教
の
ど
こ
に
優
位
点
を
見
出
し
て
い

た
の
か
を
考
察
し
た
。

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

小
林
崇
仁

題
目
：
日
本
古
代
に
お
け
る
山
林
修
行
の
資
糧
2
─
法
会
─

概
要
：
古
代
日
本
に
お
い
て
、
山
林
に
入
っ
た
仏
教
修
行
者
は
、
修
行
生

活
を
続
け
る
た
め
の
資
糧
を
ど
の
よ
う
に
得
て
い
た
の
か
。
前
回
は
イ
ン

ド
由
来
の
「
乞
食
」、
中
国
由
来
の
「
蔬
食
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
い
ず
れ

も
日
本
に
お
い
て
は
定
着
せ
ず
、
日
本
古
代
の
山
林
修
行
者
の
経
済
基
盤

は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
結
論
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、

山
林
修
行
者
が
諸
人
よ
り
依
頼
を
受
け
て
行
っ
た
様
々
な
「
法
会
」
に
注

第
四
十
六
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
六
月
十
六
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
嶋
教
寛
、

　
　
　
　

小
林
崇
仁
、
高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵 

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

遠
藤
純
一
郎　

題
目
：
契
嵩
『
輔
教
編
』
に
見
ら
れ
る
仏
教
と
儒
教
の
関
係

概
要
：
中
国
に
於
け
る
経
済
倫
理
は
儒
学
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
。
中
国

に
於
て
仏
教
が
経
済
倫
理
に
言
及
す
る
場
合
、
こ
の
儒
学
と
の
関
係
が
重

要
に
な
る
。
今
回
は
、
仏
教
が
経
済
倫
理
に
言
及
し
得
る
契
機
の
所
在
に

つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
唐
代
以
後
、
仏
教
が
儒
学
を
如
何
に
位
置
付

け
て
き
た
の
か
、
宋
代
の
護
教
書
を
代
表
す
る
『
輔
教
編
』
を
中
心
に
検

討
を
加
え
た
。
契
嵩
に
よ
り
な
さ
れ
た
仏
教
の
相
対
化
は
、
こ
れ
ま
で
仏

教
が
独
占
し
て
き
た
本
源
を
三
教
で
共
有
す
る
こ
と
を
認
め
た
態
度
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
先
ん
じ
て
儒
学
が
仏
教
思
想
を
摂
取
し
な
が
ら
形
而
上

学
を
構
築
し
た
よ
う
に
、
宋
代
以
降
、
今
度
は
仏
教
側
が
逆
に
自
家
の
内

に
中
国
の
文
化
に
相
応
す
べ
き
実
践
的
倫
理
思
想
の
構
築
を
試
み
た
こ
と

は
興
味
深
い
。

第
四
十
七
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
七
日
（
火
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表
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題
目
：
呪
術
の
経
済
学　

―
負
債
の
弁
済
と
し
て
の
供
犠
―

概
要
：
人
間
世
界
か
ら
目
に
見
え
な
い
世
界
へ
、
供
物
や
犠
牲
を
送
り
と

ど
け
る
供
犠
は
、
あ
ら
ゆ
る
原
始
的
宗
教
に
お
い
て
ほ
ぼ
普
遍
的
に
確
認

さ
れ
る
宗
教
儀
礼
で
あ
る
。
原
初
的
な
宗
教
儀
礼
で
あ
る
供
犠
は
同
時
に
、

様
々
な
形
で
現
在
に
至
る
ま
で
営
ま
れ
続
け
て
い
る
。
今
日
、
ア
ジ
ア
社

会
に
広
く
見
ら
れ
る
死
者
や
祖
霊
へ
の
供
養
も
ま
た
供
犠
の
一
種
で
あ
る
。

今
回
は
、
こ
の
「
祖
霊
供
養
」
を
と
り
あ
げ
、
古
代
イ
ン
ド
社
会
に
お
け

る
供
犠
の
社
会
的
意
味
・
役
割
を
『
マ
ヌ
法
典
』
を
資
料
に
分
析
し
た
。

第
四
十
九
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
九
月
十
五
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

今
井
秀
和
、
遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
嶋
教
寛
、

　
　
　
　

小
林
崇
仁
、
高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵 

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

今
井
秀
和
氏
（
大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師
）

題
目
：
現
代
消
費
社
会
に
お
け
る「
ブ
ッ
ダ
」像　

―
手
塚
治
虫『
ブ
ッ
ダ
』

か
ら
中
村
光
『
聖
☆
お
に
い
さ
ん
』
へ
の
転
生
―

概
要
：
現
代
社
会
に
お
け
る
「
仏
教
」
は
、
宗
教
と
し
て
の
意
味
と
機
能

を
越
え
、
多
様
な
姿
で
受
容
、
あ
る
い
は
消
費
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

仏
教
観
の
浸
透
に
は
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
本
発

表
で
は
、
日
本
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
役
割
を

果
た
し
て
き
た
マ
ン
ガ
を
と
り
あ
げ
、1970
―
80
年
代
の
手
塚
治
虫『
ブ
ッ
ダ
』

と
、
2007
―
現
在
に
か
け
て
連
載
中
の
中
村
光
『
聖
☆
お
に
い
さ
ん
』
を
題

目
し
、こ
の
法
会
を
め
ぐ
る
経
済
活
動
の
実
態
を
、『
霊
異
記
』『
続
日
本
紀
』

『
類
聚
三
代
格
』『
日
本
後
紀
』『
性
霊
集
』
な
ど
を
資
料
に
分
析
し
た
。

第
四
十
八
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
九
月
一
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
林
崇
仁
、

　
　
　
　

高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

高
橋
秀
城

題
目
：
法
語
と
文
学

概
要
：
本
発
表
は
日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
法
語
の
概
念
を
考
察
し
、
そ

の
特
徴
を
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
従
来
、
法
語
文
学
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
た
の
は
、
主
に
禅
家
・
浄
土
家
を
中
心
と
し
た
鎌
倉
仏
教
の
祖

師
の
著
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
他
の
「
仮
名
法
語
」
を
は
じ
め
、

い
わ
ゆ
る
説
話
集
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
僧
侶
の
著
述
や
、
釈
教
歌
な

ど
も
視
野
に
い
れ
た
。
平
易
な
仮
名
交
じ
り
文
を
も
っ
て
仏
教
教
理
を
解

き
明
か
し
た
こ
れ
ら
の
仮
名
法
語
は
、
漢
語
由
来
の
仏
典
の
「
邦
語
化
」

と
し
て
捉
え
る
事
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
日
本
的
展
開
は
文
学
的
考
察
の

対
象
と
な
る
。
今
回
は
特
に
伝
覚
鑁
『
孝
養
集
』、
良
遍
『
唯
識
大
意
』、

夢
想
疎
石
『
夢
中
問
答
集
』、
無
住
『
沙
石
集
』
な
ど
を
資
料
に
、
仮
名
法

語
の
特
徴
を
探
っ
た
。

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

山
野
智
恵
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○
共
同
研
究　

研
究
発
表

森
和
也
氏
（
財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
員
、
早
稲
田
大
学
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
講
師)

題
目
：
排
耶
と
排
仏

概
要
：
徳
川
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
対
策
と
し
て
、
寺
院
に
非
キ
リ
ス
ト
教

信
者
で
あ
る
こ
と
を
保
証
を
さ
せ
る
寺
請
制
度
を
導
入
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
江
戸
期
の
佛
教
は
隆
盛
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
世
末
に
排
仏
運
動
が

大
き
く
盛
り
上
が
る
と
、
仏
教
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
排

仏
論
は
儒
者
・
国
学
者
な
ど
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

仏
教
を
排
撃
す
る
そ
の
論
理
そ
の
も
の
は
、
仏
教
自
体
が
キ
リ
ス
ト
教
を

排
撃
す
る
論
理
と
非
常
に
似
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
仏

教
の
内
部
か
ら
排
佛
論
の
理
論
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
月
性
の
排

耶
論
、
伴
林
光
平
の
排
仏
論
の
比
較
か
ら
分
析
し
た
。

小
嶋
教
寛
氏
（
慶
応
大
学
修
士
課
程
）

題
目
：
東
大
寺
領
兵
庫
関
の
成
立
の
密
教
的
背
景　

―
「
顕
密
御
願
料
」

の
実
像
を
巡
っ
て
―

概
要
：
本
発
表
は
、
東
大
寺
領
兵
庫
関
の
成
立
に
関
し
、
当
関
の
寄
進
名

目
「
顕
密
御
願
料
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。
従
来

の
中
世
関
所
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
関
料
は
、
社
殿
堂

宇
等
の
修
造
料
と
し
て
、
年
期
付
き
で
社
寺
に
寄
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
大
寺
領
兵
庫
関
に
は
そ
の
定
義
が
当

て
は
ま
ら
な
い
。
本
関
の
関
料
は
後
七
日
御
修
法
に
由
来
し
、
法
会
供
養

料
と
し
て
成
立
し
た
。
修
造
料
か
ら
法
会
供
養
料
へ
の
転
換
を
図
る
事
で
、

東
大
寺
は
そ
の
永
代
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
関
の
固
定
化
に

成
功
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

材
に
、
消
費
社
会
と
宗
教
、
ブ
ッ
ダ
像
の
変
遷
、
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
宗

教
マ
ン
ガ
の
意
義
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

遠
藤
純
一
郎

題
目
：
法
蔵
の
法
界
縁
起
思
想
の
特
徴

概
要
：
前
回
の
研
究
で
は
法
蔵
の
思
想
に
お
け
る
事
事
無
礙
の
存
否
を
巡

っ
て
考
察
し
、
法
蔵
の
法
界
縁
起
思
想
は
事
事
無
礙
を
既
に
内
包
す
る
性

質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
し
た
。
今
回
は
、
法
蔵
の
事
事
無
礙
の

理
解
を
、
そ
の
法
界
縁
起
思
想
の
特
徴
か
ら
探
っ
た
。
法
蔵
の
法
界
縁
起

思
想
の
論
拠
は
基
本
的
に
「
理
性
融
通
」
と
「
縁
起
相
由
」
の
両
面
か
ら

押
さ
え
ら
れ
る
が
、『
五
教
章
』
な
ど
で
は
「
理
性
融
通
」
が
強
調
さ
れ
、『
義

海
百
門
』
な
ど
で
は
逆
に
「
理
性
融
通
」
が
強
調
さ
れ
る
な
ど
、
各
著
作

ご
と
に
強
調
の
度
合
の
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
法
蔵
は
『
探
玄
記
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
両
者
は
平
衡
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と

捉
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
澄
観
は
「
理
性
融
通
」
の
強
調
は
華
厳

独
自
の
法
界
縁
起
の
義
味
を
損
な
う
も
の
と
し
、
理
事
無
礙
か
ら
特
に
事

事
無
礙
を
別
立
て
し
、「
縁
起
相
由
」
の
側
面
を
強
調
し
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

第
五
十
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
嶋
教
寛
、

　
　
　
　

小
林
崇
仁
、
高
橋
秀
城
、
森
和
也
、
山
野
智
恵 
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事
が
で
き
る
。『
弁
宗
論
』
か
ら
読
み
取
れ
る
頓
悟
説
の
初
期
段
階
に
お
け

る
理
解
は
、
中
国
伝
統
思
想
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
竺
道
生
の
説
は
ほ

ぼ
仏
教
の
文
脈
で
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、
謝
霊
運
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
中
国
に
お
い
て
は
中
国
伝
統
思
想
の
文
脈
の
中
で
頓
悟
説
が
理
解
さ

れ
、
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
五
十
二
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
一
日
（
火
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所　

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
小
林
崇
仁
、
高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

高
橋
秀
城　

題
目
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
筆
録

者
考

概
要
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
は
室

町
時
代
末
期
真
言
僧
侶
の
具
体
的
な
修
学
過
程
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
る

貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
太
田
晶
二
郎
氏
に
よ
る
解
題

が
あ
る
が
、編
者
に
つ
い
て
は
奧
書
が
存
在
し
な
い
事
か
ら「
或
る
真
言
僧
」

と
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
か
つ
て
、こ
の
編
者
が
「
三
宝
院
流
」「
西
院
流
」

の
両
流
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
後
期
の
学
僧
、
印
融
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
寺
院
調
査
等
か
ら
、
別
の
真

言
僧
侶
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
た
め
て
筆

跡
の
比
較
と
、法
脈
、経
歴
等
の
検
討
か
ら
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』

の
編
者
を
探
っ
た
。 

第
五
十
一
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
〇
年
十
一
月
十
七
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
嶋
教
寛
、

　
　
　
　

小
林
崇
仁
、
山
野
智
恵　

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

小
林
祟
仁

題
目
：
贈
僧
正
勤
操
の
生
涯
と
人
物
像

概
要
：
奈
良
期
の
仏
教
、
特
に
官
寺
の
仏
教
と
山
林
修
行
と
の
関
わ
り
を

明
ら
か
に
す
る
一
連
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
今
回
は
勤
操
を
と
り
あ
げ

た
。『
性
霊
集
』『
続
日
本
後
紀
』『
類
聚
国
史
』『
日
本
紀
略
』『
僧
綱
補
任
』

の
史
料
を
用
い
、
勤
操
の
生
涯
の
事
蹟
と
人
的
交
流
を
探
る
と
と
も
に
、

勤
操
の
得
度
年
に
関
連
し
て
、『
六
国
史
』
の
記
録
を
整
理
し
、当
時
の
「
大

量
度
者
」
に
つ
い
て
も
併
せ
て
分
析
し
た
。
ま
た
、
弘
仁
期
か
ら
承
和
期

の
『
僧
綱
補
任
』
の
記
録
を
整
理
し
、
勤
操
、
空
海
の
僧
綱
内
の
位
置
関

係
を
探
っ
た
。

遠
藤
祐
介

題
目
：
『
弁
宗
論
』
論
争
に
つ
い
て　

―
頓
悟
説
発
生
後
の
初
期
段
階
―

概
要
：
『
弁
宗
論
』
は
南
朝
宋
の
謝
霊
運
が
竺
道
生
の
頓
悟
説
を
支
持
し
、

漸
悟
説
に
反
論
し
た
論
文
で
あ
る
。『
弁
宗
論
』
の
発
表
を
機
に
、
謝
霊
運

と
漸
悟
説
を
支
持
す
る
反
対
論
者
と
間
に
激
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
こ
の
対
論
を
通
し
て
当
時
の
頓
悟
説
理
解
の
特
質
を
理
解
す
る
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た「
理
性
融
通
」と「
縁
起
相
由
」を
め
ぐ
る
解
釈
の
揺
ら
ぎ
を
窺
っ
て
き
た
。

今
回
は
更
に
時
代
を
遡
り
、
智
儼
と
法
蔵
の
接
続
関
係
か
ら
こ
の
解
釈
の

揺
ら
ぎ
の
問
題
を
再
考
し
た
。
法
蔵
に
於
け
る
事
事
無
礙
を
考
え
る
上
で
、

彼
の
十
玄
縁
起
は
法
界
縁
起
の
主
た
る
根
拠
と
位
置
付
け
ら
れ
、
且
つ
智

儼
の
中
に
そ
の
雛
形
を
既
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
玄
縁
起
は
智
儼

の
諸
著
作
の
中
で
も
『
捜
玄
記
』
及
び
『
一
乘
十
玄
門
』
に
あ
ら
わ
れ
て

お
り
、『
捜
玄
記
』
は
ほ
ぼ
名
称
を
列
挙
す
る
程
度
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し

て
、『
一
乘
十
玄
門
』
は
そ
の
理
論
の
詳
細
が
論
及
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で

は
『
一
乗
十
玄
門
』
の
法
界
縁
起
を
吟
味
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
先

ず
『
一
乗
十
玄
門
』
以
外
の
著
作
に
見
ら
れ
る
智
儼
の
法
界
縁
起
思
想
に

つ
い
て
分
析
し
た
。

小
嶋
教
寛
氏
（
慶
応
大
学
修
士
課
程
）　

題
目
：
醍
醐
寺
阿
弥
陀
院
の
伝
領
と
人
的
構
成　

―
聖
忠
及
び
鷹
司
家
の

密
教
的
・
政
治
的
位
置
―

概
要
：
前
回
の
発
表
で
は
、
東
大
寺
領
兵
庫
関
の
成
立
に
関
し
、
東
南
院

聖
忠
が
後
七
日
御
修
法
の
勤
修
を
通
し
、
伏
見
院
よ
り
「
顕
密
御
願
料
」

の
名
目
で
兵
庫
関
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
回

は
、
こ
の
東
南
院
聖
忠
の
経
歴
を
、
そ
の
出
自
で
あ
る
鷹
司
家
と
醍
醐
寺

阿
弥
陀
院
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
た
。
醍
醐
寺
阿
弥
陀
院
は

創
建
以
来
、
鷹
司
家
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
歴
代
院
主
は
鷹
司
家
、
或

い
は
楊
梅
家
の
者
が
伝
領
し
た
。
鷹
司
家
出
身
の
聖
兼
以
降
、
東
南
院
主

⇨
阿
弥
陀
院
主
⇨
醍
醐
寺
座
主
へ
の
道
が
開
か
れ
、
聖
忠
も
こ
れ
に
習
い
、

阿
弥
陀
院
止
住
後
、
醍
醐
寺
座
主
、
東
寺
一
長
者
の
位
に
登
り
詰
め
た
。

さ
ら
に
聖
忠
は
、
同
門
の
岳
西
院
流
や
根
来
寺
系
の
僧
を
取
り
込
む
こ
と

で
密
教
社
会
の
中
で
独
自
の
人
脈
を
形
成
し
、
東
密
諸
寺
院
が
ボ
イ
コ
ッ

ト
を
行
う
中
、
伏
見
院
の
要
請
に
応
じ
、
後
七
日
御
修
法
を
勤
修
し
得
た

山
野
智
恵

題
目
：
『
龍
樹
眼
論
』
の
成
立

概
要
：
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
と
医
術
の
関
係
を
説
く
伝
承
を
考
察
す
る
た

め
、
東
ア
ジ
ア
に
伝
承
さ
れ
た
眼
科
医
書
『
龍
樹
眼
論
』
を
取
り
あ
げ
、

そ
の
成
立
に
つ
い
て
分
析
し
た
。『
龍
樹
眼
論
』
は
「
天
竺
経
論
眼
」
を
典

拠
の
一
つ
と
し
、
九
世
紀
ま
で
に
「
龍
樹
」
の
名
を
冠
す
る
一
書
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
。
本
書
は
西
域
の
眼
科
術
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、

特
に
内
障
の
外
科
手
術
は
、
本
書
あ
る
い
は
「
天
竺
経
論
眼
」
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
中
医
学
に
齎
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
な
ぜ
「
龍
樹
」

の
名
を
冠
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、『
龍
樹
眼
論
』
が
成
立
し
た

時
代
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
と
医
術
を
関
係
づ
け
る
伝
承
が
イ
ン
ド
か
ら

流
入
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
五
十
三
回
研
究
会
報
告

日
時
：
二
〇
一
一
年
一
月
十
九
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場
所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤
純
一
郎
、
遠
藤
祐
介
、
小
嶋
教
寛
、

　
　
　
　

高
橋
秀
城
、
山
野
智
恵

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

遠
藤
純
一
郎

題
目
：
法
蔵
の
法
界
縁
起
思
想
の
特
徴　

―
智
儼
と
の
関
係
か
ら
―

概
要
：
前
回
ま
で
の
研
究
で
は
法
蔵
が
事
事
無
礙
の
主
た
る
論
拠
に
定
め
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も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
一
〇
年
度
　
交
換
雑
誌
・
図
書
一
覧

禅
研
究
所
紀
要　
第
三
十
八
号　

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所　

二
〇
一
〇
年
三
月

も
の
・
ワ
ザ
・
情
報　

ー
古
の
匠
に
挑
む
ー　

古
墳
時
代
金
工
品
の
復
元

　
（
宗
）
元
興
寺
、(
財)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月

金
剛
寺
の
版
木
（
摺
写
物
篇
）　

(

財)

元
興
寺
文
化
財
研
究
所　

二
〇
一
〇
年
三
月

根
来
寺
文
化
研
究
所
紀
要　
第
五
号　

根
来
寺
文
化
研
究
所　

二
〇
一
〇
年
三
月

中
華
佛
學
學
報　
第
二
十
三
期　

中
華
佛
學
研
究
所　

二
〇
一
〇
年
七
月

筑
紫
女
子
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
紀
要　
第
五
号　

二
〇
一
〇
年
一
月

法
鼓
佛
學
學
報　
第
六
期　

法
鼓
佛
教
學
院　

 
二
〇
一
〇
年
六
月

佛
教
學
研
究　

  

第
六
十
六
号　

龍
谷
佛
教
學
会　

二
〇
一
〇
年
三
月

佛
立
研
究
学
報　
第
十
八
号　

佛
立
研
究
所　

二
〇
〇
九
年
十
一
月

佛
立
研
究
学
報　
第
十
九
号　

佛
立
研
究
所　

二
〇
一
〇
年
十
一
月

黄
檗
文
華　
第
一
二
九
号　

黄
檗
山
万
福
寺
文
華
殿
、
黄
檗
文
化
研
究
所　

二
〇
一
〇

年
七
月

大
正
大
学　

綜
合
佛
教
研
究
所
年
報　
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所　

二
〇
一
〇

年
三
月

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　
第
二
十
六
号　

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研

究
所　

二
〇
一
〇
年
三
月

三
田
中
世
史
研
究　
第
十
六
号　

三
田
中
世
史
学
会　

二
〇
〇
九
年
十
月

時
宗
教
学
年
報　
第
三
十
八
輯　

時
宗
教
学
研
究
所　

二
〇
一
〇
年
三
月

金
剛
輪
寺
八
十
一
尊
大
曼
荼
羅
開
眼
法
要
記
念　

平
成
大
曼
荼
羅
の
造
立

　

金
剛
輪
寺　

二
〇
一
〇
年
五
月

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要　

第
四
号

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日　

印
刷

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編　

輯　
　
　

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

製　

作　
　
　

株
式
会
社
ニ
ッ
ケ
イ
印
刷

発
行
者　
　
　

代
表　
　

遠
藤
祐
純

発
行
所　
　
　

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

　

〒
一
四
四
〇
〇
五
一
東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
六
丁
目
十
三
番
十
四
号

　

℡
（
〇
三
）
三
七
三
四
｜
〇
七
八
五
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ナーガールジュナと医術

177 (44)

45) 閭山派の信仰については葉明生の一連の研究に詳しい。

葉明生1999, 2001a, 2001b

46) 『海瓊白眞人語録』巻一（道藏 33.114 下）

47) 葉明生は「瑜伽教」の淵源を唯識瑜伽教派に求めているが［葉明生1999］、『大日經義釈』

（大正 no.438）等の用例から、唐代の密教がしばしば「瑜伽宗」と呼ばれていたことがわかる。

その淵源は唐代の密教に求めるべきであろう。

48) 註 37 参照

49) 『秘傳眼科龍木論』（民衛生出版社）:17

50) 『秘傳眼科龍木論』（民衛生出版社）:43

51) 『銀海精微』巻下（四庫全書 子部十三 醫家類一）

52) 研医会図書館藏写本『江源流大灌頂錦嚢眼科秘録』

「眼科諸流派の秘伝書（2）」『研医会通信』1981年 11月参照

〈キーワード〉『醫方類聚』『外臺秘要方』『龍樹菩薩眼論』『秘傳眼科龍木論』
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178(43)

　十　煎藥訣

　十一　服藥須知

　十二　點眼藥訣

　七十二證方論　巻一～巻六

論の中心を占めるのは七十二種の眼病の症状・予後・原因・治療方の詳細を説いた「七十二

證方論」である。構成は『龍菩薩眼論』と似ているが、症状等の説明を簡潔にまとめた偈頌

が記され、また藥の調合とその服用法を別に説かず、それぞれの症状の項の下に説く特徴が

ある。

35) 鄭樵（1104-1162）の『通史』には「龍樹眼論一巻」の他に次のような書目が見える。

『通史』巻六十九（四庫全書 史部六 別史類）

審的撰要歌一巻、審的眼藥歌三巻、眼論準的歌一巻、眼論三巻

また揚士奇（1366-1444）『文淵閣書目』には「龍木論一部一冊」の他に次の書目が見える。

『文淵閣書目』巻三（四庫全書 史部四十一 目録類一）

七十二證眼論一部一冊、七十二證眼科歌訣一部一冊

36) 『能改齋漫録』巻七（四庫全書 子部二十八 雑家類二）

37) 『外臺秘要方』に引用された「天竺経論眼」はこの部分を具えており、地・水・火・風の四

大論を説く。ちなみに『スシュルタ・サンヒター』は地・水・火・風・空の五大論を説いている

［Suśrutasaṃhitā Uttaratantra 1.9-10］。

38) 『秘傳眼科龍木論』（民衛生出版社）:5

その内容は『黄帝内経霊枢』「大惑論第八十」と酷似している。 

39) 『聖済総録簒要』巻十七「肝虚眼」「目内生瘡」巻十八「目青盲」「將變内障眼」（四庫全

書 子部十三 醫家類一）

40) 内閣文庫写本影印版『万安方』巻二十八（『万安方』科学書院 ,1986）:766-767,769-770

41) 内閣文庫写本影印版『万安方』巻二十八（『万安方』科学書院 ,1986）:767

42) 内閣文庫写本影印版『万安方』巻二十八（『万安方』科学書院 ,1986）:791

43) 内閣文庫写本影印版『福田方』巻十（『有林福田方』科学書院 ,1987）:766

44) 『普済方』巻七十一「肝虚眼」、七十二「腎肝虚眼黒暗」「胎赤眼」、七十四「暴赤眼」「目積年赤」、

七十九「將變内障眼」、八十二「外物傷目」「目珠子突出」「蟹目」「目生努肉」、八十三「雀目」

「目青盲」、八十四「倒睫挙攣」「目瞼腫鞕」「目膿漏」、八十五「目内生疹」。三百六十三「嬰

孩頭眼耳鼻門　眼目総論」、四百四「瘡疹入眼」（四庫全書 子部十四 醫家類二）
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179 (42)

『大般涅槃經』卷八（大正 no.374）

佛言。善男子。如百盲人為治目故造詣良醫。是時良醫即以金錍決其眼膜（12.411c）

31)Siddhayoga 61.148−152 (Śrīmadvṛndapraṇīto vṛndamādhavāparanāmā siddhayogaḥ,

 Ānandāśrama Press 1894)

nāgārjunapādām añjanam āha

triphalāvyoṣasindhūtthayaṣṭītuttharasāñjanam/

prapauṇḍarīkaṃ jantughnaṃ lodhraṃ tāmraṃ caturdaśam//148//

dravyāṇy etāni saṃcūrṇya vartiḥ kāryā nabho ‘mbunā/

nāgārjunena likhitā stambhe pāṭaliputrake//149//

nāśanī timirāṇāṃ ca paṭalānāṃ tathaiva ca/

sadyaḥ prakopaṃ stanyena striyā vijayate dhruvam//150//

kiṃśukasvarasenātha paillyaṃ puṣpakaraktatāḥ/

añjanāl lodhratoyena āsannatimiraṃ jayet//151//

ciraṃ saṃchādite netre vastamūtreṇa saṃyutā/

unmīlayatyakṛacchreṇa prasādaṃ cādhigacchati//152//

32)A History of Indian Medical Literature IIa の Siddhayogaの項を参照 : 81-82

33)『郡齋読書志』「後志」巻二（四庫全書 史部四十一 目録類一）

34) 『秘傳眼科龍木論』には以下の出版が在る。

接傳紅 , 高健生 編 2006『秘傳眼科龍木論』北京 人民衛生出版社

『龍木論』に相当する首巻から巻六は以下のように構成されている。

龍木総論　首巻

　一　審的歌發揮

　二　眼敘論

　三　三因證治

　四　五輪歌

　五　內障眼法根源歌

　六　針內障眼法歌

　七　針內障眼敘法歌

　八　小兒歌

　九　合藥矜式
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180(41)

25)『医心方』巻五には「治目清盲方 第十四」の他、「治目膚翳方 第十六」「治眼腫痛方 第

二十一」「治目赤痛方 第二十二」「治目涙出方 第二十六」に「眼論」からの引用がある。「治

目膚翳方 第十六」の引用は「天竺経論眼」に対応箇所が、「治目涙出方 第二十六」の引用は『龍

樹菩薩眼論』に対応箇所が見出せる。

26)『龍樹菩薩伝』（大正 no.2047）

龍樹菩薩者出南天竺梵志種也。天聰奇悟、事不再告。在乳餔之中、聞諸梵志誦四圍陀典

各四萬偈偈有三十二字、皆諷其文而領其義。弱冠馳名、獨步諸國。天文地理圖緯祕讖及

諸道術無不悉綜。（50.184a）

龍樹磨此藥時、聞其氣即皆識之、分數多少錙銖無失。還告藥師向所得藥有七十種、分數

多少皆如其方。（50.184b）

本書は古来鳩摩羅什訳とされてきたが、鳩摩羅什訳あるいは作と見做す事は困難である。こ

の伝承がいつの時代まで遡り得るのかは不明であるが、少なくとも吉蔵 (549-623) の時代に

は、龍樹が天文・地理・図緯・秘讖、及び諸道術に通じ、薬術に優れた才能を発揮したとす

る伝承が成立していた事を確認できる。［山野 2010:68-69］

27) 以下の書目が確認できる。

『隋書』巻三十三 志第二十八 経籍三（四庫全書 史部一 正史類一）

西域諸仙所説薬方二十三巻目一巻 本二十五巻、西域波羅仙人方三巻、西域名医所集要方

四巻本十二巻、婆羅門諸仙薬方二十巻、婆羅門薬方五巻、耆婆所述仙人命論方二巻目一巻 

本三巻、乾陀利治鬼方十巻、新録乾陀利治鬼方四巻本五巻 闕

28)『大唐西域記』（大正 no.2087）卷第十 憍薩羅國

龍猛菩薩善閑藥術、餐餌養生、壽年數百、志貌不衰。引正王既得妙藥、壽亦數百。(51: 

929b-c)

29)『南海寄帰内法伝』（大正 no.2125）

次後若能鼻中飲水一抄。此是龍樹長年之術。必其鼻中不串。口飲亦佳。久而用之便少疾病。

（大正 54.208c）

30)Vijaya Deshpande は仏典中に現れる金篦の用例として『大日經』（724 年訳出）をあげる

［Deshpande 2003–04:246］。これよりも訳出年の早いものとして、薛克 は曇無讖（385 −

433）訳『大般涅槃経』をあげている［薛克  1997：256］。

『大毘盧遮那成佛神變加持經』第二（大正 no.848）

佛子佛為汝　決除無智膜　猶如世醫王　善用以金籌（18.12a）
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10)『外臺秘要方』巻二十一（四庫全書 子部十三 醫家類一）

11) 学訓堂版『醫方類聚』巻六十四、四十三丁右左

12) 学訓堂版『醫方類聚』巻六十四、四十七丁右

13) 学訓堂版『醫方類聚』巻七十、一百左 -百四丁右

14)Suśrutasaṃhitā Uttaratantra 17.51-83 参照

15) 富士川文庫写本『龍樹菩薩論』

白香山病眼詩云。案上謾鋪龍樹論、盒中空捻決明丸。蓋指是書也。

16) 季羡林 1994:557、薛克 1997：255、Deshpande 2003–04:245 など

17)『隋書』巻三十三 志第二十八 経籍三（四庫全書 史部一 正史類一）

龍樹菩薩薬方四巻、龍樹菩薩和香法二巻、龍樹菩薩養性方一巻

18)Vijaya Deshpande は、『外臺秘要方』に『龍樹眼論』の名が言及されていない事から、

『龍樹眼論』成立は『外臺秘要方』の成立年である752 年以降のことであろうと推測している

［Deshpande 2003–04:249］。王燾が『龍樹眼論』を知らなかったという事実が、ただちに

『龍樹眼論』が存在しなかったことを意味する訳ではないが、『外臺秘要方』以前の医書には

白内障の外科手術について説くものはないので、ここではその上限を八世紀に定めた。

19) 決明子（L.Cassiae Torae Semen）を主成分とした丸薬。中医学における決明子の初出は

『備急千金要方』であり、唐代以降に用いられるようになったという［Deshpande 1999:311］。

『龍樹菩薩眼論』では「療眼湯丸散煎膏方」中にその処方が説かれている。

学訓堂版『醫方類聚』巻六十五、五丁右左

20)「どのようにして～しようか」という方法を問う疑問にも、「どうして～することがあろうか」と

いう反語にも読める。いずれの解釈にせよ、金篦を用いた手術は当時それほど一般的なもの

ではなかったように見える。

21) ただし前節で確認したように『龍樹菩薩眼論』は「金篦」ではなく「金針」を用いている。

22) 明治時代写本影印版『日本国見在書目録』「三十七 醫方家」（『日本書目大成』第一巻 ,

汲古書院 ,1974） :36

23) 明治時代写本影印版 『日本国見在書目録』「三十七 醫方家」（『日本書目大成』第一巻 ,

汲古書院 ,1974）:35-36

龍樹菩薩和香法一、龍樹菩薩印方一、龍樹菩薩馬鳴菩薩秘法一

24)『医心方』巻五「治目清盲方 第十四」（槇佐知子訳註『医心方』巻五 , 筑摩書房 ,1996）

:131－133
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———2001a「道教閭山派之研究 (一 )　閭山派的源流與形成」『道韻』9

———2001b「福建女神陳靖姑の信仰、宗教、祭祀、儀式と傀儡戯 『妨娘伝』」『慶応義塾大

学日吉紀要言語・文化・コミュニケーション』26:32-74

註
1) 例えば『スシュルタサンヒター』の註釈書『ニバンダサングラハ（Nibandhasaṃgraha）』は、

ナーガールジュナが「改訂者 (pratisaṃskarttāpin)」であることを言明している。

Nibandhasaṃgraha（SS1.1-2）(The Sushrutasaṃhitā of Sushruta: with the 

Nibandhsangraha commentary of Shree Dalhaṇāchārya, Ed. by Vaidya Jādavji Trikamji, 

1931):1

yatra yatra parokṣe liṭprayogas tatra tatraiva pratisaṃskartṛsūtraṃ jñātavyam iti/

pratisaṃskartā ‘pīha nāgārjuna eva//

2)Winternitz は、仏教、タントラ、医学、錬金術の四人のナーガールジュナの存在を想定してい

る。［Winternitz1933:342-348］

3)『龍樹眼論』には様々なヴァージョンがあるが、本論では全てのヴァージョンを総称する名称

として『龍樹眼論』の語を用い、個別のヴァージョンにはその正式名『龍樹菩薩眼論』などを

用いている。

4) 中医学史の観点から『龍樹菩薩眼論』について言及した研究書は数多くあるが、管見に及ん

だものを参考までにあげておく。

季 羡 林 1994：557-558、 薛 克 1997：255-256、 高 健 生 2006: 1-2、C. Pierce 

Salguero 2010: 63-64

5)『醫方類聚』の版本についての情報は以下の論文に詳しい。

真柳誠1992a,1992b

6) 学訓堂版『醫方類聚』巻六十四、四十一丁右

7) 学訓堂版『醫方類聚』巻六十四、四十三丁左

8)『外臺秘要方』巻二十一（四庫全書 子部十三 醫家類一）

天竺經論眼序一首　隴上道人撰、俗姓謝、住齊州、於西國胡僧處授。

9)『外臺秘要方』以前に成立した医書には白内障の外科手術について説くものはないが、孫思

邈『備急千金要方』（652 成立）には「鈎針」を用いた翼状片の外科手術についての言及がある。

『備急千金要方』巻十五（四庫全書 子部十三 醫家類一）「治人馬白膜漫睛方」参照
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は、宋代の一時期に『龍樹眼論』と同一視されるようになり、『龍木論』とい

う名称で医書中に引用されるようになった。書名から「龍樹」の名称が消え

てしまった後も、『龍木論』はナーガールジュナとの関係を保持し、ナーガー

ルジュナを供養すべきことがその中で言明されていた。ナーガールジュナは

しばしば「龍樹王」「龍樹醫王」と呼ばれるようになったが、これは「瑜伽教」

と呼ばれる密教と巫術が混淆した南宋の一宗教における「龍樹醫王」の信仰

を淵源とするものと思われる。道教と高い親和性を有する中医学の歴史の中

で『龍樹眼論』が発展を遂げていくのと平行し、ナーガールジュナもまた「龍

樹醫王」という尊格へと変容していったである。

参考文献
C. Pierce Salguero 2010, Buddhist Medicine in Medieval China: Disease, Healing, and 

the Body In Crosscultural Translation (Second to Eighth Centuries C.E.), A dissertation 

submitted to Johns Hopkins University in conformity with the requirements for the degree of 

Doctor of Philosophy

H.T.Bakker ed. 2000, A History of Indian Medical Literature IIa, Egbert Forsten

Moriz Winternitz 1933, A history of Indian literature, vol.2 Calcutta Univ. Press

Vijaya Deshpande 1999, “Indian Influences in Early Chinese Ophthalmology: Glaucoma as a 

Case Study” Bulletin of the School of Oriental and African Studies 62(2): 306–322

——— 2000, “Ophthalmic Surgery: A Chapter in the History of Sino-Indian Medical 

Contacts” Bulletin of the School of Oriental and African Studies 63(3): 370–388.

——— 2003–04, “Nāgārjuna and Chinese Medicine” Stvdia Asiatica 4–5: 241–257.

季羡林 1994「印度眼科医 入中国考」『国学研究』2, 北京大学出版 :555-560

真柳誠 1992a「宮内庁書陵部に蔵せられる朝鮮古活字本」『漢方の臨床』39 巻10 号 : 2 − 12

真柳誠 1992b「喜多村直寛による『医方類聚』の復刊」『漢方の臨床』39 巻12 号 :2 − 8

薛克  1997「印度佛教与中国古代 地医 学」『佛学研究』6 中国佛教文化研究所 :252-262

高健生 2006「導読」『秘傳眼科龍木論』北京 人民衛生出版社 :1-8

山野千恵子 2010『龍樹菩薩伝』の成立問題」『仙石山論集』5:65-86

葉明生 1999 「 “ 瑜伽教” 之衍 及其世俗化事象」『佛学研究』8 中国佛教文化研究所

:256 − 264
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然後方静座、片時定自己之気息。51) 

この「龍樹醫王」の呼称は、眼科の医書を介して日本にまで伝わった。日本

では室町時代より江戸時代にかけて、眼科の治療方を相伝する諸流派が多数

興ったが、そのうち江源流に相伝された『江源流大灌頂錦嚢眼科秘録』には、

「龍樹醫王論」と呼ばれる書からの引用がみられる。文章は異なるものの、そ

の内容は『秘傳眼科龍木論』に対応している 52) 。

　以上のように、「龍樹王」「龍樹醫王」の呼称は、「瑜伽教」と呼ばれる密教

と巫術が混淆した南宋の一宗教を淵源とし、そもそも『龍樹眼論』に関連し

て成立したものではないが、本書が展開していく過程で、この龍樹醫王の信

仰が取り入れられ、眼科治療に関連してナーガールジュナを祀ることが行わ

れるようになっていったのである。

　

まとめ

 　以上東アジアに伝存する眼科医書『龍樹眼論』に焦点を当て、ナーガール

ジュナと医術をめぐる伝承の一端を紹介した。各節の結論を今一度、略述す

ると以下の通りである。

　『龍樹眼論』は、「天竺経論眼」あるいは「眼論」を典拠の一つとし、九世

紀までに「龍樹」の名を冠する一書としてまとめられた。『龍樹菩薩眼論』自

身が「波斯之法、與漢用薬不同、若善調和、功能有驗」と述べているように、

本書は西域の眼科術を取り入れたものであり、特に内障の外科手術は、本書

あるいは「天竺経論眼」によって、はじめて中医学に齎されたものであった。

本書はなぜ「龍樹」の名を冠するに至ったのか。本論では、『龍樹眼論』が成

立した時代、ナーガールジュナと医術を関係づける伝承がインドから流入し

ていたことに着目し、同時代のインドにおいてもナーガールジュナと眼科術

を関連付ける伝承が存在していた事を指摘した。

　『龍樹眼論』は医書という実用書としての性格から増広・発展を繰り返し、

宋代に一巻から三巻へと増広したヴァージョンが成立した。おそらく本来『龍

樹眼論』とは別書であった七十二種の眼病の細目を持ったこのヴァージョン
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訣を捻じる（四指の腹に八卦や七星を配し親指で捻じる）など、巫術と混淆した

様相を呈していたという。この「瑜伽教」とは、おそらくは唐代にインドか

ら流入した密教が土着化したものと思われる 47)。南宋の瑜伽教と閭山派の関

係を考察した葉明生の論考によれば、ここにあげられた穢迹金剛、龍樹醫王、

香山 ( 観音 )、 華光 ( 五顯神 )、那叉太子等の神々は閭山派の道教において重

要な尊格となっていったという［葉明生 2001b:50-51］。そもそもなぜナーガ

ールジュナが南宋の「瑜伽教」において「醫王」と称されていたのかは興味

深いところであるが、確かな事はわからない。

　呉曾の生存年代（十二世紀）、活躍地域（江西、浙江）を考慮すれば、彼の

いう「龍樹王菩薩」が上記のような文化背景を持つものであったであろう事

は想像に難くない。呉曾が披見した「龍樹王菩薩眼論」は、眼の構成要素を

述べるに際し、「天竺経論眼」に説かれるインド由来の四大論を採用せず 48)、

『龍木論』同様、中国古来の五臓論を採用していた。道教と高い親和性を有す

る中医学の歴史の中で『龍樹眼論』が発展を遂げていくのと平行し、ナーガ

ールジュナもまた「龍樹王」「龍樹醫王」という尊格へと変容していったよう

に見える。

　眼科術に関連した場面でナーガールジュナを「龍樹王」あるいは「龍樹醫王」

と呼ぶ例は、『能改齋漫録』の他にも確認できる。現存する『秘傳眼科龍木論』

中には、龍樹に祈願をし、あるいは燒香、供養を供養すべき事が次のように

説かれている。

開時先向中心撥　隨手還當若霧披　既往修來何所作　一生龍樹願依歸 49)

服藥治風兼去熱　還睛丸散是其因　燒香供養龍樹主　覓取來生清淨根 50)

ここでは、「龍樹主」という名称が使われており、「龍樹王」あるいは「龍樹醫王」

という名称は見られないないが、明代に成立したと考えられている眼科の医

書『銀海精微』は、手術の前に「龍樹醫王」を供養すべきことを説いている。

凡開金針、須擇吉日、風靜日暖、須待日午之時、焚香請呼龍樹醫王・観音菩薩。
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まったようであり、鎌倉時代以降に成立した医書に引用されているのは『龍

木論』のみである。一方、朝鮮半島では三十種の眼病の細目を説いた『龍樹

眼論』が十五世紀まで伝存し、これが『龍樹菩薩眼論』として『醫方類聚』

に収録されたのである。

5　 龍樹醫王の信仰

　さて、注目に値するのは、宋代の呉曾が『龍樹眼論』の一書を「龍樹王菩

薩眼論」と称していることである。仏典の中ではナーガールジュナを「龍樹

王菩薩」と称する例は見受けられないが、仏教と混淆した道教の一教派、閭

山派では「龍樹王」あるいは「龍樹醫王」と呼ばれる尊格を祀る例が見られる。

福建を拠点に浙江、江西、広東及び湖南等に展開したこの閭山派は、巫術を

基本としながらも禅、浄土、密教などと融合し、仏教由来の尊格を多数祀る

に至った 45)。「龍樹王」あるいは「龍樹醫王」と呼ばれる尊格もその一つであ

り、その淵源は南宋の「瑜伽教」に認められるという［葉明生 2001b:50-51］。

南宋期の内丹派の道士として名高い白玉蟾（葛長庚 1194 ~ 1229?）の語録を記

した『海瓊白眞人語録』は、当時の「瑜伽教」を次のように描写している。

梠問曰。今之瑜伽之爲教者何如。

答曰。彼之教中、謂釋迦之遺教也。釋迦化爲穢迹金剛、以降螺髻梵王、是故

流傳此教、降伏諸魔、制諸外道、不過只三十三字金輪穢迹呪也。然其教中有

龍樹醫王以佐之焉。外此則有香山・雪山二大聖、豬頭・象華二大聖、 雄威・

華光二大聖、與夫那叉太子、頂輪聖王及深沙神、掲諦神以相其法、故有諸金

剛力士以爲之佐使。所謂將吏、惟有虎伽羅・馬伽羅・牛頭羅 ・金頭羅四將而

已、其他則無也。今之邪師雜諸道法之辭、而又歩罡捻訣、高声大叫、胡跳漢舞、

揺鈴撼鐸 、鞭麻蛇、打桃棒、而於古教甚失其眞、似非釋迦之所爲矣。然瑜伽

亦是佛家伏魔之一法。46)

白玉蟾はこれを「釋迦之遺教」と定義してはいるもの、その実践は古来の仏

教のそれとは大きく異なり、罡を踏み（八卦や七星の図形に従い足を運ぶ）、
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り 40)、また「龍目論十巻」という記載がある 41)。これらの事例によって、こ

の時期すでに十巻の『龍木論』が成立していたことが確認できる。なお『万安方』

には「龍樹菩薩所造龍木論」という記述が見られ 42)、この記述から十四世紀

の日本では『龍木論』がナーガールジュナ作と見做されていたことが伺える。

　次に『福田方』もまた日本で著された医書であるが、『龍木論』の名が見ら

れる。直接の引用はないが、「龍木方ニハ七十二種目病アリ」と述べており
43)、当時の『龍木論』が、現存の『秘傳眼科龍木論』同様、七十二種の細目

を持っていたことを確認できる。

　最後の『普済方』であるが、『龍木論』からの多くの引用が在り 44)、いずれも『秘

傳眼科龍木論』の七十二種の眼病中に対応箇所が見られ、文言もほぼ一致する。

これによって『秘傳眼科龍木論』の首巻から六巻の部分は、十四世紀には既

に現在の形になっていたことが想定される。

　以上、目録類に見られる『龍樹眼論』の著録と、医書に引用された『龍木

論』の内容を確認した。『龍樹眼論』は、唐代、九世紀までの間に「龍樹」の

名を冠する一書としてまとめられた。現存する目録類に見られる最古の記録

は九世紀末の『日本国見在書目録』であり、その書名「龍樹菩薩眼経」から

本書がナーガールジュナ作と認識されていたことが確認できた。『龍樹眼論』

は医書という実用書としての性格から増広・発展を繰り返し、宋代に一巻か

ら三巻、眼病の細目が三十種から七十二種へと増広したヴァージョンが成立

した。この七十二種の細目を持ったヴァージョンは本来『龍樹眼論』とは別

書であったと思われるが、宋代の一時期に『龍樹眼論』と同一視されるよう

になった。このヴァージョンは専ら『龍木論』という名称で医書中に引用され、

十四世紀には十巻の体裁を持つ書になった。宋代以降の医書からは『龍樹眼論』

の名称が消えていき、三十種の眼病の細目を説いた『龍樹眼論』に代わって、

七十二種の細目を説いた『龍木論』が流通するようになっていった。

　書名から「龍樹」の名称が消えてしまった後も、しかしながら『龍木論』

はナーガールジュナとの関係を保持し続けた。鎌倉時代の医書『万安方』に

は「龍樹菩薩所造龍木論」という記述が見られ、十四世紀の日本では本書が

依然としてナーガールジュナ作と認識されていたことが確認できる。なお、

九世紀に日本に伝来していた『龍樹眼論』は鎌倉時代にはすでに散逸してし
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言及がある。「眼有五輪」と題した雑記の中で呉曾は「按龍樹王菩薩眼論、有

五輪、血・風・気・水・肉、五輪応五臓也」と記している 36)。ところで多く

の眼科の医書は眼病の症状や治療法を述べる前に眼の構成要素等について述

べているが、『醫方類聚』所収の『龍樹菩薩眼論』はこれに相当する部分を欠

いている。本来これを欠いていたのか、『醫方類聚』が収録しなかったのかは

不明である 37)。一方、『秘傳眼科龍木論』にはこの眼の構成要素についての記

述があり、眼の五輪と五臓の関係が述べられており 38)、その内容は呉曾の記

述と一致している。これによって宋代の『龍樹眼論』の一書は、現存する『秘

傳眼科龍木論』と共通する眼の五輪の理論を説いていたことがわかる。ちな

みにこの「龍樹王菩薩」の名称であるが、後に検討するようにおそらくは道

教と混淆した龍樹菩薩の呼称と思われる。

　『能改齋漫録』を除いて、宋代以降に成立した諸書の中には「龍樹眼論」と

いう書からの引用は見られないのであるが、代って「龍木論」からの引用は

確認できる。ちなみに「龍木論」が引用されている医書は以下の通りである。

（1111-1118 年頃） 徽宗（在位 1100 － 1125）敕編『聖済総録』

                     　　「龍木論」

（1327 年）        　 梶原性全（1266 - 1337）『万安方』

                           「龍樹菩薩所造龍木論」「龍木論」「龍目論」

（1363 年頃）         有隣（？）『福田方』

                           「龍木方」

（1390 頃）            朱橚（1361 － 1425）編『普済方』

                           「龍木論」 

　まず『聖済総録』には、「肝虚眼」「目内生瘡」「目青盲」「將變内障眼」の項に「龍

木論」からの引用が見られる 39)。現存する『秘傳眼科龍木論』と文章は異なるが、

『秘傳眼科龍木論』所載の七十二種の治病方中にそれぞれ対応する内容の記述

が確認できる。

　次に鎌倉後期、日本で著された『万安方』には『秘傳眼科龍木論』の増広

部に当たる巻七所載の薬剤の処方のうち「菩薩散」「鎮肝圓」からの引用が有
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                    「龍樹眼論一巻」

　前節で確認した『日本国見在書目録』を含め、多くの目録類が「一巻」と

しているのに対し、『郡齋読書志』「後志」と、これに習った『文献通考』は「三巻」

としている。『郡齋読書志』「後志」は「龍樹眼論三巻」の書名に続き、「右佛

經龍樹大士者能治眼疾。或假其説治七十二種目病之方」とコメントしている

が 33)、『醫方類聚』所収の『龍樹菩薩眼論』は三十種の眼病の処方を挙げてお

り、その数が合わない。この七十二種という数はむしろ現在『秘傳眼科龍木論』
34) として伝わっている書と一致しているようである。

　この『秘傳眼科龍木論』はもと『龍木論』という書名で流通していた眼科

医書であり、1575 年に葆光道人により『秘傳眼科龍木論』十巻として再編さ

れた。そのうち首巻から六巻までが本来の『龍木論』の部分であり、それ以

降は後に増補された部分である。『龍木論』はその名から類推されるように、

『龍樹眼論』の異本の一書として考えられてきた。先行研究によれば、宋代英

宗趙曙（在位 1063 － 1067）の時代に、「曙」と同音の「樹」字が避諱字とさ

れたため、「龍木論」と称されるようになったという［高健生 2006:2］。現在

の『龍木論』、つまり『秘傳眼科龍木論』の第首巻から第六巻は、『醫方類聚』

収録の『龍樹菩薩眼論』と較べてみても分量が圧倒的に多く、眼病の種類も

三十種から七十二種へと細分化されている等、内容が大きく異なっており、『龍

樹眼論』の異本と見做し得るかどうかは疑問が残る。実際にいくつかの目録は、

題目は異なるものの『龍木論』の内容を想起させる諸書の書名を『龍樹眼論』

とは別の本として著録しており 35)、『龍木論』の起源は『龍樹眼論』とは別書

にあっただろうことを予想させる。しかしながら『郡齋読書志』「後志」のコ

メントによって、『龍樹眼論』の一書が、ある時期に七十二種の眼病の処方を

説く眼科医書と入れ替わったことは事実として認められるのである。

　さて、次に医書中に引用される『龍樹眼論』の内容を検討し、「天竺経論眼」

「眼論」『龍樹菩薩眼論』『秘傳眼科龍木論』と比較し、その内容の異同を確認

するのが妥当な手続きであろうが、中国、日本に伝存する医書中に「龍樹眼論」

という書からの引用が見つからない。ただ、宋代の呉曾によって著された雑

記集『能改齋漫録』（1141 成立）に「龍樹王菩薩眼論」という書についての
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科術を取り入れた本書は「龍樹」の名を冠して一書としてまとめられたので

ある。

　しかしながら、なぜナーガールジュナが、殊に眼科術と結びつけられたの

かは依然として明らかになっていない。先行研究によれば、金篦により眼の

膜を削る外科手術は仏典により初めて中国人に知られる所となったというが
30)、これもナーガールジュナという人物と眼科術を結びつける十分な根拠と

はならない。また、Vijaya Deshpande の主張するように、『龍樹菩薩眼論』と

『スシュルタサンヒター』との直接的な関係を認める事は難しいように思われ

る。ところがインドにもまたナーガールジュナと眼科術を結びつける伝承が

存在していた。Vṛndaの『シッダヨーガ（Siddhayoga）』によれば、パータリ

プトラにはナーガルジュナによって書かれた眼科の処方が記された石柱が存

在したという 31)。なお Vṛnda はおよそ西暦 800 － 950 年頃の人物と考えられ

ている 32)。インドと中国、同時期に、ナーガールジュナと眼科術を結びつけ

る伝承が存在していた事は興味深い事実といえよう。

4　『龍樹眼論』の展開

　さて、中国本土で目録類に『龍樹眼論』の名が現れるようになるのは宋代

以降である。宋・元代に編纂された目録のうち、管見に及んだものをあげる

と以下の通りである。

（1041 年）　　王堯臣（1003-1058）編『崇文総目』巻七

                    「龍樹眼論一巻」

（1161 年頃）　鄭樵（1104-1162）編『通史』巻六十九

                    「龍樹眼論一巻」

（1295 年）　　趙希弁再編『郡齋読書志』「後志」巻二

                    「龍樹眼論三巻」

（1317 年）　　馬端臨（1254 － 1324）編『文献通考』巻二百二十二

                    「龍樹眼論三巻」

（1345 年）　　托克托（1314 － 1355）編『宋史』巻二百七
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樹菩薩眼論』と対応しない箇所も多く含まれている 25)。それらは『外臺秘要方』

中に引用されていない「天竺経論眼」の部分であるようにも思われるが、「眼論」

がいかなる書物であったのか、確かなことはわからない。十世紀の日本には「天

竺経論眼」『龍樹菩薩眼論』に類似する記述を含み、単に「眼論」と称される

文献が伝存していた。そして「眼論」と称された書と『龍樹眼論』が密接な

関係を持っていたことは確かである。

　おそらく『龍樹眼論』は「天竺経論眼」あるいは「眼論」を典拠の一つと

したものと思われるが、この眼科の医書は何故「龍樹」の名を冠するに至っ

たのか。これには、当時のインドと中国の医術の交流、そしてそれに関わる

ナーガールジュナの伝説を考慮する必要があるだろう。先にも触れたが、唐

初に編纂された『隋書』「経籍志」には、「龍樹菩薩」の名の冠する医書が三書、

著録されている。これによってナーガールジュナと医術を結びつける伝承は

七世紀以前に既に成立していたことがわかる。ではこの伝承はそもそも中国

で成立したのだろうか、インドの伝聞を伝えたものであるのだろうか。中国

では古くから、ナーガールジュナが天文・地理・図緯・秘讖、及び諸道術に

通じ、薬術に優れた才能を発揮したとことが語られていたから 26)、ナーガー

ルジュナと医術を結びつける伝承が中国で独自に成立したとしてもおかしく

はない。しかしながら、七世紀には玄奘（602 － 664）や義浄（635-713）が、

ナーガールジュナと医術の関係を説く伝承をインドから伝えているのである。

『隋書』「経籍志」に著録される医書の中には西域より伝えられたと思われる

ものが数点確認でき 27)、隋代より西域との医術の交流が行われていたことが

伺えるが、こうした西域との医術の交流に伴い、玄奘や義浄の時代の少し前

からナーガールジュナと医術を結びつける伝承がインドから中国に伝承され

たと考える事はあながち無理ではあるまい。

　インドにおいてナーガールジュナは医術、殊に養生方、長生術に優れた能

力をもったと考えられていた。『隋書』「経籍志」は「龍樹菩薩養生方」なる

書が存在したことを伝え、また玄奘も『大唐西域記』の中でナーガールジュ

ナが妙薬を服して長寿を保ったとする伝説を記し 28)、さらに義浄は『南海寄

帰内法伝』の中で「龍樹長年之術」と呼ばれる養生法について言及している
29)。インドからこれらの伝承が流入していたまさにその時代に、インドの眼
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れているのが最古の著録である。藤原佐世（847-897）により 891-897 年頃に

編纂されたこの目録は、当時日本に現存していた 1579 部の漢籍の書目を載録

しており、このうち医家に分類される書目に「龍樹菩薩眼経一」とある 22)。

書名が若干異なるが『龍樹眼論』を指すものと思われる。白居易の詩からは、

この「龍樹」の語がかの大乗仏教の論師を指すものなのか、さらにいえば人

名であるのかさえ、確かな事はわからないが、『日本国見在書目録』の記録か

ら、九世紀末の日本ではこの眼科の医書がナーガールジュナの作として認識

されていたことが確認できる。なお『日本国見在書目録』中にはこの他にも、

龍樹菩薩の名を冠した医書を数点確認できる 23)。

　『日本国見在書目録』に記されているのは書名のみであるので、現存する

『醫方類聚』所収の『龍樹菩薩眼論』と同一のものかどうか、その内容は知る

べくもないが、これより約一世紀後に成立した『医心方』には「眼論」と称

される書からの引用が見られる。『医心方』は丹波康頼（912-995）により 984

年に朝廷に献上された日本最古の医書であり、現在、中国本土では散逸して

しまった医書が多く引用されている。「眼論」もその一つであり、現存する『龍

樹菩薩眼論』と一致する記述が見られる。

　Vijaya Deshpande は、この「眼論」を『龍樹菩薩眼論』であろうと言及し

ているが［Deshpande2003–04:248］、詳細に見てみると、現存する『龍樹菩

薩眼論』よりも、文言の上で『外臺秘要方』の中に引用される「天竺経論眼」

に近いことがわかる。『医心方』所引の「眼論」から、先にあげた「天竺経論

眼」『龍樹菩薩眼論』の対応箇所を以下に示そう。

医心方

眼論云。夫人苦眼無所因起忽然幕、幕不痛不痒、漸ゝ不明、久歷年歲、遂致

失明。今觀容狀、眼形不異、唯正當眼中央小瞳子裏、乃有鄣ゝ曖ゝ、作青白

色雑、不別人物、要猶見三光、知晝夜、如此者名曰清盲。

此宜用金篦決之。一針便豁然、若雲開見日也。針竟便服大黃丸、不宜大泄、

此疾皆従虛熱兼風所作也。24)

　『医心方』に引用された「眼論」には、現在確認できる「天竺経論眼」や『龍
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眼藏損傷來已久　　眼蔵損傷して このかた已に久し

病根牢固去應難　　病根牢固にして 去ること応に難かるべし

醫師盡勸先停酒　　醫師盡く勧む 先ず酒を停よと

道侶多教早罷官　　道侶多く教す 早く官を罷よと

案上謾鋪龍樹論　　案上に漫に鋪く 龍樹論

盒中虛撚決明丸　　盒中に虚しく撚る 決明丸

人間方藥應無益　　人間の方薬 応に益無かるべし

爭得金篦試刮看　　爭か金篦を得て試みに看を刮らん

　白居易は白内障に罹っていたのであろう。その症状は、空中に無数の雪が

ちらつき、ものが薄絹をまとったように朦朧とし、晴れた日も景色はあたか

も霧がかかっているかのように見え、春の日でもないのに花が見えると詠わ

れている。続いて、僧の助言や医師の処方もむなしく功を奏さなかったこと

への諦念が綴られている。「龍樹論」の名称が言及されているのは、第二首の

後四句であり、そこでは、机の上に漫然と「龍樹論」が置かれ、盒中にむな

しく決明丸 19) が練られて置いてある情景が、この世の処方は無益であるとい

う白居易の思いとともに詠われ、「どうして金篦を得て試みに看（眼膜）を刮

ろうか」20) と締めくくられている。

　さて、文脈からこの「龍樹論」が眼科の医書であろうことは推察可能であ

るが、単なる仏書であったとも解釈できなくはない。なお、ここで言及され

ている決明丸と、金篦により眼膜を削る手術は『醫方類聚』所収の『龍樹菩

薩眼論』の中でも言及されているが 21)、これらの処方が「龍樹論」の内容を

示唆するものかどうかも、文脈からは判然としない。このため、この「眼病

二首」をもって『龍樹眼論』の成立年を 826 年以前とすることは、それほど

自明の事ではないと云わざるを得ない。しかしながら、「眼病二首」の約七十

年後に編纂された目録の中に『龍樹眼論』と類似した書名の著録を見出す事

ができるため、これを根拠として遡って白居易の言及する「龍樹論」を『龍

樹眼論』と見做すことは可能であるだろう。

　現存する目録類の中では『日本国見在書目録』に「龍樹菩薩眼経」と記さ
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3　『龍樹眼論』の成立

　白居易は「眼病二首」の中で、「龍樹論」という書について言及している。

白居易によってこの詩が詠まれたのは、彼が刺史として蘇州に赴任していた

825 年から 826 年のことである。江戸後期の多紀元堅はここで言及されてい

る「龍樹論」が『龍樹眼論』であることを言及しており 15)、この見解は従来

の研究においても支持されてきた 16)。このため『龍樹眼論』の成立年を 826

年以前とすることは先行研究が一致して認めるところである。一方、成立の

上限については明らかになっていない。656 年に成立した『隋書』「経籍志」

には龍樹の名を冠した医書が三書、著録されているが 17)、そこには『龍樹眼論』

の名称が見当たらない。もちろん、言及の欠如が必ずしも存在の欠如を意味

するものではない。『龍樹眼論』成立の上限年はなお考察の余地があるが、お

そらく本書が「龍樹」の名を冠した一書として纏められたのは、八世紀から

九世紀にかけてのことであったと思われる 18)。

　さて、白居易の「眼病二首」であるが、そこに言及されている「龍樹論」が、

『龍樹眼論』であるかどうかは検討を要する。また『龍樹眼論』であったとし

ても、現存する『醫方類聚』所収の『龍樹菩薩眼論』と同一の内容を持って

いたかどうかも問題となるだろう。『龍樹眼論』は現在の形になるまで幾度か

の編集の手を経ているであろうし、漢籍の中には全く同名の別物もしばしば

存在するからである。まずは白居易の「眼病二首」を確認しておこう。

散亂空中千片雪　　散乱す 空中千片の雪

朦朧物上一重紗　　朦朧たり 物上一重の紗

縱逢晴景如看霧　　縦え晴景に逢うも 霧を看るが如し

不是春天亦見花　　是れ春天にあらずも 亦花を見る

僧說客塵來眼界　　僧説く 客塵眼界に来りと

醫言風眩在肝家　　医言く 風眩肝家に在りと

兩頭治療何曾瘥　　両頭の治療 何ぞ曽て瘥やさんや

藥力微茫佛力賒　　薬力微茫にして 仏力賖し
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黑水凝之作者也。覺晴凝者、卽服湯丸、禁忌愼護、住其疾勢不如重暗。若翳

狀已成、非湯藥所及、徒施千方、亦無一効。唯用金針撥之、如發雲見日。11)

　『龍樹菩薩眼論』において「内障」と呼ばれているこの症状は、「天竺経論眼」

においては「青盲」と呼ばれており、『龍樹菩薩眼論』はこれに関連して「古

方名淸盲」と述べている。また『龍樹菩薩眼論』は「内障」と「青盲」を正

しく区別すべきことを他の箇所で説いている 12)。このことから、現存する『龍

樹菩薩眼論』が「天竺経論眼」よりも後に成立したことは間違いなかろうが、『龍

樹菩薩眼論』がいつごろ現在の形になったのかが不明であるため、『龍樹眼論』

と「天竺経論眼」の前後関係をどう見るかは決し難いところである。ただし

王燾の記載通り、「天竺経論眼」が胡僧から授った教えを記したものであるの

であれば、そこに記された新たな眼科術は他書によるものではないだろう。「天

竺経論眼」が『龍樹眼論』に先行するならば、この「天竺経論眼」は『龍樹眼論』

の典拠の一つであったものと考えられる。

　さて『龍樹菩薩眼論』第五「開内障眼用針法」にはここで言及されている

「金篦」あるいは「金針」を用いた外科手術の詳細が説かれている 13)。Vijaya 

Deshpandeは「開内障眼用針法」における手術の手順と、『スシュルタサンヒ

ター』及び『アシュターンガフリダヤ（Aṣṭāṅgahṛdaya）』における手術の手

順とを表に示し、その類似点を指摘している［Deshpande2000:383-385］。し

かしながら Vijaya Deshpande の表は、『スシュルタサンヒター』の本文に忠

実ではなく、また手術の手順についての説明も適宜入れ替えられており 14)、『龍

樹菩薩眼論』と『スシュルタサンヒター』との間に直接の関係が認められる

かは疑問の残るところである。とはいうものの、この外科手術がインドより

齎されたものであることは中医学の歴史を論じた研究書が一致して認めると

ころであり、「天竺経論眼」は隴上道人が胡僧から授った教えであったこと、

また『龍樹菩薩眼論』自身が「波斯之法、與漢用薬不同、若善調和、功能有驗」

と述べていることを考慮すれば、両書が西域由来の眼科術を新たに中国に紹

介したことに疑いはあるまい。　
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篇中の第一の眼病「内障」について説明した箇所に現れる。「竜樹菩薩」の名

を持ち出して正当性を付与しているのであれば、ここで説かれている内容が

これまで知られていなかった新たな眼科術であったことが想定される。しか

しながら、この「内障」についての大まかな概要は、王燾（670 ～ 755）の『外

臺秘要方』中に引用される「天竺経論眼」においても言及されている。しかも、

本書とパラレルな表現が見出せるのである。

　『外臺秘要方』の撰者、王燾（670 ～ 755）によれば、「天竺経論眼」は隴上

道人の撰であり、俗姓は謝、齊州の人であるという。そしてこの「天竺経論眼」

は隴上道人が西國において胡僧から授ったものであることが記されている 8)。

この隴上道人について詳しいことは一切わからないが、「天竺経論眼」に記さ

れている内障の外科手術は唐代以降の医書にはじめて現れるため 9)、隴上道

人は王燾の時代よりそう下らない時代の人物と思われる。

　『龍樹菩薩眼論』と「天竺経論眼」の対応関係を以下に示そう。「天竺経論眼」

と較べ、『龍樹菩薩眼論』は語句の解説や症状の詳しい説明が加わっているこ

とがわかる。

天竺經論眼

皆苦眼無所因起忽然膜、膜不痛不痒、漸漸不明、久歷年歲、遂致失明。令觀容狀、

眼形不異、唯正當眼中央小珠子裏、乃有其障、作青白色。雖不辦物、猶知明

暗三光、知晝知夜、如此之者、名作腦流青盲。眼未患時、忽覺眼前時見飛蠅・

黑子、逐眼上下來去、此宜用金篦決。一針之後、豁若開雲、而見白日。針訖、

宜服大黃丸、不宜大洩、此疾皆由虛熱兼風所作也。10)

龍樹菩薩眼論

眼不痛不痒、端然漸漸不明、遂卽失眼。眼形不異、唯瞳人裏有隠隠靑白色。

雖不辨人物、猶見三光者、名曰内障。古方名淸盲。非盲今見其有翳如漿水色

者是、瞳人豈得淸盲者以淸浄爲義耳。其眼患者、不覺失明、要須從一眼前患

向後、卽相牽倶損。若預前服藥鎭壓、不爾終損、爲睛不獨迴・獨閉、脉帶相連、

故損之爾。三光者日月火之光者也。此狀皆腦中熱風衝腦、腦脂流下灌之然也。

亦有黑水自凝結作者、若忽暗二五十日翳或是腦流、若三五日漸漸茫茫者、是
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辨諸般眼病疾不同随狀所療　三十篇　（巻六十四　眼論一　所収）

病眼湯丸散煎膏方　　　（巻六十五　眼論二　所収）

　第一「眼疾因起」より第四「理誡約」はそれぞれ一丁分ほどの小論であり、

全体で眼科術の概要を述べている。「眼疾因起」は眼の疾患の原因の概略を説

き、「謬誤失理」は処方の誤りの諸例をあげ、正しい診断の重要性を説き、「應

伏宜治」は正しい処方の諸例をあげ、「理誡約」は診断、処方上の注意を説く。

　第五「開内障眼用針法」より第七「療眼後禁忌愼護」は、あわせて五丁ほ

どの論であり、眼科の処方のうちでも特に内障の外科手術に焦点を当ててい

る。「開内障眼用針法」は内障の分類法と用いる針の種類、針による手術の

詳細を説き、「鈎割及鍼鎌法」は鈎と針の使用方法を説き、「療眼後禁忌愼護」

は針による手術後の禁止事項等を説く。

　次に第八「治小兒眼條例」は小児科の眼病について補足した部分であり、

二丁ほどの論である。眼病治療における大人と子供の区別、また小児の眼病

の原因と治療の概要を説く。

　『龍樹菩薩眼論』の主な部分を占めているのは、「辨諸般眼病疾不同随狀所療」

三十篇と、続く「病眼湯丸散煎膏方」である。それぞれ十三丁分ほどの論である。

「辨諸般眼病疾不同随狀所療」では三十種の眼病の病名・症状・予後・原因・

治療方の詳細を説き、「病眼湯丸散煎膏方」は三十四種の藥の調合とその服用

法を説く。

　本文中には先行する医書についての言及がなく、本書がいかに成立したの

か、その由来を知る手がかりがない。ただし「波斯之法、與漢用薬不同、若

善調和、功能有驗」との記載があり 6)、西域由来の眼科術を取り入れている

ことを言明している。また、本書とナーガールジュナの関係であるが、書名

だけではなく本文中にも「此是竜樹菩薩授法盡須敬信」という一文が確認で

きる 7)。

２　『龍樹菩薩眼論』と「天竺経論眼」、インドの眼科術

　「此是竜樹菩薩授法盡須敬信」の一文は「辨諸般眼病疾不同随狀所療」三十
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『龍樹菩薩眼論』版本

一）　衣関順庵版　文化七（1810）年

　次に李朝版を底本とした写本に富士川文庫所蔵のものがある。

『龍樹菩薩眼論』写本

一）　丹波元堅写　文政癸酉年　

　文政年間中（1818 ～ 1829）には癸酉の年が存在しないため、正確な書写年

代は不明である。丹波元堅とは江戸後期の医学者、多紀元堅（1795 ～ 1857）

であり、自筆の医書の写本が多数現存している。宮内庁書寮部に所蔵されて

いる李朝版はもと多紀家に所蔵されていたものなので、これを底本としたも

のであろう。識語には『醫方類聚』より本書を抄出したことが述べられている。

また、本書が白居易の詩の中で言及されていること、あるいは『外臺秘要方』

に引用される「天竺経論眼」との貸借関係が想定されることなど、貴重な所

見が折り込まれている。なお、この富士川文庫本が多紀元堅の自筆の写本で

あるのか、それを複写したものであるのかは未調査である。

　さて『醫方類聚』所収の『龍樹菩薩眼論』は以下のように構成されている。

しかしながら『醫方類聚』は下記の順によって『龍樹菩薩眼論』を収録して

おらず、それぞれの章は主題別に（）内に示した巻に分散して収められている。

第一　眼疾因起　（巻六十四　眼論一　所収）

第二　謬誤失理　（巻六十四　眼論一　所収）

第三　應伏宜治　（巻六十四　眼論一　所収）

第四　理誡約　　（巻六十四　眼論一　所収）

第五　開内障眼用針法　（巻七十　眼論七　所収）

第六　鈎割及鍼鎌法　　（巻七十　眼論七　所収）　

第七　療眼後禁忌愼護　（巻七十　眼論七　所収）

第八　治小兒眼條例　　（巻二百四十二　小兒門四　所収）
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１　『龍樹菩薩眼論』の概要

　まずは『醫方類聚』所収の『龍樹菩薩眼論』の概要から始めることにしたい。

日本に現存する『醫方類聚』の版本には、以下の二種類がある。

『醫方類聚』版本

一）　李朝版　1477 年　

二）　江戸学訓堂（喜多村直寛）版　文久元（1861）年　

　

　宮内庁書寮部に所蔵されている李朝版は現存する唯一の初版本とされる。

この版は本来 266 巻であったが、現在日本にはそのうち 250 巻 252 冊が伝存

している。学訓堂版はこれを底本に欠落部をある程度補足し復刊したもので

ある 5)。

　次に、学訓堂版を底本として、戦後刊行された『醫方類聚』に、韓国の東

洋医科大学出版、中国の人民衛生出版の二本があり、このほか、台湾の中華

世界資料供應出版より東洋医科大学版の重版が刊行されている。

『醫方類聚』出版本

一）　京城 : 東洋医科大学出版　1965 年　

二）　台北 : 中華世界資料供應出版社 1978-79 年

三）　北京 : 人民衛生出版社　初版 1982-84 年　改訂版 2007 年

　なお日本には『醫方類聚』の版本の他、『龍樹菩薩眼論』と題する写本、版

本が数点存在している。これらは『醫方類聚』に引用された『龍樹菩薩眼論』

を本来の順序に並べ替えて一書とした輯佚本である。このうち李朝版を底本

としたと思われる版本に、江戸後期の眼科医、衣関順庵によるものがあり、

岡山大学、台北故宮博物院等に所蔵されている。
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ュルタサンヒター』の最終章「ウッタラ・タントラ（Uttaratantra）」の

眼病の処方に関する部分は、伝統的にナーガールジュナ作とされている。

ナーガールジュナは西暦の早い世紀に『スシュルタサンヒター』を改訂し、

また「補遺の手術」の章を付け加えたと考えられているのである。この

事実はインドの眼科術から多くを借用した『龍樹菩薩眼論』を撰した中

国人に知られていた可能性があるように見えるが、ナーガールジュナを

『スシュルタサンヒター』の改訂者、及びその「ウッタラタントラ」の著

者であるとして言及しているのは、十二世紀の註釈家ダルハナ（Dalhana）

であり、『スシュルタサンヒター』自体やそれ以前の註釈家はそのことに

ついて触れていない。［Deshpande 2003–04:255］

　Vijaya Deshpandeは、『龍樹菩薩眼論』がナーガールジュナ作に帰せられる

に至ったその理由を、中国文化の枠組みの中に求めるべきなのか、あるいは

インドから伝わった伝承に求めるべきなのか、確固とした証拠はないとしな

がらも、『龍樹菩薩眼論』における『スシュルタサンヒター』からの影響を指

摘しつつ、後者の可能性を視野にいれるべきことを提案している［Deshpande 

1999:321］。

　『龍樹菩薩眼論』に『スシュルタサンヒター』からの直接の影響を認めるか

否かについては、なお検討の余地があるように思われるが、先行研究が指摘

してきたように、本書がインドの眼科術、特に内障の外科手術を取り入れた

事は間違いないだろう 4)。本書がナーガールジュナ作に帰せられるに至った

理由は、Vijaya Deshpande が主張するように、インドと中国における医術の

交流という視点から考察するべきである。その一方、『龍樹眼論』は中医学の

歴史の中で独自の発展をとげ、医書という実用書としての性格から増広を繰

り返す中、『秘傳眼科龍木論』という一書を生み出すに至った。そしてその発

展過程においてナーガールジュナは病気平癒の祈願対象とされ、「龍樹醫王」

と称されるに至ったのである。本論では、この『龍樹眼論』の成立と展開を

整理し、またこれに関連して中国における龍樹醫王の信仰ついても言及した

い。
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はじめに

　インドの伝承において、ナーガールジュナはインドの三大古典医書の一つ

『スシュルタサンヒター（Suśrutasaṃhitā）』の改訂者とされている 1)。Moriz 

Winternitzをはじめ、多くの学者はこの『スシュルタ・サンヒター』の改訂者を『中

論頌』の作者と区別し、歴史上に複数のナーガールジュナが存在したと考えたが
2)、ナーガールジュナと医術を結びつける伝承は、インドばかりでなく、中国、

チベット、日本にも伝えられている。

　本論では、ナーガールジュナと医術の関係を説く伝承を考察するため、東

アジアに伝承された眼科医書『龍樹眼論』3) を取りあげる。唐代に成立した

本書は、十五世紀に朝鮮半島で編纂された『醫方類聚』に『龍樹菩薩眼論』

の名称をもって収録され、その版本が現在日本に伝存している。『醫方類聚』

は本国ではすでに散逸してしまったため、日本に残された版本をもとに、戦後、

韓国・中国でそれぞれ刊行本が出版された。『醫方類聚』の出版によって世に

知られるようになった『龍樹菩薩眼論』は、中医学の歴史を論じた研究書の

中でこれまでもしばしば取りあげられ、さらに近年、インドと中国における

医術の交流という視点から、Vijaya Deshpandeによって関連するいくつかの

論考が発表されている［Deshpande 1999, 2000, 2003–04］。その中で、Vijaya 

Deshpande は『龍樹菩薩眼論』がナーガールジュナ作に帰せられた理由を考

察し、次のように述べている。

幾人かの中国の学者は、『龍樹菩薩眼論』は著名なインド仏教の師である

ナーガールジュナに仮託されたものであり、このような仮託の例は中国

ではそう珍しい事ではないと指摘しているが、インドの伝統では『スシ

　　ナーガールジュナと医術　 
─『龍樹眼論』の成立と展開─

山 野 智 恵
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9 湯浅裕子「聖☆おにいさん・聖書・能から「宗教間対話」と「平和共存」を考える」

「キリスト新聞」2009 年 7月 18 日号、キリスト新聞社、2009、6面。 
10 例えば以下のブログでは、『聖☆おにいさん』に関する記事を書いた「キリスト新

聞」の記者と、サイト運営者との意見交換が公開されている。水谷潔「命と性の

日記～日々是命、日々是性」2009 年 1 月 6 日、「「聖☆おにいさん」キリスト新

聞担当記者からの見解」、2010 年 12 月 30 日アクセス。

[http://blog.chiisana.org/?eid=1028014] 

11 註 8 参照。 
12 ジャンプスクエア「中村光先生 直撃インタビュー 完全版」2008 年 4月 21 日、「『聖

☆おにいさん』を描いた背景」、2010 年 12 月 30 日アクセス。 

[http://jumpsq.shueisha.co.jp/contents/topic-nakamura/index.html] 

＜キーワード＞無宗教、宗教間対話、宗教マンガ、『ブッダ』、『聖☆おにいさん』 
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参考文献
夏目房之介「「仏教マンガ」の面白さ」「大法輪」平成 20 年 11 月号、大法輪閣、

2008、P.134―P.139。

阿満利麿『日本人はなぜ無宗教なのか』筑摩書房（ちくま新書）、1996。

註
1 本稿では以下のテキストを使用。手塚治虫『ブッダ』全 12巻、潮出版社（潮ビジ

ュアル文庫）、1992―1993。なお本稿で扱う全ての情報は、本稿執筆時（2010

年 12 月 30 日）現在のものである。 

2 本稿では以下のテキストを使用。中村光『聖☆おにいさん』第 1―6巻、講談社（モ

ーニングKC）、2008―2010（以下続刊）。 
3 ジョリオン・バラカ・トーマス「マンガと宗教の現在―『20世紀少年』と二一世

紀の宗教意識」、朴奎泰「アニメと宗教風景・アイデンティティ・スピリチュアリ

ティ」等。国際宗教研究所編『現代宗教 2008』（特集「メディアが生み出す神々」）

秋山書店、2008 所収。 

4 絹田村子『読経しちゃうぞ！』小学館（flowers フラワーコミックスα）、2010。

絹田村子『さんすくみ』第 1巻、小学館（flowers フラワーコミックスα）、2010

（以下続刊）。 
5 手塚治虫『手塚治虫のブッダ 救われる言葉』講談社、1994 初版（光文社から

2007 に再版）。 
6 中村光『聖☆おにいさん』第 1巻、講談社（モーニングKC）、2008、P.94。キャ

ラクター同士の会話を引用する際には、二字下げにした上、以下のような形式を

とった。 

キャラクター名：フキダシ内のセリフ（フキダシ外のセリフやオノマトペ）  
7 「イエスとブッダが共

ルーム・シェア

同生活？聖☆おにいさん 信徒ファンも急増中！―マンガ家・

中村光さんに直撃」「キリスト新聞」2008 年 12 月 25 日号、キリスト新聞社、

2008 年、9面。 

8 「異色のヒット作『聖☆おにいさん』 描いているのはおねえさん」「アエラ」2009

年 1 月 12 日号、朝日新聞社、2009、P.45。 
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図 2　中村光『聖☆おにいさん』第 5巻、講談社（モーニングKC）、2010、P.5。

　　　　

図 3　中村光『聖☆おにいさん』第 1巻、講談社（モーニングKC）、2008、P.127。
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といった社会現象をも相対化し得る可能性を持っている。

創唱宗教に苦手意識を持ち、自分が無宗教であることを信じて疑わない日

本人は数多い。しかし、そうした日本人が同時に、テレビや雑誌などのメデ

ィアを通してカルトやスピリチュアリズムに感化されてもいる現代、『聖☆お

にいさん』のラディカルな解体作業が持つ意味は決して小さいものではない。

今後も連載の続く『聖☆おにいさん』がどう展開していくのか、現代消費社

会の世相と併せて引き続き注目していきたい。

付記：本稿は、蓮花寺佛教研究所定例研究会（2010 年 9月 15 日　於・蓮花

寺佛教研究所）における同名の口頭発表を元にしている。貴重な発表

の機会を与えて下さった蓮花寺佛教研究所の皆様、当日貴重な御意見

を賜った共同研究員の皆様に感謝申し上げます。　

図

図 1　手塚治虫『ブッダ』第 6巻、潮出版社（潮ビジュアル文庫）、1993、P.27。
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う、作者および編集サイドの認識が窺える。国際的な宗教問題を意識しての

発言であろうが、「描かれない」ということが逆に、現実社会の状況をシビア

に反映している。もっとも、イスラム教においてはそもそもアッラーやマホ

メットの姿を描くこと自体が禁じられている。いずれにせよ、本稿で扱って

きたような様々なテーマや、描くことができないというイスラム教との間の

「壁」を含め、『聖☆おにいさん』には現代日本の宗教事情が凝縮されている。

６　『聖☆おにいさん』という問題提起　

現代社会において、カルトやスピリチュアリズムと、マンガ・アニメなど

のサブカルチャーとは、相互に影響を与え合っている部分がある。オウム真

理教などのカルト教団に限らず、新興宗教はマンガ・アニメを布教に利用し

ている。逆に、『20 世紀少年』などはカルト教団を題材にした、純粋なエン

ターテイメント作品としてのマンガである。こうした状況の一方で、『聖☆お

にいさん』は、いわば「パロディ宗教マンガ」として受容され、人気を博し

ている。

本稿の冒頭でも大雑把な分類を試みたように、今日、宗教とマンガとの関

係性は多岐にわたっている。布教の為にエンターテイメントを使うのは、古

くは仏教説話や、地獄絵の内容を説く「絵解き」など、民衆の教化をはかる

寺社の常套手段であった。また、いわゆる室町時代物語の中には、『釈迦の本地』

や『梵天国』等々の本地物が含まれるが、これらも『聖☆おにいさん』でブ

ッダが言うところの「後付け設定」に溢れた布教エンターテイメント作品で

あった。江戸期、仏教が布教の為に怪談を利用し、エクソシストやゴースト

バスターとしての高僧を創り出した例も多い。こうした例に関しては、高田

衛や堤邦彦らの研究に詳しい。現代、マンガ・アニメが布教に用いられるのも、

このような古典的手法の枠組みで捉えることができよう。

しかし、『聖☆おにいさん』は布教の為の宗教マンガではない。さらにパロ

ディ宗教マンガの中でも、現代日本にイエスとブッダを放り込み、神自身の

口に様々なことを語らせて「神話」を解体するという離れ業をやってのけた

点で異質である。『聖☆おにいさん』のラディカルさは、仏教・キリスト教・

イスラム教などの創唱宗教や神道のみならず、カルトやスピリチュアリズム
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ん』にあっては、キリスト教と仏教の世界観をミックスした独自の世界観が

構成されている。そして、漠然とではあるが、キリスト教の創造神が、仏教

の諸尊よりも上位に設定されているように思われる。では、両宗教における「あ

の世」の空間はどのように設定されているのであろうか。

ブッダ：私　けっこう君んちのほう　ちゃんと見たことなくてさ

イエス：あぁ　そうだよね　一応なんとなく天国と極楽　分かれてるも

　　　　のね

ブッダ：そうそう　どっちかっていうと　君が遊びに来てくれてたから

　　　　ウサランドとウサランド SEAくらいの分かれ方だけど……

イエス：それでも　なかなか行き来しないんだよねぇ　（第 6巻 P.45）

上記の引用で注目すべきは「一応なんとなく天国と極楽　分かれてるもの

ね」の部分であろう。ブッダはここで＜キリスト教における天国＞と＜仏教

における極楽＞を、「ウサランド」と「ウサランド SEA」という遊園地に例え

ている。『聖☆おにいさん』の世界観にあっては、天国と極楽は併存しつつ相

互に交通可能な空間なのである。イエスとブッダが根底の部分で理解し合え

るのは、共通のバックグラウンドを持ち合わせているからなのかもしれない。

だとすれば、マンガとしては微笑ましい世界観であるものの、現実世界にお

ける人間同士の異文化交流、そして宗教間対話との隔たりは大きいと言わざ

るを得ない。中村光は「ジャンプスクエア」のインタビューで、イエスとブ

ッダを主人公に据えた理由に関して次のように述べている。

中村：イエスのお友達になれそうなのが、ブッダかなあと（笑）。

SQ：やっぱ、同格で肩を並べられるのはブッダさんしかないと（笑）。

中村：同じ悩みとか、共有できないと。

SQ：他宗教のお友達もいけそうかなあと。難しいでしょうけどね。

中村：それは…難しいです。編集長もそれはやめてくれと（苦笑）。
12

すでに触れたように、神道の神については作品中でその存在が明示されて

いる。よって、「他宗教のお友達」とは、いわゆる世界三大宗教（キリスト教、

イスラム教、仏教）の内の一つであるイスラム教の神、アッラーあるいは預

言者マホメットを指すものと思われる。おそらくは後者であろう。キリスト教、

仏教はパロディのネタに出来ても、イスラム教に関しては触れられないとい
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において彼らを指す「聖人」という言葉（キリスト教における「聖人」の概

念とは異なる）は、それを端的に表わしている。これを国家神道にスライド

した際の危険性については、いわずもがなであろう。

『聖☆おにいさん』における日本の神は、神社に祀られる存在であることが

明らかなものの、イメージ的には茫漠とした位置を保っており、むしろ立川

の土地神としての役割を果たしていると言える。立川を代表する神社といえ

ば○○神社であろうか、ならば祭神は……といった憶測を働かせることも出

来る。しかし、このテクストにおいてその手の詮索を行っても、あまり生産

的な意味は為さないように思われる。ただし、本作が立川というトポスを有

効に利用していることは確かである。「立川」という、東京でありながら地方

を意識させる舞台設定は、『聖☆おにいさん』のほのぼのムードを軒下から支

えている。作品にリアリティを与える為の取材も為されており、例えばイエ

スとブッダがジョギングの目的地としていた「オニ公園」（第 2巻 13 話「天

国に一番近い公園」参照）などは立川駅付近に実在している。

作者の中村光は、『聖☆おにいさん』の世界を、我々の住むこの世界によく

似たパラレルワールドとして設定しているようである。以下に、前出「アエラ」

のインタビュー記事を引用する。「2聖人が降臨したのは、現実に似ているが、

戦争やむごたらしい事件のない「もう一つの現生」なのだという。「そうでな

いと、恐ろしくシリアスなマンガになってしまいますし、だれか特定の人の

味方をすることになりますから」」
11

しかしながら第 9話「HOLY BIRTHDAY」には、イエスが「戦争がどうし

てなくならないのか考えてる」（第 2巻 P.8）と発言する場面もあり、完全に

平和な世界観を持っているわけではない。作品世界の構造を見ると、どうや

ら世界の創造主はキリスト教の神（イエスの父）である。キリスト教の創世

神話をネタとして使っていることから、それが推察できる。仏教における全

能の神ブラフマン（梵天）は、手塚『ブッダ』では、ブッダを導く仙人じみ

た老人として描かれていた。

しかし『聖☆おにいさん』における梵天は、スーツ姿でブッダに原稿の催

促をする天界のマンガ編集者になっており、神としてのランクがだいぶ下が

っている。ギャグマンガなのできっちりしたものではないが、『聖☆おにいさ
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なっている。それでも、扱うネタが繊細な問題を孕んでいることには変わり

ない。

「キリスト新聞」に限らず、『聖☆おにいさん』作者へのインタビュー記事は、

作者が 20代の女性ということを強調しているように思われる。例えば 2009

年の「アエラ」インタビュー記事のタイトルは以下のようなものであった。「異

色のヒット作『聖☆おにいさん』　描いているのはおねえさん」
8

こうした紹介

の仕方には、『聖☆おにいさん』の作風と描き手のギャップを押し出す意図も

あろう。しかし、描き手が若い女性ということをもって、読者のマイナス方

向への反応を防ごうという意図も少なからず含まれているように思われる。

湯浅裕子（恵泉女学園大学恵泉銀座センター講師）は、2009 年に公開講座「聖

☆おにいさん・聖書・能―対話は祝祭」を開き、同講座の紹介を兼ねた記事

として、「キリスト新聞」誌上に「聖☆おにいさん・聖書・能から「宗教間対話」

と「平和共存」を考える」
9

を載せている。「キリスト新聞」はいずれの記事でも、

『聖☆おにいさん』におけるイエスとブッダのやりとりを「宗教間対話」とし

て捉え、肯定的に紹介していることが分かる。ただし、インターネット上では、

主にキリスト教徒の間で『聖☆おにいさん』への賛否が分かれている。
10

いず

れにせよ押さえておくべき点は、本作が一人の作者による＜シミュレーショ

ンとしての宗教間対話＞である、ということであろう。しかも、『聖☆おにい

さん』のイエスとブッダは、現実とは異なる本作独自の世界観（宗教観）を

共有しているのである。以下、その世界観を具体的に分析していきたい。

『聖☆おにいさん』の世界観には独自の設定が含まれているものの、基本的

には現実の日本社会を反映している。つまり、自然宗教としての日本の民間

信仰を下敷きにした上で、神道・仏教・キリスト教が共存しているのである。

そして、直接は描かれないものの、『聖☆おにいさん』では日本の神の存在に

ついても言及される（図 3）。これは、本作の世界観を考える上で、非常に重

要なポイントとなる。

ここで示唆される神道の神が、立川という「地元」を体現した神であり、

読み手にいわゆる神社神道における特定の祭神や、戦前の国家神道を意識さ

せないことにも注意を払っておきたい。キリスト教におけるイエス、仏教に

おけるブッダという存在は、いわば「神」となった人である。『聖☆おにいさん』
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信仰も含まれる。そして、「神道」は自然宗教を基盤として生まれた宗教であ

るが、自然宗教そのものではないとする。さらに阿満は、日本人の多くが、風俗・

習慣となった宗教行為を「年中行事」としてのみ捉え、「宗教」として認識し

ないことを指摘し、それが、多くの日本人をして自らを「無宗教」と標榜し

て不思議に思わせない仕組みであると論じる。「宗教を「創唱宗教」に限定し

すぎて、多くの日本人にとって空気のようになっている「自然宗教」を宗教

と認識することが難しいという状況は、宗教文化を習俗と教義に分けるとい

う奇妙な論理をも生み出しているのである。しかもやっかいなことは、こう

した区別に疑問をいだく人がきわめて少ないということだ」[ 阿満　1996：

25]

『聖☆おにいさん』にも、クリスマス、寺への初詣、神社の祭り等々、「年

中行事」としての宗教行為が度々描かれる。現代日本を舞台にしたマンガに、

季節ネタとしての年中行事が登場するのはよくあることだが、そのこと自体、

クリスマスや初詣などを宗教行事として認識していない、少なからぬ日本人

の意識を反映していると言えよう。『聖☆おにいさん』の場合は、マンガに

よくある年中行事ネタを「宗教行事」として再認識させて笑いをとるという、

逆転現象が仕掛けられているのである。

さて、阿満による「自然宗教」と「創唱宗教」の概念などを踏まえた上で、『聖

☆おにいさん』の宗教観および世界観について考えてみたい。キリスト教系

の「キリスト新聞」（週刊）は 2008 年に、「イエスとブッダが共
ルーム・シェア

同生活？　

聖☆おにいさん　信徒ファンも急増中！―マンガ家・中村光さんに直撃」と

題した記事で、『聖☆おにいさん』作者、中村光へのインタビュー記事を載せ

ている
7

。同記事には「“究極の宗教間対話” ―その原点を探る」という見出し

も付いており、作者の育った環境や宗教観を探りつつ『聖☆おにいさん』を

好意的に紹介している。

『聖☆おにいさん』は、ほのぼのした雰囲気だけを売りにしたマンガでは

ない。宗教をネタにしたきわどいギャグも数多く含まれているのだが、それ

が悪意からでたものではないこと、質の良い風刺であることなどの理由から、

読者を置き去りにするような突き抜けたブラックユーモアの方向には走って

いない。むしろ読者から笑いを引き出し、共犯意識を抱かせるような構造に
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イエス：君の原作４コマを求めて　また三蔵法師が天竺まで大冒険して

　　　　しまったらどうするの……？

ブッダ：ううっ　いたたまれない……!!

　　　　本になってお近くの書店でお求めになれれば　私も『西遊記』　

　　　　で　あんなキャラにされなくてすんだんだ…！

イエス：（気にしてたんだ…）　ああ　なんか君　妙に意地悪だもんね　

（第 6巻 P.96）

この場面以外にも、イエスとブッダの二人は自分たちの背負わされたキャ

ラ付けに関して、度々言及している。『聖☆おにいさん』の二人は、生身の肉

体を得て語ることで、後世背負い込まされた「伝説」や「神話」（文字通り、「神

話」である）を解体する。その際には、神自らが、行き過ぎた神格化をやん

わり否定したりもする。神自身が、説話の内容を分析するかのように、自身

のイメージ形成の在り方について語り合うのである。『聖☆おにいさん』には、

こうしたラディカルな笑いが内包されている。

ではなぜ、日本人の多くは『聖☆おにいさん』をゆるせるのだろうか。時

と場合によっては「冒瀆」とすら捉えられかねない『聖☆おにいさん』とい

う「試み」が、日本において目立った反発もなく受け入れられ、さらに流行

までしているのはどうしてなのか。『聖☆おにいさん』の内容を分析すること

で、日本人の宗教観の一端を垣間見ることもできるのではなかろうか。ここ

では、阿満利麿『日本人はなぜ無宗教なのか』における「自然宗教」と「創

唱宗教」の概念を援用しながら [ 阿満　1996]、『聖☆おにいさん』の世界観や、

本作を受容する日本の文化的背景に迫ってみたい。

「創唱宗教」とは、特定の人物が特定の教義を唱えてそれを信じる人たち

がいる宗教のことである。教祖と経典、それに教団の三者によって成り

立っている宗教といいかえてよい。代表的な例は、キリスト教や仏教、

イスラム教であり、いわゆる新興宗教もその類に属する。これに対して「自

然宗教」とは、文字通り、いつ、だれによって始められたかも分からない、

自然発生的な宗教のことであり、「創唱宗教」のような教祖や経典、教団

をもたない。[ 阿満　1996：11]

阿満の定義する自然宗教には、民俗学が対象とするような、いわゆる民間



蓮花寺佛教研究所紀要　第四号　寄稿論文

212(9)

は渡らないという、シビアな発言をもしている。これに対してイエスは、仏

教と金銭との関係については「言わない約束」というツッコミをする。

この場面では、ブッダ自身が、ブッダ本来の教えと日本の仏教のシステム

の乖離について言及しているわけであり、ある意味これほど辛辣なブラック

ユーモアもないのだが、そこにはなぜか嫌味が存在しない。『聖☆おにいさん』

のブッダは基本的に、現代日本社会とのギャップに出会った際、怒りではな

く苦悩・困惑・嘆きの心情を抱いているのである。

５　日本人の宗教観　―日本人はなぜ『聖☆おにいさん』をゆるせるのか―

ある意味で『聖☆おにいさん』は、手塚『ブッダ』で描かれたブッダの生

涯の後日譚とも受け取れよう。『聖☆おにいさん』においてブッダが『ブッダ』

を読むことの可笑しみは、そこにもある。偶像化された神は、語らないが故

の聖性を得ると同時に、後世の人間による様々な思惑を背負い込み、次第に

人間離れした性格を帯びていくことになる。例えば『聖☆おにいさん』のブ

ッダはそれを「後付け設定」（第 6巻 P.4）と呼んでいる。もっとも、正確に

言えばブッダはここで、「天部」の神々による「後付け設定」と発言している。

前出の夏目論文は、荻野真『孔雀王』や武井宏之『仏ゾーン』などをあげ、

格闘マンガのモチーフとして、密教の世界観や視覚的要素が使われているこ

とに言及する。さらに、「若者のゲーム的想像力の情報消費に対応するデータ

ベースとして密教の利用度は高い。ただ、その「面白さ」は「仏教」に限ら

ない。カソリック、道教、各地の土着宗教からも同様の秘教的世界観や階層

的イメージを援用するのがマンガの貪欲さだ。そもそも『西遊記』説話にも

そういう性格が潜在し」[ 夏目　2008：137] と、『西遊記』など、考察の幅

をマンガ以外の説話にまで広げられることを示している。 

実は『聖☆おにいさん』においても、ブッダ自身が『西遊記』でのブッダ

像について否定的な発言をしている場面がある。ブッダは、自らが描くマン

ガの単行本化を梵天に打診された際、「今のように教えが書物になっている

ことすら　私の本意ではないのです」（第 6巻 P.93）と、初めはそれを拒む。

しかし、イエスとの次のような会話を経て、単行本化の件を了承するに到る

のである。
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な悩み）を抱く様が描かれる。

『聖☆おにいさん』では、イエスが天真爛漫な浪費家として、対照的にブッ

ダが落ち着いた節約家として設定されている。根っからミーハーで浪費体質

のイエスとは異なり、ブッダや弟子のアナンダは堅実な節約家として描かれ

るのである（図 2）。もっとも、イエスほどではないが、稀にブッダも消費社

会における「商品」という物質に執着することがある。そして、ついついお

金を使ってしまい、「落ちこむ」という人間的な側面も度々描かれる。ただし

その場合、炊飯ジャーや石釜オーブンなど家庭的な商品が多く、イエスの直

接的な物欲（仮装グッズやノートパソコンなど）との間には隔たりがある。

当然のことながら、仏典や伝記におけるブッダは、基本的に過去の存在と

して描かれる。しかしながら『聖☆おにいさん』にあっては、ブッダは現代

日本の消費社会に投げ込まれ、現在進行形で悩み続ける存在である。＜現代

消費社会＋ブッダ＞というシミュレーションを行ったところに、『聖☆おにい

さん』のひとつの妙味がある。現代消費社会における「仏教と経済」を対象

に据えたブラックユーモアの一例として、サウナ上がりの二人のやりとりを

引いてみよう。

ブッダ：100 円玉が返ってこないロッカーだったこれ……!!

イエス：……ブッダはこういうことびっくりするくらい落ちこむよね！

　　　　まーまー　おさい銭だったと思えばいいじゃない（ポジティブ

　　　　ポジティブ！）

ブッダ：（ハァ…）そんなイエス……大体　おさい銭箱って……

　　　　おさい銭が本当に私行きだったらこんなことで悲しんでないし 

　　　　（ポソ…）

　イエス：そ……それは言わない約束だろブッダ！　（第 1巻 P.94）
6

ここでは、一国の王子から一転して無一文の世界に身を投じ、清貧に甘ん

じて修行を続ける「ブッダ」像をベースにし、「小銭に執着するブッダ」とい

う笑いを生みだしている。ブッダを、現代日本の消費社会を生きる読者の等

身大スケールに合わせた場合、修行の為の「清貧」は単なる「節約術」に、

ともすれば「守銭奴」になり下がる可能性を持ち併せているのである。また、

ブッダはここにおいて、寺に設えられた賽銭箱の中身がブッダ自身の手元に
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いる。『聖☆おにいさん』の宗教ネタも、それに近い「蘊蓄」あるいは「教養」

だと言うことができよう。

４　『ブッダ』から『聖☆おにいさん』へ

『ブッダ』を読む「ブッダ」という、禅問答のような難解さを持つ場面が、『聖

☆おにいさん』においてはいとも軽やかに成立する。『聖☆おにいさん』のブ

ッダは、終電を乗り過ごした上にマンガ喫茶で手塚治虫の『ブッダ』を読み、

手塚ファンとなるのである。またその影響から、自らも『悟れ !! アナンダ !!』

というマンガを描き始める。『悟れ !! アナンダ !!』は、天界の聖人向け無料情

報誌「R2000」に連載され、ブッダは一躍、天界の人気漫画家となる。この

設定は、本作の中で継続して扱われることになる。『聖☆おにいさん』のセリ

フには、実在する様々なマンガのタイトルが登場し、また度々それらの作品

を意識した小ネタが挟まれる。中でも手塚作品のパロディは多い。

例えば『聖☆おにいさん』第 42話「コミックスでおおわらわ」（第 6巻）で、

ブッダがマンガのネタ出しの為に瞑想し、集中のあまり精神世界にダイブし

てしまう場面は、手塚『ブッダ』第 9章の一場面をパロディ化している（第

6巻）。該当の箇所は、ブッダがスジャータの命を救うべく、瞑想の果てにブ

ラフマンと出会い、宇宙の真理を目撃する場面である。手塚『ブッダ』にお

ける該当場面が、ブッダの生涯にかかわる重要な箇所である分、パロディ化

された際の面白さが際立つ結果となっている。もちろん、手塚『ブッダ』を

読んでいない読者でも笑えるようにはなっているのだが、原典を知っている

読者は、より深く楽しめるように作ってある。そういった意味では、『聖☆お

にいさん』における手塚『ブッダ』は、仏教経典や聖書と同じ位置にあると

言えよう。『聖☆おにいさん』は、先行する手塚『ブッダ』を能動的に作品世

界に取り込もうとしている。

ここで、『ブッダ』と『聖☆おにいさん』の相違点を確認しておきたい。端

的に言ってしまえば、『ブッダ』はギャグを含むストーリーマンガである。手

塚『ブッダ』は、ブッダが様々な悩みを越えて成長していく様を描く。一方の『聖

☆おにいさん』は、ストーリー仕立てのギャグマンガである。悟りを開いた

はずのブッダが現代の消費社会に投げ込まれて、人間的な悩み（主に金銭的
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し合わせを行った『手塚治虫のブッダ　救われる言葉』等が出版される現状

からも、そういった傾向は見えてこよう。
5

３　中村光『聖☆おにいさん』の現代

2000 年代に入り、手塚『ブッダ』とは全く違ったブッダ像を描く作品が登

場した。中村光『聖☆おにいさん』は、2007―本稿執筆時現在にかけて、講

談社「週刊モーニング・ツー」に連載されている。ブッダとイエスを現代日

本に住まわせるという設定で、連載当初から話題を呼んだ作品である。

内容は、イエスとブッダが現代日本でルームシェアするというシュールな

ギャグマンガである。第 1巻カバー裏の紹介文には、次のような文句が載る。

「目覚めた人ブッダ、神の子・イエス。世紀末を無事に越えた二人は、東京・

立川でアパートをシェアし、下界でバカンスを過ごしていた。近所のおばち

ゃんのように細かいお金を気にするブッダ。衝動買いが多いイエス。そんな“最

聖” コンビの立川デイズ」

このマンガでひとつの前提とされているのは、教養としての宗教知識であ

る。青年マンガの読者層が、キリスト教と仏教の知識を全く持ち併せていな

ければ、このマンガのギャグは成立しない。こうした「前提」が成立するこ

との背景には、手塚『ブッダ』を始めとする、一般向け教養書としての仏教・

キリスト教関係書籍の浸透もあろう。ただし、『聖☆おにいさん』は、あまり

深い宗教知識を有していなくても楽しめるように作ってある。

多くの読者は、「ユダ」が裏切りの象徴であることは知っているであろう。

しかし、「ディーバダッタ」の裏切りのエピソードについては知らないかも知

れない。本作は、そうした読者であっても楽しみながら断片的な知識を得ら

れるように作ってある。読みながらトリビアを吸収できるタイプのマンガと

しては、例えば『美味しんぼ』、『ギャラリーフェイク』、『もやしもん』など

の蘊蓄マンガがあげられる。

これらのマンガは、料理や美術や菌類に詳しい人のみを対象にしているわ

けではない。むしろ各マンガを読むまで、それぞれのジャンルに興味を持っ

ていなかった層、あるいは、興味はあるものの、専門書を読んだり、関係す

るあちこちの場所に足を運んだりまではしない層をメインターゲットにして
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にバカになるニャ　そンなら死ぬことも忘れるニャ」と言う。すると、コマ

の隅から顔を出したベレー帽・メガネ・丸鼻の人物が、次のようなセリフを

吐くのである。「ひでエもんだ　こんな伝記なんてないぞ」（第 6巻 P.27）

また、アッサジの外見は、手塚『三つ目がとおる』の主人公である、額に

バツ印の絆創膏を貼った写楽保介の姿で描かれる。こうした描かれ方をする

にも関わらず、アッサジはいわゆるチョイ役ではない。手塚『ブッダ』にお

いて重要な役割を果たすキャラクターなのである。このような手法も、手塚『ブ

ッダ』を純粋な伝記として受容させない、ひとつの「装置」として機能している。

おそらくアニメ映画化された『ブッダ』においては、原作を純粋な伝記と

して受容させない「装置」として機能していたマンガチックな表現が激減す

ることだろう。映画公開前につき本編未見であり（予告編は視聴済）、また本

稿の主旨からも逸れる為、これ以上の深入りはできないが、マンガからアニ

メへのメディアの変化によって生じる様々な差異については注意が必要であ

る。

手塚『ブッダ』を、前後の文化的な文脈において考える際に忘れてはなら

ないのが、「教養としての仏教」というファクターである。手塚『ブッダ』前

後にも、思想・哲学・歴史知識として仏教を扱った書物は少なくない。ブッ

ダ自体を主人公に据えた作品としては、古くは1922年に刊行されたヘルマン・

ヘッセの小説『シッダールタ』（Siddhartha, Eine indische Dichtung）がある。

手塚『ブッダ』前後の日本における例としては、例えば以下のようなもの

があげられよう。一つは 80年代以降のひろさちやの著作を中心とする、一般

向け仏教解説書である。もう一つは、千田専寿指導監修『教育まんが　お釈

迦さま』（青山書院、1975）に代表されるような、子供向けの伝記マンガである。

前者は、ひろさちや以外の書き手を含め、80年代以降も継続して出版され続

けている。後者でとりあげた例は、今も版を重ねるロングセラーである。も

ちろん、それ以外にもブッダを扱った子供向け伝記マンガは数多い。

これらの出版物は、直接的な布教を目的としていない。狭い意味での「宗

教」を越え、学ぶべき教養としてブッダの生涯やその教えを解説する。さらに、

出版から時間の経った現在、手塚『ブッダ』は教養マンガの古典としても受

容されているようだ。手塚『ブッダ』の内容を抜き出し、仏教知識との照ら
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など、宗教者である人間が主人公である。一方、『聖☆おにいさん』はこれら

とは異なり、イエスとブッダという、かつて人間だった「神」が主人公となり、

なおかつ彼らが現代日本の消費社会の中で右往左往する様が描かれる。「神」

化した人間を再度「人間」として描くことで、面白さを生んでいるのである。

これは、特筆すべきオリジナリティであると言えよう。

２　手塚治虫『ブッダ』の時代

手塚治虫『ブッダ』は、1972―1983 にかけて、潮出版社「希望の友」「少

年ワールド」「コミックトム」に連載された。ブッダを実在の人物として扱う「伝

記」的要素の強い作品である。しかし手塚『ブッダ』は、いわゆる「お釈迦さま」

像を踏襲しない。人間としてのブッダが、超越的存在たるブラフマン（梵天）

の導きを受けつつ、悩みながらも修行を経てより高次の存在、いわば超人に

変化していく過程を描く（図 1）。

マンガコラムニストの夏目房之介は、『ブッダ』が釈迦の伝記マンガであり

ながら手塚流にアレンジされていること、また、悟りを開いた後のブッダ像

が魅力に乏しいことをあげる。そして、「入滅したブッダが、ブラフマ神に向

かって＜私の一生かけて説いた話は＜略＞百年たち千年たったあと忘れられ

てしまうのですか !! ＞と問う」場面にこそ、手塚らしさが顕れていると指摘

する。[ 夏目　2008：135]

夏目が指摘するように、手塚『ブッダ』には、ブッダの「伝記」的要素と

相反する、フィクション要素が多く含まれている。例えば手塚『ブッダ』には、

仏典にはないキャラクターやエピソードが数多く登場する。手塚マンガの常

套手段として、作者自身がマンガ内に登場する、他の手塚マンガのキャラク

ターが登場する、シリアスな場面にそぐわないギャグが描かれる、などの特

徴があげられる。

『ブッダ』においてもこの傾向が見られるが、本作におけるマンガチックな

表現は、結果的に、本格的な「伝記」として読者に受容されることを防ぐ役

割を果たしている。例として、以下の二点をとりあげてみる。まずは、作者

である手塚治虫を模した人物が放つセリフを引く。架空の人物「アッサジ」が、

死に怯えるブッダを棒で「ガーン」と殴った後、「毎日こうやってるとしまい
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もうひとつは、マンガ・アニメが、布教目的ではなく「宗教」をテーマと

する場合である。これには、本稿で扱う手塚治虫『ブッダ』（マンガ・2011

アニメ化予定）などが分類される。手塚『ブッダ』は、ブッダの生涯および

仏教をモチーフにしており、布教を目的として描かれたマンガではない。た

だし『ブッダ』は「コミックトム」ほか、創価学会系の潮出版社が出版する

マンガ雑誌に連載されていた。横山光輝『三国志』も同様であり、連載の媒

体選択にさしたる理由はないと考えられるものの、一応記憶されておいてよ

い事柄である。

子供向けの教育マンガから大人向けのエンターテイメント作品に到るまで、

ブッダ＝釈迦を含む、あらゆる高僧の伝記がマンガ化されていると言ってよ

い。それらの中には宗教団体が発信する、広義の布教目的作品もあるが、多

くはいわゆる偉人（科学者、芸術家など）の伝記をマンガ化したものと大差

ない、イデオロギー性の薄いものである。また近年、浦沢直樹『20世紀少年』

などが架空のカルト教団をモチーフにしており、これも布教目的でなく「宗教」

をテーマとする宗教マンガに分類されよう。

以上のほか、直接「宗教マンガ」には分類できないものの、マンガ・アニ

メが、宗教的なテーマを内包している場合も多い。例えば、大友克宏原作『Ａ

ＫＩＲＡ』、宮崎駿原作『風の谷のナウシカ』、庵野秀明監督『新世紀エヴァ

ンゲリオン』（全てマンガ・アニメどちらでも展開）における終末思想や救世

主的なキャラクター、断片的に引用される宗教モチーフなどに宗教性を認め

る論考は多い。

布教を目的としない宗教マンガの中で見受けられる比較的新しい動きとし

ては、パロディを主眼として宗教を扱う例がある。代表的なものとしては、

岡野玲子『ファンシィダンス』、三宅乱丈『ぶっせん』などをあげることがで

きる。ごく近年のものとしては、神主・住職・牧師の息子達三人の友情を描

くギャグマンガ、絹田村子『読経しちゃうぞ！』およびその続編の『さんす

くみ』
4

がある。

本稿でとりあげる中村光『聖☆おにいさん』もまた、パロディ系の宗教マ

ンガである。しかしながら本作には、今まであげてきたパロディ系の作品と

大きく異なる点がある。『ファンシィダンス』などの作品は、いずれも「僧」
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スタンスを明らかにしておく。筆者の専門とする研究分野は、日本の近世（江

戸）文学、民俗学、比較文化論である。その為、日本の宗教に対してある程

度の知識は持ち併せているものの、それはあくまで研究上のことであって、

特定の宗教に帰属しているわけではない。筆者は、仏教の一宗派（浄土真宗）

に属する一般家庭に生まれたが、仏事以外で特にそれを意識することはない。

高校生の頃、とある必要から友人数名と某神社に通い、神主修行の真似事を

経験させて貰ったこともあるが、それも信仰に根差す理由からではない。

つまり、宗教にまつわる様々な事柄に興味を持ち続けているものの、個人

として特定の信仰を持っているわけではない。程度の差こそあれ、こうした

スタンスの日本人は少なくないものと思われる。『ブッダ』や『聖☆おにいさ

ん』等、宗教的なモチーフを扱ったマンガは、興味関心の対象として「宗教」

を眺めている現代日本人のニーズを掬い取ったものだと言うことができよう。

これらの作品の流行の背景には、特定の宗教団体に帰属する層の少ない、日

本の特殊な宗教事情が反映してもいるのである。

１　宗教とマンガ・アニメとの関係

宗教を題材としたマンガは多く、ときにそれらは「宗教マンガ」と呼ばれる。

宗教マンガの定義は曖昧だが、通常は宗教団体が布教に用いるマンガを指す。

ただし、宗教を題材としたマンガの全てが、宗教団体による布教の為のマン

ガではない。本稿で扱う二種類のマンガも、布教を目的としたものではない。

『現代宗教　2008』
3

は、「メディアが生み出す神々」という特集を組み、宗教

とマンガ・アニメに関する複数の論考を載せている。情報メディアに関する

特集が組まれ、なおかつ複数の論考がマンガ・アニメを扱っていることからも、

現代日本の宗教と、マンガ・アニメをはじめとする情報メディアとの親和性

の高さが窺える。

本稿では「宗教マンガ」の意味を広くとり、宗教をテーマやモチーフとし

て扱ったマンガやアニメ全般を指すこととする。その場合、宗教マンガは主

に次の二種に大別されよう。ひとつ目は、宗教団体が、マンガ・アニメを布

教に用いようとする場合である。例としては、創価学会『劇画人間革命』（マ

ンガ）、幸福の科学『太陽の法』（アニメ）などがあげられる。　
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はじめに　

現代の日本社会における「仏教」は、宗教としての意味と機能を越え、思

想や哲学といった形でも受容されている。こうした仏教観の浸透には、出版

メディアが大きく関わっていると言える。本稿では、日本の出版メディアの

中でも、端倪すべからざる役割を果たしてきたマンガを俎上に上げる。そして、

マンガにおけるブッダ像を分析することで、現代消費社会の日本人が持つ仏

教観、とくに仏教と経済との関わりを浮かび上がらせてみたい。

また、この作業と連動させた形で、仏教および他宗教が現代のマンガにお

いてどのように扱われているのかをも探ってみる。エンターテイメント作品

に表出する宗教をとりあげることにより、現代日本における宗教観の一端を

分析することも可能であると思われる。

対象として扱うのは、次の二作品である。まずは、一般向け宗教マンガと

して知名度の高い手塚治虫『ブッダ』
1

である。『ブッダ』は、1975 年に文春

漫画賞を受賞。2004・2005 年、米アイズナー賞最優秀国際作品部門受賞。

2011 年には全三部作のアニメ映画としても公開予定である。

本稿が『ブッダ』以上に力点を置いて分析するもう一つの作品は、ナンセ

ンスなギャグマンガとしての人気も安定した感のある中村光『聖
セイント

☆おにいさ

ん』
2

である。現在も連載の続く『聖☆おにいさん』は、宝島社「このマンガ

がすごい！ 2009」オトコ編第一位作品であり、2009 年には手塚治虫文化賞

短編賞も受賞している。本稿では手塚治虫『ブッダ』から中村光『聖☆おに

いさん』への情報の連環と変容に着目して、論を進めていくこととしたい。

さて、これから展開する論考の特質上、はじめに筆者の「宗教」に対する

現代消費社会における「ブッダ」像
―手塚治虫『ブッダ』から中村光『聖☆おにいさん』への転生―

今 井 秀 和


